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まえがき 

関西の道路網整備は首都圏に比べて大きく遅れています。このような中、関西の経済活動の活性化、

インバウンドへの対応および東南海地震などの災害に備えるためにも、さらなる道路ネットワークの構

築や既存道路の有効活用が必要です。 

近年では、昨年度の東日本台風の関東直撃や今年の新型コロナ禍により首都圏の社会・経済活動が長

期にわたる打撃を受けたことなどにより、東京一極集中の是正や新しい生活様式への転換が喫緊の課題

であることが国民レベルで再認識されています。 

 本委員会では、2015 年度から「道路網研究分科会」と「道路の賢い使い方研究分科会」の 2 分科会、

2016 年度から「道路整備の手法に関する研究分科会」が加わり 3 分科会において、主に関西の将来にお

ける道路のあり方（道路網，道路構造，整備手法等）について、検討・研究を進めるとともに、関西の再

生を期して、2016 年 9 月 15 日の「第 49 回建コン協近畿支部研究発表会」で、提言「立ち上がれ関西 

新しい道路網整備 2050 ～建設コンサルタント技術者集団による YUME ROAD2050～」、2018 年 10

月 4 日の「第 51 回建コン協近畿支部研究発表会」で、提言Ⅱ「関西の明日を創造するプロジェクト 2050 

～建設コンサルタント技術者集団による YUME KOKUDO2050～」を公表しました。 

第 3 期道路研究委員会の 終年である今年度は、2025 年大阪・関西万博や 2037 年リニア中央新幹線

大阪延伸が本格的に進められている今こそ、首都代替機能を担うためのインフラ整備をスタートさせる

べきであると考え、2040 年までに緊急に整備すべき内容と 2050 年に向けた将来構想からなる『緊急提

言！今こそ立ち上がれ“ミラーリング KANSAI”～ポストコロナの新しい日本～』を策定し、2020 年 12

月 2 日の「R2 年度建コン協近畿支部シンポジウム」で公表致しました。 

これらの提言は、国土交通省はじめ関係地方公共団体等関係機関に内容説明するとともに意見交換

を実施しました。今後、頂いたご提案・ご意見を参考に 2021・2022 年度の 2 か年をかけて「道路研究

委員会；第 4 期」を立ち上げ、研究・検討を重ね、その成果を広く関係機関及び国民の皆様に発信し続

ける所存です。 

 

 下記に道路研究委員会第 3 期（2019・2020 年度）の主な活動を記述致します。 

① 緊急提言！今こそ立ち上がれ“ミラーリング KANSAI”～ポストコロナの新しい日本～ 

② 道路研究委員会第 3 期中間報告； 

建設技術展 2019 近畿「2050 年に繋ぐみらい予想図」（2019.10.26） 

③ 建設技術展 2020 近畿「ビジョン 2040 記念シンポジウム 

～道路の景色が変わる道路法の改正～」 

④ 令和 2 年度建コン協近畿支部シンポジウム   

緊急提言！「今こそ立ち上がれ“ミラーリング KANSAI”～ポストコロナの新しい日本～ 

⑤ 道路技術勉強会の経緯 

⑥ 関西のインフラ強化を進める会 

 

道路研究委員会 委員長      

寺尾 敏男 
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第 1 編 緊急提⾔！今こそ⽴ち上がれ！“ミラーリング KANSA” 
    〜 ポストコロナの新しい⽇本〜 
 

１−１  報告書「緊急提⾔」 
１−２  「緊急提⾔」関係機関への報告 
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「ミラーリングKANSAI」とは、⾸都圏に集中している様々な機能と同等のものを、⼤阪を中⼼とする関⻄で
整備し、「いつでも必要な機能を発揮できる『東⻄複眼構造の⼀極』として、個性あふれる『関⻄再⽣を⽬
指す』という強い思いを込めた表現である。

ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ
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関⻄は、わが国を代表する歴史・⽂化遺産、⾼度な学術・研究機能や産業等多彩
なポテンシャルを有する⾸都圏に次ぐ経済圏域であるにもかかわらず、近年は相対的な
地位の低下がみられ、永年の課題である東京⼀極集中を是正する責任を全うすること
ができずにいます。

このような状況の中で、昨年の東⽇本台⾵の関東直撃により⾃然災害リスクがクロー
ズアップされたことや、今年の新型コロナ禍により⾸都圏の社会・経済活動が甚⼤かつ
⻑期に亘る影響を受けたことなどにより、東京⼀極集中の是正やリモートワークを中⼼
とした新しい⽣活様式への転換が喫緊の課題であることが国⺠レベルで再認識されま
した。

私たち建設コンサルタンツ協会近畿⽀部の技術者集団はインフラ整備のプロとして、
関⻄の再⽣を期して、2016年に提⾔Ⅰ（YUME ROAD 2050）、2018年に提
⾔Ⅱ（YUME KOKUDO 2050）を公表してきましたが、2025年⼤阪・関⻄万博
や2037年リニア中央新幹線新⼤阪延伸が本格的に進められている今こそ、⾸都代
替機能を担うためのインフラ整備をスタートさせるべきであると考え、2040年までに緊急
に整備すべき内容と2050年に向けた将来構想からなる『緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上
がれ︕ “ミラーリング KANSAI” 〜ポストコロナの新しい⽇本〜』を策定しました。
本提⾔は、

（1）リニア中央新幹線によりスーパー・メガリージョンが形成される2040年をターゲット
とした、関⻄における⾸都代替機能整備に関する緊急提⾔

（2）⻄⽇本版スーパー・メガリージョンの形成を⽬指す2050年をターゲットとした、東
⻄複眼構造の⼀極を担う関⻄インフラ整備構想に関する提⾔

の⼆部構成としています。

今後、シンポジウムの開催や関係者との意⾒交換などを通じて、皆さまから広くご意
⾒・ご感想をうかがい、さらに研究を深めていくこととしております。

はじめに

令和2年12⽉
（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近畿⽀部

⽀部⻑ 吉津洋⼀
提⾔2020近畿作成WG ＷＧ⻑ 兼塚卓也

道路研究委員会 委員⻑ 寺尾敏男

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜
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― ⽬ 次 ―
はじめに

【Ⅰ】⽇本を取り巻く現状と将来の⽅向性
１．現状と動向

（１）⼈⼝減少、少⼦⾼齢化とともに東京⼀極集中が進⾏
（２）「先進・資本主義国」では、インフラ整備がGDPの成⻑に寄与
（３）⾃然災害リスクの増加
（４）インバウンドの急速な増加（コロナ禍以前）
（５）技術⾰新の進展、⽣活様式・価値観の多様化
（６）新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の影響
（７）国家プロジェクトの推進

２．関⻄の課題と将来の⽅向性
（１）地球温暖化対策・⾃然災害等への危機管理
（２）インバウンド需要への対応
（３）技術⾰新の進展、⽣活様式・価値観の多様化

３．関⻄の今後のあるべき姿に向けて

【Ⅱ】緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜 ポストコロナの新しい⽇本 〜

《提⾔Ⅰ》 関⻄における⾸都代替機能整備構想について
〜 スーパー・メガリージョン形成後の2040年を⾒据えて 〜

Ⅰ-１ ⼤阪都⼼に⾸都代替機能を整備
（１）⼤阪都⼼に、⽴法、⾏政、司法、およびビジネスの中央拠点を整備
（２）⼤阪・関⻄万博開催後の夢洲を国際拠点化し、関⻄３空港を結ぶ⾼速交通ネットワークを整備
（３）中央拠点と新⼤阪及び国際交流拠点を結ぶ新たな鉄道アクセスを整備
（４）⼤阪都⼼、中央拠点や国際交流拠点の魅⼒向上に向けた新たな空間活⽤
（５）⽇本各地の魅⼒をアピールする広報・誘客機能の強化

Ⅰ-２ 災害に備え、⼤阪圏主要都市に主要機能を分散配置
（１）⼤阪圏主要都市に主要機能を分散配置
（２）⼤阪都⼼〜⼤阪圏主要都市〜関⻄圏地⽅都市間のネットワークを強化

《提⾔Ⅱ》 東⻄複眼構造の⼀極としての関⻄インフラ整備構想について
〜 ⻄⽇本版スーパー・メガリージョン形成を⽬指す2050年を⾒据えて 〜

Ⅱ-１ 東⻄スーパー･メガリージョンの結節点としての機能整備
（１）⻄⽇本版スーパー・メガリージョンの形成
（２）技術⾰新による交通システムの⾼度化
（３）技術⾰新による未来社会の創出

Ⅱ-２ 関⻄の歴史・⽂化・観光拠点の魅⼒アップと快適な周遊ルートの整備

【Ⅲ】提⾔2020検討体制
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緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜
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-50

【Ⅰ】⽇本を取り巻く現状と将来の⽅向性
１．現状と動向

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜 1

（１）⼈⼝減少、少⼦⾼齢化とともに東京⼀極集中が進⾏
■⽇本の総⼈⼝は2008年の約1.28億⼈をピークに2050年に約1億⼈まで減少
■関⻄の⼈⼝割合は減少、関東の⼈⼝割合は増加を続け、東京⼀極集中が進⾏

【⼈⼝動向】 【⼈⼝割合】

【関西】

福井県・滋賀県・京都府・大阪府・

兵庫県・奈良県・和歌山県

【関東】

茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・

千葉県・東京都・神奈川県

17.1 17.0 16.9 16.5 

31.5 32.5 33.8 36.9 

51.4 50.5 49.2 46.6 

0
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1995 2005 2015 2045

人口割合推移

関西 関東 その他

（％）

（年）

増加

減少

出典︓国勢調査、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「⽇本の将来推計⼈⼝(平成29年推計)中位推計」｢⽇本の地域別将来推計(平成30年推計)｣

（２）「先進・資本主義国」では、インフラ整備がGDPの成⻑に寄与
■我が国の経済成⻑、ひいては国⼒の向上には、インフラ整備への投資が肝要

【⼀般政府総固定資本形成とGDPの関係】

出典︓道路・鉄道整備ー経済成⻑に寄与 ⽇刊建設⼯業新聞記事

【道路整備とGDPの関係】

－ 9 －



2

（３）⾃然災害リスクの増加
■気候変動による⾃然災害の激甚化・頻発化
世界的な気温上昇に伴い、短時間強⾬や強い勢⼒の台⾵が増加

■地震や⽕⼭噴⽕リスクの増加
「東南海地震」「⾸都直下地震」の発⽣懸念
⽇本各地における活発な⽕⼭活動や富⼠⼭⼤噴⽕の発⽣懸念

【近年の⾃然災害の発⽣状況】

出典︓国⼟交通省 近年の⾃然災害の発⽣状況 に追記

関⻄でも⼤規模災害は頻発
➔紀伊半島⼤⽔害、⼤阪府北部地震、平成30年台⾵21号の近畿地⽅への直撃
➔「南海トラフ巨⼤地震」、「上町断層直下型地震」の発⽣懸念

【平成23年9⽉
 台⾵12号 紀伊半島⼤⽔害】

出典︓国⼟交通省 近畿地⽅整備局 災害写真ライブラリー

【平成30年9⽉ 台⾵21号】

○近年では、毎年のように全国各地で⾃然災害が頻発し、甚⼤な被害が発⽣。

⑫

）

【令和２年７月豪雨】【令和元年東日本台風】

⑫球磨川における橋梁流出被害
（熊本県球磨村）

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜
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521万人
861万人

3,188万人
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訪日外客数推移（万人）

年

2020年目標４千万人

2030年目標６千万人

2003年ビジット・ジャパン・キャンペーン開始

2010年目標１千万人

出典：日本政府観光局(JNTO)

3

（４）インバウンドの急速な増加（コロナ禍以前）
2003年のビジット・ジャパン・キャンペーンによる積極的な訪⽇外国⼈受け⼊れに
より、2018年には3,000万⼈を突破し、2019年には６倍以上となる3,188万
⼈と急速に増加

【訪⽇外客数推移】

※新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の影響については後述

特に関⻄ではインバウンドの伸びが著しく増加
関⻄の訪⽇外客数は4.8倍（2019/2012年⽐）と、全国以上の伸び率となっている

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」、日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数」

関東・関西・大阪の訪日外客数（推計）＝ 訪日外客数年計 × 関東・関西・大阪への年間訪問率

注：関西（近畿運輸局管内）：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県（計 2府4県）

関東（関東運輸局管内）：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、山梨県、神奈川県（1都7県）

【全国・関東・関⻄の訪⽇外客数推移】

出典︓⽇本政府観光局（JNTO）

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜
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4

（５）技術⾰新の進展、⽣活様式・価値観の多様化
■第四次産業⾰命が幕を開け、

IoT、AI等のデジタル技術の活⽤が⼀層進展
2019年に働き⽅改⾰関連法案が改正、働き⽅改⾰が進展
MaaS、⾃動運転等、⾼度化した新たな交通システムの提供

【テレワーク】

出典︓厚⽣労働省 働き⽅・休み⽅ポータルサイト

関⻄ではシームレスな移動⼿段を提供するために、
鉄道７社※によるMaaS共同検討を開始

2025年⼤阪・関⻄万博に向け、事業者間連携を前提としたシステム構築を開始

【MaaS】

【Society5.0】

出典︓内閣府ホームページ

出典︓国⼟交通省総合政策局資料

※関⻄・鉄道７社 ︓⼤阪市⾼速電気軌道株式会社、近畿⽇本鉄道株式会社
京阪ホールディングス株式会社、南海電気鉄道株式会社
⻄⽇本旅客鉄道株式会社、阪急電鉄株式会社
阪神電気鉄道株式会社

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 12 －



5

（６）新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の影響
■GDPのマイナス成⻑

2020 年 4-6 ⽉期のＧＤＰ成⻑率（季節調整済前期⽐）は、リーマンショック時のマ
イナス幅を⼤きく上回り、戦後最悪のマイナス成⻑記録を更新
（実質▲7.9％（年率▲28.1％）、名⽬▲7.6％（年率▲27.2％））

■インバウンドの激減
訪⽇外客数は、2019年同⽉⽐較で３⽉以降が軒並み90％超のダウン

■⽣活様式・価値観の多様化
ポスト・コロナ社会に向け多地域居住など『新たな⽇常』へ移⾏
東京商⼯会議所会員企業のテレワーク実施率は⼤きく増加
（「緊急事態宣⾔発令前（2020年3⽉）」26.0％から「発令期間終了後（2020年6⽉）」67.3％）
過度な集中を避けるため、朝⼣ピーク時の通勤混雑を避ける傾向

（テレワーク・時差出勤呼びかけ前を100とした場合、緊急事態宣⾔(全国)発出時は関⻄圏40％強、
⾸都圏は40％弱、現在は関⻄圏83％、⾸都圏73％まで減少）

67.3 

26.0 

9.7 

19.5 

23.0 

54.5 

0 20 40 60 80 100

2020年

6月調査

2020年

3月調査

テレワークの実施割合

実施している 実施を検討している 実施する予定はない
（％）

41.3ポイント増加 31.5ポイント減少

出典：東京商工会議所 「テレワークの実施状況に関する緊急アンケート」

0.7 0.4 0.0 

▲1.8 
▲0.6 

▲7.9 
-10

-8

-6

-4

-2

0

2

1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月

2019年 2020年

実質GDP成長率（前期比）
（％）

出典：内閣府 四半期別GDP速報

戦後最悪のマイナス成長率

【GDP】

【テレワーク】

【インバウンド】

100

40 関西圏
首都圏

83

73

テレワーク・時差出勤呼びかけ前

出典︓国⼟交通省報道発表資料 に追記

緊急事態宣⾔発出（全国） 10⽉第2週

【⾸都圏・関⻄圏 駅の利⽤状況】

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 13 －



■リニア中央新幹線の確実な整備を
リニア中央新幹線 新⼤阪までの全線開業による経済波及効果
約１兆5,600億円（全国・年間）

・産業活動誘発効果（ビジネス） 約7,100億円
・観光誘発効果（国内観光） 約3,300億円
・観光誘発効果（インバウンド） 約5,200億円

6

（７）国家プロジェクトの推進
■新幹線の⾯的な広がりによる時間圏域の短縮を

⾸都圏では各路線が放射状に整備され、利便性を受ける圏域が⾯的に拡がる
関⻄では東⻄⼀⽅向のみの整備にとどまり、⾯的な広がりに⽋ける

【リニア中央新幹線の概要】

出典︓関⻄のインフラ強化を進める会 〜望まれる交通プロジェクト〜

【新幹線網の現状】

出典︓国⼟交通省 全国の新幹線鉄道網の現状 を加⼯

東海道新幹線
（⼭陽）

⼭陽新幹線
（九州）

北陸新幹線

東北新幹線
（秋⽥・北海道）上越新幹線 ⼭形新幹線

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 14 －



7

■スーパー・メガリージョン構想推進により⾸都圏のリスク分散を
➔2037年にリニア中央新幹線新⼤阪延伸（東京〜⼤阪間が１時間に）
➔三⼤都市圏が結ばれることにより、世界最⼤の経済規模を持つ「スーパー・メガリー
ジョン」を形成

出典︓国⼟交通省 国⼟の⻑期展望専⾨委員会 資料 に追記

■リニア中央新幹線の開通により、
東京〜⼤阪間の時間距離が⼤幅に短縮

国内各地間の移動時間が短くなり、
三⼤都市圏の成⻑⼒が全国に波及

東京〜⼤阪間
時間距離が
⼤幅に短縮

【スーパー・メガリージョン】

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 15 －



8

関⻄の⼤型プロジェクト整備は20年以上の空⽩期間が存在
関⻄国際空港（1994年開港）､明⽯海峡⼤橋（1998年供⽤開始）
新名神⾼速道路（2023年全線開通予定）
リニア中央新幹線新⼤阪延伸（2037年予定）
北陸新幹線新⼤阪延伸（2046年予定）

【関⻄の主なプロジェクト】

出典︓関⻄のインフラ強化を進める会 〜望まれる交通プロジェクト〜 に追記

2026

2021

2023

2031

__2032

2022 ___2046

_______2024

2023

_______2019

2017

2025

2037

2020 2030 2040 2050

関
　
　
　
　
　
西

⼤阪駅周辺整備

中之島地域整備

新名神⾼速道路全通

なにわ筋線開通

⼤阪都市再⽣環状道路完成

北陸新幹線 敦賀延伸 北陸新幹線 新⼤阪延伸

うめきた２期街開き

⼤阪・関⻄万博開催

リニア中央新幹線 新⼤阪延伸

未来医療国際拠点

北⼤阪健康医療都市

神⼾医療産業都市

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 16 －



２．関⻄の課題と将来の⽅向性

9

課題1︓南海トラフ巨⼤地震・巨⼤津波、上町断層直下型地震などの災害リスクが増⼤している。
課題2︓新型コロナウイルス感染症（COVID-19）などのパンデミック・リスクが顕在化している。

⽅向性︓都市主要機能を分散配置すると共に、ポストコロナ時代の新しい⽣活様式・価値観の多
様化に適した社会インフラ整備が必要。

（２）インバウンド需要への対応

（３）技術⾰新の進展、⽣活様式・価値観の多様化

課題1︓新型コロナウイルス感染症（COVID-19）パンデミックの影響でインバウンドが激減している。
課題2︓関⻄にはわが国を代表する歴史・⽂化遺産や⾵光明媚な瀬⼾内観光拠点など豊富に⽴地し

ているが、資源（資産）として活かしきれていない。
課題3︓関⻄３空港（関⻄国際空港・⼤阪国際空港・神⼾空港）間のアクセスが悪い。

⽅向性1︓歴史・⽂化遺産や観光拠点を新たな交通ネットワークで結び、利便性に優れた国内旅⾏
の周遊ルート形成やクルーズルートの整備が必要。

⽅向性2︓関⻄３空港の⼀体化をさらに進展させることで、経済・外交・観光⾯等における世界（ア
ジア）のゲートウェイとしての機能強化が必要。

課題1︓2025年⼤阪・関⻄万博に向けて、Society5.0社会に相応しいIoT、AI、MaaSなどのデジタ
ル技術が進展しつつあるが、未だ実装段階には⾄っていない。

課題2︓新型コロナウイルス感染症（COVID-19）パンデミックの影響で、テレワーク、web会議、オン
ライン教育などが普及し⼈々の⾏動パターンが変化。通勤・通学等の移動機会が減少する⼀
⽅で、移動⽬的や時間の使い⽅のニーズが多様化している。

⽅向性︓関⻄における多地域居住化志向への対応のため、新しいデジタル技術（MaaS・⾃動運転
など）を駆使した⾼度化交通ネットワークの整備により、居住地とビジネス・観光拠点間のシー
ムレスな移動の確⽴が必要。

関⻄が⾸都代替機能を担うにあたり、留意しておくべき「課題と将来の⽅向性」につい
て整理した。

（１）地球温暖化対策・⾃然災害等への危機管理

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 17 －



３．関⻄の今後のあるべき姿に向けて

10

「関⻄の課題と将来の⽅向性」に留意しつつ、2025年⼤阪・関⻄万博および、
2037年リニア中央新幹線新⼤阪延伸を踏まえ、関⻄が⾸都代替機能を果たすため
に必要となるインフラ整備・運⽤のあるべき姿について、【Ⅱ緊急提⾔】として以下のとお
り提⾔を取りまとめた。

『緊急提⾔︕
今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリングＫＡＮＳＡＩ”

〜ポストコロナの新しい⽇本〜』

《2040年までに整備すべき社会インフラのあるべき姿》

（提⾔Ⅰ）関⻄における⾸都代替機能整備構想について
〜スーパー・メガリージョン形成後の2040年を⾒据えて〜

《2050年に向けた将来構想》

（提⾔Ⅱ）東⻄複眼構造の⼀極としての関⻄インフラ整備構想について
〜⻄⽇本版スーパー・メガリージョン形成を⽬指す2050年を⾒据えて〜

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 18 －



《提⾔Ⅰ》
関⻄における⾸都代替機能整備構想について

〜 スーパー・メガリージョン形成後の2040年を⾒据えて 〜

11

Ⅰ-１ ⼤阪都⼼に⾸都代替機能を整備
Ⅰ-２ 災害に備え、⼤阪圏主要都市に主要機能を分散配置

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 19 －



12

（Ⅰ－１）⼤阪都⼼に⾸都代替機能を整備

（１）⼤阪都⼼に、⽴法、⾏政、司法、およびビジネスの中央拠点を整備

【拠点機能ミラーリングイメージ】

 ⾸都機能の代替（ミラーリング）施設として、⽴法・⾏政・司法拠点、⾦融・ビジネ
ス拠点、国際交流拠点、広域交通結節拠点、および広域物流拠点を整備する。

あるべき姿

⾸都機能（拠点機能）

拠 点 概 要 ⾸都圏 ⼤阪都⼼

⽴法・⾏政・司法拠点 国会、省庁、裁判所、
危機管理本部

霞が関 及び
その周辺 等 ︖

⾦融・ビジネス拠点 業務施設集積等 丸ノ内、⼤⼿町
銀座等

梅⽥、中之島
淀屋橋、京橋等

国際交流拠点 空港アクセス
インバウンド・MICE対応等

成⽥国際空港
東京国際空港
（⽻⽥空港）

⼤阪国際空港
関⻄国際空港
神⼾空港

広域交通結節拠点 鉄道駅、バスターミナル等
東京駅
品川駅
新宿駅

新⼤阪駅
⼤阪(梅⽥)駅

広域物流拠点 港湾、コンテナターミナル、
トラックターミナル等 京浜港 阪神港

⾸都拠点機能⼤阪都⼼拠点機能 拠点機能
ﾐﾗｰﾘﾝｸﾞ

【⾸都機能（拠点機能）】

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 20 －
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『森之宮・⼤阪城公園・天満橋・京橋エリア』の新たな整備提案

●「森之宮・⼤阪城公園・天満橋・京橋エリア」に⼤阪都⼼の「⽴法・⾏
政・司法拠点」を整備

官公庁街 ⽴法・⾏政・
司法拠点

京橋駅

天満橋駅

⼤阪城 府・市統合⼤学

森ノ宮駅

⼤阪府庁

⼤阪合同庁舎

⼤阪合同庁舎

⾦融・ビジネス拠点

⼤阪ビジネスパーク

⾏政拠点

天満橋エリア

大阪城公園エリア 森之宮エリア

京橋エリア

※⼤阪ビジネスパーク、特別史跡⼤阪城址、⼤阪合同庁舎、⼤阪府庁等に近い、「JR・地下鉄⾞
両基地」等を活⽤することで広⼤な敷地を確保

【森之宮・⼤阪城公園・天満橋・京橋エリアの新たな整備】

（Ⅰ－１）⼤阪都⼼に⾸都代替機能を整備

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 21 －
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【森之宮地区中央拠点のイメージ】

（Ⅰ－１）⼤阪都⼼に⾸都代替機能を整備

《断⾯イメージ》

ＪＲ・地下鉄車庫

新大阪・夢洲アクセス
（高速鉄道） バスターミナル

司法・行政機関

学術研究機関

地下鉄線

司法・行政機関

学術研究機関

ＪＲ環状線

ＧＬ（地上）
ＪＲ・地下鉄車庫

新大阪・夢洲アクセス
（高速鉄道）

地下鉄長堀鶴見緑地線

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

立法機関
（国会議事堂）

立法機関
（国会議事堂）

－ 22 －
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（２）⼤阪・関⻄万博開催後の夢洲を国際交流拠点化し、関⻄３空港を
結ぶ⾼速交通ネットワークを整備

『⼤阪・関⻄万博開催後の広⼤な敷地に、
魅⼒ある空間を創出』することを提案

●夢洲と関⻄3空港を⾼速鉄道ネットワークで結び、⼀つの空港として
運⽤（約20分で乗り継ぎ可能）することで利便性を向上

●夢洲に関⻄3空港の合同チェックイン・ターミナルを設置することで、
国際交流拠点としての機能を強化

 ⼤阪・関⻄万博を⼀時的な効果を得ることに留めず、博覧会後の広⼤な敷地を活
⽤し、国際競争⼒強化に資する国際交流拠点（ゲートウェイ）として魅⼒ある空
間を創出する。

あるべき姿

【夢洲国際交流拠点化のイメージ】

（Ⅰ－１）⼤阪都⼼に⾸都代替機能を整備

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 23 －



（３）中央拠点と新⼤阪及び国際交流拠点を結ぶ新たな鉄道アクセスを
整備

『新⼤阪ターミナル接続鉄道アクセス』の新たな整備提案

●新⼤阪から森之宮まで、リニア中央新幹線と同⼀深度でダイレクトに
接続できる新たな⾼速鉄道の整備を推進

●中央拠点から国際交流拠点までの間は、既計画路線との運⽤連携
によるアクセス性の⾼い⾼速鉄道の整備を推進

16

 リニア中央新幹線新⼤阪駅〜中央拠点（森之宮）〜国際交流拠点（夢洲）
を⾼速鉄道で直結することによって、中央拠点の利便性・効率性を向上させるととも
に、国際交流拠点の国内外⼈流・物流のハブ機能の向上を図る。

あるべき姿

【広域交通結節拠点・中央拠点・国際交流拠点接続のイメージ】

（Ⅰ－１）⼤阪都⼼に⾸都代替機能を整備

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 24 －



『魅⼒向上』に向けた空間再編の提案

●新⼤阪駅の⾼度機能化による空間再編
●淀川を覆う巨⼤デッキを構築し新たな拠点を整備
●御堂筋プロムナードの完全歩⾏者空間化

17

（４）⼤阪都⼼、中央拠点や国際交流拠点の魅⼒向上に向けた新たな空間
活⽤

出典：大阪市 御堂筋将来ビジョン

淀川に巨大な防災デッキ設置イメージ

出典：関西の夢プロジェクト

御堂筋プロムナード 完全歩行者空間化イメージ

 中央拠点および国際交流拠点の整備に伴い、⼤阪は世界中の⼈々が集う街となる。
 新⼤阪駅周辺や⼤阪都⼼部において、シャンゼリゼ通りよりも⻑い御堂筋プロムナー

ドなどのシンボル空間が多数創出される。

新大阪駅の高度機能化イメージ

あるべき姿

（Ⅰ－１）⼤阪都⼼に⾸都代替機能を整備

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 25 －



『広報・誘客機能強化実現』のための拠点化の提案

●駅やホテルにAI・コンシェルジュを配置し、多⾔語による案内を展開
●⼤型クルーズ船が寄港できる国際ターミナルを整備・・・・・●⼼のこもったおもてなしで、『夢洲』を国際ブランド化

18

（５）⽇本各地の魅⼒をアピールする広報・誘客機能の強化

関西国際空港を発着する飛行機【空路】

国内・海外のクルーズ客船【航路】

夢洲を結節点とする次世代型の高速鉄道【陸路】

MaaSを活用した交通機関の結節点
（⇒夢洲駅）

『夢洲』の国際ブランド化

観光情報の発信地

国際会議場、ホテル、劇場・映画館などの機能を有した
独創的なデザインの建築群
【観光地】

 夢洲の広報・誘客機能を強化して、観光情報発信地としての役割を果たす。
 夢洲の魅⼒アップを図ることにより、”あっ、夢洲に⾏こう︕”と思える観光⽬的地とする。

あるべき姿

（Ⅰ－１）⼤阪都⼼に⾸都代替機能を整備

【魅⼒アップした夢洲のイメージ】

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 26 －



⼤阪都⼼から鉄道・⾼速道の１時間圏域

19

 ⼤阪都⼼部は、上町断層直下型地震発⽣が懸念されているため、主要機能を分
散配置する。

（Ⅰ－２）災害に備え、⼤阪圏主要都市に主要機能を分散配置

あるべき姿

（１）⼤阪圏主要都市に主要機能を分散配置

『災害に強い関⻄』構築の提案

●中央拠点の主要機能を、⼤阪都⼼部から1時間以内で移動できる
⼤阪圏主要都市に分散配置して、「災害に強い関⻄」の実現

※関⻄における中核市以上の都市は、ほとんどが⼤阪都⼼から１時間以内に⽴地しており、
⾏政の分担機能を有する。

【拠点機能】
● ⽴法・⾏政・司法拠点
● ⾦融・ビジネス拠点
● 国際交流拠点
● 広域交通結節拠点
● 広域物流拠点
● 歴史・⽂化拠点

⼤阪●●

森之宮●●●
奈良●●●●

阪神港●

和歌⼭●●

神⼾●●

夢洲●● 堺●

明⽯●
⻄宮●
尼崎●

⼤津●

⾼槻●
枚⽅●
寝屋川●

吹⽥●
豊中●

東⼤阪●

⼋尾●

京都●●●●

姫路●

主要機能を分散
配置する拠点 中核市

【主要機能の分散配置イメージ】

上町断層帯

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 27 －



⼤阪圏主要都市
（神⼾･京都・⼤阪・

堺・奈良・和歌⼭）

20

（２）⼤阪都⼼〜⼤阪圏主要都市〜関⻄圏地⽅都市間のネットワークを
強化

 リモートワークを前提とした、場所にとらわれない働き⽅や暮らし⽅などの「新しい⽣
活様式」が定着し、多地域居住化が進展するとともに、受け⽫となる地域づくりが、
近傍⾃治体の連携の下、流域治⽔などの防災・減災対策などともに進められる。

 ⾃然災害時における迅速な啓開・復旧、および孤⽴⾃治体解消のために、広域
道路網が複数ネットワークで整備される。

 ⼤阪都⼼と地⽅都市を結ぶ交通・通信・エネルギー・⼩⼝配送等のネットワークが
整備される。

あるべき姿

地⽅都市
(五條,橋本)

地⽅都市
(⽥辺、新宮) 地⽅部 地⽅部

地⽅部

地⽅部地⽅部

連携
連携 連携

地⽅都市
(姫路,豊岡)

連携 連携

連携

連携

連携

地⽅部

地⽅部

連携
連携

連携
地⽅都市
(舞鶴,福井)

ネット
ワーク

地⽅部 地⽅部

連携 連携

連携

ネット
ワーク

ネット
ワーク

ネットワーク

ネットワーク

ネットワーク

ネットワーク

ネット
ワーク

（Ⅰ－２）災害に備え、⼤阪圏主要都市に主要機能を分散配置

【都⼼部〜地⽅部ネットワーク強化のイメージ】

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 28 －



『道路網・交通結節点の整備』・『運⽤連携』の提案

●地⽅創⽣や災害に強い関⻄を構築する道路網の整備推進
京都⼩浜道路､嶺南湖⻄道路、名神名阪連絡道路及び延伸線、橋本⾼野⿓神
道路、⽥辺新宮連絡道路、⼤阪南部⾼速道路 など

●関⻄各地への接続強化を図る交通結節点の整備
バスタ（新⼤阪、梅⽥、奈良）など

●各地域拠点を活⽤し運⽤の連携による、物流ネットワークの機能強化

21

【バスタの積極的な整備】

出典︓関⻄のインフラ強化を進める会 〜望まれる交通プロジェクト〜

【道路ネットワーク強化による拠点間の運⽤連携強化】

個別に路線便や
宅配便を活⽤

漁港・
ＪＦ

漁業者

漁業者

漁業者

これまで 将来

卸売り市場

ストック
ポイント

ストック
ポイント

⾸都圏・関⻄
などの消費地

量販店A

スーパーB

漁港・
ＪＦ

漁業者

漁業者

漁業者

⾃動運転

卸売り市場

⾸都圏・関⻄
などの消費地

量販店A

スーパーB

短距離輸
送に特化

⽇帰りネットワークの構築に
よるドライバーの負担軽減

（Ⅰ－２）災害に備え、⼤阪圏主要都市に主要機能を分散配置

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 29 －
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【地域交流軸となる⾼規格道路網】

（Ⅰ－２）災害に備え、⼤阪圏主要都市に主要機能を分散配置

⼩浜

琵琶湖

神⼾

豊岡

敦賀

明⽯

福知⼭

姫路

京都

⽥辺 新宮

⾼野⼭

⼤津

和歌⼭

バスタ奈良
奈良

バスタ梅⽥

バスタ新⼤阪

⼤阪

新たに提案する構想路線
計画段階評価・事業路線

田辺新宮連絡道路

大阪湾岸道路西伸部

名神湾岸連絡線

山陰近畿自動車道

淀川左岸線延伸部

京
都
小
浜
道
路

大阪南部高速道路

橋本
五條

※南海経済軸については提⾔Ⅱ参照。

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 30 －
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《提⾔Ⅱ》
東⻄複眼構造の⼀極としての関⻄インフラ整備構想について

〜 ⻄⽇本版スーパー・メガリージョン形成を⽬指す2050年を⾒据えて 〜

Ⅱ-１ 東⻄スーパー･メガリージョンの結節点としての機能整備
Ⅱ-２ 関⻄の歴史･⽂化･観光拠点の魅⼒アップと快適な周遊ルートの整備

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 31 －



『LOOK WEST』による「⻄⽇本版スーパー・メガリージョン」形成を提案
●⻄⽇本国⼟軸及び⽇本海国⼟軸に加えて南海経済軸を整備するこ
とによって厚みのある⻄⽇本を形成するとともに、国⼟軸のリダンダン
シーを向上

24

出典︓関⻄のインフラ強化を進める会 〜望まれる交通プロジェクト〜

【LOOK WEST によるさらなる発展を】

 スーパー・メガリージョンの形成から時期を置かず、⻄⽇本の魅⼒を活かした連携に
より「⻄⽇本版スーパー・メガリージョン」を形成することにより、関⻄は『東⻄複眼構
造の⼀極』として、⽇本の中⼼としての役割を担う。

【南海経済軸の整備により⻄⽇本地域の接続を強化】

（Ⅱ－１）東⻄スーパー･メガリージョンの結節点としての機能整備

あるべき姿

（１）⻄⽇本版スーパー・メガリージョンの形成

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 32 －
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【⾼度交通サービスのイメージ】

（２）技術⾰新による交通システムの⾼度化

 関⻄全域でモビリティ⾰新技術をフルに活⽤する。
あるべき姿

『世界に先駆ける最先端のまち関⻄』の提案

●関⻄全域における多様で⾼度な交通サービスの実現
 MaaSによる交通事業者間のデータ連携、料⾦レベルの統⼀化
 CASE（C=コネクテッド、A=⾃動運転、S=シェアリング、E=電動
化）の推進

 モビリティの技術⾰新による⾼齢者の移動機会の創出、交通関係
業務の担い⼿不⾜の緩和、船舶や鉄道の⾃動運転化などの実現

（Ⅱ－１）東⻄スーパー･メガリージョンの結節点としての機能整備

ドローン宅配【空路】
交通量に応じたフレキシブルな車線運用

地下空間を利用した幹線物流

専用レーン【物流、バス】

高速道路はすべて自動運転

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 33 －
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『最新の交通システムを導⼊』したスーパーシティ構想の早期実現を提案
●スーパーシティ構想による未来社会の早期実現

 東⻄スーパー・メガリージョンの結節点となる新⼤阪および国際交流拠点（夢洲）
等で、スーパーシティ構想を最新の交通システムを導⼊し実現させる。

あるべき姿

（３）技術⾰新による未来社会の創出

（Ⅱ－１）東⻄スーパー･メガリージョンの結節点としての機能整備

【最新の交通システムを導⼊した未来社会のイメージ】
《都市中⼼部》

《居住エリア》

※スーパーシティの基本コンセプト
交通・運輸分野のみでなく⾦融・⾏政・教育・
医療など幅広く⽣活全般をカバーし、住⺠⽬
線でよりよい暮らしのために、⼤胆な規制改⾰
の実施とともに官⺠様々なデータ基盤連携を
⾏い実現する構想

宅配ロボ
ドローン配送

自動運転のため、最小限
の幅員で運用

路面標示のホログラム化
（交通需要に応じて車線

数を自由に変更）

小型モビリティ
（シェアリング）

全車自動運転になり
信号、標識が無くなる

地下幹線物流

自動運転乗合バス

ビジネススポット
として利用

宅配ロボ
ドローン配送

宅配ステーション

人口河川

高齢者・外国人に
わかりやすい案内

自動運転乗合バス

地下物流

自動配送トラック

憩いの場

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 34 －
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『地域の魅⼒アップに資する交通ネットワークの充実』を図ることを提案
●関⻄の歴史・⽂化・観光拠点間を円滑に周遊できる鉄軌道・⾼速道路
網の整備およびMaaS等を活⽤した移動のシームレス化

●空⾶ぶタクシー等、新たなモビリティによる移動⽀援

 関⻄に豊富にある世界遺産や国宝・重要⽂化財などの歴史・⽂化資源※を観光拠点
として整備し、拠点間を利⽤者⽬線で円滑に周遊できる鉄軌道・⾼速道路網の充実
や新たな交通ネットワークの整備により、関⻄全域の魅⼒アップと個性豊かな地⽅創⽣
を実現する。

※ 全国の国宝・重要⽂化財のうち、およそ半数が関⻄に集中している。
さらに国宝（建造物）に限定すると、全国の約７割が関⻄に建⽴されている。

あるべき姿

（Ⅱ－２）関⻄の歴史・⽂化・観光拠点の魅⼒アップ
と快適な周遊ルートの整備

出典：文化庁H.P.

全19件中、関⻄に6件

出典︓国宝・重要⽂化財都道府県別指定件数⼀覧
（⽂化庁） 令和2年3⽉1⽇現在

【⽇本の世界⽂化遺産】 【関⻄の国宝・重要⽂化財】

【新たなモビリティ】
⾃動運転バス ⼩型モビリティ空⾶ぶクルマ『HyDorone』

出典︓近畿経済産業局プレスリリース

真空チューブ鉄道『ハイパーループ』

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 35 －



快適な周遊ルートの整備を提案
●道路︓利⽤者側の視点に⽴ち周遊性を持たせた⾼速道路料⾦設定
●鉄道︓姫路から奈良吉野へ直通の観光特急など鉄道相互乗り⼊れ
●船舶︓瀬⼾内海から紀伊半島への周遊クルーズ運航

28

（Ⅱ－２）関⻄の歴史・⽂化・観光拠点の魅⼒アップ
と快適な周遊ルートの整備

【関⻄全域を接続する周遊ルートやクルーズ航路構築】

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜

－ 36 －
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【Ⅲ】提⾔2020近畿検討体制

提⾔2020近畿作成WG委員名簿

種 別 ⽒ 名 所 属 備 考

ＷＧ⻑ 兼 塚 卓 也 中央復建コンサルタンツ（株） 副⽀部⻑
委員 寺 尾 敏 男 （株）ニュージェック 道路研委員⻑
委員 北 野 俊 介 協和設計（株） 道路研運営委員
委員 ⼤ ⻄ 博 （株）建設技術研究所 ⼤阪本社 道路研運営委員
委員 ⽊ 村 是 ⼀ ⼤⽇本コンサルタント（株） ⼤阪⽀社 道路研運営委員
委員 加 古 真 ⼀ 中央復建コンサルタンツ（株） 道路研運営委員
委員 蔵 下 ⼀ 幸 （株）オリエンタルコンサルタンツ 関⻄⽀社 道路研運営委員
委員 野 呂 ⽵ 志 協和設計（株） 名古屋⽀店 道路研運営委員
委員 佐 藤 俊 通 （株）ニュージェック 道路研運営委員
委員 藤 村 ⼀ 雄 （株）ニュージェック 道路研委員
委員 藤 善 隆 次 中央復建コンサルタンツ（株） 道路研委員
学識委員 ⼤ 津 宏 康 松江⼯業⾼等専⾨学校 道路研学識委員
学識委員 松 島 格 也 京都⼤学⼤学院 ⼯学研究科 道路研学識委員

総 会

参 与 会 （代表参与会）

役 員 会

⽀ 部 ⻑

選挙管理委員会
⽀部⾏事委員会

課題検討委員会

災害対策委員会
独禁法委員会

広報戦略委員会

提⾔2020近畿作成WG

事 務 局

副 ⽀ 部 ⻑副 ⽀ 部 ⻑

技 術 部 会 企 画 部 会 地 域 部 会総 務 部 会
・インフラ整備70年講演会WG

総 務 委 員 会
・コンプライアンスＷＧ
・マーケティングWG
・コントラクトWG

厚 ⽣ 委 員 会

環境安全委員会

ＢＣＰ委員会

⾼速道路委員会
・⻄⽇本⾼速道路ＷＧ
・阪神⾼速道路WG

技術研究委員会

技 術 委 員 会

研究発表委員会

インフラメンテナンス研究委員会

ＩＣＴ研究委員会
河川研究委員会

建設コンサルタント
魅⼒発信委員会

・学校訪問ＷＧ
・⼩学校出前講座ＷＧ
・若⼿企画ＷＧ

働き⽅研究委員会
社会資産共有
活動委員会
広報委員会

・会誌ＷＧ
・ホームページＷＧ
・明⽇の夢⼟⽊対応ＷＧ

福井地域委員会

滋賀地域委員会

京都地域委員会

⼤阪地域委員会

兵庫地域委員会

奈良地域委員会

和歌⼭地域委員会

道路研究委員会
・道路網研究分科会
・道路の賢い使い⽅研究分科会
・国⼟交通計画研究分科会
・道路技術勉強会

建設コンサルタンツ協会近畿⽀部組織（2020年12⽉時点）

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜
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道路研究委員会 名簿

2020年時点

47

種 別 ⽒ 名 所 属 備 考

運営会議
【8名】

道路研究委員会 委員⻑ 寺 尾 敏 男 （株）ニュージェック
道路研究委員会 副委員⻑ 北 野 俊 介 協和設計（株）
道路研究委員会 副委員⻑ ⼤ ⻄ 博 （株）建設技術研究所 ⼤阪本社
道路研究委員会 運営委員 ⽊ 村 是 ⼀ ⼤⽇本コンサルタント（株） ⼤阪⽀社
幹事／道路網研究分科会 加 古 真 ⼀ 中央復建コンサルタンツ（株）
幹事／道路の賢い使い⽅研究分科会 蔵 下 ⼀ 幸 （株）オリエンタルコンサルタンツ 関⻄⽀社
幹事／国⼟交通計画研究分科会 野 呂 ⽵ 志 協和設計（株） 名古屋⽀店 前任︓鈴⽊直司
特別アドバイザー 佐 藤 俊 通 （株）ニュージェック

道路網研究分科会
【11名】

委員⻑（幹事） 加 古 真 ⼀ 中央復建コンサルタンツ（株）
副委員⻑ 藤 村 ⼀ 雄 （株）ニュージェック
委員 柴 ⽥ 皓 平 （株）オリエンタルコンサルタンツ 関⻄⽀社 前任︓宮崎吉孝
委員 上久保 恵 美 （株）オリエンタルコンサルタンツ 関⻄⽀社
委員 渡 邊 浩 幸 協和設計（株） 名古屋⽀店
委員 神 野 裕 昭 （株）建設技術研究所 ⼤阪本社
委員 伊 藤 昭 宏 中央コンサルタンツ（株） ⼤阪⽀店
委員 岡 ⽥ 哲 也 中央復建コンサルタンツ（株）
委員 池 ⽥ 明 彦 （株）トーニチコンサルタント ⻄⽇本⽀社
委員 中 村 則 信 東洋技研コンサルタント（株）
委員 ⼭ 本 翔 太 （株）⽇建技術コンサルタント

道路の賢い使い⽅研究分科会
【17名、学識委員1名】

委員⻑（幹事） 蔵 下 ⼀ 幸 （株）オリエンタルコンサルタンツ 関⻄⽀社
副委員⻑ 内 ⽥ 晶 夫 （株）オリエンタルコンサルタンツ 関⻄⽀社
委員 新宮原 悠 太 いであ（株） ⼤阪⽀社
委員 福 ⽥ 勲 （株）エイト⽇本技術開発 関⻄⽀社 前任︓⽥中博昭
委員 砂 川 尊 範 （株）建設技術研究所 ⼤阪本社
委員 梅 原 寿 ⼈ 国際航業（株） ⻄⽇本⽀社
委員 森 畑 正 ⼈ （株）修成建設コンサルタント
委員 下荒磯 司 中央コンサルタンツ（株） ⼤阪⽀店
委員 藤 善 隆 次 中央復建コンサルタンツ（株）
委員 ⼭ 下 武 史 東洋技研コンサルタント（株）
委員 今 ⻄ 実 （株）⽇本インシーク
委員 村 ⼾ 伸 ⾏ ⽇本⼯営（株） ⼤阪⽀店
委員 ⻄ 本 貴 洋 （株）ニュージェック
委員 川 崎 順 ⼆ （株）ニュージェック
委員 宮 本 脩 詩 （株）パスコ 関⻄事業部 前任︓太井史朗
委員 富 ⽥ 雄 ⼀ パシフィックコンサルタンツ（株） ⼤阪本社
委員 乾 健 志 ⼋千代エンジニヤリング（株） ⼤阪⽀店
学識委員 松 島 格 也 京都⼤学⼤学院 ⼯学研究科

国⼟交通計画研究分科会
【14名、学識委員1名】

委員⻑（幹事） 野 呂 ⽵ 志 協和設計（株） 名古屋⽀店 令和２年４⽉より
委員⻑（幹事） 鈴 ⽊ 直 司 （株）ニュージェック 令和２年３⽉退任
副委員⻑ ⼩ 椋 博 和 （株）エイト⽇本技術開発 関⻄⽀社
副委員⻑ 富 ⽥ 洋 史 ⼤⽇本コンサルタント（株）
委員 村 井 宏 徳 （株）オリエンタルコンサルタンツ 関⻄⽀社
委員 森 脇 楓 （株）オリエンタルコンサルタンツ 関⻄⽀社
委員 椿 純 ⼀ 協和設計（株） 名古屋⽀店
委員 島 本 真 嗣 （株）建設技術研究所 ⼤阪本社
委員 川 上 哲 央 （株）スリーエスコンサルタンツ
委員 ⽥ノ畑 聡 史 中央復建コンサルタンツ（株）
委員 ⻑⾕川 雄 ⼀ 東洋技研コンサルタント（株） 令和２年８⽉退任
委員 ⻘ 松 祥 平 （株）⽇建技術コンサルタント
委員 鎌 ⽊ 隆 太 （株）⽇本インシーク
委員 三 荒 智 也 （株）ニュージェック
委員 杉 本 真 莉 （株）ニュージェック
学識委員 ⼤ 津 宏 康 松江⼯業⾼等専⾨学校

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜
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我が国は、地震や豪⾬災害によって甚⼤な被害が後を絶たない脆弱な国⼟であり、
少⼦⾼齢化・⼈⼝減少の進展や社会インフラの⽼朽化は地⽅の活⼒を削いでいきま
す。また、新型コロナウィルス禍によって世の中の社会・経済活動は⼤きな影響を受け、
⼈々のライフスタイルはリモートワークを前提にした「新しい⽇常」へと変化し、⼤きな期
待をかけた観光⽴国、インバウンドの増進も、戦略の⾒直しを余儀なくされました。

私たちは、コロナ禍を契機にパラダイム・シフトが起こりつつある今こそ、⼤阪が中⼼と
なって東京⼀極集中を解消し、多地域居住の受け⽫となる地⽅創⽣を、近傍の⾃治
体の緊密な連携の下、防災・減災や国⼟強靭化の取り組みとともに推進するべきだと
考えます。さらに、 IoT、ビッグデータ、AIなどのデジタル系⾰新技術を駆使したMaaS
やCASEの活⽤、道路の賑わい空間の創出などにより、 Society 5.0社会に相応しい
道路・交通イノベーションの実現に向けた取組をスタートさせるべきであると考えます。

私たちがここに⽰す提⾔は、東⻄複眼構造の⼀極としての「関⻄再⽣」の⽅向性を
⽰すことにとどまらず、⽇本各地で個性的で持続可能な地⽅創⽣を進めようという気
運を喚起し、より豊かでしなやかな⽇本の国⼟づくりへの動きを促進することを企図した
ものであります。

建設コンサルタンツ協会近畿⽀部では、中国、四国、および九州⽀部を合わせた⻄
⽇本４⽀部連携の「意⾒交換会」で「⻄⽇本版スーパー・メガリージョン」のイメージを
膨らませ、「関⻄のインフラ強化を進める会」および「道路研究委員会」などで、これらの
インフラ整備の具体化について研究を進めてまいります。関係者のご理解とご協⼒、そ
して未来へ向けた確かな⼀歩を強く期待するものであります。

令和2年12⽉
（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近畿⽀部

道路研究委員会 委員⻑ 寺尾敏男

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜
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この提⾔に対するご意⾒、ご要望をお待ちしております。

＜問い合わせ先＞
〒540-0021 ⼤阪市中央区⼤⼿通1-4-10（⼤⼿前フタバビル5F）

（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近畿⽀部
TEL︓06-6945-5891 FAX︓06-6945-5892

E-mail︓mail@kk.jcca.or.jp

緊急提⾔︕ 今こそ⽴ち上がれ︕ “ミラーリング ＫＡＮＳＡＩ”
〜ポストコロナの新しい⽇本〜
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「緊急提言！今こそ立ち上がれ”ミラーリングKANSAI”」関係機関・団体への説明日程・相手先等 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20210410時点

日時 訪問先 建コン担当者 備考 意見交換内容

1
11月9日（月）
13時00分

阪神高速道路（株）
技術企画課
藤原課長代理

池田　寺尾 提言説明と12.2シンポジウムの後援依頼

2
11月9日（月）
14時00分

NEXCO西
経営企画部：田中課長　梶房課長
建設事業部：藤井課長代理　伊予技師

池田　寺尾 提言説明と12.2シンポジウムの後援依頼

3
11月10日（火）
10時00分

大阪府
技術管理課
澤主査　和田課長代理

池田　寺尾 提言説明と12.2シンポジウムの後援依頼

4
11月13日（金）
10時00分

大阪市
契約管財局契約課
高橋氏他2名

池田　寺尾 提言説明と12.2シンポジウムの後援依頼

5
11月16日（月）
15時00分

日本道路協会
池田研究顧問
和田事務局長　曽我総務部次長

北野　寺尾 池田氏には12.2シンポ講演依頼 提言説明と12.2シンポジウムの後援依頼

6
11月24日（火）
11時00分

ＪＲ西日本
杉岡副社長・創造本部長

吉津　寺尾
12.2シンポジウム開催に際し、提言提案の「司法・行政・立法の首都代替機能整備計画」
のＪＲ西日本森之宮電車区等上空空間利用を中心に説明。
結果、首都代替機能のＪＲ森之宮電車区等の上空利用について賛同を得た。

7
11月24日（火）
11時00分

近畿地方整備局
企画部
池口企画部長

木村　寺尾
提言事前説明と12.2シンポジウムの開催について
12.2シンポジウムでのパネルディスカッションでのパネラーの依頼

8
11月26日（木）
16時00分

2025年日本国際博覧会協会
櫟理事・副事務総長

吉津　寺尾

12.2シンポジウム開催に際し、提言提案の夢洲で開催予定の「大阪・関西万博」の跡地に
関西3空港（伊丹・神戸・関西空港）を一つの空港機能を持たせるためのチェックインターミ
ナルの整備を中心にした「世界のゲートウエイ夢洲」構想を説明。
結果、「世界のゲートウエイ夢洲」構想について賛同を得た。
ただし、夢洲の土地は大阪市の所有である点、今後に向けて考慮すること。

9
12月2日（水）
13時00分～17時00
分

令和2年度建コン強近畿支部シンポジウ
ム会場；大阪化学技術センター8F大ホー
ル

道路研究委員会

例年の近畿支部研究発表会中
止を受けて道路研活動報告と合
わせて、提言公表等シンポジウ
ムとした

（プログラム）
１．開会あいさつ；吉津支部長
２．基調講演：2040年の国土のあり方」/池田前道路局長
３．道路研発表；活動経緯/寺尾、道路網/加古、賢い使い方/蔵下、国土交通/野呂
４．緊急提言！今こそ立ち上がれ”ミラーリングKANSAI”発表；兼塚副支部長
５．パネルディスカッション；コーディネーター/大津先生、パネラー/池口企画部長、小河
大阪府元副知事、藤本道路勉強会顧問、吉津支部長
６．閉会挨拶；久後技術部会長

10
１2月３（木）
１６時0０分

大阪市高速電気軌道（株）
土肥取締役・都市開発事業本部長

吉津　寺尾
提言説明と提言提案の「司法・行政・立法の首都代替機能整備計画」の大阪メトロ検査場
等上空空間利用を中心に説明。結果、首都代替機能の森之宮大阪メトロ検査場等の上
空利用について賛同を得た。

11
12月8日（火）
13時00分

近畿地整紀南河川国道事務所
川尻所長、谷副所長、岸本副所長

木村　寺尾 提言説明。

12
12月9日（水）
13時30分

京都大学経営管理大学院
小林教授

建コン協；吉津、寺尾
近畿建設協会；黒谷理事、鈴木

12/14（月）開催予定の「第11回関西のインフラ強化を進める会」のテーマである「緊急提
言！今こそ立ち上がれ”ミラーリングKANSAI”」の内容説明と提言の実現化に向けた体制
についての意見交換。結果、提言内容については理解された。実現化に向けての進め方
として、4月20日開催予定の進める会と6月のシンポジウムを活用しては？ただし、提言実
現化に向けては、関西だけでなく西日本連携（一体）も必要。（近畿地整でこのようね連携
はあった）が必要。なお、次回の第11回進める会での提言説明を受けてその方向性を示
す。
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日時 訪問先 建コン担当者 備考 意見交換内容

13
12月11日（金）
9時30分

（一社）近畿建設協会
谷本理事長　鈴木氏

吉津　寺尾

提言説明；結果、首都代替機能を前面に出すのではなく、より魅力と活力のある関西を創
るための新たなインフラ整備の提案として進める方が良いのではないか。そのためには、
①西日本連携が必須になる。②インフラ整備を実行する側とそれを求める側（必要とする
側）との協力体制が必要となる。③建コン協で地域アンケートを実施し、世論を味方に出
来ると整備局にも働きかけ易くなる。との意見を頂く。

14
12月11日（金）
13時

（公社）関西経済連合会
神田理事・地域連携部長

吉津　寺尾
提言説明；結果、全体的に賛同された。以前に関経連もこのような提案をしたが、その時
は盛り上がるが続かなかった。今後、実現化に向けた取り組みを頑張ってほしい。

15
12月11日（金）
16時00分

近畿地整本局
溝口局長　（竹田建設専門官）

吉津　兼塚　池田　寺尾

提言説明；結果、首都代替機能整備として「司法・行政・立法」を森ノ宮東側に計画してい
るが、根拠は？大阪市等関係機関との調整は？提言として熟度が？これらの意見に対し
て、この提言は詳細な検討をした上で公表したのではなく、 近の異常気象、今年になっ
てのコロナ感染症への対応等東京一極集中も課題が多く、機能分散が必要な時期になっ
た。また、大阪には2037年にリニア中央新幹線が供用し、2025年には大阪・関西万博が
開催される。このタイミングで大阪が西の一極として首都代替機能を整備することが必要
と判断し提言を公表した。

16
12月14日（月）
17時00分

第11回関西のインフラ強化を進める会
会場；キャッスルホテル大阪

吉津　藤村
議事；（３）その他「緊急提言！今
こそ立ち上がれ！”ミラーリング
KANSAI”」のプレゼン

「緊急提言！”今こそ立ち上がれ！ミラーリングKANSAI”」のプレゼンを道路研究委員会・
藤村委員が説明。小林委員長から感想として、「緊急提言！の緊急性について」「ミラーリ
ング」についての整理が必要等。この緊急提言は次回R3年4月20日開催の「第12回インフ
ラ強化を進める会」で再度議事として取り上げて詳細な議論を行う事になった。

17
１２月15日（火）
15時00分

（財）災害科学研究所
松井所長

池田　寺尾
提言説明；提言内容について理解された。建コン協では以前学識者（大学の教授、助教
等）と共に多くの委員会を開催し、学識者の勉強にも大変役に立ち有意義であった。今
後、多くの学識者と協働で色々な課題に取組、提案をしていって欲しい。

18
12月15日（火）
17時00分

阪神高速道路（株）
技術企画課
藤原課長代理

池田　寺尾 提言冊子完成につき、提言の簡単な説明と提言冊子提出

19
12月18日(金）
11時30分

近畿地整　浪速国道事務所
大國副所長、高橋副所長

木村　寺尾 提言説明；結果、提言内容および今後の展開について概ね理解された。

20
12月21日(月）
91時15分

近畿地整 道路部
植田道路部長　松田計画調整課長
近畿地整企画部
寺井広域計画課長、木田計画調整係長

木村　寺尾
植田道路部長；提言冊子提出、提言の実現化に向けた取組について説明。結果、賛同を
頂く。　　松田計画調整課長；提言説明。
企画部；提言説明

21
12月21日（月）
13時00分

阪神高速道路（株）
島村計画部長、上田計画調整課長

池田　寺尾
提言説明；結果、森之宮地区での阪神高速中央線ランプの改良についての取組が出来る
可能性がある。夢洲地区の国際ゲートウエイの整備について阪神高速湾岸線本線のネッ
トワーク化について説明。

22
12月22日（火）
12時00分

近畿地整　奈良国道事務所
原所長、青山副所長、田中副所長

木村　寺尾 原所長に提言の要点を説明。

23
12月22日（火）
16時00分

ＵＲ都市機構西日本支社　都市再生業務
部　　加茂事業企画担当課長

吉津　池田　藤村　寺尾

提言説明；特に「首都代替機能整備の候補地である大阪城東地区と「大阪城東部地区ま
ちづくり構想」にも入っているＵＲ森之宮団地との関連から今後の両者の整備について意
見交換した。結果、ＵＲの団地整備にもかかわるこの地域の魅力向上に首都代替整備と
の関連は重要なテーマである。本地域の具体化に向けての調整が必要か？田中ＵＲ関
西支社長に説明に上がりたい旨説明した。

24
12月23日（水）
13時30分

和歌山県　県土整備部　道路局
中家道路政策課長、西谷副課長　栗山主
査　　政策局　技術調査課　山本副課長

木村　寺尾　宮本（和歌山地域参与） 楠見道路局長へ提言提出 提言説明；提言内容、今後の展開について理解された。
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日時 訪問先 建コン担当者 備考 意見交換内容

25
12月23日（水）
15時00分

近畿地整　和歌山河川国道事務所
小野副所長　荒谷副所長

木村　寺尾　宮本（和歌山地域参与） 提言説明；意見、県では関空京奈和連絡道路の調査を進めているが入っていない。

26
12月24日（木）
9時30分

滋賀県土木交通部 道路整備課
野田課長　奥村課長補佐

藤村　寺尾　田中（滋賀地域委員長）
提言説明；滋賀県内の道路整備も取り上げて頂きありがたい。整備効果を如何に説明す
るかが課題と考えており、今後もお知恵を拝借したい

27
12月24日（木）
11時00分

近畿地整　滋賀国道事務所
森本所長、玉置副所長

木村　藤村　寺尾　田中（滋賀地域委員長）
提言説明；結果、提言内容について理解された。今後の展開については概ね賛同を得
た。

28
12月24日（木）
13時０0分

近畿地整　京都国道事務所
尾下副所長、太田副所長

木村　藤村　寺尾
提言説明；結果、提言内容については理解された。今後の展開については概ね賛同を得
た。

29
12月24日（木）
16時00分

京都府建設交通部　道路計画課
井上課長、水谷課長補佐、北野副主査

北野　寺尾 提言説明；結果、提言内容について理解された。

30
12月25日（金）
10時00分

近畿地整 　大阪国道事務謝
逢坂所長、西野副所長

藤村　寺尾

提言説明；提言は今回３回目で承知している。建コン協から提言を出すことは、有意義な
ことである。特に具体的な提案内容であり若者を中心にこのようなことを考えることについ
て、大変有意義である。今後の展開についても関西の発展のために良い取り組みである
と思う。

31
Ｒ3年
1月5日（火）
13時30分

大阪市都市計画局
角田都市計画局長

吉津　兼塚　北村　白水　寺尾　黒谷

提言説明および実現化に向けての協力要請を行った。結果、提言内容については理解さ
れた。但し、本日の打合せは、大阪城東部地域のまちづくりと提言での首都代替機能整
備構想と同じ場所であり、今後、この地区での計画について大阪市都市局と建コン協近
畿支部若手（実際に携わった技術者）との勉強会を行うように聞いていた。また、「第１２回
関西のインフラ強化を進める会」における高橋副市長の委員委嘱については担当部署が
違うため、都市局で確認して連絡する。その結果、建コン協近畿支部と都市局で大阪城東
部地域について１時間程度の勉強会を別途設ける。また、委員委嘱については都市局か
ら連絡を受けた後、担当部署に然るべき時期に委員委嘱を行う。

32
1月7日（木）
10時30分

神戸市　建設局
三島建設局長

北野　寺尾

1.神戸市の関係部署の職員に提言資料を配布して、12/2シンポジウム動画と合わせて勉
強してもらう。また、職員にも新たな提案を出してもらう。
2.神戸市でも三宮以外に拠点整備を進めている。地方部、臨海部、都市部の連携も必
要。
3.伊丹空港、神戸空港、関西空港の三空港を高速鉄道で結び、一つの空港とする提案に
共感された。神戸市でもこの考え方で連携する施設、拠点整備が考えられるので参考に
する。
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33
1月7日（木）
14時00分

近畿地整　兵庫国道事務所
日野所長、中島副所長、加古副所長

木村　寺尾

1.今回の提言は、すぐ整備するものや、夢に近い提案も混じっているが、これも重要で今
後実現化を目指す提案として、前回より優れている。立派な提言である。
2.実現化に向けた取り組みが重要で、一般の知識人、一般紙、の応援が必要。その為に
は、将来の日本の姿(コロナ後)を理論立ててハッキリさせ、世間に自信をもって表明できる
提案とし、それらから、この提言を強化していく。
3.兵庫国道でも関連部署に提言を配布し、12/2シンポジウムの動画も利用して勉強しても
らう。また、提案してもらう。
4.近畿地整若手職員と建コン協近畿支部との意見交換会を再開し、お互いに議論して更
にバージョンアップを図る。
5.西日本連携も良い。関西として発展するか、西日本全体で発展していくシナリオとしても
良いのではないか？
6.伊丹空港、神戸空港、関西空港の三空港を高速鉄道で結び一つの空港として整備する
提案は非常に良い提案である。
6.兵庫国道事務所の勉強会には必要に応じて建コン協近畿支部から説明することも可
能。
7.日野所長は提言Ⅰの作成から関わって頂いて、アドバイスももらっている、理解者。

34
1月8日（金）
10時00分

大阪府都市整備部　交通道路室道路整備
課丸橋課長補佐
大阪府都市整備部　事業管理室事業企画
課木村課長補佐
大阪府住宅まちづくり戦略室都市空空間
創造課　玉木課長補佐

吉津　北野　寺尾

提言説明；森之宮地区の首都代替機能と大阪・関西万博開催地の夢洲跡地利用として計
画している関西3空港一体化に際してのチェックイン機能整備による国際ゲートイェイとし
ての夢洲の構想について説明。また、提言内容の今後の実現化に向けての取組について
説明し意見交換した。

35
1月13日（火）
14時00分

兵庫県県土整備部　土木局
道路企画課　古川副課長
技術企画課　高橋副課長
道路企画課　井口班長

北野　寺尾　大塚（兵庫地域委員長）

提言説明；兵庫県として見た場合、今回の提言に兵庫県が絡んでいるのがほとんど無
い。近畿全般を各分科会活動報告にて説明し意見交換した。結果、兵庫県としての道路
網計画が他地域に比較して進んでいるため、新規の提案がなかったのではないか、今
後、改めて道路網構想につて意見交換を提案した。

36
1月28日（木） 奈良県県土マネジメント部

道路建設課　松田主任

鎮西（奈良県地域委員会社参与）
池田　寺尾

緊急事態宣言下のため「提言冊
子関連資料」送付。その後、奈良
県から感想がメールにて届いた。

奈良県の道路整備を担当する立場から拝見させていただきました。
関西圏の経済圏を考えると大阪中心部の道路だけではなく、広域的な環状道路の位置づ
けは大きく、京奈和自動車はその一部を形成しております。京奈和自動車道は依然として
ミッシングリンクがあることから、この道路に関する整備促進の必要な記述がほしいところ
です。
他方、紀伊半島の経済を考えると、南北につなぐ道路と紀伊半島を周遊する道路は、たい
へん重要と考えており、これらの道路を紀伊半島アンカールートとして整備を推進していま
す。特に南北につなぐ紀伊半島内陸部の道路は、国道１６８号五條新宮道路の記述しか
ありません。本県だけでなく、和歌山県、三重県の太平洋沿岸部の市町村にとって、国道
１６８号五條新宮道路と国道１６９号は、重要な路線として、これまで整備促進を要望され
てきたことを踏まえると、国道１６９号についても位置づけていただきたかったと思います。
以上、簡単ではありますが、感想を書かせていただきました。

37 京都市
手原（京都府地域委員会社参与）
池田

1月8日提言送付

38 福井県
坪田（福井県地域委員参与）
池田 寺尾

1/21対面での提言説明が延期。
その後、「提言冊子関連資料」送
付
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39
1月28日（木）
13時30分

（公財）関西文化学術研究都市推進機構
中川常務理事・事務局長
平塚事業推進部長

藤村　寺尾
黒谷　倉橋　鈴木（近畿建設協会）

学研都市推進機構から「関西の
インフラ強化を進める会」との連
携依頼。建コン協から提言につ
いて説明

・学研都市は国家プロジェクトである。
・国土形成の視点で東京一極集中等の課題に取り組んでいる。
・学研都市へのアクセスは京都、大阪ともに近い位置にある。
・今後、大阪・関西万博含め大阪との連携を図りたい。
⇒「関西のインフラ強化を進める会」の情報も必要であり連携を図りたい。(4/20参加）
建コン協近畿支部から、提言について説明。内容については了解。関係することある。

40
2月10日（水）
17時00分

（株）橋爪総合研究所/橋爪紳也船場研究
所

寺尾
黒谷　鈴木（近畿建設協会）

4月20日開催予定の「関西のインフラ強化を進める会（第12回）」に出席依頼。（大阪城東
部地区のまちづくりの方向性検討会委員）
提言説明では全般的に賛同を得た。特に森之宮地区首都代替機能についての意見交換
では、大阪府市統合大学の設置が決まっている点の配慮と調整が必要との事。

41
2月16日（火）
11:30 黒松課長
13：00宇佐美副所長

近畿地整 福井河川国道事務所
宇佐美副所長
黒松計画課長

北野
木村

雪害対応のため、所長、福島副
所長には資料託け

・福井から見るとアジアの玄関口は敦賀港である。
・地域交流軸となる高規格道路網では、京都小浜道路より、琵琶湖西縦貫道路ラインの
機能強化（敦賀～湖西間の新規路線含む）が必要である。

42
3月8日（月）
15時00分

公立大学法人大阪
吉津　寺尾
黒谷　鈴木（近畿建設協会）

提言内容について、全体の概要と特に大阪市内でのプロジェクトを中心に説明した。特
に、森之宮地区では当該機関で大阪府市統合大学が2025年の開校が予定されているた
め、詳細な意見交換を行った。提言の内容については非常にありがたい提案で十分理解
され賛同を得た。公立大学法人大阪でも4月20日開催予定の「関西のインフラ強化を進め
る会（第12回）」に建コン協近畿支部枠内での発表について打診したところ前向きな返答
（同機関でもＰＲの場したいとの事）があった。

43
3月9日（火）
13時00分

近畿地整 姫路河川国道事務所
磯部事務所長　石鍋副所長

木村　寺尾

石鍋副所長に提言説明、賛同を得た。
磯場所長に提言説明、このような提案を建設コンサルタントとして出され大変有意義であ
り、夢がある。提言実現に向けては種々の方策が必要である。特に 終的には政治家の
力が必要になると思うとの事。建コン協としては、「関西のインフラ強化を進める会」等関
連機関との協力体制を構築し進めていく等説明した。また、提言について当該事務所職
員へも説明したいとの事、もっと、若手職員からインフラ整備について夢のある提案を出し
ていきたいとの事。本来なら、この後の推進は国等の発注機関で取り上げていくことにな
る。が、・・・

44
3月16日（火）
11時00分

近畿地整 豊岡河川国道事務所
中川所長　長谷川副所長

木村　寺尾

長谷川副所長に提言説明、内容について賛同を得た。また、別冊にて、北近畿の道路網
等に関する説明を合わせて行った。
中川所長に提言説明、賛同をえた。また、このような提言（プロジェクト）の実現に向けて頑
張って欲しい。

45
3月16日（火）
14時00分

近畿地整 福知山河川国道事務所
藤田副所長

木村　寺尾
藤田副所長に提言説明をした。また、別冊にて、北近畿の道路網等に関する説明を合わ
せて行った。
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46 4月2日（金）
土木学会関西支部
塩谷関西支部長/大阪メトロ監査役
谷事務局長

吉津　藤村　寺尾　福士

提言内容について説明。
＞塩谷事務局長からの指摘は以下のとおり。
①リモートワークは将来的に少し残るが、人の交流が主流・コミュニティとなり、流動が戻
るとみている。
②森之宮に中央拠点とあるが、新大阪からみると「夢洲」アクセス整備の方が容易ではな
いか。現在の新幹線を南へ延伸すれば 短で現実的である。鉄道の新設を行う場合は、
利用者数（開発地の利用者等）が少なければ採算面で実現が厳しい。
③大阪公立大学は規模が小さく学生数も限られ、「グランドデザイン創造」の拠点となるよ
うな多くの人の利用は見込めないのではないか。また、森ノ宮には鉄道新線整備は厳し
く、夢洲に拠点を持ってくる方が実現性が高いのではないか。
④森之宮地区は軟弱地盤であり、さらに、現況の利用施設、特に下水処理場の移転等困
難が予想されることを考慮する必要がある。
⑤土木学会関西支部も協力を惜しまない。
＞谷事務局長からのご意見は以下のとおり。
①新幹線を利用する場合、混雑する大阪駅を経由するのは煩わしいと感じ京都駅を利用
している。今後、大学や仕事ではリモートが主流になり、週1、2回新幹線で通学・通勤する
時代がくると思われるため、今回の提言は興味深い。
※ 後に、建コン協として、次期土木学会長の谷口氏への提言説明についてご依頼し
た。
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　建設コンサルタンツ協会近畿支部の道路研究委員会は、
2015～2016年を第1期、2017～2018年を第2期、2019～
2020年を第3期として活動を進めています。第1期の2016
年9月に提言Ⅰを発表し、第2期では「関西のインフラ強化を
進める会」に事務局として参画するとともに、2018年10月
に提言Ⅱを発表しています。
　提言Ⅰは「立ち上がれ関西 新しい道路網整備2050」を
テーマに三つの提言で構成し、一つ目の「関西の道路の最
適化」では道路網整備と既存の道路をいかに賢く使うかと
いう視点で提案しています。二つ目の「関西の新たな道路
網の構築」では中部・関西・四国連絡道路を提案し、三つ目
の「実現可能な道路整備手法」では中部・関西・四国連絡
道路の整備における民間資本の活用を提言しています。

　提言Ⅱは「関西の明日を創造するプロジェクト2050」をテ
ーマに五つの提言で構成しています。一つ目は「関西の南
北軸強化を図る道路網の整備」、二つ目の「将来の交通網
整備を見据えた道路施策の展開」ではインフラコンテンツ
の強化による施策展開を検討しています。三つ目の「京阪
神都市圏（都市部）の交通結節点の強化」では大阪・梅田
と新大阪での高速バスターミナル整備、四つ目の「関西都
市圏トライアングルネットワーク構想」では関西3空港、関西
都市圏、四国・中部との連携強化を図る三つの高速鉄道ネ
ットワークを提案しているほか、五つ目の「西日本の新たな
国土軸『南海経済軸』の整備」では、西日本版スーパー・メ
ガリージョンを提言しています。
　本シンポジウムのテーマは「2050年に繋ぐみらい予想
図」です。2050年に向けた取り組みとして、道路網研究分
科会が「将来の道路整備イメージ」、道路の賢い使い方研
究分科会が「未来社会の創造」、国土交通計画研究分科会
が「西日本の新たな国土軸『南海経済軸』の提案」につい
て説明し、パネルディスカッションで2050年の関西の姿をま
とめていきます。

建設コンサルタンツ協会近畿支部は2019年10月23日、
大阪市中央区のマイドームおおさかで行われた「建設技術展2019近畿」の会場で、
シンポジウム『2050年に繋ぐみらい予想図～建設コンサルタントが描く将来像～』を開いた。
道路研究委員会が関西のあるべき姿を示した二つの提言などを踏まえ、
建設コンサルタントの若手技術者が関西の2050年ビジョン
「社会情勢の変化・技術革新によるモビリティ革命」を描き、
その時代に必要であろう各種インフラ整備を提案。
有識者によるパネルディスカッションでは、2050年の関西の姿を想定し、
その実現に向けたインフラ整備の在り方などを活発に議論した。

  シンポジウム開催にあたって

建設コンサルタンツ協会
近畿支部
道路研究委員会
委員長

寺尾 敏男 氏

関西のみらい描くプロジェクトを提案
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　2050年には「人口減少や高
齢化などの社会情勢の変化」
や「ライフスタイルの多様化」
「AI等の技術革新」による大き
な変化が予想されます。交通網
ではリニア中央新幹線などが
整備され、スーパー・メガリージ
ョンが形成されるでしょう。道路
網研究分科会では、こうした変
化を踏まえ、2050年における
関西の道路整備を「安全・快適

な移動」「物流」「観光」の観点から考えました。「安全・快
適な移動」では高齢者事故の増加や都市部の渋滞が懸念
され、「物流」では労働人口の減少を踏まえた効率化を図る
必要があります。「観光」では過疎化による地方部の観光産
業衰退が課題となります。
 

南海経済軸の構築とミッシングリンク解消を
 
　これらの課題を受け、2050年の道路整備にはネットワー
クの観点から三つの方針が考えられます。一つは南海経済
軸の構築で、広域的なネットワークの形成により物流機能の
強化が期待できます。二つ目はミッシングリンクを解消する
道路網の構築です。中長期トリップの道路ネットワークを構
築することで生活交通と分離し、一般道の渋滞緩和や事故
防止を図ります。三つ目は観光地へのアクセスで、高速鉄道
と観光地を結ぶ道路ネットワークを構築して地方部の観光
産業を支援します。これらについては、新たな路線整備にお

　2050年の姿について人口
減少や高齢化の進展というマ
イナス要因はあるものの、ICT
技術やAI・ロボット技術の進
展、インバウンド需要の増加な
どを踏まえると、人・モノの移動
がより活発になる時代が来ると
考えています。そして、交流人
口と余暇が増加することで、
人・モノの移動を支えるインフ

ラの重要性はさらに増してくるでしょう。
 

奈良県北部に大きな交通結節点を形成
 
　では、こうした社会的背景を踏まえた道路の賢い使い方
の一例として、奈良県での施策展開を紹介します。2050年
における奈良県のインフラ整備状況を描くと、北部ではリニ
ア中央新幹線が通り、京奈和自動車道を含めた道路網整
備の進展が期待できます。また、南部では南海経済軸や空
の拠点となるインフラが整備される可能性があります。観光
については、すでに世界遺産等の観光地を持つ北部に対
し、南部は新たなツーリズムの胎動により、魅力を発掘して
いくようになると考えています。

ける事業評価の手法として、従来のB/C評価に代わる手法
を確立する必要があるでしょう。
　次にICTの活用です。自動運転によって適切な車間距離
と速度を保つことで交通が円滑化され、渋滞緩和につなが
ると考えられます。物流でも高密度の追従走行による効率
化が図られますし、ドライバーによる運転と同等以上の極め
て安全性が高まった道路交通社会の実現による事故の防
止が考えられます。また、目的地まで自動運転車両で移動す
るなどの新たな交通サービスによって、高齢者や地方部の
移動をサポートすることも期待できます。
　一方で、自動運転に関しては道路構造等が課題となりま
す。例えばトンネル内のGPS遮断区間や急カーブ箇所、縦
断こう配の変化点などは、走行位置の特定や位置精度の
確保ができない可能性があります。位置情報や道路構造デ
ータの提供が必要になってきますし、交通規制等の動的な
障害物についても情報提供の方法を考える必要がありま
す。分合流箇所では流入・流出先の渋滞状況を検知した上
で円滑化の調整を図る必要があるでしょう。
 

多様なモビリティを考慮した道路構造に
 
　多種多様な交通手段の活用として自転車を利用した観
光移動のサポートが考えられます。大都市から飛行機や車、
鉄道等を使って観光地周辺の道の駅にアクセスし、道の駅
から各観光地へ自転車で移動するナショナルサイクルルー
トの構築をイメージしていますが、歩行者・自動車と分離さ
れた自転車通行空間の確保や空港・鉄道駅・道の駅等での
乗り捨て型レンタサイクルステーションの整備、サイクリスト

受入施設の整備が課題
となるでしょう。
　さらに、その他のモビリ
ティとして超小型モビリテ
ィや電動車椅子、電動キ
ックボード等が考えられま
すが、既存交通との分
離・混在方法をどのよう
にするかという検討が必
要です。空を飛ぶ車の出
現も考えられますので、こ
れからの道路整備では多
様なモビリティの活用を
考慮した道路構造を検討
していく必要があると考
えています。

　北部における施策の展開ですが、リニア中央新幹線の開
通と京奈和自動車道の全線開通に伴い、名古屋都市圏、京
都都市圏、大阪都市圏の中間となる奈良県北部に大きな
交通結節点が形成されますので、ここに民間活力を注入し、
バスターミナルの整備など交通結節機能の強化を図ること
が重要となります。
 

新たなモビリティで
人・モノの輸送を活性化
 
　観光エリアマネジメントとしてMaaS（移動のサービス化）
なども考えられますが、ここでは道路空間の有効活用策とし
てカーブサイド・マネジメントを紹介します。自動運転の進展
で、現在よりも狭い道路幅員でよいとなると路側に新たな空
間が生じますので、そこをいかにうまく使うかを考えることが
重要です。時間帯で需要が変わるのであれば、その時間に
応じた機能を持たせる必要があるでしょう。
　一方、南部は北部と比べて比較的自然が豊かな地域で、
北部との中間に五條市や桜井市といった中核都市がありま
す。人口減少が進む中、これらの中核都市での交通結節点
の整備や南部での観光・農業の活性化を進めていくために
は、いかに新たなモビリティを使って、人やモノの輸送を活性
化させていくかが重要なポイントです。今後も当分科会では
いかにうまく道路施策を進めていくかを議論していきます。

  道路研究委員会3分科会　関西の2050年を提案

将来の道路整備イメージ

未来社会の創造

道路の賢い使い方
研究分科会 委員

村戸 伸行 氏
道路網
研究分科会 委員

宮崎 吉孝 氏

  2050年の道路整備   ICT技術の活用

  施策展開の事例紹介 【奈良北部（都市部）】
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■大津　道路研究委員会3分科会の委員から関西の未来
像について魅力的な提案をいただきました。パネリストの皆
さんには提言の感想やコメントとともに、「2050年に繋ぐみ
らい予想図」について語っていただきます。
　個人的には2050年の将来を考えていく上で劇的な変
化、パラダイムシフトが必要だと考えています。皆さんにはパ
ート1で2050年を見据えたインフラや関西の未来像を描い
ていただき、パート2では実現に向けた具体的な施策や提案
などを紹介いただければと思います。
　それでは、2050年の未来予想図について、松島先生から
お願いします。

キーワードは多様性への対応

■松島　30年先の未来を自由に発想することは非常におも
しろい取り組みです。例えば1980年当時、30年後にこれだ
けスマートフォンが普及している状況を想像できた人はいな
いでしょう。そう考えると、自由に将来の姿を描くことは今後
の建設業界にとっても重要だと思います。
　3分科会の発表は主にどのようなインフラができるかとい
うお話でしたが、その実現に向けて5年先、10年先、15年先
に何をすべきか、どのような工夫が必要かを考えなければな
りません。2050年にどのような世界をつくっていくかを考え
るいくつかのヒントを紹介します。
　今後、確実に人口が減少し、インバウンドが増えると想定
される中で、道路の使い方を考えると、やはり移動や交通量
を生む工夫が必要になります。その重要なキーワードが多
様性です。

　国土交通計画研究分科会か
らは南海経済軸と、その沿線地
域における国土利用のあり方を
提案します。
　南海経済軸は大阪を起点に和
歌山、淡路島、四国を経由して福
岡に接続する国土軸で、大阪や
福岡という大都市エリアは消費
地に位置付けています。また、南
海経済軸と西日本国土軸に挟ま
れた瀬戸内エリアは既存の都市・

工業地域の付加価値を高め、生産性向上を図るイノベーショ
ンエリアとしています。一方、南海経済軸の外側は地域産業や
観光に新たな付加価値を設けて活性化を図っていく地域で、
これらの地域で生産・加工されたモノや外から入ってくる人・カ
ネが南海経済軸を使って循環することをイメージしています。
 

西日本版「スーパー・メガリージョン構想」の展開を
 
　次はリニア開業で結ばれる首都圏・中部圏・関西圏を一つ
の巨大な圏域とする「スーパー・メガリージョン構想」を西日
本でも展開できないかという提案です。リニアであれば、大阪
～博多間を1時間10分で接続できますし、西日本の主要な都
市の人口を合計すると世界で6位ぐらいになるため、一定の
ポテンシャルを持つ圏域が形成できると考えています。
　次は「瀬戸内（4空港）新ゲートウェイ構想」です。現在、西
日本のインバウンド受け入れ拠点は関西空港と福岡空港に
代表されますが、中国・四国地方にも国際線が就航している
空港がありますので、これらの連携を強化し、新たなゲートウ
ェイを設けようという提案です。
　関西では関西空港、大阪国際空港（伊丹空港）、神戸空港
の3空港を連携強化するために高速鉄道で結び、3空港の真

ん中に位置する夢洲に空港ターミナル機能を設ける「夢洲・
空港ターミナル構想」も提案しています。
　続いて南海経済軸沿線における国土利用のあり方を提案
します。一つ目は交通モードのイノベーションです。拠点内・南
海経済軸上の移動や海外との往来に既存の交通モードだけ
でなく、空飛ぶ車やハイパーループ、新型高速艇などの次世
代モビリティを積極的に導入していく提案で、こうした多様な
交通モードに対応したインフラ整備も必要だと考えています。
 

兵庫・尼崎に次世代型交通ターミナルを構築
 
　二つ目は新尼崎副都心構想で、次世代型の交通ターミナ
ルを設ける提案です。名神高速道路と山陽新幹線、空港連
携高速鉄道が接する兵庫県尼崎市に新たな交通結節点を設
け、次世代モビリティの乗降所等の集約・配置やMaaS機能
の整備によってシームレスな移動を実現することをイメージし
ています。同時に尼崎らしい下町が体験できるまちづくりも一
緒に考えていきます。
　三つ目は、産学連携の推進で地域産業を強力にバックアッ
プする提案です。大学を中心に農業などの地域産業に関連し
た研究機関や先端企業を誘致するとともに、地域の産業を育
成することで研究、開発、生産、加工、流通のすべてを担う生
産都市を形成します。海外の研究機関・企業や外国人労働
者の受け入れなど、グローバル化を図ることも重要です。
　四つ目は防災・コンパクトシティの構築です。災害リスクの
少ない安全な土地に都市を再構築するとともに、災害リスク
に応じた防災・減災対策を実施して、安全に住める都市を構
築しようというものです。
　五つ目は観光・インバウンドへの対応です。都道府県別のイ
ンバウンド数を見ると、空港がある関西、九州に集中しています。
これを西日本全体に広げるため、瀬戸内新ゲートウェイ構想や
MaaSの導入、あるいは瀬戸内海クルーズ、南海経済軸サイ

クリングロードといった
魅力ある観光資源や新
しい旅行スタイルの創
出を提案しています。
　六つ目はナイトタイ
ム・エコノミーです。関
西空港で乗り継ぎ・乗
り換えを行う場合、空
港周辺で長時間滞在
しなければなりません。
夢洲に飲食と娯楽・エ
ンターテインメントが融
合したナイトタイム・エ
コノミーを充実するこ
とで、外国人観光客の
娯楽に対する支出を
増やし、関西空港の魅
力を高める提案です。

西日本の新たな国土軸「南海経済軸」の提案   パネルディスカッション

京都大学大学院
工学研究科
教授

大津 宏康 氏

国土交通計画
研究分科会 委員

野呂 竹志 氏

京都大学大学院
工学研究科 
准教授

松島 格也 氏

国土交通省
近畿地方整備局
企画部長

橋本 雅道 氏

コーディネーター パネリスト

JAPIC
国土・未来プロジェクト
研究会 委員長

藤本 貴也 氏

建設コンサルタンツ協会
近畿支部
副支部長

﨑本 繁治 氏

2050年に繋ぐみらい予想図 ～建設コンサルタントが描く将来像～

  「夢洲・空港ターミナル構想」の提案 ～関西3空港を高速鉄道で結ぶ～
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　内閣府が行っている「国民生活に関する世論調査」の
「収入と自由時間についての考え方」を見ると、昔に比べて
高齢者ほど自由な時間よりも収入を重視する傾向が強まっ
ています。「今後の生活の力点」に関しては2000年以降、レ
ジャーが上位にある一方、自己啓発や住生活を重要視する
回答が増えています。
　多様性を考える上で三つのポイントがあります。一つは働
き方改革等で休日が増えることです。週休3日を試行する企
業もあり、2050年には週休4日が当たり前になるかもしれま
せん。休みが増えるとレジャーが伸びると考えられます。
　二つ目は居住地です。アドレスホッパーという言葉を聞い
たことがある方もいると思います。決まった住居を持たず、各
地の宿泊施設を転々として生活する人のことです。このよう
な人たちをサポートするサブスクリプション（定額制）のサー
ビスが充実すれば週末は地方で暮らし、週中は都会で暮ら
す人が増えてくるでしょう。国土交通省の懇談会でも二地域
居住を地方の交流人口増加のきっかけにしようという議論
が行われています。
　三つ目は余暇です。余暇に使う時間の変化を見ると、自
由な時間を表す第3次活動が1976年の調査と比べて約
30分増えており、今後もこの傾向は変わらないと思います。
また、レジャー白書短信によると、余暇の使い方は国内旅行
や音楽鑑賞が増え、カラオケやビデオ、庭いじりなどは減っ
ています。この数値が将来的にどのような動きをするのかが
2050年を考える際のヒントになるでしょう。
　今後のインフラを考える上では、使い方の提案が重要に

なってきます。どのようなインフラを整備し、いかに賢く使う
か。それによって誰がどのように動くのかを考えなければな
りません。普及が進むシェアリングエコノミーや位置情報を
活用したゲームなどは人を動かすという意味で興味深い取
り組みですね。こういったものを含め、いかに需要を創出す
るかという観点で考えることが大切です。

多軸型の国土形成が重要に

■橋本　2050年の話をお聞きして、おもしろいと感じたの
は、道路の使い方よりも、空飛ぶ車など移動手段の方が大き
く変わるということです。同時にAIなど現時点で想像できな
い技術革新もあるだろうと思いました。AIやロボットが人間
の代わりに働くとなれば時間に余裕が生まれます。その時間
を何に使うのか。おそらく今とは全く異なる世界がやってくる
でしょう。
　少し現実的な話をしますと、今後30年以内に南海トラフ
巨大地震が7～8割の確率で起こることが危惧されていま
す。紀伊半島南部では地震発生から2～3分で十数mの津
波が到達し、大阪湾でも最大5mの津波が想定されていま
す。大規模災害からいかに被害を軽減するかが課せられた
大きなミッションです。
　現在、大阪湾に流れ込む河川の河口部にはいくつかの水
門があります。津波だけでなく、大阪湾で過去最大潮位を記
録した2018年9月の台風21号では高潮の浸水被害を防ぎ
ました。これらの水門は老朽化していますので、南海トラフ

巨大地震を想定した仕様に機能向上を図ることも大きな仕
事の一つです。
　2019年10月の台風19号では、東日本の河川で百数十
箇所の堤防決壊が生じたことを考えると、想定外の豪雨は
必ず起こりうるという前提でインフラを整備すべきです。絶
対に壊れないインフラを造れない以上、ソフト施策とセットで
人命を守る方策を考えなければなりません。
　先ほど南海経済軸の提案がありましたが、一つの軸に頼
るのは非常に危険です。現在は西日本国土軸に中国自動車
道や山陽自動車道、名神高速道路、新名神高速道路などが
集中しています。日本海側にも軸ができつつありますが、より
多くの軸があれば安心です。将来の成長だけでなく、国民が
安全・安心に暮らせる強靭な国をつくる観点からも、多軸型
の国土を形成する必要があります。

建設コンサルタントが
発注者の真のパートナーに
■藤本　建コン協近畿支部の提言を高く評価したいです。
発注者の真のパートナーになっていく大きな一歩だと感じて
います。提言をきっかけに各支部でも取り組みが展開され、
さらに提言の幅が広がっていくことを期待しています。
　提言の中では事業推進にPPP/PFIなどの重要性が謳
われていましたが、これらの事業手法は建設コンサルタント
が単なる受注者からコーディネーター、リーダーになっていく
とっかかりであり、どのようにイニシアチブを取って事業を進
めるかの議論を深めてほしいですね。
　提言には西日本、とりわけ瀬戸内海を重視する提案もあり
ました。西日本全体が一体感を高める上で非常に重要な視
点で、もう少し具体的な議論をすべきです。日本プロジェクト
産業協議会（JAPIC）の勉強会ではクルーズに着目してい
ます。大型船ではなく、小型船による滞在型、周遊型のクル
ーズを積極的に取り入れてはどうでしょうか。瀬戸内海は世
界で有名なエーゲ海やカリブ海よりもポテンシャルが高く、
多くの人を呼び込むことができます。そうなれば必然的にイ
ンフラも必要になり、提言に盛り込まれた南海経済軸を整備
しなければならないというニーズが高まってくるでしょう。

北陸新幹線を
新大阪から関空方面に伸ばす議論も
　新大阪駅周辺のまちづくりも大きな課題です。新大阪駅
にはリニア中央新幹線と北陸新幹線の乗り入れが計画され
ていますが、提言では新大阪が終点になっています。リニア
は山陽方面に、北陸新幹線は関西空港方面への矢印があ
ってもいいのではないでしょうか。産学官で新大阪駅周辺ま
ちづくりの検討が動き出していますが、新幹線を関西空港

方面に伸ばす可能性をどのように担保するかを議論してお
く必要があります。関西空港から紀淡連絡橋を通って四国
を結ぶ構想があり、是非とも可能性を残してほしいです。新
大阪と梅田との連携強化も重要なポイントになるでしょう。
新幹線が開業して40年以上が経ちましたが、いまだに新大
阪駅周辺への集積が弱く、集客施設など具体的な検討も必
要です。

技術革新を踏まえたインフラの未来像を

■﨑本　われわれを取り巻く社会には少子高齢化や都市
集中、生産年齢人口の減少、環境問題、自然災害の頻発
化・激甚化、地方の衰退といった多くの課題を抱えていま
す。多様な社会的課題を一つ一つ解決していくことは重要
ですが、これらを総合的にとらえ、将来をどのような社会に
するのか、新しい社会価値をどのように創造するかを意識し
つつ、問題解決や研究開発に取り組むことが建設コンサル
タントの大きな役割だと思います。
　着目すべき課題がいくつかあります。一つは国土強靱化
と首都機能の分散です。東京は世界の大都市と比べて災害
リスク指数が非常に高く、大規模災害が発生すれば国際競
争力が著しく低下する可能性があり、首都機能移転を前提
にインフラ整備を考える必要があるでしょう。
　もう一つは技術革新への対応です。内閣府ではAIやIoT
など、第四次産業革命による技術革新を踏まえ、将来的に
目指すべき未来社会として「Society5.0」を提唱していま
す。このように急速に進む技術革新を取り入れたインフラの
未来像を考える視点も重要です。特に交通分野では、自動
運転や自立型の電動車椅子などの普及に伴い、道路空間
の使い方も大きく変わると予想されます。さらに、さまざまな
交通モードでのスムーズ化、シームレス化を支援するための
拠点整備や、情報提供の活発化を見据えた対応も求められ
ます。
　国土強靱化に向けた防災・減災等の課題にもAIなどの
活用が進むでしょう。そのためにも道の駅や交通結節点で
の防災機能の強化や、正確で確実な災害情報を提供する
ための道路側での機器整備も必要です。
■大津　皆さんから短期、中長期的なインフラ整備のあり
方や未来像を語っていただきました。パート2では、そのある
べき姿を実現するための方策や提案などについてお伺いし
ます。﨑本さんからお願いします。

  西日本の新たな国土軸「南海経済軸」構想
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新たな社会価値の創造へ

■﨑本　建設コンサルタントは政策・立案という上流側の
仕事だけではなく、下流側の運営・管理に至るまでを総合
的、包括的に担うことで、新たな価値を創造していくことが
求められています。PPP/PFIなど事業者として自ら地域活
性化の主役になっていく観点も重要です。そのためにも優秀
な人材を育て、明るく元気にのびのびと仕事ができる、そし
てその成果が社会に評価される基盤を整備していかなけれ
ばなりません。
　技術革新により単純な計画や計算などの価値観が下が
ることが考えられ、高度で総合的に物事を考えられる人材が
必要になってきます。既往の枠組みや役割にとらわれず、プ
ロジェクトを一貫して担う意気込みや、ラグビー・ワールドカ
ップで日本代表が掲げた「ワンチーム」の気持ちを持って、
様々な関係者と協働して目標を達成していく志が大切です。

日本が着実に成長できる
戦略が不可欠
■藤本　ゼロ成長を前提で物事を考えている限り、様々な
課題の解決策は見いだせません。ヨーロッパやアメリカ、ア
ジアも着実に成長していますが、日本だけがゼロ成長なので
す。高度成長でなくても2～3％の成長でいいのです。そのた
めには付加価値の高い技術革新、生産性革命が求められ
ます。
　建設産業と日本は運命共同体であり、日本の未来を考え
る時には着実に日本が成長できる成長戦略が不可欠です。
成長戦略の実現に向けた国土整備の長期計画も作る必要
があります。1987年に1万4000㎞の高速道路ネットワーク
形成などが盛り込まれた第四次全国総合開発計画が策定
されて以降、具体的な将来プロジェクトを提案し、そのため
の事業者を明示した国土の整備計画はありません。
　計画の大きな柱になるのが安全・安心です。強靱な国家
を築く上で、ソフト対策だけで何とかできるのではないかとい
う話もありますが、10月の台風19号被害を見ても分かるよ
うにソフトだけでは限界があります。ハード対策とソフト対策
をうまく組み合わせることが重要なのです。

まちづくりに国の予算、
調整力を活用できる仕組みを
　駅前の拠点開発に目を向けると、関西は国の力をうまく
利用する方法を考えるべきですね。東京では渋谷や新宿、
品川などで駅前拠点開発が活発です。これらの拠点ではす
べて直轄国道が横切っており、国の予算や調整力を活用で
きる仕掛けが出来上がっているのです。大阪市内では大阪

駅が直轄国道と接しておらず、メインストリートの御堂筋も
大阪市に移管しています。例えば、大阪駅南口で大規模な
再整備を進めようと思えば JR大阪駅と阪急梅田駅の間を
通る国道176号を直轄国道にする等により、国の力を活用
できる仕組みを作らなければなりません。
　再整備の動きがある神戸市の三宮周辺地区も同様です。
三宮駅から海側に伸びるフラワーロードを直轄国道にする
ことを考えてはどうでしょうか。そうなれば国の力を使って海
側と山側の南北を一体的に整備できる可能性もあるのです。
　事業を円滑に進めるには産学官の連携が不可欠です。そ
れぞれがいろいろな形で発信していかなければなりません。
最終的には土木学会が中心となって産学官連携がさらに進
むことを期待しています。

産学官が発信力を高める努力が必要

■橋本　先日、土木を学ぶ大学生に建設業の役割等に関
する講義を行い、学生の反応に驚きました。今後も建設業が
活躍できる多くの事業があり、やりがいのある産業だと魅力
を語ったのですが、学生から「斜陽産業だと思っていた。まだ
まだやるべき仕事が多くあることに驚いた」という感想が多
く寄せられたのです。
　特に土木は高速道路や治水施設などの整備がある程度
進み、ピークアウトしていると漠然とイメージしているのでし
ょう。このような雰囲気は変えなければなりません。近年は自
然災害が頻発し、多くの人命や財産が奪われ、安全・安心
の確保にはさらなる強靱な国土づくりが必要なのです。土
木技術者はいいことを一生懸命やっていれば理解してもら
えると思っていたふしがあるのではないでしょうか。産学官
がそれぞれの分野で発信力を高める努力が必要でしょう。
　国土の安全・安心が高まれば冨も集中し、成長につながり
ます。この関係性を世の中に訴え続けて土木の魅力を高め
ていく。将来性のある産業だと理解いただいた上で、優秀な
人材が集まるという好循環にもっていきたいです。
　官庁の技術者には土木の勉強だけではなく、例えばAIや
情報産業といった新しい産業にも目を広げてほしいですね。

自分で考え、工夫や提案ができる
優秀な人材を
■松島　2050年に向けて今から人材やアイデアなどを含
め、いろいろな投資を継続して行う努力が必要です。そうい
う意味での使い方やアイデアの頭出しをするのが大学の役
割だと思います。産学官連携で建設コンサルタントの方々と
一緒に考え、アイデアを出していくことは大変意義がありま
す。重要な視点はどのような社会価値を生みだすかです。
従来のインフラの役割だけでなく、新たな役割を持たせる提
案にもつながってきます。
　もう一つの役割は教育です。どのような教育がベストかを
日々模索しているところですが、やはり講義や卒業研究を通
じ、自分の頭で考えられる環境を整えることが何よりも重要
だと思います。昔ながらの土木分野の教育でないものも、部
分的には取り込んでいますので、そういったものも生かしな
がら、自分の頭で考え、工夫や提案ができる優秀な人材を多
く輩出していきたいですね。

若者が将来の絵を描ける場づくりを

■大津　未来に向けた多くの提案をいただき、ありがとうご
ざいました。未来を考える時は確定事象と不確定事象を分
けて考えるべきだと思います。各分科会の提言にもありまし
たが、少子化は確定事象で、2050年は日本の人口が1億人
を切るだろうと言われています。そうなれば藤本さんが指摘
された経済成長なしでは国はもちません。
　現在のICT革命を30年前に予測できなかったように、イ
ノベーションは30年先に何が起こるか分からない不確定事

象です。やはりインフラ整備の目的をストック効果と考える
と、とにかく経済成長を支えること、そしてどのようなイノベ
ーションが起こっても対応していくことを将来に向けて考え
るべきでしょう。
　産学官の立場を考えると、官としては無責任に未来を描
きにくい側面もあります。ある意味自由な発想ができ、今後
重要なポジションを担っていくのが建設コンサルタントだと思
います。ますます明るい未来を創造するプランナーとしての
役割と重要性が増してくるでしょう。
　大学は民の先を行くシーズのプランを掘り起こすことが大
きな役割ですし、そのための教育プログラムを作る必要もあ
ります。結局、一番大切なのは人であり、人材育成の面でも
産学官が連携しなければなりません。若い人たちが将来の
絵を描ける場をつくっていく必要性を強く感じました。
　本日は貴重な意見をありがとうございました。

  Engineering First における産官学の役割分担とは？
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第 3 編 建設技術展 2020 近畿 ⽇本道路協会・建コン協近畿⽀部 
    「ビジョン 2040 記念シンポジウム〜道路の景⾊が変わる 

道路法の改正」 
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3−３  開催の記録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－ 78 －



－ 79 －



出演者プロフィール 

 

藤本貴也 氏 

（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 道路技術勉強会 顧問 
東京大学工学部土木工学科卒業、1972 年建設省（現国土交通省）入省、大臣官房技術調査官、静岡国道工

事事務所⾧、関東地方建設局企画部⾧、道路局国道課⾧、近畿地方整備局⾧、国土地理院⾧などを歴任。退

官後、（一社）建設コンサルタンツ協会副会⾧、（公社）日本道路協会理事、（公社）日本道路交通情報セン

ター副理事⾧を歴任した他、大阪工業大学客員教授も務める。2018 年 10 月よりパシフィックコンサルタ

ンツ（株）特別顧問。 

 
 

石田東生 氏 

日本大学交通システム工学科特任教授・筑波大学名誉教授 
東京大学大学院を修了後、東京工業大学助手、筑波大学社会工学系教授を経て、2017 年より現職。国土交

通省社会資本整備審議会道路分科会⾧・国土審議会委員、内閣官房未来投資会議次世代インフラ・次世代モ

ビリティ協議会アドバイザー、経済産業省自動運転ビジネス検討会コアメンバーなどを務める。 

専門は、交通政策、国土政策。 

 
 

池田豊人 氏 

前国土交通省道路局⾧、 京都大学経営管理大学院 客員教授 
東京大学大学院工学系研究科（土木）修了、1986 年建設省（現国土交通省）入省。関東地方整備局道路部

⾧、道路局道路交通管理課⾧、環境安全課⾧、大臣官房技術審議官、近畿地方整備局⾧、道路局⾧を歴任。

2020 年 8 月より京都大学経営管理大学院 客員教授。 

 

三島功裕 氏 

神戸市建設局⾧ 
神戸大学工学部土木工学科卒業、1984 年神戸市役所入庁、土木局に配属、企画調整局参事（技術担当）、

企画調整局担当部⾧（技術担当）、住宅都市局担当部⾧（都心三宮再整備担当）、住宅都市局計画部⾧、建設

局道路部⾧を歴任。2019 年 4 月より現職。 

 

 
 

植田雅俊 氏 

国土交通省 近畿地方整備局 道路部⾧ 
大阪大学大学院工学研究科修了。1992 年建設省（現・国土交通省）入省。東北地方整備局 福島河川国道

事務所⾧、大崎市 副市⾧、中国地方整備局 広島国道事務所⾧等を歴任。2019 年より現職。 

 

 

 

吉津洋一 氏 

（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 支部⾧ 
東京大学工学部（土木）卒業後、1980 年関西電力（株）入社。土木部⾧、北陸支社⾧、執行役員 水力事

業本部副事業本部⾧を経て、2018 年（株）ニュージェック常務執行役員に就任、2019 年より代表取締役

社⾧、同年 4 月より（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 支部⾧。 
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ビジョン2040記念シンポジウム
〜道路の景色が変わる 道路法の改正〜

趣旨説明

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会近畿支部
道路技術勉強会 顧問

（パシフィックコンサルタンツ株式会社 特別顧問）

藤本 貴也

1

道路技術勉強会の概要(目的）

我々、社会インフラに関わる技術者は、道路等社会インフラの整備・管理技術について将来を見据えた道路のあり方等

を研究するため、建コン協近畿支部に属する日本道路協会会員の技術者を中心に、横断的な情報共有と相互の技術力

の向上を目指した道路に関する技術の研鑽のため、道路技術勉強会を開催することを目的としています。

（一社）建コン協近畿支部組織図 道路技術勉強会概要

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路網 

研究分科会 

（委員長） 

委員 

道路の賢い
使い方 

研究分科会 

（委員長） 

委員 

国土交通計画 
（旧道路整備手法）

研究分科会 

（委員長） 

委員 

運営委員長 

学識委員 

行政経験者 

道路研究委員会 

運営委員（３名） 

特別アドバイザー（1名） 

道

路

技

術

勉

強

会 

 

運営委員会（8名） 

・主催：（公社）日本道路協会

・共催：（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部

・後援：国土交通省 近畿地方整備局、（一社）近畿建設協会

・設立：平成25年4月（参考：道路研究委員会設立/平成27年4月）

・テーマ：各開催時の雑誌「道路」特集・トピックス等の全国と関西

・講演者：全国 国土交通省道路局、学識者、民間

関西 近畿地方整備局道路部、高速道路会社、学識者
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開催概要
・開催：

・平成25年度 4回
・平成26年度 3回
・平成27年度〜令和元年度 各年度4回
・通算27回開催
・ （令和2年度 1回）

・シンポジウム：
・平成30年6月6日 第20回記念シンポジウム
・平成30年10月24日 建設技術展シンポジウム2018
・令和元年10月23日 建設技術展シンポジウム2019
・令和2年10月21日 建設技術展シンポジウム2020

3

道路技術勉強会の様子

第1回道路技術勉強会時の記事 勉強会風景

4
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道路研究委員会 成果報告等の経緯

道路研究委員会 第1期（平成27年度～平成28年度）

・平成27年4月発足

・第49回（平成28年度）建コン協近畿支部・研究発表会；平成28年9月15日）「提言」公表等報告

・「提言」の報告；平成28年9月23日～平成28年11月9日

道路研究委員会 第2期（平成29年度～平成30年度）

・「関西のインフラ強化を進める会」事務局として参画；平成29年4月

・第51回（平成30年度）建コン協近畿支部研究発表会；平成30年10月4日

「提言Ⅱ」公表等報告

・建設技術展2018近畿「関西夢づくりシンポジウム」；平成30年10月24日

5

道路研究委員会 第3期（令和元年度～令和2年度）

・道路研究委員会シンポジウム「緊急提言！2040年/2050年の新しい日本」；令和2年12月2日（予定）

提 言
「立ち上がれ関西
新しい道路網整備2050」
～建設コンサルタント技術者集団による

ＹＵＭＥ ROAD 2050～

平成28年9月
一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部

提言「立ち上がれ関西新しい道路網整備2050」

6

国土交通省 森技監への報告
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提言Ⅰ 関西の道路の最適化

■その１関⻄の道路網の速やかな完成 ■その２関⻄の賢い道の使い⽅

提言Ⅱ 関西の新たな道路網の構築 提言Ⅲ 実現可能な道路整備手法

■「中部・関⻄・四国連絡道路の整備」 ■「⺠間資本の活⽤」による道路整備

提 言【Ⅱ】
「関西の明日を創造する

プロジェクト2050」
～建設コンサルタント技術者集団による

ＹＵＭＥＫＯＫＵＤＯ 2050～

平成30年10月
一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部

提言「関西の明日を創造するプロジェクト2050」

8

国土交通省 森事務次官への報告

国土交通省 池田道路局長への報告

－ 84 －



提言Ⅱ‐1 関西の南北軸強化を図る道路網の整備
■その２ 関⻄の南北軸を強化する道路網整備の促進

提言Ⅱ－２ 将来の交通網整備を見据えた道路施策の展開
■インフラコンテンツの強化による道路施策の展開を提言します。

提言Ⅱ－３ 京阪神都市圏（都市部）の交通結節点の強化
■その２ 梅田バスターミナル（バスタ梅田）整備

提言Ⅱ－４ 西日本の新たな国土軸「南海経済軸」の整備
■⻄⽇本の新たな国⼟軸として、「南海経済軸」

緊急提言！

「2040年/2050年の新しい日本
～ミラーリング KANSAI～

令和２年12月
一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部

10

提言内容
【１】我々を取り巻く現状と動向
１．現状と動向
２．関⻄の課題と将来の⽅向性
３．関⻄の今後のあるべき姿

【２】緊急提言！ 2040年/2050年の新しい日本
〜関⻄の今後のあり⽅について〜

１．2040年のスーパー・メガリージョン形成を視野に入れた首
都代替機能整備

（ア）大阪都心に首都機能代替機能を有する中央拠点を整備
（イ）自然災害に備え、大阪圏主要都市に首都代替機能を分散

配置
２．2050年の⻄日本版スーパー・メガリージョン形成を視野に

入れたインフラ整備構想
（ア）スーパー・メガリージョンと⻄日本版スーパー・メガ

リージョンの結節点としての機能整備
（イ）関⻄圏全域の歴史・⽂化・観光拠点の魅⼒アップと快適

な周遊ルートの整備
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11

建設コンサルタント２１世紀新ビジョン

出典：「建設コンサルタントビジョン2014」（（一社）建設コンサルタンツ協会）

自律した建設コンサルタントへの転換

社会資本整備をリードする自律した建設コンサルタント
（自律した経営、自律した技術者）

・拡大する役割と領域で積極的に活躍する建設コンサルタント
・技術を磨き、技術を競う建設コンサルタント
・健全なる企業経営のもと優秀な技術者が活躍できる建設コンサルタント

取 り 巻 く
社 会 環 境

建 設
コ ン サ ル タ ン ト

の 現 状

自律した建設コンサルタントの転換
●4本の改革の柱
第1の柱：多様な事業ニーズ（コア分野・周辺分野）への取組み
第2の柱：技術競争市場の充実と技術開発
第3の柱：技術者を活かす組織⼒の充実
第4の柱：企業の特性を活かした自律した経営の実践

（企業の特質を活かした創意ある経営）
●3つの基盤
①倫理基盤
②品質基盤
③経営基盤

12

2040年、道路の景色が変わる
〜人々の幸せにつながる道路〜

提言「2040年、道路の景色が変わる」
■社会資本整備審議会、道路分科会基本政策部会

（部会長/石田東生筑波大学名誉教授・特命教授）

令和2年2月21日提示（取り纏めについては部会長に一任）

「道路法等の一部を改正する法律」
令和2年5月20日成立

令和2年6月18日（木）、

赤羽大臣が提言「2040年、道路の景色が変わる」を部会

長石田東生筑波大学名誉教授より受け取りました。

（国土交通省ＨＰより）

⽯⽥部会⻑から提言を受け取る
赤羽大臣

⽯⽥部会⻑から提言の説明を受ける
赤羽大臣

出典：国土交通省ホームページ
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パーソントリップの
総量減少

交通結節点での空間拡大

人が集まる時間のシフト 時差出勤、時差通学

密集状況の把握・分析・
推計・情報提供

社会システムの変化

人と人との接触機会を
減らす

人が集まる場所での
スペース確保

歩道拡幅（徒歩増加・
オープンカフェ）

道路空間再配分

＜行動変容のための手段＞ ＜具体策＞ ＜分類＞

ビッグデータ活用
(GPS､AI)

決済等の機械化、自動化 ロボット案内、ETC活用、
無人コンビニ

社会システムの変化
テレワーク、オンライン

授業、TV会議等

ウィズコロナ／ポストコロナ時代に想定される変化と具体策

出典：「ウィズコロナ/ポストコロナの道路政策に関する提案」（パシフィックコンサルタンツ株式会社HP，2020.10.16）より

＜ウィズ/ポストコロナ時代の
行動変容＞

13

＜行動変容のための手段＞ ＜具体策＞ ＜分類＞

パーソナルモビリティの
利用増加

マイカー（シェアカー）・
バイクの増加

駐車場・駐輪場の整備
（既存施設の有効利用）

歩行者・自転車（シェアサイ
クル）の増加 乗り換えポートの整備

歩行者（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ）・自転車
ﾈｯﾄﾜｰｸの整備

新たなモビリティの活用
(キックボード､小型モビリティ､

移動支援ロボ等)

新たなモビリティ用
ネットワークの整備

道路空間再配分

法改正

道路空間再配分

新たなモビリティ用の
活用に必要な法改正

：提案１
：提案２
：提案３

ウィズコロナ／ポストコロナ時代に想定される変化と具体策

＜ウィズ/ポストコロナ時代の
行動変容＞

出典：「ウィズコロナ/ポストコロナの道路政策に関する提案」（パシフィックコンサルタンツ株式会社HP，2020.10.16）より

14
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＜行動変容のための手段＞ ＜具体策＞ ＜分類＞＜ウィズ/ポストコロナ時代の
行動変容＞

コロナ禍における災害・
危機時の安心提供 密にならない避難施設の確保

緊急輸送車両の走行支援

避難施設の再整備・再配置

災害時の道路運用の弾⼒化

社会インフラの
再配置

道路管理・運用

ステイホーム、遠距離外出
機会減少

小口物流（通販、宅配）
の増加

自動運転/
ドローン 技術開発・法改正デジタル

マップ構築

物流ネットワーク・荷捌き
スペースの整備

地域内観光・レジャーの増加 公園や公共施設の再整備・
清潔な運営

社会インフラの
再配置

公共施設の
⺠間運営

道路空間再配分

フードトラック※１/
カーブサイドマネジメント※２等移動販売の増加 道路空間再配分

※１ フードトラック：移動販売車（キッチンカー）
※２ カーブサイドマネジメント：道路の縁⽯側の空間をフレックスゾーンとし、日や時間帯等に応じて様々な用途

（公共空間、荷捌き空間、⺠間利用等）に利用する⽅法

：提案１
：提案２
：提案３

ウィズコロナ／ポストコロナ時代に想定される変化と具体策

出典：「ウィズコロナ/ポストコロナの道路政策に関する提案」（パシフィックコンサルタンツ株式会社HP，2020.10.16）より
15
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建設コンサルタンツ協会近畿支部

ﾋﾞｼﾞｮﾝ2040 記念シンポジウム
～道路の景色が変わる 道路法の改正～

ビジョン2040 道路の景色が変わる

2020.10.21

建設コンサルタンツ協会・理事

筑波大学名誉教授・日本大学特任教授

石 田 東 生

概要

• はじめに
• コロナとDXをどう考えるか

• モビリティと人の幸せ

• 道路とクルマの革命的進化

• 道路長期ビジョン 2040年、道路の景色が変わる

• 終わりに
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コロナとDXをどう考えるか

• コロナで考えたこと
• 人類の進化史で初めてのこと

• 社会資本政策・強靭化を大きく変える、変わらなければならない

• DXをどう考えるか
• スマートが大流行 スマートシティ、スマートモビリティ、DX、・・・

• リアルとサイバー

• 身体性を持った移動の危機

Source: Apple and ITF

COVID-19による移動の激減 Appleへの移動検索件数

これだけ移動が急激に減少したことは700万年にわたる
人類の進化史上、初めてのこと
移動により繁栄した人類 移動・交流による文化・経済・社会の発展
移動の自由は重要な人権 (だから刑罰としての禁固刑）
公共空間 ⇔ 移動
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レヴィ=ストロースの言葉

人類を脅かす二つの禍

• 自らの根源を忘れてしまうこと
• 最近の例では、人間の身体性・DNA・伝統を忘れてICTで

何でもできると思っている人たち

• 自らの増殖で破滅すること
• 地球温暖化問題・感染症・・・

• この二つの禍への対処に日本はある程度成功して
いる 悲しき熱帯 中公クラシックバンへのメッセージ 2000

クロード・レヴィ=ストロース(Claude Levi-Strauss)
1908.11.28-2009.10.30

フランスの社会人類学者・思想家
親族構造の分析 → 構造人類学
未開社会観の変革 → 文化相対主義

悲しき熱帯、野生の思考、構造人類学、など多数

新型コロナと社会資本/交通政策
社会資本整備審議会・交通政策審議会
国土交通技術の基本政策懇談会の議論から

• 安部前首相発言 6月18日の記者会見
• 「集中から分散へ、日本列島の姿、国土の在り方を、今回の感染

症は、根本から変えていく、その大きなきっかけ」
• 未来投資会議、経済財政諮問会議、社会資本整備審議会・交通

政策審議会での議論
• 国土形成計画の対流型国土構造、昔からの均衡ある発展への再

注目
• 地域地域が特色を有し、それが温度差となって対流を起こす。それを支

えるインフラ整備

• 新型コロナ等の感染症は社会資本/交通政策を大きく変え
る。また変わらなければならない。

• 21世紀に入って感染症の世界的流行が続発
• SARS2002,鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ2005,新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ2009,MERS 2015,COVID-19

• 施設の強靭化に基礎を置きつつ、社会システムそのものの強靭
化が重要。

• 効率性の過度の重視と過度のファインチューニングは危険。より
幅広い評価へのシフトが重要
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Society5.0とスマートシティ

Society5.0の実現形としてのスマートシティ：データ連携・都市OSに重点
スマートシティはツールとよく言われるが、そのために過度の効率追及になる恐れ
世界から見るとわかりにくい 例 スイス：エネルギー保障、米カ：コミュニティ維持
何のためのスマートシティかを吟味する必要 個人的にはResilience

内閣府作成

ＤＸについての心配

• 二宮尊徳
• 「経済なき道徳は寝言であるが、道徳なき経済は犯罪である」
• サイバーなきリアルは寝言である（そうなってしまった）
• リアルなきサイバーは？不愉快、不親切、不健康、・・・？

• レヴィ=ストロース
• 機械的客観的生産性の追及は人間を阻害し、不幸にする
• 主観的生産性は、生産物と人をつなげ、幸福にする
• 生産性追求の相反する二つの視点 足元と理想

• 人手不足解消・無駄削減のためのスマート化は魅力・活力・幸福を損
ねる

サイバー と リアル

データ連携、ＩＣＴ，スマート
効率化、無駄の排除、標準化、
フォーマット、Society5.0,ヴァーチャル
スマートシティ、スーパーシティ

身体性、空間、歴史・履歴
伝統・文化・慣習、風景、生活、
無駄（ゆとり）、
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モビリティと人の幸せ

• 目的・手段勘違い
• 大きな政策・プロジェクトになればなるほど手段自体が

目的化する

• 究極の目的を常に考えることが大事

• それが幸せ

• モビリティと人の幸せ

• 剥奪されるモビリティ

• ありたい「まちとモビリティ」の姿

最初に、 モビリティとは？

• 動くこと・移動すること

• 人の幸せとモビリティ

• 現実は、モビリティを剥奪す
る方向

• 公共交通の衰退

• 危ない道路

• 免許返納運動

• 移動するための道具
• 新しい移動手段・システムの

導入に極めて慎重

• 移動できる空間
• しかし、現実の道路空間は？

• 移動手段・システムも空間も日本
は貧弱

• 自転車・乳母車・超小型モビ
リティの状況

• 道路空間とネットワーク

モビリティとまち・くらしのあり方の追求
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人の幸せとモビリティ

人の幸せ

生存
生命・衣食住

安寧なくらし
強靭な国土・空間

物流

生きがい
学・働・育・遊・交

社会的存在としての人間
支えるモビリティ

人に、産業に、地域にモビリティは必須
そして、モビリティを取り巻く状況は急速に変化
自動運転（CASE),MaaS,シェアリング、高齢化、地方の疲弊、・・・

ところが、モビリティの現在
• 剥奪されるモビリティ

• 衰退する公共交通、危ない道路、CO2削減、免許返納運動、・・・

• モビリティ産業の危機
• 自動車産業も危機(モビリティ産業への変身宣言）

• バスータクシー・トラック

• 夢がない産業群 ドライバー不足・投資不足

• モビリティ剥奪の原因でもあり結果

• モビリティを支えるインフラの現状
• 道路 低いサービスと機能

• 高速道路も、幹線道路も、生活道路も、駐車場もターミナルも

• 公共交通を支える制度・ビジネスモデル

• 結果的に、地域の存続にも赤信号
• 住めない・活躍できない

• モビリティ技術(車両・空間・制度･受容性・統合システム技術)の
大変革が必要
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ありたい「まちと交通」の姿

活力と魅力にあふれるまち

環境負荷がほとんどないまち

モビリティディバイドのない社会

世界のリーディングモデルに

地域産業にも貢献

自由に、自立して、安全・快適に、
環境・他人・まちにやさしく、みんなが移動できる

それを実現するモビリティサービスの姿
人と産業、人もモノにもより良いサービスレベルを負担限度内で

モビリティ産業の効率化と持続性の向上

技術・制度・社会受容性のイノベーション

道路・クルマの革命的進化

• 実は残念ながら、多くはない

• 車輪の発明 BC4000ころ メソポタミア・中央アジアなど

• 舗装の発明 BC2000 ペルシャ

• 国家システムとしての道路ネットワーク ローマ

• 信号灯 ロンドン・ウェストミンスター 1868

• 自動車の大量生産 Ford Type-T 1908

• 高速道路システム ヒトラー1933とアイゼンハワー1956

• シェアドスペース 1990～

• CASE 2010～ 高速道路は未対応
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舗装の発明 BC2000ころ ペルシャ

• 車輪の発明から2000年後

• 石畳舗装はより古くからあったが（ピラミッド建設の
斜路）、石をモルタルで連結した

モルタルの上に石を敷き詰める
排水溝も整備

ローマの道 国を支える道路ネットワーク

ローマの道：国家システムとしての道路ネットワーク
舗装道路延長 80000km

主目的 国防・軍事 戦車・馬車の高速移動 まっすぐ・舗装・休息
平時 商業・産業等の民生にも活用

アッピア街道
舗装・まっすぐ・緑地

ポンペイ
舗装・帆者分離・排水
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17/20

Ｔ型フォードのアッセンブリライン

Launched 1908, Mass production 1913

購入可能な価格設定と給料引き上げ
→ 大量生産と大量購入 （自動車産業 ）

価格 850ﾄﾞﾙ（1908年）
* 他社 約1,800ﾄﾞﾙ
→736ﾄﾞﾙ（1910年）
→250ﾄﾞﾙ（1920年）

ｴﾝｼﾞﾝ 2.9ﾘｯﾀｰ直列4気筒
4ｻｲｸﾙｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ
1600rpm
20馬力

最高
速度

72km/h

重量 567kg  ～ 784kg

そして、自動車の力の政治利用

ヒトラーのアウトバーンとフォルクスワーゲン

これを体験し、必要性を痛感したのが連合国の欧州軍総司令官 D. Eisenhower

第34代大統領に就任後 Federal Aid Highway Act 1956 でInterstate and Defense
Highway を実現
米国の大繁栄の礎を築く
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シェアード・スペース

• 歩車道の区別をなくす
• 歩行者・自転車・自動車・バス間のコミュニケーション
• 事故の減少

写真：イギリス ニューカッスル・アポン・タイン 写真：ドイツ ローテンブルグ

オランダの交通技術者ハンス・モンデルマンが提唱
1990年ころから実験を始めて、浸透
交通安全・静穏性・快適性には分離が基本原則だったが、
これを革命的に変える

遊びの道

ＣＡＳＥ
• Connected, Autonomous, Sharing;Service;Secured, Electric

• 道路はいかに進化すべきか？

• いかなる機能とサービスを提供すべきか？

• そのための施設と整備者は？

• 負担は？

• 物的インフラ ハブ、専用レーン、・・・

• 通信・データ蓄積

• センシング 人・車両・路面・・・

• ダイナミック地図

大変革がここ20年間で立て続いている
シェアードスペースとCASE
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道路分科会での議論

• 建議 「道路・交通イノベーション」 2017.8

• 長期ビジョン 「2040年、道路の景色が変わ
る」 2020.6

イノベーションと交通・モビリティ・道路

• イノベーションは技術革新？ ITだけの話

• 新結合が経済・生産を変える
• もの(原材料、施設)と力(労働力、技術力）の結合が生産であり、そ

の新しい形が新結合。これが経済成長・発展の原動力。

• 新結合の例：新しい製品、新しい製造方法、製品の新しい販
路、原材料の新しい仕入れ先、新しい組織

• シュムペーター「経済発展の理論(1911)」

• 社会の仕組み・あり方を変える(イノベーションする）のは
交通・モビリティ・道路
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道路分科会 建議 2017.8.22

道路・交通イノベーション
「みち」の機能向上・利活用の追求による豊かな暮らしの
実現へ

大きな挑戦と意識改革
道路・交通から社会経済を変革する

安全（強靭化）と成長（地方創生）
暮らし（ＱｏＬ）と産業（生産性）

取り残さない（inclusion）
津々浦々へのネットワーク

ハードとソフト

社会資本整備審議会道路分科会基本政策部会 提言

2020.6.18

2020.6.18 赤羽国土交通大臣に手交
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5つの将来像と道路の役割

道路の役割再考 進化と回帰

進化 道路が提供するサービスを極限まで高め、道路を進化させる

回帰 人々が滞在し、交流できる空間に道路を回帰させる

目指す社会と政策
日本中どこにいても、誰もが自由に移動、
交流、社会参加できる社会

世界と人・モノ・サービスが行き交うことで
活力を生み出す社会

国土の脆弱性とインフラ老朽化を克服した
安全に安心して暮らせる社会

でも、制度、財源、ビジネス慣習、
負担意識、ライフスタイルなどにより
できないことが多いのでは
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幹線道路・高速道路の新しい機能とサービス

自動運転対応の施設
道路空間
新○○高速・4車線化・
モード切り替え基地
並行する幹線道路の質的
改良

センサー・通信システム・
AIモニタリング・
巨大データシステム
誘導システム
給電システム

ソフトインフラ
高精度地図
法規 制度、保険、

モーダルハブ

郊外部

道の駅

住宅地

道の駅は制度化されているが、
郊外部や住宅地のハブの整備手法は？

ベストミックスの実現方法は？
段差のない歩道・分離されていない走行空間
デポの整備は
移動サービスの提供場所の確保方法は?

ベンチの占用は？道路付属物として扱えないか

道路空間とそれ以外との溶け込みは？
道路敷きとそれ以外の関係は
民地・公園・・・

自動運転・コネクトサービスの技術・インフラ
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賑わい、ゆとり、楽しい道路空間へ

分離しない空間の考え方
交通安全は分離が原則

道路管理者・警察・研究者・市民の
考え方の変革

整備維持管理の主体は誰?

道路管理者だけでは出来ない
すること(自動運転関連）と任せること
を考えた制度設計

道路協力団体制度の拡充
自らみずうちし、植栽管理する

稼ぐことをどう考えるか 認める？

道路空間の柔軟な発想による整備論

カーブサイドマネジメントへの本格的取組
これまでの道路法にはなかったのでは

民地との一体感・溶け込む道路と民地
橋渡しをするカーブサイド

変化する車道幅員
中心線方向(中心線の変位も）
時間的変化(Googleが主張する道路建設）

ITインフラの埋め込み

占用の柔軟化
道路法の改正・コロナもあってずいぶん進んだ
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道路に要求される機能・サービス

• 安全・効率的・快適で多様なサービスが提供できる人・
車・空間・社会のシステム

• 価値論的 公平、幸福、健康、人・地域・歴史伝統の安全保
障、効率

• 技術的 自動運転、小型化(LIT Light Individual Transport)、
道路・街路空間のネットワークとしての再配分・リデザイン、都
市のリデザイン、維持管理

• 緊急時対応 防災・耐災、強靭化、従来型の自然災害と新型
コロナ的感染症

• 特に、CASE(自動運転）への対応、道路・街路のリデザイ
ンに焦点
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CASEと道路・街路のリデザイン

• CASEのすべてに道路・街路が大きくかかわる
• C 通信機能・アンテナ・分散処理

• A インフラ・他車との連携なしには難しい

• S デポ・結節点

• E 給電施設(非接触誘導給電）

• 実現だけでなく、これらを人・街・経済にうまく戻すためにも道路が大きくかわる

• そのために道路はどういう機能と施設を有すべきか
• 高度通信機能（５G,６G)とエッジコンピューティング

• LITの通行空間(ベストミックス）、デポ、結節点

• 実例 誘導線の占用物から道路施設への扱いの変化

• 実現が近いユースケースの想定
• 高速道路上のトラック隊列走行／乗用車のレベル4･5

• バスの自動走行

• LITの高度サポート走行(都心部と中山間地）

• 走行速度・走行範囲・駐車場所限定

5G時代の高速道路

• 変わるエネルギー源： EV・FCVへ

• 巨大なデータ通信量： 路車・車車間
• そのための設備はHuaweiに任せる？

• 高速道路は、エネルギー（EV・FCV)から見て経産省へ、そして通信から見て
総務省の管轄へ？

• そうなるよりは、高速道路と地域・くらし・産業への貢献から国交省が絶対に
良い

• どういう議論を今からすべきか

例えば、
道路施設とは？ 道路本体のほかに何が必要か？
負担は誰に、どうお願いする？

償還制からサービス料金に。高速道路と一般道路との一体化も。
経産省・総務省その他との省庁間連携は？

すぐにも議論・研究をはじめるべき
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機能発揮のための施設整備と負担

• 新しいインフラ(センサー、通信・情報処理、・・・）だけでなく、伝統
的なインフラ整備もますます必要

• 新しいインフラのビジョンとコスト

• 暫定区間の4車線化、高規格高速道路(新東名・名神・東北・中国・九州・北海道・四
国）は

• 街路・道路空間のリデザイン、並行する直轄国道のリデザイン

• 増加する道路インフラのオペレーション・マネジメント費用の負担
• ５Gが遍く普及すると、全電力消費の1/3が5Gで消費されるとの試案も、当然費用も

• オペレーション・マネジメント・維持管理の負担

• 提供サービスと費用負担についても議論もしっかり
• これまでの費用負担の推移、(JICEが発表）

• これまでの道路整備の長期効果
• USA America in Ruin, Look Ahead、・・・

• 日本 東名、本四、首都高の50年効果

終わりに

• 道路の4000年の歴史の中での大転換期

• 大きな二つの流れ 進化と回帰
• 進化 CASEなどに対応した道路の高度化・高機能化

• 回帰 空間としての快適性・安全性・多様性

• ようやっとビジョンができたところ

• 実現に向けて一つ一つ、勇気をもって挑戦する・変え
ていく

ご清聴、ありがとうございました
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ビジョン2040記念シンポジウム
〜道路の景色が変わる 道路法の改正〜

パネルディスカッション

筑波大学名誉教授・特命教授 石田 東生氏
前 国土交通省道路局長 池田 豊人氏
神戸市建設局長 三島 功裕氏

国土交通省 近畿地方整備局 道路部長 植田 雅俊氏

【パネリスト】

【コーディネーター】

道路ビジョンアンケート質問

道路行政が目指す「持続可能な社会の姿」と「政策の方向性」につい
て、進めていきたいと感じる「政策の方向性」を３つ選択してください。

1－ 107 －
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道路ビジョンアンケート結果

41%

19%

40%

日本全国どこにいても、誰もが自由に移
動、交流、社会参加できる社会

① 国土をフル稼働し、国土の恵みを享受
② マイカーなしでも便利に移動
③ 交通事故ゼロ
④ 行きたくなる、居たくなる道路

世界と人・モノ・サービスが行き交うこ
とで活力を生み出す社会

⑤ 世界に選ばれる都市へ
⑥ 持続可能な物流システム
⑦ 世界の観光客を魅了

国土の災害脆弱性とインフラ老朽化を克
服した安全安心して暮らせる社会

⑧ 災害から人と暮らしを守る道路
⑨ 道路交通の低炭素化
⑩ 道路ネットワークの長寿命化

n=497

自由意見記述集計結果

3

道路の維持管理

災害への備え

自動運転

地方創生

道路空間の活用

交通安全・安心、歩行者自転車

通勤ラッシュ・渋滞の解消

予算、選択と集中、廃止・縮小

ルール・規制

物流

参加・生活

ポストコロナ

景観・無電柱

サステナブル

人員

機能分担

広報

連携

ロードマップ

その他

新交通、ＭａａＳ、先端技術

60

46

37

35

31

29

28

26

24

22

18

15

14

14

12

12

11

11

11

8

16

自由記述キーワード数

n=480
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パネルディスカッションのテーマ

テーマ１：「都市と地方とビジョン２０４０」

テーマ２：「都市の魅力を生み出す道路とビジョン２０４０、道路法改正」

テーマ３：「道路のデジタル化とビジョン２０４０」

テーマ１：「都市と地方とビジョン２０４０」
～日本全国どこにいても、誰もが自由に移動、交流、社会参加できる社会～

○ 地方部（いわゆる田舎、限界集落等）はどう考えているのでしょうか。
（４０代、男性）

○ 機会があれば道路ビジョンと地方創生の関連性を知りたいです。（２０
代、男性）

○ 都市部から遠い地域でも移動が充実していると、遠方にも居住地域の
選択幅が広がり魅力的だと思う。（２０代、女性）

○ 人モノの移動が自動化、無人化できれば、人口減、過疎化や高齢化等
の課題解決になると思う。（４０代、男性）

○ 地方都市において「車依存」の社会から脱却するために、自動運転や
店舗の移動等の政策は進めていくべきであると思う。（５０代、男性）
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○ 日本の道路は海外の先進国に比べて狭く感じる。今後、空間を上手く
利用していくのがいいと思います。（２０代、男性）

○ 利用者が歩きたくなる、歩いて楽しい道路となるよう、遊び心を取り入
れた道路整備が出来ればと思っている。（３０代、男性）

○ 自転車や散歩が楽しい道を創って欲しい。（５０代、女性）

○ 新技術の活用や道路占用基準の緩和などにより道路を利用する人に
関心を持ってもらえるような道路施策をしてほしい。（２０代、女性）

○ 日常から道路をコミュニケーション空間として創出することで、道路での
日常のコミュニケーションが災害時等の共助にも寄与すると考える。（３
０代、男性）

○ 道路管理者だけではなく、いろいろな分野の方と共有・連携して、道路
施設の位置づけの変更や、社会のシステムを構築していく必要がある
と感じた。（４０代、女性）

○ 道路に付加価値を持たせることで、新たな産業による雇用が期待出来
るのではと感じた。（５０代、男性）

6

テーマ２：「都市の魅力を生み出す道路とビジョン２０４０、道路法改正」
～世界と人・モノ・サービスが行き交うことで活力を生み出す社会～

○ 道路のポットホールなどの補修も巡回ロボットが穴の大きさを判断し、自
動で簡易補修できるようになれば良いと思う。（２０代、女性）

○ ＡＩ、自動化等を活用した点検、整備等により、道路(設備)の長寿命化を
図る必要があると思います。（３０代、男性）

○ ドローンのようなＡＩを搭載した機械が２４時間常に道路を管理し、道路
に損傷を見つけたら、すぐに無人で応急復旧を行うことができれば、道
路を管理する職員の負担が減るかと思います。（２０代、男性）

○ 高規格道路はもちろんのこと一般道路を対象とした新技術の活用や効
率化が図れるメンテナンス技術があれば、地方でも安心して暮らせる社
会が実現すると考えます。（３０代、男）

○ 道路ネットワークの長寿命化で新技術を導入していくのは賛成である
が、一過性のものではなく、更新を重ねながら継続して活用できるように
していくことが大事である。（４０代、女性）

7

テーマ３：「道路のデジタル化とビジョン２０４０」
～国土の災害脆弱性とインフラ老朽化を克服した安全に安心して暮らせる社会～
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地域間の時間距離図（道路利用）

9

道路ビジョンアンケート結果

41%

19%

40%

日本全国どこにいても、誰もが自由に移
動、交流、社会参加できる社会

① 国土をフル稼働し、国土の恵みを享受
② マイカーなしでも便利に移動
③ 交通事故ゼロ
④ 行きたくなる、居たくなる道路

世界と人・モノ・サービスが行き交うこ
とで活力を生み出す社会

⑤ 世界に選ばれる都市へ
⑥ 持続可能な物流システム
⑦ 世界の観光客を魅了

国土の災害脆弱性とインフラ老朽化を克
服した安全安心して暮らせる社会

⑧ 災害から人と暮らしを守る道路
⑨ 道路交通の低炭素化
⑩ 道路ネットワークの長寿命化

n=497
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終わりに

道路ビジョンには、本当に実現できるか疑って

しまうような近未来的な内容が多かったが、

実現に向けて国土交通職員として努力してい

きたい。 （３０代・男性）

10
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都市と地方とビジョン2040

神⼾市の現状と、
地域創生への取り組み

2

神⼾の都市構造

－ 113 －
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○ 2012年から⼈⼝が減り始めています
○ 2015年から2060年の間に約44万⼈（約28％）減ると推計されています

図 神⼾市の⼈⼝推移と今後の推計

約44万⼈
の減少

出典︓（実績値）国勢調査
（推計値）国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「地域別将来推計⼈⼝」に準拠して算出した数値

・⼈⼝減少ってホントに進んでいるの︖

4

・少⼦化と⾼齢化も進んでいる︖
○65歳以上の高齢者の割合は増加
○15〜64歳の⽣産年齢⼈⼝の割合は減少
○15歳未満の子どもの割合は減少

出典：（実績値）国勢調査
（推計値）国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来推計人口」に準拠して算出した数値
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流入超過

流出超過

2000年

2014年

・従来の東京都に加え、⼤阪市、⻄宮市等へ⼈⼝が流出

6
－ 115 －



7

｢駅｣
地 域 の 佇 ま い や
雰 囲 気 を 印 象 づ け る
｢顔｣となる重要な空間

8
－ 116 －
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・「三つの密」の回避
・不要不急の外出の自粛 など

↓
・都市部への集中、密集を回避
・在宅勤務（テレワーク）拡大
・郊外の自然環境の中で過ごす

↓
行動意識・価値観の変容

↓
六甲山エリア、里山・農村地域のポテンシャル向上

新たな暮らしのあり方

新型コロナウイルス感染症対策

10

05_ 今後の施策│都市と農の共生

里山暮らしの推進

茅葺き民家を活用したカフェ

［北区淡河町神田］
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六甲山上スマートシティ構想

12

05_ 今後の施策│地域拠点の魅力向上

北 神 急行線 の 市 営 化
谷上

新 神戶

三 宮

約10分

市営地下鉄と⼀体的に運行し、

運賃を大幅に低減

谷上−三宮 550円 280円

［ 令和２年６月 1 日開始 ］
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広域圏幹線道路
都市内幹線道路

神⼾の都市構造

14

神⼾市周辺のネットワーク整備状況

－ 119 －



15

神⼾中央線・同南伸部の現状(新神⼾トンネル）

16

(1)全市道路防災計画（H８〜実施、R1〜R5：第六期）
◆神⼾市強靭化計画に位置付けた下記計画に基づき対策を実施

(2)六甲山道路防災計画（H26、27年度の台風等豪雨により被害）
（H29〜R3 全体事業費22億円 109箇所）

道路防災事業（国土強靭化）

全体事業費30億円 114箇所）

－ 120 －



活力を生み出す道路と
ビジョン2040、道路法改正

都心・三宮における取組み

18

三宮駅周辺の変遷

平成29年8月22日(三島撮影）
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三宮駅周辺の変遷

昭和56年 三宮ターミナルホテル（ポートピアʼ81開催頃）

20

三宮駅周辺の変遷

令和２年10月13日撮影
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三宮駅周辺の変遷
神戸阪急ビル東館建替・JR西日本駅ビル

令和２年10月13日撮影

22

1. ⼼地良いデザイン
美しい景観やわかりやすいまちの情報、誰もが⼼地良く過ごし、働き、活動できる

2. 出会い、イノベーション、そして文化
国籍、年齢、性別の垣根がなく様々な⼈々が交流・融合

3. しなやかで強いインフラ
地域と地域をつなぎ、誰もが動きやすく⼈にやさしい交通体系

1． 街の個性（identity）
2． 創造性（creativity)
3．安全安⼼、

持続可能性(sustainability)

［将来ビジョン］の３つの柱

他都市と差別化

都⼼の将来像を表現する３つの柱

－ 123 －
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神⼾市都⼼部（⾃動⾞交通量）の整理

（対象エリアにおける内々・内外・通過交通の割合）

（一般車プローブ） （商用車プローブ）

内々交通 内外交通 通過交通

24

三宮周辺地区『再整備基本構想』における整備

人と公共交通優先の道路空間

「三宮クロススクエア」の創出 等
・６つの駅をつなぐ関西一の 「トランジットモール」を整備し、まちの回遊性を向上

・エリアマネジメントやＢＩＤで、道路空間と民間施設が一体でまちの魅力を向上

・６箇所に分散したバス停を集約し、西日本最大級の中・長距離

バスターミナル （約1,300便）を再開発ビルと併せて整備

新たな中・長距離バスターミナルの整備 等

現状：車中心の道路空間

歩くことが楽しく巡りたくなるまちへ

人と公共交通優先の空間

新たなバスターミナルの整備イメージ

誰にでもわかりやすい交通結節点へ

新たなバスターミナルの
整備三宮の６つの駅とバス乗降場をあ

たかも１つの「えき」とみなし、周辺
の「まち」と一体的につながることで、
乗り換えや「まち」への行き来がし
やすい空間。

えき≈まち空間
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「三宮クロススクエア」の段階整備のイメージ
＜第1段階＞
「三宮クロススクエア」東側の⾞線減少（2025年頃）

＜第2段階＞
「三宮クロススクエア」東側の完成（2030年頃）

＜将来像＞
「三宮クロススクエア」完成

26

三宮クロススクエア（第1段階）を目指した
交通社会実験の実施

■社会実験の目的
第1段階の再現（三宮クロススクエア
東側 10⾞線→6⾞線）
に伴う⾃動⾞交通への影響などを検証

■社会実験概要
・期 間 ︓ 令和元年7月2⽇（⽕）〜31⽇（水）
・場 所 ︓ 三宮交差点〜中央区役所前交差点間約400ｍ
・内 容 ︓ 「三宮クロススクエア」第1段階を再現する⾞線規制

三宮交差点における信号サイクルの変更
・調 査 ︓ 交通量、渋滞⻑などの調査
・実施主体 ︓ 国⼟交通省近畿地⽅整備局、 神⼾市都市局

－ 125 －
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■社会実験の結果から得られた課題を解決し、
実現に向けた検討をさらに進めていく

・⻄⾏き交通︓⼭⼿幹線や浜⼿幹線など、外周道路への更なる迂回を促す
⽅策について検討

・東⾏き交通︓⾞両の滞留を解消する⽅策について検討
・南⾏き交通︓⾞両の交錯の解消並びに円滑な左折交通の確保について検討

交通シミュレーションを実施のうえ設計に反映

「三宮クロススクエア(第1段階)」実現に向けて

28

国道2号

浜手バイパス

（凡例）
通過交通 を処理する路線
外周道路の強化（延伸、車線増加）
交差点改良
寄り付き交通
対面通行の路線
対面通行・車線削減する路線
一方通行の路線
一方通行・車線削減する路線

通行止め・流入抑制する区間
阪神高速による料金施策区間

阪神高速の料金施策
（生田川IC～柳原IC）

三宮クロススクエアの実現化に向けた検討

大阪湾岸道路西伸部
（六甲アイランド北～駒栄）
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戦略的な料金体系の導入
（概要）
大阪湾岸道路⻄伸部の供⽤後、阪神⾼速道路3号神⼾線の⼀部
区間（生田川IC〜柳原IC）の料金を低額に設定することで、
⼀般道から⾼速道路への転換を促す。

（検討案）
・区間：生田川IC〜柳原IC
・料金：420円→100円
（時間便益約200円）

（効果）
・都心部の通過交通の削減による交通量の低減（三宮CS実現）
・環境負荷の低減
・事故率の低下

柳原 京橋 生田川
● ● ●

内々 100円
内外 通常料金
通過 通常料金

神⼾市都心区間
料金設定

神戸市 三宮
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車のための空間

道路 約31%
駐車場 約12%

道路のデジタル化と
ビジョン2040

－ 128 －
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【目標】
KOBEぽすとに投稿された通報に対して、AIを⽤いて優先順位付けを行い、
効率的かつ経済的な維持管理の実現を目指す

AI技術を活用した舗装の維持補修

＋＋

AIAI技術を活用した損傷判定
KOBEKOBEぽすと

街中での不具合を
ｽﾏｰﾄﾌｫﾝｱﾌﾟﾘを用いて通報

ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰまたはｽﾏ
ｰﾄﾌｫﾝｱﾌﾟﾘを装備した公
用車でのパトロールによ
り、損傷を自動検出

画像データをサーバー
へ自動アップロード
⇒AIによる優先順位をも

とに、道路補修を実施

蓄積データからAIが学習
し、更なる精度向上

今年度から試行（民間企業と連携）
H31.4月より導入

通報受付件数
873件（R1年度実績）

34

道路の維持管理（橋梁等構造物台帳管理システム）

【基礎データ】
・道路網図
・レッド、イエローゾーン
・位置図
・構造物諸元

【個別データ】
・橋梁（ポールカメラ、過流探傷等）
・トンネル（MMS）
・道路防災（ドローン、MMS）
・災害復旧（ドローン）
・横断地下道
・横断歩道橋
・土工構造物
・舗装（路面画像AI診断）
・道路附属物
※（ ）内は近年使用しているデジタル機器

【課題等】
・ヒトによる判断の部分をいかにAI化にしていくか
・AI化に伴うヒトの技術力や判断力の低下

毎年追加・更新毎年追加・更新

日常パトロールデータ

図面
＋
写真
＋
点検結果
＋
修繕履歴
＋
モニタリング
データ

DB

GIS で一括管理GIS で一括管理
定期点検データ

モニタリングデータ

修繕データ

修繕履歴、災害履歴

個別施設計画⇒修繕設計⇒修繕工事 に反映
（ヒトによる判断が必要）

個別施設計画⇒修繕設計⇒修繕工事 に反映
（ヒトによる判断が必要）

橋梁等構造物台帳管理システム
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ダイナミックマップとは

動的(周辺車両等)・準動的(事故情報等) 
・準静的(交通規制予定情報等) 情報

静的情報
（⾼精度3次元地図情報）

【整備情報（国内）】※ダイナミック基盤株式会社HPより、⼀部加工
全国⾼速道路・自動車専⽤道：29,205Kmの整備を完了（2019年3月末）
⼀般道に関しては、人口密集地域から整備を開始することを想定

×

※国土交通省 東北地方整備局HPより

⾼精度3次元地図情報：路面情報、車線情報、3次元構造物（電柱,照明柱,信号,
標識,ガードレール等）などの情報を3次元の電子情報として持つ地図

36

ダイナミックマップの活用（案）
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ビックデータの活⽤による計画
（きめ細かく、心地よく）

⼼地良い空間の創出のために

37

38

都心内はAＰ機器の設置数が
多くWi-Fiスポット化されている
約1,400箇所設置済み

携帯電話より接続AP情報や
携帯電話の識別情報を取得

収集したビッグデータ
を分析

 約5ヶ月間においてユニークユーザー（約46万人）の動向分析
 様々な場面における人流の変化を把握が可能（路線別、平日休日、

天候変化、時間帯別、エリア別、移動ルート、滞在時間など）

■携帯電話の識別情報

都⼼内におけるWi-Fiデータを活用した歩行者流動分析
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アクセスログデータ分析結果（歩行者通行量）

AP機器の不足によるデータ未取得

三宮センター街（横軸：時間縦軸：人数）北野坂（横軸：時間縦軸：人数）

鯉川筋（横軸：時間縦軸：人）

都⼼内におけるWi-Fiデータを活用した歩行者流動分析
（分析結果：歩行者通行量）

40

都心内のエリア内の滞留人口
（在住者）

都心内のエリア内の滞留人口
（来街者）

在住者 来街者

都⼼内におけるWi-Fiデータを活用した歩行者流動分析
（分析結果：歩行者属性把握（滞留時間及び滞在人口））
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 個人単位の行動データをもとに、人の動きをシミュレーションし、
施策実施の効果を予測した上で、施設配置や空間形成、交通施策を
検討する計画手法

 神⼾市をモデル都市として国などと連携して取り組みを開始

スマートプランニング

42

プランのビジュアル化

①プランを比較することで、
エヴィデンスを持ってプランニングできる

②市⺠を初め、すべての方に
分かりやすくプランを説明できる

③市⺠を初めとするすべての方との
コミュニケーションのツールとなる。

⼼地良い空間の創出のために
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人生すべからく
夢なかりせばなりませぬ
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開催の記録

ビジョン2040 記念シンポジウム
～道路の景色が変わる 道路法の改正～

開催の記録

2020年10月21日（水）
マイドームおおさか3F
（建設技術展２０20近畿 多目的ホール）

主催／（公社）日本道路協会
共催／（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部
後援／国土交通省近畿地方整備局
　　　（一社）近畿建設協会

2021年3月 発行

編集発行
（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部
技術部会 道路研究委員会
〒540-0021
大阪市中央区大手通1-4-10 大手前フタバビル５Ｆ
Tel 06-6945-5891  Fax 06-6945-5892
E-mail mail@kk.jcca.or. jp
URL https://www.kk.jcca.or. jp/

－ 135 －



1 2

　社会インフラに関わる技術者が将来を見据えた道路のあ
り方を研究しようと、2013年4月に道路技術勉強会が立ち
上がりました。建設コンサルタンツ協会近畿支部に属する日
本道路協会会員の技術者を中心に、横断的な情報の共有
と相互の技術力向上を目指した活動に励んでいます。その
2年後、近畿支部の中に道路研究委員会が設立され、さま
ざまな技術的な課題を検証しつつ、その思いを広く発信す
る活動を行っています。2016年9月に「立ち上がれ関西新
しい道路網2050～建設コンサルタント技術者集団による
YUME ROAD2050」と題し、初めての提言を公表しまし
た。2017年度から2期目の研究を行い、2018年10月に提
言Ⅱとなる「関西の明日を創造するプロジェクト2050～建設
コンサルタント技術者集団によるYUME KOKUDO2050～」
を発表しました。そして2019年度からの活動の成果として
新たな提言の発表準備を進めています。

　1回目の提言では近畿地方の道路網整備を早期に完成
させることを求め、賢い道の使い方も提案しました。さらに
東西軸を強化する中部・関西・四国連絡道路の整備や実現
可能な手法として民間資本の活用による道路整備を提言し
ました。
　提言Ⅱは関西の南北軸の強化や将来の交通網整備を
ベースにした交通モード間の連携、ICTの活用などインフラ
コンテンツの強化を提案し、梅田周辺のバスターミナルや
西日本の新たな国土軸として南海経済軸の整備を求めてい
ます。
　3回目の提言では2040年にスーパー・メガリージョンが形
成されることを視野に、大阪都心に首都代替機能をつくるこ
とを提案するほか、西日本版スーパー・メガリージョンの結節
点として関西のインフラ強化を求めることにしています。
　少し古い話ですが、2014年に建設コンサルタンツ協会は
21世紀新ビジョンを作りました。テーマは「自律した建設コ
ンサルタントへの転換」です。建設コンサルタントの仕事は
行政の補助的業務が中心になりがちですが、自らの意志で
考える自律した経営、自律した建設技術者になるべきと考え
ています。いろんな提言を行うことで自律する建設コンサル
タントの将来への道筋が拓けると期待しており、近畿は先駆
けとして大きな役割を果たしていると評価しています。
　本シンポジウムのテーマは「ビジョン2040記念シンポジ
ウム～道路の景色が変わる　道路法の改正～」です。ビジョ
ン作成の経緯や思い、期待の声など基調講演とパネルディ
スカッションからいろんな話しが出てくると思われますので、
今後の道路行政に関する礎にしていただければ幸いです。

　国土交通省は2020年6月、道路政策の長期ビジョン「2040
年、道路の景色が変わる～人々の幸せにつながる道路へ～」
を公表しました。たくさんの人が知恵を絞り、いい出来だと思
っていますが、実現するには相当高いハードルがあります。日
本の危機的状況を打破するには、社会資本をもっと整備す
べきであり、長期ビジョンがその突破口になるためにがんば
らなければなりません。

均衡ある発展が再注目

　2021年9月にデジタル庁が創設されますが、まずは新型
コロナウイルスとDX（デジタルトランスフォーメーション）に
ついて話します。アップルへの移動検索件数をみると、都市
がロックダウンされたヨーロッパでは公共交通、徒歩、自動車
ともに移動が激減しました。長期間かつ全世界的に減少し
たのは、700万年にわたる人類の進化の中で初めてのこと
だと言われています。
　過去の感染病による死者はペストが1億人、100年前のス
ペイン風邪が4000万人でした。それに比べ、コロナは100
万人を超えましたが、過去の感染症に比べると非常に少ない
です。ところがグローバルにネットワーク化された世界の動き
が止まってしまいました。
　人類がこれ程まで進化したのは、移動によって交流してきた
からです。その中でいろんな知恵や文化の交換が行われてき
ました。それを支えたのが、道路をはじめとする公共空間の移
動だったのですが、新型コロナで遮断されてしまいました。

　新型コロナが流行する中、社会資本や交通政策をどう考
えるかが重要になっています。6月に安倍晋三前首相が「集
中から分散へ、日本列島の姿、国土のあり方を今回の感染
症は根本から変えていく大きなきっかけになる」と発言し、
未来投資会議や経済財政諮問会議、社会資本整備審議会
などで真剣に議論が進められています。その中で国土形成
計画の対流型国土構造や均衡ある発展が脚光を浴び、再注
目されています。相当深いところから大きなうねりのような変
化が起きており、道路政策や社会資本整備を担うものとして
真剣に考えなければなりません。社会資本施設の強靱化に
基礎を置きつつ、しかしそこに留まることなく社会システムそ
のものの強靱化を追求することが大事だと思います。効率性
を過度に追求するとファインチューニングに陥り、外的条件
がちょっとずれただけでシステムが壊れるような脆弱性を持
ちます。一見、無駄だと思われるようなハード・ソフト両面の
ゆとり・余裕が大事だと思います。

スマートシティの根幹にレジリエンス

　これからの日本の社会、科学技術を構想するときの基本
的な考えが「Society（ソサエティ）5.0」です。日本政府の
見解は「サイバー空間とフィジカル（現実）空間を高度に融
合させたシステムにより、経済発展と社会課題の解決を両立
する、人間中心の社会」としていますが、少し抽象的すぎて
よく分かりません。地域の課題をこれで解決すると言われま
すが、何をするのかがよく分かりません。
　例えば、スイスはエネルギー保障のためにスマートシティ
に取り組むことを打ち出し、米国やカナダはコミュニティを維
持すると言っています。日本の人間中心の社会はよく分から
ないので、個人的にはレジリエンス・強靭化を根幹に据える
べきだと思います。
　サイバー、デジタル化にはデータ連携やICT、スマート、無
駄の排除などに強みがありますが、人類が持つ身体性や空間の
歴史・履歴、伝統・文化・慣習、風景、生活、喜び、ゆとりといった
点が弱いようにも思います。これらはリアルの活躍の場です。
　二宮尊徳は「経済なき道徳は寝言であるが、道徳なき経済
は犯罪である」という言葉を残しています。現代風に置きかえる
と「サイバーなきリアルは寝言である」でしょうか。「リアルなき
サイバーとは何なのだろう」と自問自答して、社会資本政策が
どういう意味を持つのかを発信すべきだと思います。リアルな
きサイバーは不愉快、不親切、不公平と言えそうな気がします。

日本道路協会と建設コンサルタンツ協会近畿支部は
2020年10月21日、大阪市中央区のマイドームおおさかで
行われた「建設技術展2020近畿」の会場で、
「ビジョン2040 記念シンポジウム
～道路の景色が変わる 道路法の改正～」を開いた。
これからの道路行政に求められる役割・機能や
社会資本整備の重要性、人口減少が進む中で
道路が果たすべき役割などについて、
基調講演とパネルディスカッションで活発な議論を行った。

  シンポジウム開催にあたって

関西のインフラ強化を提言

  基調講演

筑波大学名誉教授・特命教授

石田 東生 氏

ビジョン2040 道路の景色が変わる

建設コンサルタンツ協会
近畿支部
道路技術勉強会
顧問

藤本 貴也 氏
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モビリティの究極の目的は人間の幸せ

　レヴィ＝ストロース氏は「客観的、機械的生産性の追求が
人間を阻害し、不幸にする」と言い切っています。主観的生
産性は、生産物と人をつなげ、人を幸福にします。これを地域
づくりや社会資本整備、道路づくりに生かせればと思ってい
ます。
　そういう中で、道路が一翼を担うモビリティについて考え
たいと思います。スマートシティは道具であると申し上げまし
たが、大きな政策・プロジェクトになればなるほど手段自体が
目的化することがあります。それを避けるための究極の目的
は「幸せ」だと思います。
　人の幸せとは何なのかということですが、やはり生存のた
めの生命・衣食住が重要になります。安寧な暮らしを支える
のが強靱な国土であり、物流です。生きがいも必要でしょう。
学んだり、働いたり、育てたり、遊んだり、交遊したりすること
であり、交流が人間の文化、驚異的な発達につながったと言
いましたが、社会的存在として人間を支えるのがモビリティで
す。モビリティは移動すること、移動できることと考えてよいか
と思いますが、モビリティのない、つまり流れのない状況は、
血流のない心臓死、情報流のない脳死に相当するといって
いいかもしれません。
　ところが、モビリティを取り巻く状況は急速に変革していま
す。良い面はCＡＳＥ（自動運転）、シェアリングなど新たなIT
によって効率性や便利さを追求できるようになりました。一方
で、地方の疲弊が否応なく進展し、どう解決するかが問われ
ています。

モビリティ技術の大変革必要

　そうした中、モビリティ産業は危機を迎えています。自動車
産業は100年に一度の大変革期で、このままでは商売が成
り立たないと言います。より深刻な問題はトラックやバス、タ
クシーの働き手が集まらず、人材不足が深刻になっています。
モビリティを支えるインフラ、道路もそうですし、公共交通を
支える制度や規制が古く、結果的に地域の存続に赤信号が
点り、「住めない」「活躍できない地域」が徐々に増えていま
す。我々がどう立ち向かうかが問われており、モビリティ技術
の大変革が必要だと感じています。
　「ありたい『まちと交通』の姿」を考えました。夢見るのは
「活力と魅力にあふれるまち」「環境負荷がほとんどないま
ち」「モビリティディバンドのない社会」です。自由に自立して
安全・快適に、環境・他人・まちにやさしく、みんなが移動でき
る、それを実現するモビリティサービスです。日本は課題先進
国と良く言われますが、そのメリット生かし、課題解決先進国
にどう転身するかが問われています。

道路とクルマの革命的進化

　そこで、道路とクルマの革命的進化を自分なりに振り返り
ました。最初の大発明は車輪です。6000年ほど前のメソポ
タミアと中央アジアでほぼ同時期に発明されたと言われて
います。次が舗装、三番目がローマの道、四番目が信号です。
五番目は自動車の大量生産、そして高速道路システム、いろ
いろな交通手段が混在し、しかも安全性と快適性、静穏性、

環境を実現する道路のあり方を追及するシェアード・スペー
スと続きます。これを道路の長期ビジョンでは「回帰」という
言葉で表しています。CＡＳＥは2010年代から言われていま
すが、日本をはじめ世界中の高速道路が未対応です。自動
運転に対応できる高度な機能を備えることをビジョンでは
「進化」と表現しています。
　ローマの道は国家プロジェクトでした。主目的は国防や軍
事ですが、平時は商業や産業等に活用し、ローマが大発展
したのです。道路の姿としては、安全と効率性のために人と
クルマを分離していました。信号は1868年のロンドンでお巡
りさんがガス灯を赤と緑に切り替えたのが始まりです。ここ
でも安全のために分離する考え方です。

クルマの発明が人々の暮らし変える

　馬車からクルマに代わったのが1908年です。T型フォード
が発売され、大量生産方式で1920年に250ドルまで値下が
りするとどんどん売れ、自動車の広範な普及はアメリカだけ
でなく、世界の人の暮らしや土地利用、産業のあり方を根本
的に変えました。
　高速道路を世界で最初に実現したのはヒトラーです。ポル
シェ博士に時速100㎞で走れるクルマをつくることを命令
し、フォルクスワーゲンが開発されました。
　アウトバーンの能力と重要性を実感し、国土政策、産業政
策そして軍事上もアメリカに不可欠なインフラであるとの信
念を持ったのが、連合国欧州軍総司令官を務めたアイゼン
ハワーです。大統領就任後の1956年に「インターステイツ
アンドディフェンスハイウエイ」をつくるための財源確保の法
律を通しました。これが米国の大繁栄の礎を築きました。

道路・交通から社会経済の変革を

　ここまではずっと量的拡大でした。ところが質的な大きな変
化が起こり始めたのです。一つはシェアード・スペースです。
オランダの交通技術者ハンス・モンデルマンが1990年ごろ
に提唱しました。それまではローマの昔から交通安全のため
の分離が原則でしたが、それをやめようという、非常に大胆
な発想でした。当時は馬鹿な話しと言われましたが、歩行者、
自転車、自動車、バス間のコミュニケーションがちゃんと取れ、
目と目で合図して、笑顔で譲り合って事故が減少します。静
穏性もよく、町の雰囲気が蘇りました。国土交通省もウォー
カブルシティに取り組んでいますが、いかに道路を進化させ
るべきか、いかなるサービスと機能を提供するべきか、その
ために施設はどうあるべきかなど課題はたくさんあります。

　イノベーションといえば、ITや生命科学を思い浮かべます
が、社会にとってイノベーションとは何でしょうか。110年前
ですが、オーストリア出身の経済学者ヨーゼフ・シュンペータ
ーが生産プロセスのあり方そのものが経済の成長や発展の
原動力であり、イノベーションを生み出す力だと「経済発展の
理論」で論じています。社会の仕組みやあり方を変えるイノ
ベーションは、交通やモビリティと決して無縁ではありません。
ITの力を道路の高度化のために使うのではなく、その力を
どう社会に返すのかが大事なのです。
　2017年8月の道路分科会の建議のタイトルは「道路・交
通イノベーション」とし、サブタイトルに「『みち』の機能向上・
利活用の追求による豊かな暮らしの実現へ」を付けました。
道路・交通から社会経済を変革するためにも、我々自身の意
識改革が必要です。津々浦々すべての人々の生活を支えて
いるのが道路であり、ネットワークの充実とハード・ソフトの
対策が必要だと考えます。

人々を助けるための道路に

　続いて、20年ぶりに作成した道路の長期ビジョンについて
説明します。タイトルは道路が社会のイノベーションを底支え
する、先導する気持ちを込めました。将来像は ▷通勤・帰宅
ラッシュが消滅 ▷公園のような道路に人が溢れる▷人やモ
ノの移動が自動化・無人化 ▷店舗（サービス）の移動でまち
が時々刻々と変化 ▷被災する道路から救援する道路に―
の5つを挙げました。日本は災害大国ですが、道路は被災す
るのでなく、人々を助けるための道路でありたいです。
　道路の役割を再考したのが「進化と回帰」です。進化は
道路が提供するサービスを極限まで高め、道路を進化させ
ることです。回帰は人々が滞在し、交流できる空間に道路を
回帰させることです。
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■植田　パネルディスカッションを始める前に道路政策の中
長期的ビジョン「2040年、道路の景色が変わる」について
近畿地方整備局職員に行ったアンケートの内容を紹介させ
ていただきます。道路部や道路関係事務所の職員約500人
から回答を得ました。
　ビジョンには道路行政が目指す持続可能な社会の姿とし
て「日本全国どこにいても、誰もが自由に移動、交流、社会参
加できる社会」「国土の災害脆弱性とインフラ老朽化を克服
した安全安心して暮らせる社会」「世界と人・モノ・サービス
が行き交うことで活力を生み出す社会」の三つの柱があり、
その中に10項目の施策があります。アンケートで何をしたい
かを聞いたところ「災害から守る道路」や「道路ネットワーク
の長寿命化」など、道路の建設・維持管理の高度化や効率
化に関する部分が多くを占めました。逆に持続可能な物流シ
ステムや世界の観光客を魅了するといった魅力発信の部分
が少なかったように思います。今後はこうしたチャレンジの部
分を高めることも大切だと思っています。
　ビジョンに対する自由意見では維持管理や災害への備え
の重要性を訴える声が圧倒的に多く、心強く感じました。次
に多かったのが自動運転や地方創生に関するものです。自
動運転は少子高齢化が進む中、地方部の活性化に活用す
べきという意見が多数ありました。
　アンケート結果も参考にしながら、まずは都市と地方の問
題とこれから道路の果たす役割について議論したいと思い
ます。大都市の印象が強い神戸市でも実は都市部と地方部
に分かれています。人口減少が進む中で、三島局長から神戸
市の実態や地方創生の取り組み、道路の役割などをご紹介
下さい。

誰もが自由に移動、交流、社会参加

　目指す社会と政策は、日本中どこにいても誰もが自由に移
動、交流、社会参加ができるようにすることです。それによっ
て、人・モノ・サービスが行き交うことで活力を生み出す社会
にします。国土の脆弱性とインフラ老朽化を克服した安全に
安心して暮らせる社会を目指します。
　ビジョンでは将来の姿をイラストで描いていますが、高速
道路は大型車が隊列走行しています。よく考えると、自動運
転対応の施設を高速道路は持っていません。センサーや通
信施設、AIモニタリング、誘導システムをどう整備するのか
など課題はまだまだあります。
　道の駅などまちの中に乗り換えのハブがあればいいと思い
ます。郊外部や住宅地などで展開したいのですが、道の駅は制
度化されましたが、郊外部や住宅地の中でどうすればできるな
ど難しい課題があります。時間によって歩道と車道が入れ替わ
れる仕掛けもありません。移動サービスの車が道路に止まるこ
ともできません。できないことばかりですが、一つ一つ国民のみ
なさんと前を向いて一緒に進むことが重要だと思います。道路
局もビジョンの実現に一歩でも近づこうと、道路法の改正など
に取り組んでおり、今後こうした動きが進むと期待しています。

一つ一つ勇気を持って挑戦を

　とくにCＡＳＥへの対応として、道路・街路のリデザインに
焦点を当てています。例えば、通信機能を道路で持つのか、
持たないのかを含めてきちんと議論しなければなりません。
自動運転はやはり路車間で協調しないと良いサービスが提
供できません。車載自立型の自動運転が技術的に可能でも、
1台が1億円や2億円もすると、誰も買ってくれないので、メー
カー側は、路車間でいいシステムをつくり、購入可能な価格
に設定することが大事だと言っています。
　問題なのは、インフラは必要ないという風潮の中で誰にど
う負担をお願いするかです。さらなる高速道路を誰がどういう
形で整備するのか、通信アンテナはどうするのか、エッジコン
ピューティングをどうするのか、誰がオペレーションするのか、
マネジメントするのか、単純な話ではありません。技術の進歩
は非常に早く、すぐにでも議論や研究を始めるべきです。
　4000年の道路の歴史の中でいまは大転換期です。進化
と回帰という大きな二つの流れの中で、真正面からぶつから
なければならない時代に我々は生きています。ビジョンを実現
するのは非常に大変なことですが、同時にとても難しいこと
です。実現には相当の費用が必要ですが、受益と負担の関
係の整理、国民の皆さんからの理解と支持いただくこと、そ
して制度を変えること、社会的受容をいただくことなど課題
は無数にあります。実現に向けて一つ一つ勇気を持って挑戦
する、変えていくことが何より重要だと思います。

  パネルディスカッション

国土交通省 近畿地方整備局
道路部長

植田 雅俊 氏

筑波大学
名誉教授・特命教授

石田 東生 氏

前国土交通省
道路局長

池田 豊人 氏

神戸市
建設局長

三島 功裕 氏

コーディネーター パネリスト

ビジョン2040と道路法改正

道の駅
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道路は必要ないという意見もありますが、とんでもない話で
す。人がいなくなるからこそ道路が必要なのです。国土交通
省の道路分科会事業評価部会の委員長も務めていますので、
少子高齢化や人口減少を見据えたＢ／C（費用対効果）など
評価の在り方も議論していきたいですね。
■植田　リアルな移動の大切さと、それを維持・継続するた
めの道路やインフラ、地域づくりの在り方について意見をい
ただきました。地方創生や東京一極集中の是正といった話
は今に始まったことではありません。長らく道路行政に携わ
ってこられた池田前道路局長から道路ビジョンや提言を踏ま
えて期待することなどをお願いします。

人・モノの移動活発化が
一番の発展基盤
■池田　ビジョン2040は、人口減少が進む中で日本が世界
で輝ける発展を遂げるという視点で道路の在り方を、若い人
を中心に考えほしいとお願いしました。人やモノの移動を確
保することが最も大切です。歴史的にも人類の発展は移動
の発展とイコールの部分が大きく、コロナ禍で人の移動制限
が多方面に波及し、日本全体を落ち込ませることになったこ
とからも明らかです。人やモノの移動を活発化させることは
シンプルですが一番の発展基盤でしょう。
　高速道路の整備状況を見ると、全国1万4000㎞計画の
うち1万2000㎞が整備され、この20年で近畿地方もかなり
進展しました。残る2000㎞を早くつなげる必要があります。
供用路線の約半分が暫定2車線であることも問題です。さらなる
安心・安全の確保と、物流の効率化といった観点からも4車
線化を急がなければなりません。
■植田　都市と地方の課題として、どのようにして移動を
保証すべきなのかが大きなテーマだと感じました。職員に行
ったアンケートの回答には、都市と地方の問題や財政面に

対する不安の声がある一方、ワクワクするような都市を道路
から発信したいという頼もしい意見も多くありました。
　続いて、都市の魅力を生み出す道路とビジョン2040、道
路法改正などをテーマに話を進めていきます。神戸市では
三宮駅周辺で道路空間を活用して都市魅力を高める先進
的な取り組みを進めておられます。三島局長から現状の取
り組みや、道路法改正を含めた今後の方向性などをお願い
します。

「三宮クロススクエア」の実現を

■三島　まちづくりには「街の個性」「創造性」「安全安心、
持続可能性」が必要です。その観点より「心地良いデザイン」
「出会い、イノベーション、そして文化」をキーワードに他都市
と差別化を図り、これらを支える「しなやかで強いインフラ」
の充実を図る3本柱で構成する神戸の都心の将来ビジョン
と三宮周辺地区の再整備基本構想を策定しました。
　具体的な施策の検討の中で都心部の自動車交通を分析
したところ、玄関口である三宮駅前の道路は大半が通過交
通であることが分かり、まずこれを変えなければなりません。
　再整備基本構想では「歩くことが楽しく巡りたくなるまち
へ」「人と公共交通優先の道路空間へ」という大きな目標
を立てました。具体的な施策の一つが三宮駅周辺の幹線道
路を人と公共交通優先の空間に転換する「三宮クロススク
エア」という計画です。六つの駅をつなぐ関西一のトランジッ
トモールを整備し、街の回遊性を高めたいと考えています。
もう一つの施策が分かりやすい交通結節点の形成です。6
カ所に分散するバス停を集約し、西日本最大の中・長距離バ
スターミナルを再開発ビルと合わせて整備する計画で、国と
連携して進めています。

道路から街の景色を変える視点を

　三宮クロススクエアは3段階で整備を計画し、第1段階と
して2025年に東側道路の10車線を6車線に減らす予定で
す。近畿地方整備局と連携して2019年7月から1カ月間に
わたり社会実験を行いました。大きな渋滞は発生しませんで
したが課題も浮き彫りになり、シミュレーションを行いながら設
計に生かしていく考えです。第2段階は大阪湾岸道路西伸部
が完成する2030年をめどに東側、将来的にはすべて完成
させる予定です。
　大阪湾岸道路西伸部の供用後は並行する阪神高速神戸
線の交通量減少が見込まれます。そのため三宮クロススクエ
アを挟んで阪神高速神戸線の生田川ICから京橋IC、柳原
ICに至る区間に戦略的な料金体系の導入を検討していま
す。料金を低額に設定して一般道から高速道路に転換を促
し、三宮駅前の通過交通を減らすことが狙いです。道路の回

ウィズコロナを見据えた
街の将来像を
■三島　神戸市は東西に六甲山系があり、その北側が主に
田園地帯、南側が市街地で多様な顔を持っています。すでに
人口減少は始まっており、2015年から2060年までに約28％
に相当する約44万人が減少すると推計されています。人口
減には自然減少と社会減少の二つの要素があります。2000
年ごろは周辺から人口の流入超過がありましたが、2014年
には東京や大阪市、近隣都市への流出超過が顕著になりま
した。1995年の阪神淡路大震災の以降、大きなインフラ投
資が行われず神戸の魅力が減ったことも一つの要因だと考
えています。
　ウィズコロナ時代を生き残っていくため、まちづくりの将来
像をどのように考えるべきか。まずは都市機能の強化が重要
です。都心部では区分所有権のため建て替えができないタ
ワーマンションの規制も行いながら、商業・業務の都市機能
を高めていく考えです。
　多様な顔を持つ都市ですので、地域拠点の魅力向上も重
要なポイントになります。キーワードは「農との共生」です。
六甲山を最大のアイデンティティーと捉え「六甲山上スマー
トシティー構想」を進めています。山上付近にある保養所を
活用しながらIT基盤など事業環境を整え、魅力的なビジネ
ス空間を創出する考えです。神戸市北区の農村エリアには
政令指定都市では珍しい約800棟の茅葺き民家があり、里
山暮らしを推進する施策も検討しています。地域のたたずま
いや雰囲気を印象づける顔である「駅」にも着目し、主要駅
のリノベーションを通じて魅力向上を図っていく方針です。

交通ネットワークの強化は
必要不可欠
　ウィズコロナ時代の新しい暮らしの在り方も考えなければ
なりません。3密の回避や不要不急の外出自粛などを受け、
在宅勤務の拡大や都市部を避けて自然環境の中で過ごす
という行動意識や価値観に変化が見られます。そうなれば
緑豊かな六甲山エリアや農村地域のポテンシャルがますま
す高まってくるでしょう。
　多様なまちの魅力をつなぐ交通ネットワークの強化は欠か
せません。神戸の魅力向上のためにも広域圏幹線道路と都
市内幹線道路をつなぎネットワークを強化する必要がありま
す。現在は国道175号神出バイパスや神戸西バイパス、大阪
湾岸道路西伸部の事業が進行中です。その一方で新神戸
トンネルの南伸部がミッシングリンク区間となっており、早期
の解決が必要だと考えています。
■植田　人口減少や少子高齢化は神戸市を含め全国的な
課題です。そうした中、どのように魅力的なまちづくりを進め
ていくかが重要です。都市でも地方でも幸せな暮らしの実現
には道路の果たす役割が大きいと思います。石田先生から
ビジョンに込めた思いをお聞かせ下さい。

人口が減るからこそ
道路整備が必要に
■石田　まずは「移動」というものをどう考えるかです。少子
高齢化で人が減り、家の中で閉じこもっていると、ますます人
も地域も元気がなくなってしまいます。インターネットで何でも
買える時代ですが、人はそれだけで生きているのではありま
せん。
　随分前のことですが、交通政策基本計画の議論の中で、
宅配に任せて家に居ればいいのではないかという専門家の
意見がありました。ある障害者の方が「街に出て人に会う機
会を失いたくない」と言ったことが印象に残っています。そう
した方々も含めて活躍できるような道路をどのように整備し
ていくかが極めて重要だと思います。
　車の自動運転に向けた環境整備が整いつつありますが、
少子高齢化や人口減少の中で、さまざまな分野で自動化や
ロボット化などが進むでしょう。そうなると結果的に地域の人
間が減っても生産を維持できるようになります。人々が支え
てきた地域をどのように成立させるかが長期的な課題です。
生産性を高めることが、人が少なくても済む環境づくりに貢
献するのです。
　具体的な解決策を持ち合わせていませんが、少ない人数
で地域をうまくマネジメントすることが問われています。そう
した観点からも移動が重要になってくるでしょう。いい意味で
の効率性をいかに高めていくかが になります。人口減少で

三島功裕氏

石田東生氏
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道路法改正を機に柔軟な発想で
施策を前進
■植田　道路法改正が画期的だということは現場でもひし
ひしと感じています。これを機に前進させたいと思いますし、
我々の考え方も柔軟に変えていく必要性も感じました。
　道路利用に関する地域間の時間距離を表した日本地図
を見ると、高速道路が未整備だった1955年はどこに行く際
も同程度の時間がかかるため、実際の日本地図と同じ形を
しています。ところが名神高速や東名高速などが整備された
1980年ごろは太平洋側の時間距離は縮まった一方で、日本
海側は変わらず、いびつな日本地図になっています。これを
解消するため、1万4000㎞計画が始まったのです。道路整
備とネットワークの充実により、現在は本来の日本地図に近
づきつつあります。
　果たしてこれで東京一極集中が是正されたのか、地域が
豊かになったのか、人々は幸せになったのかというと必ずしも
そうではないでしょう。決して高速道路の整備計画が間違っ
ていたという意味ではありません。1万4000㎞に到達した
その先にも、道路としてやるべきことがたくさん残っているの
です。その一つがビジョンで提案された「進化」と「回帰」だ
と考えています。
　職員へのアンケートに合わせ、ビジョン作成に関わった職
員にも話を聞きました。その中には池田前道路局長からかけ
られた「少しでも良い方向に動けば、後は後輩たちでさらに
良い方向に広げていってほしい」という言葉が印象に残って
いるという職員がいました。アンケートを見ても良い方向に向
かっていることが伝わってきました。これを契機に多くの関係
者と議論を深め、さらに前に進める必要性を強く感じたとこ
ろです。

　今回のアンケートで私自身が心に突き刺さった言葉は「道
路ビジョンには本当に実現できるか疑ってしまうような近未
来的な内容が多かったが、実現に向けて努力していきたい」
という30代の職員の言葉です。本当にうれしく思います。こ
うした職員や仲間を増やし、新しい道路の景色を作っていき
たいですね。それが近畿の元気、ひいては国民の幸せにつ
ながっていくことを期待しています。
　本日は貴重な意見をいただきありがとうございました。

帰にも貢献する新たな高速道路の活用策としてアピールで
きるのではないでしょうか。
　三宮周辺は道路空間が31％を占め、駐車場を含めると
43％にもなります。つまり道路管理者が考え方を変えれば街
の景色も大きく変わるのです。まさしくそこに切り込んでいき
たいですね。三宮クロススクエアで創出する空間の活用方法
は今後の検討課題です。そういった意味でも道路法の改正
は大きな武器になると考えています。
■植田　道路空間を有効活用して活力を取り戻す取り組
みは、神戸市のほか、大阪市の御堂筋や兵庫県姫路市、福
井県敦賀市などでも始まりつつあります。まさに後押しする
形で道路法が改正されました。当時道路局長として指揮を
執られた池田さんから法改正の狙いや期待などをお願いし
ます。

新たな道路法の活用に期待

■池田　街のにぎわいという意味では、たくさんの人々がい
ることが重要です。従来の法律ではにぎわいを創出するた
め、道路を一時的に通行止めにするイベントの企画は実現
のハードルが高かったと思います。道路の運用や管理を決め
ている道路法は通行を前提に考えられているからです。道路
に座ったり、飲食したりして道路空間を活用できるよう、法律
を変える必要がありました。とは言っても国道など幹線道路
を含めたすべての道路を対象にできません。区間を限定し
て特別ルールを適用するといった検討を重ねた結果、時代
の流れも後押して指定区間のみ、にぎわい空間に活用でき
るよう法律を変えることができました。

　ぜひとも大阪では御堂筋で実現してほしいですね。大阪
市も全国第1号の指定を検討していますし、実現すれば世界
に誇れる日本の財産になるでしょう。今後は新たな道路法を
活用した施策が多く生まれることを期待しています。
■植田　法改正によって各地で検討されている取り組みが
加速していくことでしょう。石田先生から都市の魅力向上や
社会に活力を与えていくという観点から改めて道路が果た
す役割などをお願いします。

国民を巻き込んだ議論が
大きな推進力に
■石田　にぎわい機能を確保するという視点を加えた道路
法改正は画期的です。素晴らしい空間ができたことを国民が
実感することが大切ですし、そうした場を広げていくことも重
要です。こうした取り組みの積み重ねがビジョンに描いた姿
の実現につながっていくのではないでしょうか。
　日本では自動運転をはじめ、さまざまな社会実験が行われ
ていますが、なかなか輪が広がらず実感してもらえないのが
実情です。そうした観点からも専門家や関係者だけの議論
ではだめです。国民を巻き込んで参画してもうことが大きな
推進力になります。
　神戸は道路が31％占めているという話がありましたが道
路が少ないと思われている東京23区でさえ18％が道路空
間です。これは東京の方々のための空間であり、どのように
うまく使い込んでいくかが大切だと思います。
　そうなると道路整備や道路区間に対する考え方も変えて
いかなければなりません。一つ例を挙げるとカーナビのデジ
タル道路地図は、交差点と交差点の間が一様です。自動車
の通行に問題はありませんが、将来的に人の移動や自転車
の通行を考えた時、現在の基盤データでは問題があります。
　世界にはこれに目を付けた方がいます。道路の縁石側に
所番地を付け、どのような活用がされ、沿道との関係はどう
かといった「所番地システム」を開発し特許を取っています。
日本は少し遅れているような気がしますね。ビジョンの実現
には柔軟な発想と、さまざまな角度からの検討が必要だと考
えています。

池田豊人氏

植田雅俊氏

地域間の時間距離図（道路利用）

将来2002年1980年1955年
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出演者プロフィール（出演順） 
吉津洋⼀ ⽒ 
（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近畿⽀部 

⽀部⻑ 
東京⼤学⼯学部（⼟⽊）卒業後、1980 年関⻄電⼒（株）⼊社。

⼟⽊部⻑、北陸⽀社⻑、執⾏役員 ⽔⼒事業本部副事業本部⻑

を経て、2018 年（株）ニュージェック常務執⾏役員に就任、

2019 年より代表取締役社⻑、同年 4 ⽉より（⼀社）建設コンサルタンツ協会近畿⽀部 

⽀部⻑。 

 

池⽥豊⼈ ⽒ 
京都⼤学経営管理⼤学院客員教授 

前国⼟交通省道路局⻑  
東京⼤学⼤学院⼯学系研究科（⼟⽊）修了、1986 年建設省

（現国⼟交通省）⼊省。関東地⽅整備局道路部⻑、道路局道

路交通管理課⻑、環境安全課⻑、⼤⾂官房技術審議官、近畿

地⽅整備局⻑、道路局⻑を歴任。2020 年 8 ⽉より京都⼤学経営管理⼤学院 客員教授。

寺尾敏男 ⽒ 
（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近畿⽀部 

道路研究委員会 委員⻑ 
伏⾒⼯業⾼校（⼟⽊科）卒業後、1968 年（株）新⽇本技術コン

サルタンツ（現（株）ニュージェック）⼊社。九州⽀店⻑、道

路グループ統括を経て、2007 年執⾏役員近畿⽀店⻑、2012 年

監査役、2015 年特別顧問、2015 年 4 ⽉より（⼀社）建設コンサルタンツ協会近畿⽀

部 道路研究委員会委員⻑ 
 

加古真⼀ ⽒ 
（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近畿⽀部 

道路研究委員会 道路網研究分科会 委員⻑
愛媛⼤学⼯学部（⼟⽊）卒業、1991 年中央復建コンサルタン

ツ（株）⼊社、2009 年計画系部⾨ゼネラルマネージャー、

2012 年事業開発⽀援本部ゼネラルマネージャーを経て、

2020 年 5 ⽉より道路系部⾨技師⻑。協会活動については 2015 年より（⼀社）建設コ

ンサルタンツ協会近畿⽀部 道路研究委員会 道路網研究分科会 委員⻑ 
 

蔵下⼀幸 ⽒ 
（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近畿⽀部 

道路研究委員会 道路の賢い使い⽅研究分科会

委員⻑ 
⼤阪⼯業⼤学（⼟⽊）卒業、1991 年㈱オリエンタルコンサル

タンツ⼊社。2016 年防災事業部副事業部⻑、2018 年より関⻄

⽀社道路部部⻑、交通政策部部⻑。協会活動は 2015 年より（⼀社）建設コンサルタン

ツ協会近畿⽀部 道路研究委員会 道路網研究分科会 委員⻑ 
 

野呂⽵志 ⽒ 
（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近畿⽀部 

道路研究委員会 国⼟交通計画研究分科会 

委員⻑ 
舞鶴⼯業⾼等専⾨学校⼟⽊⼯学科卒業後、1996 年協和設計（株）

⼊社。2016 年より（⼀社）建設コンサルタンツ協会近畿⽀部 道

路研究委員会 国⼟交通計画研究分科会に所属、2020 年 4 ⽉より同分科会 委員⻑。 

兼塚卓也 ⽒ 
（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近畿⽀部 

副⽀部⻑・提⾔ 2020 近畿作成 WG ⻑ 
⽴命館⼤学理⼯学部（⼟⽊）卒業、1982 年中央復建コンサル

タンツ（株）⼊社。2009 年道路系部⾨ゼネラルマネジャー、

2012 年取締役東京本社⻑を経て、2014 年 7 ⽉より代表取締

役社⻑。協会活動については、同年 8 ⽉より（⼀社）建設コンサルタンツ協会近畿⽀

部 ⽀部⻑を経て、2019 年 4 ⽉より同協会近畿⽀部 副⽀部⻑。 

 

⼤津宏康 ⽒ 
松江⼯業⾼等専⾨学校 校⻑ 
1979 年京都⼤学⼯学部（⼟⽊）卒業、1981 年京都⼤学⼤学

院⼟⽊⼯学専攻修了。1981 年⼤成建設株式会社⼊社、1987

年カナダブリティッシュ・コロンビア⼤学客員研究員、1988

年⼤成建設株式会社復職、1997 年京都⼤学助教授、1998 年

アジア⼯科⼤学助教授（JICA 派遣）、1999 年京都⼤学助教

授、2003 年京都⼤学教授、2020 年京都⼤学名誉教授、2020 年 4 ⽉より現職。 

 

⼩河保之 ⽒ 
⼤阪府 元副知事 

（株）UR リンケージ⻄⽇本⽀社 参与 
1969 年京都⼤学⼯学部交通⼟⽊⼯学科卒業、⼤阪府⼊庁⼟⽊

部中⼼で勤務、1991 年奈良県道路建設課⻑、1994 年兵庫県

道路建設課⻑、1997 年⼤阪府復帰後、道路課⻑、技監、⼟⽊

部⻑、危機監理監を歴任し、2007 年副知事（2 期 8 年）、2016 年より現職。 

2020 年 6 ⽉より⼟⽊学会副会⻑。 

 

池⼝正晃 ⽒ 
国⼟交通省 近畿地⽅整備局 企画部⻑ 
1994 年京都⼤学⼤学院⼯学研究科修了、同年建設省⼊省、  

2002 年近畿地⽅整備局河川部河川調整課⻑、2003 年近畿地

⽅整備局道路部道路計画第⼀課⻑、2008 年東北地⽅整備局 

福島河川国道事務所⻑、2010 年東北地⽅整備局 企画部 企

画調整官、2013 年道路局環境安全課 企画専⾨官、道路局 企

画課 道路事業分析評価室、2015 年滋賀県⼟⽊交通部技監、2017 年滋賀県⼟⽊交通

部⻑、2018 年中部地⽅整備局道路部⻑を歴任し、2020 年４⽉より現職。 

 

藤本貴也 ⽒ 
（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近畿⽀部 

道路技術勉強会 顧問 
東京⼤学⼯学部⼟⽊⼯学科卒業、1972 年建設省（現国⼟交通

省）⼊省、⼤⾂官房技術調査官、静岡国道⼯事事務所⻑、関東

地⽅建設局企画部⻑、道路局国道課⻑、近畿地⽅整備局⻑、国

⼟地理院⻑などを歴任。退官後、（⼀社）建設コンサルタンツ協会副会⻑、（公社）⽇本

道路協会理事、（公社）⽇本道路交通情報センター副理事⻑を歴任した他、⼤阪⼯業⼤

学客員教授も務める。2018 年 10 ⽉よりパシフィックコンサルタンツ（株）特別顧問

久後雅治 ⽒ 
（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近畿⽀部 

技術部会⻑ 
⽴命館⼤学理⼯学部⼟⽊⼯学科卒業後、1982 年川鉄鉄構⼯業

（株）⼊社。1996 年協和設計（株）⼊社。2013 年より代表取

締役社⻑、同年 12 ⽉より（⼀社）建設コンサルタンツ協会近

畿⽀部 技術部会⻑。 
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【Ⅰ】検討の経緯
（１）提⾔の背景

私たち建設コンサルタンツ協会近畿⽀部の建設コンサルタント技術者は、道路等の社
会資本の意義を深く理解し、国⺠の視点に⽴ち、⾃律的かつ積極的に国⼟インフラの
あるべき姿を研究・提案しております。
建設コンサルタンツ協会近畿⽀部では、関⻄がおかれている社会的⽴場、関⻄が有す

るポテンシャルを踏まえ、社会活動の⼀環として、「道路網研究分科会」、「道路の賢い
使い⽅研究分科会」、「国⼟交通計画研究分科会（旧 道路整備の⼿法に関する
研究分科会）」の３分科会で検討・議論し、道路研究委員会において「提⾔」として
国⼟交通省、地⽅公共団体、道路会社等の発注者はじめ広く国⺠の皆様に発信して
います。

（２）提⾔の経過
このような背景のもと、「2050年における関⻄のあるべき姿」を

⽬指し、2016年に『提⾔「⽴ち上がれ関⻄新しい道路網整備
2050」 建設コンサルタント技術者集団による YUME ROAD 
2050 』を提⾔しました。

また、2018年には、『提⾔Ⅱ「関⻄の明⽇を創造するプロジェ
クト2050」 建設コンサルタント技術者集団による YUME 
KOKUDO 2050 』を公表しました。

『提⾔』、『提⾔Ⅱ』については、公表後、国⼟交通省はじめ関
⻄の地⽅⾃治体、各種関係機関の皆さまに説明を⾏い、2050
年の将来の姿や、都市拠点整備のあり⽅など、多くのご意⾒、ご
指摘をいただきました。
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・道路研究委員会⽴上げ
第1期︓平成27(2015)年4⽉24⽇ （⼀社）建設コンサルタンツ協会近畿⽀部定時総会
第2期︓平成29(2019)年4⽉25⽇ （⼀社）建設コンサルタンツ協会近畿⽀部定時総会
第3期︓平成31(2019,R1)年4⽉23⽇ （⼀社）建設コンサルタンツ協会近畿⽀部定時総会

・道路研究委員会の活動
平成27(2015)年度（4回開催）︔検討⽅針、中間報告会、建設技術展展⽰内容
平成28(2016)年度（2回開催）︔とりまとめ⽅針、記者発表、研究発表会に向けて
平成29(2017)年度（5回開催）︔第2期研究会⽅針、平成30年度提⾔Ⅱ公表にむけての⽅針
平成30(2018)年度（4回開催）︔6⽉6⽇及び10⽉24⽇ 建コンシンポ開催、提⾔公表、研究発表会

等に向けて
令和元(2019)年度（4回開催）︔第3期研究会⽅針、中間報告会、インフラ強化を進める会、各種シンポ

ジウム開催について
令和２(2020)年度（1回開催）︔12⽉２⽇ 提⾔2020公表、インフラ強化を進める会

・道路網研究分科会
平成27(2015)年度（7回開催）︔将来の近畿地域の道路網整備検討 中間報告
平成28(2016)年度（6回開催）︔将来の近畿地域の道路網整備検討 最終報告
平成29(2017)年度（8回開催）︔近畿地域の道路ネットワークによる地域交流軸（南北ルート）の整備検

討 中間報告
平成30(2018)年度（5回開催）︔近畿地域の道路ネットワークによる地域交流軸（南北ルート）の整備検

討 最終報告
令和元(2019)年度（8回開催）︔安全快適な移動・物流・観光の観点から道路網を検討 中間報告
令和２(2020)年度（8回開催）︔安全快適な移動・物流・観光の観点から道路網を検討 最終報告

・道路の賢い使い⽅研究分科会
平成27(2015)年度（5回開催）︔既存道路の空間・新たな価値・円滑な交通機能の確保等を視点に賢

い使い⽅検討 中間報告
平成28(2016)年度（5回開催）︔既存道路の空間・新たな価値・円滑な交通機能の確保等を視点に賢

い使い⽅検討 最終報告
平成29(2017)年度（6回開催）︔道路を賢く使う視点からの近畿北東部における具体施策の提案

中間報告
平成30(2018)年度（9回開催）︔道路を賢く使う視点からの近畿北東部における具体施策の提案

最終報告
令和元(2019)年度（6回開催）︔道路を賢く使う視点からの関⻄都市圏及び近畿南⻄部における具体施

策の提案 中間報告
令和２(2020)年度（9回開催）︔道路を賢く使う視点からの関⻄都市圏及び近畿南⻄部における具体施

策の提案 最終報告

・国⼟交通計画研究分科会
平成28(2016)年度（5回開催）︔将来の近畿地域の道路整備及び既存道路の賢い使い⽅の整備

⼿法に関する検討 中間報告
平成29(2017)年度（6回開催）︔将来の近畿地域の公共交通のあり⽅・南海経済軸に関する検討

中間報告
平成30(2018)年度（4回開催）︔将来の近畿地域の公共交通のあり⽅・南海経済軸に関する検討

最終報告
令和元(2019)年度 (7回開催）︔南海経済軸のあり⽅に関する検討・関⻄３空港⼀体に向けた

交通ネットワークとまちづくりに関する検討 中間発表
令和２(2020)年度 (4回開催）︔南海経済軸のあり⽅に関する検討・関⻄３空港⼀体に向けた

交通ネットワークとまちづくりに関する検討 最終発表

（３）道路研究委員会の検討経過
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【Ⅱ】2020年度道路研究委員会活動報告

（１）道路網研究分科会
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道路研究委員会

令和２年12月

道路網研究分科会 報告書

1

道路網研究分科会 報告書
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2

分科会の概要

（１） 検討の目的

• 関西における道路事業は、未事業化区間など多くのミッシングリンクの解消な
どなどに留まらず、災害に強く効率的に移動できるネットワークの形成、爆発
的なインバウンドの増加に対応することなどが求められている。

• 関西の活性化、観光立国の実現、災害に強い国土の実現等のために、さらな
る道路網ネットワークの構築が必要。

• 本分科会では、主に関西の将来における道路網ネットワークのあり方につい
て検討・研究する。

• その成果を建コン協から近畿地整、関係自治体等の関係機関へ発信。

（２） 期間
• 平成27年４月から平成29年３月まで（第1期）

• 平成29年4月から平成31年３月まで（第２期）

• 令和元年４月から令和 ３年３月まで（第3期）

道路網研究分科会 報告書

3

分科会の概要

（３） メンバー構成

種 別 所 属 氏 名

道路網研究分科会 委員長 中央復建コンサルタンツ㈱ 加古 真一

道路網研究分科会 副委員長 ㈱ニュージェック 藤村 一雄

道路網研究分科会 委員 ㈱建設技術研究所 神野 裕昭

道路網研究分科会 委員 中央復建コンサルタンツ㈱ 岡田 哲也

道路網研究分科会 委員 東洋技研コンサルタント㈱ 中村 則信

道路網研究分科会 委員 協和設計㈱ 渡邊 浩幸

道路網研究分科会 委員 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 柴田 晧平

道路網研究分科会 委員 中央コンサルタンツ(株) 伊藤 昭宏

道路網研究分科会 委員 ㈱オリエンタルコンサルタンツ 上久保 恵美

道路網研究分科会 委員 ㈱トーニチコンサルタント 池田 明彦

道路網研究分科会 委員 ㈱日建技術コンサルタント 山本 翔太

道路網研究分科会 報告
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4

分科会の概要

 2037年リニア新幹線（名古屋～新大阪間）、2046年北陸新幹線（福井～新大阪間）
が整備され、まもなく日本はスーパーメガリージョンを形成する。

 関西は、世界に誇る豊かな自然・歴史・文化・風土を有し、数多くの世界遺産が指定
されている。アジアで勝てる地域となるためには、これらを活用した地域創生が今後
の都市づくりの課題である。

 道路は時間短縮、渋滞解消等だけではなく多様なニーズに対応することが期待され
ている中、近年では訪日外国人によるインバウンドも増え、余暇活動・地域交流を
サポートしていく役割も増加している。

 このような中、道路網研究分科会では、2050年に向けた関西の新たな道路網の構
築を目指した道路網の提案を目指している。

道路網研究分科会 報告書

5

過年度の検討状況

図 南海経済軸（東西軸）の提案

道路網研究分科会 報告書

 平成27年度～平成28年度
の検討では、近畿南部を東
西に結ぶ新たな国土軸とし
て「南海経済軸（東西軸）」
を提言。

整備効果

①関西と中部・四国地域との連携
強化を図る新たな国土軸の形成

②環状道路の形成による連携強
化と代替ルートの確保

③近畿南部地域における安全・安
心の向上

④紀伊半島の観光資源を活かす
道路網の形成
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6

過年度の検討状況 道路網研究分科会 報告書

①関西と中部・四国地域との連携強化を図る新た
な国土軸の形成

②環状道路の形成による連携強化と代替ルート
の確保

7

過年度の検討状況 道路網研究分科会 報告書

③近畿南部地域における安全・安心の向上 ④紀伊半島の観光資源を活かす道路網の形成
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8

過年度の検討状況

図 地域交流軸（南北ルート）の提案

道路網研究分科会 報告書

 平成29年度～平成30年度
の検討では、南海経済軸
（東西軸）をより効果的に機
能させるため、近畿地域を
道路網でネットする「地域
交流軸（南北ルート）の整
備」を提言。

整備効果
• 渋滞・損失時間の減少
• 安全安心・交通事故減少
• 医療ネットワークの構築
• 交流促進・地域活性化
• 生鮮食料品等の販路拡大
• 信頼性向上
• 周遊観光の拡大

・
・
・

9

過年度の検討状況 道路網研究分科会 報告書

図 地域交流軸（南北ルート）の地域における役割図 地域交流軸（南北ルート）の広域における役割

南北の高規格幹線道路を強化し、地域資源へ
のアクセス利便性を向上することで、地域の魅力
の活用・地域の自立を支援

様々な資源が集中している西日本国土軸と
日本海国土軸と南海経済軸を結び、
近畿北部・中部・南部地域の広域連携を支援
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提言Ⅲ 紀伊半島南部及び北近畿に着目した機能強化のイメージ

図 機能強化のイメージの提案

道路網研究分科会 報告書

 令和元年度～令和２年度
の検討では、引き続きこれ
らの提案をより具体化し、
将来の関西の道路ネット
ワークのあり方について検
討中。

 令和元年、令和2年度では、
紀伊半島南部と北近畿に
着目して、南海経済軸（東
西軸）、地域交流軸（南北
ルート）及び日本海国土軸
の整備がもたらす機能強化
のイメージを提案する。

例 徳島IC（徳島自動車道）⇔豊川IC（東名高速道路）

整備前：360㎞ 約4時間30分（名神・新名神利用で、時速80㎞と仮定）

整備後：290㎞ 約3時間40分（時速80 ㎞と仮定）

11

提言Ⅲ－１ 紀伊半島南部に着目した機能強化のイメージ

１. 物流

１．ダブルネットワーク化により広域的な物流機能が強化

＜整備効果①＞ 「地域交流と地域活性化」
南海経済軸の整備により中部・四国地方への所要時間が大幅に短縮し、生鮮食料品の商圏拡大、渋滞する名阪道路の

回避によるリードタイムの短縮・安定性向上等、広域的な物流機能が大幅に強化されます。

中部方面、四国方面の所要時間が短縮

道路網研究分科会 報告書

50分の短縮！

50分の短縮
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12

２．五條・橋本地域が新たな物流拠点とて関西の玄関口に

1）現状及び課題

道路網研究分科会 報告書

南海経済軸の中心となる五條・橋本地域では、大規模な工業団地の整備が進んでいます。
五條・橋本地域は、豊富な用地、南海経済軸へのアクセスのよさを背景に、関西の物流の玄関口として発展することが期

待されます。

紀北橋本エコヒルズが整備中
小峰台用地（23ha）、あやの台北部用地（全体事業約140ha）等が整備中

提言Ⅲ－１ 紀伊半島南部に着目した機能強化のイメージ

13

３．京阪神地域と紀伊半島南部との物流機能を強化（１）

道路網研究分科会 報告書

一部整備が進められている大阪橋本道路

橋本新都市圏構想
物流機能・次世代産業の集積へ

関西都市圏トライアングルネットワーク構想（案）

道路研究委員会で提案している関西都市圏トライアングルネットワークや五條新宮道路、橋本高野龍神道路、田辺新宮
連絡道路の整備により南海経済軸を中心として紀伊半島南部の物流機能が強化されることが期待されます。

そして、さらなる京阪神地域との物流機能の強化のためには、五條・橋本地域と京阪神地域とをつなぐ大阪橋本道路の
整備が必要です。

提言Ⅲ－1 紀伊半島南部に着目した機能強化のイメージ
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３．京阪神地域と紀伊半島南部との物流機能を強化（２）

道路網研究分科会 報告書

紀伊半島南部の物流機能の強化イメージ

提言Ⅲ－１ 紀伊半島南部に着目した機能強化のイメージ

15

提言Ⅲ－１ 紀伊半島南部に着目した機能強化のイメージ

２. 観光

１．紀伊半島における既存観光資源の活用（１）

＜整備効果①＞ 「地域交流と地域活性化」
紀伊半島には訪日外国人が興味を示す多くの観光地※があります。しかし、特に内陸部では公共交通を含めた交通ネッ

トワークが脆弱で、周遊観光が困難な状況です。

道路網研究分科会 報告書

紀伊半島内陸部では
周遊観光に資する
ネットワークが脆弱

※Destination KANSAIでは、外国
人が興味を持っている関西の観
光スポットトップ10に本宮温泉郷、
熊野三山と那智の滝、高野山が
選ばれています。

神戸

大阪

京都

奈良

飛鳥 紀伊

熊野

凡例
主な観光拠点(歴史街道)
主な広域交通ネットワーク
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提言Ⅲ－１ 紀伊半島南部に着目した機能強化のイメージ

１．紀伊半島における既存観光資源の活用（２）

＜整備効果①＞ 「地域交流と地域活性化」
「南海経済軸」の整備により、吉野等奈良南部から近畿の主要観光拠点(神戸、大阪、京都、奈良等)・空港等の交通結節

点へのアクセス向上や、伊勢・東海方面や、淡路・四国方面等の隣接地域への広域観光の周遊性向上が期待できます。
五條新宮道路や田辺新宮連絡道路、橋本龍神道路(アンカールート)を整備することで、紀伊半島臨海部と内陸部のアク

セス性が向上し、京都・大阪等も含めた多様な観光の周遊性向上が期待できます．

道路網研究分科会 報告書

五条新宮道路
橋本高野龍神道路
田辺新宮連絡道路
の整備により紀伊半
島内陸部の周遊観光
に資するネットワーク

が形成される

神戸

大阪

京都

奈良

飛鳥 紀伊

熊野

17

提言Ⅲ－１ 紀伊半島南部に着目した機能強化のイメージ

２．新たな観光形態への対応（１）

紀伊半島ではクルーズ船からの観光ツアーなどによる新たな形態の観光(寄港回数)も増加傾向にあります。

クルーズ船は主に、午前中に入港し、周辺地域の観光を行い、午後に出港する事が多く、その利用特性から一般的な観
光範囲は片道９０分圏域と言われています。

道路網研究分科会 報告書
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提言Ⅲ－１ 紀伊半島南部に着目した機能強化のイメージ

２．新たな観光形態への対応（２）

「南海経済軸」やアンカールートは、紀勢線と一体となって、クルーズ船やIR来訪者による観光支援に寄与することが期待
されます。

道路網研究分科会 報告書

マリーナシティを利用したリゾート型のIRの誘致構想もあり、誘致が実現するとクルーズ船の寄港や、IR
利用者の周辺観光地への周遊も想定されます。

マリーナシティからの現況圏域

圏 域

将来90分

現況90分

マリーナシティからの将来圏域

南海経済軸の整備により、災害時に名神高速道路や新名神高速道路のいずれかが通行止めとなった場合でもダブルネット
ワークによりリダンダンシー（代替性）が発揮されます。

3. 防災

19

道路網研究分科会 報告書提言Ⅲ－１ 紀伊半島南部に着目した機能強化のイメージ

下り線対面通行 上り線上部工の流出

※南海経済軸を完成4車線で整備すれば、上り線が
被災した場合でも、下り線を活用（対面通行）する
ことで早期に交通機能が確保されます。

平成30年7月豪雨の時の高速道路のダブルネットワーク

中国自動車道

山陽自動車道山陰自動車道

１．ダブルネットワークによる効果

平成30年7月豪雨により、東西の大動脈である山陽
自動車道が通行止めとなりましたが、被災後は補完す
る2ルート（中国自動車道及び山陰自動車道）により広
域交通の機能を確保することができました。
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道路網研究分科会 報告書提言Ⅲ－１ 紀伊半島南部に着目した機能強化のイメージ

平成23年9月、台風12号の影響により紀伊半島の広域において多数の道路被災箇所が発生しました。
紀伊半島南部の道路は脆弱で、過去の豪雨時に道路の寸断が発生し、集落の孤立化が発生するなど被害に弱い地域です。

提案路線（南海経済軸、橋本高野龍神道路、五條新宮道路、田辺新宮連絡道路）の整備により被災道路の代替路、復旧
のためのアクセス道路としての機能確保が期待されます。

２．豪雨等による災害時の集落の孤立化の回避
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３．大規模災害時の日常生活への影響の低減

＜整備効果①＞ 「地域交流と地域活性化」
南海トラフ地震発生時に沿岸部の道路は道路啓開作業に特化され一般車両の利用が困難となり、日常生活に大きな影

響が生じることが懸念されます。

提案路線の整備により、大規模災害時の沿道道路の一般車両通行止めにおいても紀伊半島南部の交通ネットワークが
確保でき、日常生活への影響を抑えることが期待されます。

－ 234 －



22

提言Ⅲ－２ 北近畿に着目した機能強化のイメージ

１. 物流

１．北近畿における物流支援（１） 現状の課題

＜整備効果①＞ 「地域交流と地域活性化」
北近畿には日本海沿岸地域を中心に豊かな水産業などの物流資源があります。しかし、沿岸の各地域を結ぶ日本海国

土軸や北近畿と関西都市圏と結ぶ南北軸が脆弱なため、十分に活かせていません。
また、道路ネットワークの整備が不十分なため、物流を担うトラックドライバー等の長時間労働の一因となっています。

道路網研究分科会 報告書

・北近畿と関西都市圏
を結ぶ南北軸が脆弱

日本海国土軸

西日本国土軸

姫路
神戸

大阪

京都

福井

敦賀

小浜

豊岡

舞鶴

・北近畿エリアでの
東西軸が脆弱

・北近畿と関西都市圏を
結ぶ南北軸が脆弱
・北陸道のリダンダン
シーが必要
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提言Ⅲ－２ 北近畿に着目した機能強化のイメージ

１．北近畿における物流支援（2） 課題に対する将来計画

＜整備効果①＞ 「地域交流と地域活性化」
沿岸の各地域を結ぶ日本海国土軸や北近畿と関西都市圏と結ぶ南北軸のネットワーク強化により、日本海沿岸地域を中

心とした豊かな水産業などの更なる物流の支援が可能となります。また、ネットワーク強化に併せ、物流拠点の連携による物
流効率化により、トラックドライバーの労働環境の改善にも寄与すると考えられます。

道路網研究分科会 報告書

・東播丹波道路の整備
により関西都市圏との時
間短縮・定時性向上

・琵琶湖湖西縦貫道や京都小
浜道路の整備により関西都市
圏との時間短縮・定時性向上
・北陸道の代替路としてリダンダ
ンシーを確保

日本海国土軸

西日本国土軸

国土軸（高速道路）

北近畿と京阪神を結ぶ
整備済の南北軸（高速道路）

高速道路

一般国道

北近畿と京阪神を結ぶ
南北軸（構想）

姫路
神戸

大阪

京都

福井

敦賀

小浜

豊岡
舞鶴

直接アクセス
空白地域

・日本海国土軸
の整備により舞
鶴港との時間短
縮・定時性向上
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提言Ⅲ－２ 北近畿に着目した機能強化のイメージ

２．物流拠点の連携強化によるトラックドライバーの労働環境改善

トラック輸送の課題は、幹線物流を担う物流を担うトラックドライバー等の長時間労働の解消であり、近畿地域では多頻度・少
量輸送等の配送や、高規格道路が空白となる地域が大きく所要時間がかかる等の輸送効率を向上する必要がある。

日本海国土軸と西日本国土軸を結ぶ南北軸のネットワーク強化により、共同配送とストックポイント*を組み合わせて、首都圏
等への長距離物流を効率的輸送とドライバーの労働環境の改善を両立できる物流ネットワークが構築できると考えられます。

道路網研究分科会 報告書

産地間の時間短縮による水産品の共同配送・中継輸送システムの実現

・ 漁港と消費地を結ぶ輸送では、貨物量が少ないと輸送コストが問題。
・ 漁港単位では小ロットとなっている水産物を、複数産地で集荷する

と輸送効率向上は図れるが、時間増で品質面の課題が生じる。

・ 高規格道路により集荷時間を短縮し、複数の漁港から消費地に共
同配送する仕組みを導入、物流効率化と品質維持を両立を図る。

・ 首都圏等への長距離輸送では、ドライバーの負担を軽減するため
に、日帰り可能な250km程度の間隔にストックポイントを配置し、日
帰りネットワークを形成する。

＊ドライバーの乗り換えや貨物の一時保管等を行う中継拠点

25

提言Ⅲ－２ 北近畿に着目した機能強化のイメージ

２. 観光

１．北近畿における観光資源の現状と道路ネットワークにおける課題

＜整備効果①＞ 「地域交流と地域活性化」
北近畿には日本海沿岸地域を中心に多くの良質な観光地があります。しかし、沿岸の各地域を結ぶ交通ネットワークが脆

弱なため複数地域の観光周遊が困難であり、スポット観光に限定され、集客効率が悪い状況です。
また、山間部には高規格道路で直接アクセスができず観光集客が困難な地域が存在します。

道路網研究分科会 報告書

交通ネットワークが脆弱な地域で
は、スポット観光に限定され集客
効率が悪い

交通ネットワークが整備された地域
では、広域周遊による効率的な集
客が可能

日本海国土軸

西日本国土軸

北近畿の空港

クルーズ船が寄港した
実績がある北近畿の港湾

整備済の国土軸（高速道路）

北近畿と京阪神を結ぶ
整備済の南北軸（高速道路）

高速道路

一般国道

北近畿と京阪神を結ぶ
南北軸（構想）

姫路
神戸

大阪

京都

福井

敦賀
小浜豊岡

舞鶴

直接アクセス
空白地域

観光資源
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提言Ⅲ－２ 北近畿に着目した機能強化のイメージ

２．北近畿の交通インフラ将来計画と地域ポテンシャル

北近畿ではクルーズ船からの観光ツアーなどによる新たな形態の観光(寄港回数)も増加傾向にあり、中でも舞鶴港は、関
西経済圏と中・韓・露といった対岸諸国とをつなぐ海上輸送ネットワークを構築する等、日本海側のゲートウェイとしての地位確
立が期待されています。

福井県小浜市は、海水浴場をはじめとするマリンレジャーが盛んな地域として認知されており、2046年に予定される北陸新
幹線（敦賀以西ルート）の開業により、鉄道アクセスが向上し、さらなる集客力の向上が期待されます。

京都府南丹地域には、「かやぶきの里」といった国内のみならず外国人観光客の集客が見込める観光スポットが存在してお
りますが、京阪神地域から直接アクセスする高速道路ネットワークが整備されていないため、観光周遊機能の強化が課題です。

道路網研究分科会 報告書

海水浴場（福井県小浜市） かやぶきの里（京都府南丹市）

北近畿港湾のクルーズ船寄港実績の推移

北近畿の空港

クルーズ船が寄港した
実績がある北近畿の港湾

北陸新幹線の予定ルート

舞鶴発航路

高速道路

一般国道

観光資源

北近畿（舞鶴・小浜周辺）のポテンシャル

小浜舞鶴

南丹
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提言Ⅲ－２ 北近畿に着目した機能強化のイメージ

３．北近畿における観光資源の活用に向けた道路網整備

「日本海国土軸」の整備により、北近畿の日本海沿岸地域の主要観光地間や、コウノトリ但馬空港や舞鶴港等広域交通
結節点からそれら観光地へのアクセス向上が図られ、広域観光の周遊性向上が期待できます。

また、琵琶湖湖西縦貫自動車道、京都小浜道路、東播丹波連絡道路等南北軸を整備することで、北近畿と京阪神とのア
クセス性が強化され、高規格道路で直接アクセス不可能な地域が解消し、北近畿・京都・大阪・神戸・姫路等も含めた多様な
周遊観光に寄与します。

道路網研究分科会 報告書

琵琶湖湖西縦貫自動車道、京都
小浜道路、東播丹波連絡道路等
南北軸強化により、北近畿と京
都・大阪・神戸・姫路等も含めた
多様な観光周遊を強化

日本海国土軸の整備により、北近畿日本海沿岸
地域の主要観光地間の移動や空港港湾からのア
クセス向上が図られ、広域観光の周遊性が向上

姫路
神戸

大阪

京都

琵琶湖湖西縦貫自動車道

京都小浜道路

東播丹波連絡道路

日本海国土軸

西日本国土軸

北近畿の空港

クルーズ船が寄港した
実績がある北近畿の港湾

整備済の国土軸（高速道路）

北近畿と京阪神を結ぶ
整備済の南北軸（高速道路）

高速道路

一般国道

北近畿と京阪神を結ぶ
南北軸（構想）

福井

敦賀
小浜豊岡

舞鶴

観光資源

直接アクセス不可能な地域が解消し、
新たな観光開発に寄与
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3. 防災

北近畿と関西都市圏を結ぶ道路網は４車線未満の路線が多く脆弱であり、既往路線の被災時には100ｋｍ以上の大幅な迂
回が必要となります。大規模災害発生時に、北近畿への円滑な救援活動実施・経済活動への支障が懸念されます。

１ リダンダンシー（代替性）の必要性

豊岡

舞鶴

北近畿と関西都市圏を結ぶ南北軸が脆弱
被災時に大幅迂回が必要となる

高速道路（４車線以上）

一般国道

北近畿と京阪神を結ぶ
整備済みの南北軸（高速道路）

被災時の迂回ルート

大阪市⇔豊岡市のアクセス

平常時

被災時

姫路
神戸 大阪

京都

0km 50km 100km 150km 200km 250km 300km

大阪市⇔舞鶴市のアクセス

平常時

被災時

0km 50km 100km 150km 200km 250km 300km

約160km

約260km

約140km

約250km

南北軸被災時は100ｋｍ以上の迂回が必要
となり救援活動に支障

高速道路（４車線未満）

事業中路線

調査中路線
（未事業化）
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毎年発生する台風に加え、平成30年6月の大阪北部地震、平成30年の7月豪雨、平成30年2月の福井豪雪など、北近畿に
おいて頻発化・激甚化する災害により、多数の道路被災箇所が発生しました。過去の災害時には脆弱な道路の寸断や鉄道
の運休、高規格道路の事前通行止めが発生し、集落の孤立化の発生や救援・復旧への影響が発生しています。

２ 豪雨等による災害時の集落の孤立化の回避

平成29年台風21号による道路通行止め 平成30年7月豪雨による道路通行止め

高速道路

一般国道

通行止め（事前通行止めを含む）

京都・兵庫北部の道路が脆弱であり
災害時に多数の道路寸断が発生
救援・復旧ルートの確保が困難

湖北方面へ結ぶ道路が災害時に
全て通行止めとなり、救援・復旧
ルートの確保が困難

兵庫県の南北軸に災害に強い高規
格道路が少なく、救援・復旧ルート
の確保が困難
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豊岡

舞鶴

姫路

神戸 大阪

京都

沿岸各地域を結ぶ多車線の日本海国土軸や、北近畿と関西都市圏を結ぶ南北軸のネットワーク強化により、大規模災害時
における救援ルートの確保が可能となります。

３ 多車線化による既存道路の強化と南北軸のネットワーク強化

東播丹波連絡道路の整備に
より既往の南北軸を強化、及
び兵庫県南西部の交通機能
を確保

高速道路

一般国道

北近畿と京阪神を結ぶ
整備済みの南北軸（高速道路）

北近畿と京阪神を結ぶ
南北軸（構想）

琵琶湖湖西縦貫自動車道や京
都小浜道路の整備により、既往
南北軸の代替機能を確保、及び
京都府・滋賀県北部の交通機
能を確保

多車線の日本海国土軸の整
備により、北近畿への連絡機
能を強化

東播丹波連絡道路

京都小浜道路 琵琶湖湖西縦貫自動車道

日本海国土軸

西日本国土軸
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2

１．分科会の概要

（３） メンバー構成（１８名、学識委員含）

道路の賢い使い方研究分科会 報告書

3

１．分科会の概要

（１） 検討の目的

• ２０５０年を想像すると、少子高齢化による人口減少、生産性の向上、交流人口の増大
等の課題に対し、大きな社会環境の変化が生じることが考えられる。

• 一方、２０５０年のインフラ整備として、中央リニア、北陸新幹線のビッグプロジェクトの完
成、さらに主な高速道路および地域高規格道路のネットワークが完成。

• 情報化社会の進展によりＩＣＴ(ＩoＴ,AI,自動運転)の活用、新たなモビリティサービスの進
展が想定される。

• 地域や交通の社会環境変化がもたらされなか、地域ポテンシャルの向上を見据えた上
で、交通結節点や物流拠点、道路空間の使い方等の道路機能を高めるインフラ整備が
必要。

• 本分科会では、上記を踏まえ、道路の賢い使い方について検討・研究を実施した。

（２） 期間
• 平成27年４月から平成29年３月まで（第Ⅰ期）：道路を賢く使う施策の提案

• 平成29年4月から平成31年３月まで（第Ⅱ期）：近畿北東部における施策の展開

• 平成31年４月から令和 ３年３月まで（第Ⅲ期）：近畿地方全域における施策の展開

道路の賢い使い方研究分科会 報告書
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4

国土のグランドデザイン2050 ～対流促進型国土の形成～

・ 質の高いサービスを効率的に提供

・ 新たな価値創造

キーワード《コンパクト＋ネットワーク》

コンパクト＋ネットワークの意義・必要性

（１） 道路の賢い使い方を考える上でのバックグラウンド

・国土交通省H26.7公表の2050を基本方針として道路を賢く使う施策を整理。

①地域の「多様性」の再構築（ダイバーシティ）

② 地域間の「連携」（コネクティビリティ）

③ 災害へのしなやかな対応（レジリエンス）

国土づくりの３つの理念

道路の使い方の課題（利用者の視点からみた道路の使い方）

① 円滑性な走行が確保

② 安全・安心な道路走行空間の確保 （例；交通事故の更なる削減）

③ 多発する災害に対する防災性の向上

将
来
に
向
け
た
対
応

現
況
課
題

2.道路を賢く使う観点からの施策整理 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

5

（２） 施策検討の視点（検討の方向性）

・道路を賢く使うという観点を、機能面の視点から施策を検討。

視点１：多様な利用者が共存する道路空間の形成

視点２：安全・安心な道路利用のための効率的・効果的な取組み

視点３：円滑な交通機能の確保に向けた取り組み

視点４：道路が有する新たな価値の創造

視点５：防災性向上による国土の信頼性確保

近畿地方の各地域へ具体的な施策展開を検討

2.道路を賢く使う観点からの施策整理 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

ＩＣＴの活用（自動運転、Maas、他地域居住etc）
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6

3.近畿地方への施策展開

（1） 近畿地方におけるプロジェクトの整理
• 近畿地方の２０２５年を見据えると大阪万博の誘致、新名神高速道路の供用、北陸

新幹線（福井～敦賀）開通。さらに２０５０年には北陸新幹線（敦賀～新大阪）、中央リ
ニアの開通など交通や地域の環境変化が想定される。

• 大阪都心部では都市再生事業

• 道路網に関しても整備が進むことが考えられ交通・地域の環境変化がもたらされる。
このような地域ポテンシャルの向上を見据えた上で、交通結節点や物流拠点等の道
路機能を高める整備の提案を実施。

道路の賢い使い方研究分科会 報告書

7

①交通結節点整備
→鉄道、高速道路、船舶等の多様な交通

モードの連携、交通結節点強化
→ＬＲＴ、ＢＲＴの地域交通モードの強化

②拠点整備
→高速道路、鉄道駅、道の駅を活用した

物流拠点／商業施設／防災拠点整備
→歴史遺産(世界遺産、国宝）との接続

③道路空間整備
→道路空間の再配分（自転車クルーズ）
→シーニックバイウェイ

④ＩＣＴの活用
→自動運転、隊列走行、
→Maas

（2） 施策展開 ～近畿地方の施策展開イメージ～

インフラのコンテンツの強化

3.近畿地方への施策展開 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

交通結節点整備

Maas（多様な交通モードの連携）

－ 244 －
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9

「繋がる近畿」 ～道路の賢い使い方：大阪都心部～

3.近畿地方への施策展開 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

～福井嶺南地域における観光振興～
 新幹線開通により観光客の増加が期待される ⇒ アクセス性向上による観光・物流の強化

 生活圏の違う敦賀・小浜は地域の繋がり希薄 ⇒ 嶺南地域として連携強化による地域活性化

敦賀港敦賀港

新駅(小浜)新駅(小浜)

新駅(敦賀)新駅(敦賀)

拠点間の連携強化
・⼩浜IC〜敦賀IC間における⾃
動運転による⾼速バスネット
ワーク整備

観光周遊性の向上
・若狭街道（鯖街道）における歩⾏者通
⾏環境改善（無電柱化・歩道拡幅・休
憩所整備等）

新幹線開業により観光客
が増加する

駅・港・ＩＣのア
クセス性向上

交通結節点のアクセス強化
・敦賀港の活⽤に向けたトラック待機拠点整備、LRT整備
・敦賀ＩＣアクセス向上を⽬指した２層式ラウンドアバウト整備

舞鶴若狭自動車道

⽣活圏の違う敦賀・⼩浜は地
域としての繋がり希薄

地域間連携強化に
よる地域活性化

観光周遊性の向上
・海上と陸上が連携したサイクリングルート整備
・サイクルトレイン、サイクルバスの導⼊

海・道・まちの駅の連携強化
・各駅の機能拡充を図り、防災拠点化
・3駅が連携し、地域全体をサービスエリ
アと捉えた観光拠点整備

小浜駅小浜駅

海・道・まちの駅海・道・まちの駅

海上サイクリングルート 陸上サイクリングルート

自動運転イメージ

2層式ラウンドアバウトイメージ

舞鶴港舞鶴港

敦賀IC敦賀IC

小浜IC小浜IC

東舞鶴駅東舞鶴駅

10

敦賀駅敦賀駅

3.近畿地方への施策展開 近畿北東部① 道路の賢い使い方研究分科会 報告書
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京都府中部地域の活性化と高速ネットワークの有効活用

11

北陸新幹線中間駅（新駅）設置、交通結節機能の強化
↓

京都府中部地域のゲートウェイとして、地域ポテンシャルの向上が
期待

北陸新幹線（⼩浜~京都
間）は通過するのみ

舞鶴港のクルーズ船需要
増に対し、京都中部地域
の魅⼒を⼗分に発揮できて

ていない

中間駅（新駅）の設置と国道477号の機
能強化、交通結節点整備

京都縦貫⾃動⾞道
「京丹波PA」を活⽤したスマー

トICの設置

 京都府中部地域の観光資源の未活用

⇒スマートICや新駅整備によるアクセス機能強化による地域の活性化・魅力向上

 高速鉄道・道路のネットワーク整備の進展

⇒交通結節機能強化（高速バスターミナル等）によるマルチモーダル交通体系の実現

PA+道の駅の機能強化（観
光情報案内・防災）

国道477号の強化

中間駅（新駅）

道の駅
「味夢の里」

京丹波PA

出典：道の駅「京丹波 味夢の里」パンフレット

京都縦貫道路の3⾞線化、ｽﾏｰﾄIC整備、PA+道の駅の機能強
化

↓
京都縦貫道路のアクセス利便性の向上、京都市内の観光だけで
なく、京都府中部地域の観光増による地域の活性化

新駅（松井⼭⼿駅付近）の交通結
節点、⾼速バスターミナルの整備

舞鶴港

京都縦貫道路の3⾞線化

松井山手駅
付近（新駅）

松井山手駅付近（拡大）

松井山手駅

バスターミナルの例

北陸新幹線の新駅周辺の交通結節点、⾼
速バスターミナルの整備

↓
⾼速鉄道と⾼速道路ネットワークの交通結
節機能が⼤幅に向上︕

道の駅
「味夢の里」

3.近畿地方への施策展開 近畿北東部② 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

 滋賀北部(湖西地域)の魅力が不足 ⇒道の駅の機能強化(観光の拠点)し、地域の魅力向上

 湖西と湖東が琵琶湖で分断 ⇒港の機能強化(湖上交通の強化)により観光・物流・企業誘致

若狭地域(京都舞鶴港・小浜)と湖西および湖東地域との連携強化

12

今津港

長浜港

彦根港
米原貨物

ターミナル

京都舞鶴港(日本海側拠点港)

新駅(小浜)

湖⻄地域と湖東地域が琵
琶湖により分断されている

滋賀県北部(湖⻄地域)に
観光の⽬⽟が少ない

新幹線・⾼速道路のネットワークに
より京都、滋賀、福井を結ぶ魅⼒
的な観光ルートが実現
→外国⼈観光客の更なる増加が
期待できる

交通結節点
(港)の機能強
化により湖上交
通を強化

道の駅の機能強化
(観光総合窓⼝、インバ
ウンド観光の拠点)

若狭熊川宿

豊富な観光資源(彦根城等)
⽶原貨物ターミナル・⾼速道路
→湖⻄との結びつきの強化によりさらなる
観光客数の増加、物流の活性化、企業
誘致が⾒込まれる。

彦根城

黒壁スクエア

小浜IC

水陸両用観光船の運航

敦賀JCT
敦賀IC

新幹線・⾼速道路が通過する⼩浜市
から滋賀県北部へのアクセス強化、魅
⼒向上
→観光客数の増加、地域の活性化
が⾒込まれる。

3.近畿地方への施策展開 近畿北東部③ 道路の賢い使い方研究分科会 報告
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滋賀南部地域 リニア中央新幹線,名神名阪連絡道路の整備に伴う拠点整備

水陸両用観光船の運航

 新たな交通ネットワーク網（リニア中央新幹線・名神名阪連絡道路）が整備予定

⇒交通結節点整備等による多様な交通モードへの利便性の向上、周辺物流の効率化

 高規格ネットワーク整備の傍らでローカルエリア（近江八幡駅周辺）が孤立

⇒近江八幡駅を中心とした交通による新たな地域拠点の創出

新名神高速道路

上柘植IC付近 名阪国道

近江八幡駅

ＢＲＴ、ＬＲＴの整備
（近江⼋幡駅周辺地域の拠点化）

物流拠点の整備

物流拠点整備

近江⼋幡駅周辺地域はベッドタウンや
観光地域としてポテンシャルが⾼い

名神名阪連絡道路の整備による
⾼速道路ネットワークの拡充

リニア中央新幹線の整備による
東海道新幹線の準⾼速化

名神名阪連絡道路の延伸
新幹線新駅の整備

商業拠点整備

・商業拠点化等による
地域経済の活性化

・周辺物流の効率化
・⼤型⾞休憩機能の確保

BRT郊外
ﾙｰﾄ

BRT観光周遊
ﾙｰﾄ

BRT基幹ﾙｰﾄ
近江八幡駅

新幹線新駅（案）

八幡堀

西の湖

BRT郊外
ﾙｰﾄ

BRT郊外
ﾙｰﾄ

ＢＲＴ、ＬＲＴの整備

新幹線新駅（案） ・多様な交通モードへの
交通転換の利便性向上

安土城跡

・ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨ＋ﾈｯﾄﾜｰｸの促進
・中⼼市街地の活性化

滋賀県

13

3.近畿地方への施策展開 近畿北東部④ 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

3.近畿地方への施策展開 近畿西部①

14

道の駅あまるべ

道の駅
あゆの里矢田川

道の駅 村岡
ファームガーデン

道の駅 ハチ北
道の駅
ようか但馬蔵

道の駅 やぶ

道の駅
神鍋高原

9

9

9

426
482

29

29

482

312

176

429

道の駅くみはま
SANKAIKAN

道の駅
農匠の郷やくの

道の駅
但馬のまほろば

山陰海岸
ジオパーク浜坂の郷

178

京都府

178

新温泉町役場

新温泉町
町民センター

香美町役場

香美町
村岡地域局

香美町 小代地域局

養父市役所

養父市
養父地域局

養父市
大屋地域局

養父市
関宮地域局

道の駅
但馬楽座

浜坂駅
香住駅

江原駅

養父駅

鳥取県

ハチ高原スキー場

氷ノ山国際スキー場

ハチ北スキー場

別宮の棚田

 道の駅と地域拠点（役場、駅）が散在しており、多様なモビリティで接続が必要。

⇒周回バス、小型モビリティ（端末サービス）等による拠点間の連携強化

⾹美町、新温泉町、養⽗市
は⾼齢化が進展

兵庫県北部には観光地が
点在しているが、観光地間

の連携が不⾜
・道の駅に役場、診療所、店舗および観光地
へのアクセスの機能を付加
・地域拠点（役場、駅）と周回バス等で連携
することで観光振興、⽣活の利便性向上につ
なげる

道路の賢い使い方研究分科会 報告書

兵庫北部地域 道の駅と行政施設の連携・拠点整備
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道路の賢い使い方研究分科会 報告書

 安定かつ効率的な地域物流の確保

⇒ 物流トラックの自動運転化やドローン個別配送による物流の効率化により安定した物流を確保する。

⇒ 需要に応じた柔軟な物の移動が可能となるため、自由な消費が可能となる。

⇒ テレワークの拡充等社会構造の変化により居住地としての魅力向上

慢性的な運送トラック
ドライバーの不⾜

都市部と⽐較して⼈⼝が少
なく物の集積がないため、⾃

由な消費が困難

⾃動運転トラック︓
幹線物流トラックの⾃動運転や
⾃動追従により、輸送の省⼈化

物流結節拠点の整備︓
IC部や幹線道路周辺にて、幹線
輸送と端末配送間の荷物の積み
替えポイントを整備

ドローン配送︓
端末配送をドローンによる個別配
送が担う事でさらに省⼈化

鳥取方面

姫路方面 大阪・神戸方面

京都方面

物流結節拠点の整備︓
幹線道路周辺にて、道の駅等を活⽤
した幹線輸送と端末配送間の荷物の
積み替えポイントを整備し、ドローンに
よる個別配送

道の駅
神鍋高原

道の駅
ハチ北

物流結節拠点

ドローン配送エリア

幹線物流（高速道路）

幹線物流（一般国道）

道の駅

道の駅 村岡
ファームガーデン

道の駅
あゆの里矢田川

道の駅
ようか但馬蔵

和田山IC
山東IC

八鹿氷ノ山IC

養父IC

日高神鍋高原IC

(仮)豊岡IC

(仮)豊岡北IC

佐津IC香住IC
余部IC

久斗IC

新温泉
浜坂IC

居組IC

安定した物流の確保︓
需要に応じ、柔軟に物が移動可
能となるため、⾃由な消費が可
能となる。

3.近畿地方への施策展開 近畿西部②
兵庫北部地域 物流拠点と道の駅を活用ドローン配送：物流の効率化

山間を周遊する
サイクリングロード

として活用

 兵庫県西部エリアは自動車専用道路ネットワークが山間部を通過している。

⇒山間地へのアクセス道路としての活用が期待できる

 並行する一般道が存在するが交通量は少ない。

⇒山間を周遊するサイクリングロードとしての活用が期待できる。

⇒高速バス停、道の駅における自転車の乗降拠点整備（自動運転車のプール場所）。

＜今後の社会動向＞
○インターネットの普及や、新しい働き⽅
による移動減少社会の加速
⇒魅⼒的な新しい移動を⽣み出す
○⾼まる健康志向
⇒⾝近な乗り物 ⾃転⾞の活⽤
○⾃動運転⾞の開発と普及
⇒指⽰した場所に⾃動運転での送迎

⾼速ＩＣやバス停、道の駅を活⽤した
⾃転⾞の乗降拠点整備

（⾃動運転⾞のプール場所）
（必要な場所には拠点を新規整備）

山間でのサイクリング

⼭間地に交通量が少ない
⼀般道がある

個人の体力に合わせたサ
イクリングコースが

可能

既存の
道の駅等

福崎ＩＣ

夢前ＳＩＣ

拠点の
新規整備

拠点の
新規整備

拠点の
新規整備

3.近畿地方への施策展開 近畿西部③

16

兵庫播磨地域 自転車周遊施策(IC、バス停・道の駅の活用、自転車走行空間整備)

道路の賢い使い方研究分科会 報告書
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3.近畿地方への施策展開 近畿中部①

17

道路の賢い使い方研究分科会 報告書

 河川を利用した物流網、物流拠点の整備

⇒河川空間を活用した新たな物流網および物流拠点の整備により少量多頻度の物流需要へ対応

・⼤阪湾⇔⼋幡間は⾈運

大阪湾
瀬戸内海へ

奈
良
北
部
へ

京
都
南
部

へ

京都市内へ東京・名古屋へ

大阪南部・
和歌山へ

大阪北東部へ

中国・九州へ

舟運

ドローン
配送拠点
自動運転トラッ
ク
(隊列走行)
新幹線の物流移
動

新幹線の物流移動（イメージ）

自動運転トラック、隊列走行（イメージ）

物流拠点
（守口）

大阪北部・
兵庫南部へ

物流拠点
（八幡）

京都北部へ

ドローン物流（イメージ）

・三川合流より上流
側は河川空間を利⽤
してドローンで輸送

・船舶、ドローン、トラック、
新幹線（物流）への積
替えが可能な物流拠点
を整備

・船舶、トラックへの
積替えが可能な物
流拠点を整備

・ドローン⇔トラック
への積替え拠点

リニア開通後は、
新幹線のローカル
化、⼀部貨物化

少量多頻度の物
流需要への対応

大阪北部地域 道路と河川空間を利用した物流の効率化

18

道路空間の再配分による移動の円滑化
・専⽤レーン(観光客・物流)
・渋滞予測精度向上(AI、ﾋﾞｯｸﾃﾞｰﾀ)

居住地選択の⾃由度拡⼤
多様な価値観
都市郊外でのスマートシティ構想

居住地選択の⾃由度拡⼤
多様な価値観
都市郊外でのスマートシティ構想

居住地選択の
⾃由度拡⼤
多様な価値観

居住地選択の
⾃由度拡⼤
多様な価値観

⾼速道路を⾛っ
ている⾞はほぼ
⾃動運転⾞

隊列⾛⾏・⾃動運転に対応した
物流拠点整備
ロボット機器等による施設内の
⾃動化 新幹線の⼀部物流利⽤

ロボット機器等による施設内
の⾃動化

中央リニア開通後は、国内線
の便数が減り、国際空港化
⇒海外からの旅⾏者が増加
⇒空港〜京阪神への円滑な
移動⼿段確保が課題

ドローンによる物流
・猪名川・神崎川上空をド
ローンの⾶⾏経路として設定
し、空港〜⼤阪市内・近郊へ
配送（観光客の荷物等）

交通結節点の機能強化
・外国⼈観光客・就労者への
案内拡充（Iot、AI）

 空港、道路、新幹線の連携強化

⇒交通結節機能強化（物流拠点の整備）によるマルチモーダル物流交通体系の実現

 多様な価値観に対応した都市郊外でのスマートシティ構想

3.近畿地方への施策展開 近畿中部② 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

大阪北部地域 多様な交通モードの連携強化、スマートシティの実現

－ 250 －
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 Maasの推進による多様化する移動需要への対応

⇒駅勢圏の広い地域において、Maas推進により端末交通が充実し、観光機会確保や居住環境の向上が

期待できる。

伊丹空港は国際空港化し、
外国⼈観光客の窓⼝に。
外国⼈観光客の移動需要
は多様化している。

伊丹空港

箕面大滝

勝尾寺

脆弱な端末交通

脆弱な端末交通

箕面駅

北千里駅

山田駅

万博記念公園

伏尾温泉

鼓滝駅

脆弱な端末交通

Maasの推進により、端末交通に
様々な選択肢を持つ事で、観光
機会や居住者の移動の⾜を確保

Maasの推進により、端末交通に
様々な選択肢を持つ事で、観光
機会や居住者の移動の⾜を確保

Maasの推進により、端末交通に
様々な選択肢を持つ事で、観光
機会や居住者の移動の⾜を確保

3.近畿地方への施策展開 近畿中部③ 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

大阪北部地域 交通結節点とMaasの推進

20

 空港、道路、新幹線の連携強化

⇒交通結節機能強化（物流拠点の整備）によるマルチモーダル物流交通体系の実現

 多様な価値観に対応した都市郊外でのスマートシティ構想

居住地選択の⾃由度拡⼤
多様な価値観
都市中⼼部や都市近郊外ででのス
マートシティ構想

居住地選択の
⾃由度拡⼤
多様な価値観

道路空間の再配分による移動の
円滑化
・専⽤レーン(観光客・物流)
・渋滞予測精度向上(AI、ﾋﾞｯｸ
ﾃﾞｰﾀ)

⾼速道路を⾛って
いる⾞はほぼ⾃
動運転⾞

余暇が拡⼤し、神⼾
〜⼤阪南部への移
動需要増⼤

関⻄空港・神⼾空港を最短で結ぶ
（仮）⼤阪湾アクアラインの整備
⾃動運転⾞専⽤利⽤

（構想）第⼆湾岸線
⾃動運転⾞専⽤利⽤

新幹線の⼀部物流利⽤
ロボット機器等による施設内
の⾃動化

堺泉北港〜関東・関⻄・中国・四国・
九州につながる物流結節点の整備

堺泉北港堺泉北港

3.近畿地方への施策展開 近畿中部④ 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

大阪北部地域 交通結節点とMaasの推進

－ 251 －
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～新大阪・大阪（うめだ）地区の交通結節機能強化～

新大阪駅新大阪駅

瀬戸内瀬戸内

夢洲夢洲

都心都心

京都京都

うめきたうめきた

大阪駅大阪駅な
に
わ
筋
線

な
に
わ
筋
線

なんば・関西空港なんば・関西空港

交通結節点のアクセス強化
・⾼速バスターミナルの整備
・駅前広場のリニューアル

⼤阪都⼼・⼤阪湾ベイエリア・瀬⼾内
につながる⾈運整備

淀川水系を活用した舟運イメージ

⼗三・淀川⾈運を結ぶ鉄道⇔⾈運結節点の
整備
・⼗三の再整備
・淀川⾈運拠点整備

新⼤阪・梅⽥・なんば・関⻄空港の拠点間
を結ぶ鉄道路線の整備
・中央リニア、北陸新幹線の梅⽥地区への
乗り⼊れ
・新⼤阪⇔関⻄空港間の直通運転化新⼤阪⇔夢洲間を結ぶ⾃動

運転バスルートの確保
・阪神⾼速左岸線の⾃動運
転バスレーンの設置
・（万博期間中）バス専⽤⾃
動⾞道としての運⽤

淀川を利⽤した⾶⾏艇
・近畿圏の湖⽔を利⽤した観光⽀援

バスターミナルの
イメージ（バスタ新宿）

中央リニア・北陸新幹線開業に
より観光客が増加する

万博期間中など拠点駅と夢洲
を結ぶ輸送経路が問題

インバウンドの増加に対応したス
ムーズな交通アクセス

様々な交通モードを円滑に利⽤できるため
の経路選択、予約、決済を⼀括的管理す
るＭaaSプラットフォームの整備

十三駅十三駅

船着き場船着き場

 都市拠点及び広域交通拠点間の連携強化

⇒交通結節機能強化（高速バスターミナル、舟運、飛行艇等）によるマルチモーダル交通体系の実現

 複数モードを円滑に利用できるＭaaSの推進⇒インバウンドを含めた様々なユーザーに寄り添ったプラット
フォームの構築

3.近畿地方への施策展開 近畿中部⑤ 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

～梅田-難波地区間の賑わい創出と都心交通の再編～

森ノ宮⾞庫の開発と天満橋周辺の官公庁
による⾸都機能の補完・連携
・新⼤阪と森ノ宮を結ぶおおさか東線の延
伸（直通化）

バスターミナルの
イメージ（バスタ新宿）

様々な交通モードを円滑に利⽤できるため
の経路選択、予約、決済を⼀括的管理す
るＭaaSプラットフォームの整備

森之宮周辺森之宮周辺

夢洲夢洲

関西空港関西空港

関西空港関西空港

天王寺・あべの
周辺

天王寺・あべの
周辺

なんば周辺なんば周辺

 御堂筋を中心とした道路空間の再編

⇒ 自動車主体の道路空間から、歩行者、自転車主体の道路空間への転換

 都市内移動を支援する新たなモビリティ

⇒ 自動運転技術を取り入れた移動サービスやＭaaSプラットフォームの整備

梅田周辺梅田周辺

御
堂
筋

御
堂
筋

な
に
わ
筋
線

な
に
わ
筋
線

⼤阪都⼼の回遊・⼤阪湾ベイエリアの回
遊性向上
・河川を活⽤した⾈運整備
・夢洲⇔梅⽥・なんば・天王寺⇔奈良を結
ぶバスルートの整備
・⾃動運転専⽤化、専⽤レーン化
・バス専⽤レーン化

都市内における⼈・モノの移動⽀援
・移動だけを⽬的としない⾃動運転
・周遊や観光ツアーへ⾃動運転を組み込
んだサービスの構築
・シェアリングサービス（⾞・⾃転⾞・超⼦
⼩型モビリティ）による移動

新たなモビリティのイメージ

新大阪駅新大阪駅

梅⽥・なんば・天王寺⼀帯
が歩⾏や⾃転⾞空間とな
り、それに対応したサービス

が必要

⼤阪駅前ビルのリニューアルに
あわせた交通結節点のアクセ
ス強化
・⾼速バスターミナルの整備
（バスタ）

⽣活道路への通過交通を抑制する道路
空間再編
・歩道空間の確保
・ライジングボラードによる通過交通排除
・⼩型モビリティを活⽤した市街地内の物
流システムの構築

京都へ京都へ

中之島周辺中之島周辺

御堂筋及びなんば駅前の道路空間の再編
・歩⾏を⽀援する新たなモビリティによる回
遊⽀援
・歩⾏空間の確保と賑わい創出
・道路空間の公園的利⽤

西九条駅西九条駅
⼤阪湾ベイエリア⇔京都を結
ぶ鉄道整備

奈良へ奈良へ

仁徳天皇陵古墳など仁徳天皇陵古墳など

世界遺産に登録された仁徳天皇陵古墳へのバ
スルート、シェアリングサービスの整備

充実させた歩⾏空間へ通過交通を
侵⼊させないための整備が必要

出典：関西電力ホームページ

3.近畿地方への施策展開 近畿中部⑥ 道路の賢い使い方研究分科会 報告書
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～大阪湾ベイエリア地区の観光・産業を支える交通道路網の構築～

神戸空港神戸空港

夢洲夢洲

咲洲咲洲

大阪港大阪港

USJUSJ神戸空港
関西空港
神戸空港
関西空港

 鉄道・大型クルーズ船・大型観光車両など、夢洲への多様なアクセスを可能とする整備の実現

 夢洲とその周辺地域一帯でインバウンドの経済効果を享受できる交通道路網を構築

 観光と物流産業の共存・分離を実現する交通道路網の構築

関西空港・和歌山関西空港・和歌山

様々な交通モードを円滑に利⽤できるため
の経路選択、予約、決済を⼀括的管理す
るＭaaSプラットフォームの整備

多様なアクセスが可能とな
る結節点の整備
・夢洲⇔関⻄空港・神⼾空
港⇔⼤阪都⼼部・京都を結
ぶ⾈運整備
・⾼架橋などの整備で、混
雑を避ける動線の分離
・駅ターミナルからの⾃動運
転モビリティの確保

舞洲・夢洲を結ぶ⾼速道路ネッ
トワークの整備
・阪神⾼速の延伸

近畿圏全域を結ぶヘリコプ
ターの運⽤とヘリポートの活⽤

京都・大阪都心部へ京都・大阪都心部へ

夢洲と周辺主要地域を結
ぶ交通網の整備が必要

万博期間中など観光と港湾
物流の動線分離が必要

鉄道・⼤型クルーズ船・⼤型
観光⾞両など多様なアクセス
に対応できる整備が必要

弁天町駅弁天町駅

西九条駅西九条駅

中之島中之島

新⼤阪⇔夢洲間を結ぶ⾃動運転バス
ルートの確保
・阪神⾼速左岸線の⾃動運転バスレー
ンの設置
・（万博期間中）バス専⽤⾃動⾞道と
しての運⽤

都市内道路交通の減少とあわせた
阪神⾼速道路の道路空間の再編
・夢洲⇔梅⽥・なんば・天王寺を結
ぶバスルートの整備
・⾃動運転専⽤化、専⽤レーン化
・バス専⽤レーン化

京都へ京都へ

夢洲⇔京都を結ぶ鉄道整備

⼤阪都⼼⇔USJ、⼤阪港
夢洲を結ぶ⾈運整備

夢洲を中⼼した観光施設
の宿泊客の受け⽫となる
よう弁天町付近の再整備

自動運転車両イメージ

3.近畿地方への施策展開 近畿中部⑦ 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

24

交通結節点
リニア供用

京奈和全線開通
JR奈良線複
線化

平城旧跡エリア 奈良公園・ならま
ちエリア

大阪都市圏

京都都市圏

名古屋
都市圏

奈良南部

交通結節点整備
・バスターミナル・駅広場整備
・モーダルコネクト
・自動運転（観光エリアへのアクセス）
・企業誘致（オフィス・工場等）
・大阪・京都・名古屋の大都市周遊の促進
・交通結節点利用ビジネス

観光エリアマネジメント
・道路空間有効活用
（歩道拡幅による賑わい創出）

・Curbside Management
（時間帯での道路空間活用変化）
・Maas（決済アプリ）
・AIロボットによる観光案内
・超小型モビリティでの観光周遊
・VR・ARによる歴史体験 等

近鉄奈良線

近鉄
橿原線

JR
奈良線

道路の賢い使い方研究分科会 報告書3.近畿地方への施策展開 近畿中部⑧

ｶｰﾌﾞｻｲﾄﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
(海外)

 既存の観光地は活かしつつ、多くの来訪者を繋ぐ交通結節点を核とした整備の推進！

～奈良中心部における新たな交通結節点整備と街なか整備～

－ 253 －
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奈良中心部

五條 桜井・橿原

奈良南部新たなモビリティの活用
・ドローンによる配送
・空飛ぶ車による人の移動（シェア）
・自動運転バス（シェア）

観光・農業活性化
・体験型観光・サイクリングツ
アー（ヒルクライムなど）
・ロボットによる気軽な農業
（道路空き空間での販売）

都市圏からのアクセス強化
・高速バス新設・増便
・タクシー（周遊観光とあわせて）

中核都市での交通結節
点機能強化
・高速バス停の機能強化
・既存鉄道駅の再整備 等

中核都市での交通結節点機能強化
・高速バス停の機能強化
・既存鉄道駅の再整備 等

新たな航空拠点

南海経済軸

道路の賢い使い方研究分科会 報告書3.近畿地方への施策展開 近畿中部⑨

リニア供用

 潜在需要がある観光資源を活用した新たなビジネスチャンスの創出を支えるインフラを形成！

近鉄
橿原線

～奈良南部における中核都市の交通結節点強化、中山間部との連携～

十津川温泉 谷瀬のつり橋

和歌山市を拠点とした都市拠点の創出と多様な交通モードの活用
 和歌山県における拠点都市として、又大都市圏のベッドタウンとして人口集中

⇒ 市内の交通集中対応と快適なまちづくりによる定住人口の増加と地域活性化

 新たな東海南海連絡道（太平洋新国土軸）の整備

⇒ 広域ネットワークの連携による広域交流人口の増加と物流ネットワークの向上

⼤都市圏域との広域連携
・⼤都市圏との連携強化東海南海連絡道の整備によ

り広域ネットワークが拡充

駅・港・ＩＣの
アクセス性向上

都市部の移動円滑化（交通施策）
・MaaS、カーシェア
・パーソナルモビリティ
・都市内エリアのエアモビリティ

都市部の移動円滑
化による地域活性化

⾃動⾞交通抑制による環境改善
・道路空間の都市公園化によるにぎわい創出

海・道・空の連携強化で物流機能の強化
（アクセス強化）
・マルチモーダルシフトと⾃動運転トラック
・関⻄国際空港との⾼速⾃動運転バス

自動運転イメージ

和歌山港和歌山港

和歌山IC和歌山IC

26

和歌山駅和歌山駅

⼈⼝集中による交通
量の改善

3.近畿地方への施策展開 近畿南部① 道路の賢い使い方研究分科会 報告書
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・海外との⽞関⼝である空港、港湾と
鉄道、⾼速道路、物流ターミナル、リ
ゾート施設を直結

白浜空港

白浜駅

白浜ＩＣ

白浜港

リゾート施設

物流拠点

関⻄を訪れる外国⼈観光客の増加

空港、港湾の機能を強化し海外
から関⻄への窓⼝としての機能を強化

・⾼速道路上は⾃動運転の空⾶ぶ⾃
動⾞で移動

海外から白浜空港へ

海外から白浜港へ

自動運転飛行車両で大阪へ

 関西を訪れる外国人旅行客の増加

⇒空港・港湾整備、交通結節点間の連携強化により海外からの窓口機能を強化

 南海トラフ地震発生の可能性の高まり

⇒防災拠点整備とにより交通結節点間の連携強化により街全体の防災拠点化

防災拠点施設和歌⼭県の中央部に位置し、
陸海空でのアクセスが可能

街全体を防災拠点化することで
発災時のスムーズな対応に寄与 物流拠点の整備

交通結節点間の連携強化により
アクセス性向上

3.近畿地方への施策展開 近畿南部② 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

～白浜空港周辺における拠点（物流、防災）、交通結節点整備～

新宮市周辺における観光資源との連携を図る交通ネットワークの形成
 世界遺産を中心とした周辺の豊かな地域観光資源の連携活用（那智勝浦・串本）

⇒ 観光周遊拠点として新たなモビリティのネットワーク形成による観光機能強化

（更なるインバウンドの拡大による地域産業の活性化と地方再生）

観光周遊道路の再整備
・既存道路を利⽤した熊野歩道
の再整備

国内観光客、インバウンドの
観光周遊への対応

新たなモビリティに
よるマルチモーダル観光地での移動円滑化

・グリーンスローモビリティ
・パーソナルモビリティ

観光資源を⽣かし観光
に特化したまちづくり

観光周遊道路を基
軸とした再整備

観光拠点間のネットワーク形成
・周遊ルートの⾃動運転バス
・道の駅を発着としたエアモビリティ

自動運転イメージ

那智勝浦那智勝浦

勝浦温泉勝浦温泉

28

熊野古道熊野古道

串本串本

熊野本宮温泉郷熊野本宮温泉郷

道路の賢い使い方研究分科会 報告書3.近畿地方への施策展開 近畿南部③
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水陸両用観光船の運航

 世界文化遺産：熊野古道をめぐる観光交通増加、永続的な古道の保存への対応

⇒パーソナルスローモビリティ（PSM）拠点機能整備

※PSMとの交通結節点として、熊野本宮大社駐車場や道の駅等を交通観光拠点として高機能化。

※人道である熊野古道（中辺路）において、低速での移動と個別行動を可能にするPSMを導入。

※熊野古道を永続的に保存するとともに、そのものの良さを 大限に発揮。

参詣道

i-Road

熊野古道とは、主に以下の6つの道を指す。
紀伊路（渡辺津 - 田辺）
小辺路（高野山 - 熊野三山、約70km）
中辺路（田辺 - 熊野三山）
大辺路（田辺 - 串本 - 熊野三山、約120km）
伊勢路（伊勢神宮 - 熊野三山、約160km）
大峯奥駈道 （吉野 - 熊野三山） 段差や悪路が走行可能な

ﾓﾋﾞﾘﾃｨ

～和歌山県南部 世界遺産(熊野古道)を巡る観光拠点の整備～

3.近畿地方への施策展開 近畿南部④ 道路の賢い使い方研究分科会 報告書

29

30

道路の賢い使い方研究分科会 報告書4. 2050年に求められる道路のすがた

 2050年を創造し、道路の利用する場面毎にｲﾒｰｼﾞ図を整理。

道路の利用する場面 キーワード

都市中心部 ・ドローンの活用（宅配、緊急車両）
・自動運転の普及（車線縮小⇒道路空間の再配分：車線増、歩行空間）
・道路付属施設（標識類）の撤去⇒ホログラムによる表示
・地下空間物流

居住地 ・ドローンの活用（宅配）
・自動運転の普及（自動デマンドバス）
・憩の空間創出（小河川、ポケットパーク）

交通結節点 ・ドローンベース（基地）
・バスターミナル
・鉄道、空港、港湾との連携

高速道路 ・自動運転（車線縮小、中央帯削除
⇒道路空間の再配分：車線増、リバーシブルレーン）

・地下空間物流
・物流拠点、ドローンベース（基地）

道の駅 ・ドローンベース（宅配基地）
・防災拠点化
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道路の賢い使い方研究分科会 報告書4. 2050年に求められる道路のすがた

宅配ロボット
ドローン配送

スローモビリティ
ステーション

～都市中心部～

地下空間物流

自動運転車線縮小
（空間の多様化）

空間の多様化
(ＬＲＴ）

路面標示ホログラム
(需要に応じ車線増減)

自動運転
（無信号、無標識）

ﾋﾞｼﾞﾈｽｽﾎﾟｯﾄ利用
小型モビリティ
（シェアリング）

遊び場、憩場
（ベンチ、遊具、緑地）

ﾋﾞｼﾞﾈｽｽﾎﾟｯﾄ利用
（車内）

32

道路の賢い使い方研究分科会 報告書4. 2050年に求められる道路のすがた

多目的利用空間
ｶｰﾌﾞｻｲﾄﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

宅配ステーション
（人が取りに来る）
ｶｰﾌﾞｻｲﾄﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

非常時貯水タンク
（豪雨時貯留、災害時貯水）

～都市中心部 ｶｰﾌﾞｻｲﾄﾞ（歩車境界空間利用）～
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道路の賢い使い方研究分科会 報告書4. 2050年に求められる道路のすがた

自動配送トラック
(地下物流ステーション）

人工河川
（憩の場）

自動
デマンドバス

ドローン配送

地下空間物流

多言語サイン
多目的サイン ポケットパーク

道路空間再配分
憩空間の創出

～都市部 居住地道路～

34

道路の賢い使い方研究分科会 報告書4. 2050年に求められる道路のすがた

～交通結節点 都市部～

乗用ドローン

自動運転(専用)

ドローンベース

空港

バスターミナル

鉄道駅

多様な交通モードの結節
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ドローンベース

～交通結節点 地方部～

高速鉄道駅

乗用ドローン

緊急車ドローン(優先)

多様な交通モードの結節

道路の賢い使い方研究分科会 報告書4. 2050年に求められる道路のすがた

バスターミナル

36

全て自動運転化
(乗用／物流専用レーン

～高速道路～

スカイスーツ

ドローン宅配 自動運転化で車線縮小し中央
帯をリバーシブル運用

物流拠点

地下空間を活用した
幹線物流

道路の賢い使い方研究分科会 報告書4. 2050年に求められる道路のすがた
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災害時はドローンで
情報収集

ドローン宅配

ドローン宅配基地
(道の駅に併設)

災害基地
(災害オペレーション）

道路の賢い使い方研究分科会 報告書4. 2050年に求められる道路のすがた
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（３）国⼟交通計画研究分科会
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道路研究委員会

令和２年１２月２日

国土交通計画研究分科会 成果報告

2

■分科会メンバー（１４名） 国土交通計画研究分科会 成果報告

種 別 所 属 氏 名

学識委員 松江工業高等専門学校 校長 大津 宏康

委員長(～R2.3) (株)ニュージェック 鈴木 直司(退会)

委員長(R2.4～) 協和設計(株) 野呂 竹志

副委員長 (株)エイト日本技術開発 小椋 博和

副委員長 大日本コンサルタント(株) 富田 洋史

委員 (株)オリエンタルコンサルタンツ 村井 宏徳

委員 (株)オリエンタルコンサルタンツ 森脇 楓

委員 (株)建設技術研究所 島本 真嗣

委員(R2.4～) 協和設計(株) 椿 純一

委員 (株)スリーエスコンサルタンツ 川上 哲央

委員 中央復建コンサルタンツ(株) 田ノ畑 聡史

委員(～R2.8) 東洋技研コンサルタント(株) 長谷川 雄一(退会)

委員 (株)日建技術コンサルタント 青松 祥平

委員 (株)日本インシーク 鎌木 隆太

委員 (株)ニュージェック 三荒 智也

委員 (株)ニュージェック 杉本 真莉
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3

■研究内容

①「関西3空港一体化に向けた交通ネットワーク

とまちづくり」に関する研究

・3空港一体化に向けた交通ネットワークのあり方研究

・3空港一体化を促進させる交通結節点（新尼崎、夢洲のまちづくり）のあり方

②「南海経済軸のあり方」に関する研究

・南海経済軸沿線の国土利用のあり方

・西日本4支部連携「意見交換会」を通じた西日本全体の国土利用のあり方

国土交通計画研究分科会 成果報告

4

■研究内容

③「西日本4支部連携 意見交換会」

・西日本4支部協働での政策提言の作成

国土交通計画研究分科会 成果報告
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関⻄３空港の⼀体化運⽤（ワンエアポート）
の実現に向けて

令和2年12⽉2⽇（⽔）

建設コンサルタンツ協会近畿⽀部 道路研究委員会
国⼟交通計画研究分科会 ３空港⼀体WG

三空港一体WG

❒新型コロナウィルスによる観光産業の動向
2020年上半期の訪日外国人数、前年比▲76.3％（395万人）の観光産業の落ち込み。

外出自粛要請、緊急事態宣言の発令の影響で、宿泊施設の客室稼働率が低迷。

①はじめに ～withコロナ・afterコロナを見据えて～

❒新型コロナウイルス感染症を克服する新たな観光⽴国の実現
【「３密回避」のための新たなサービスの施策】

 徹底した安全管理に基づく安全・安心な観光を楽しむ。

 ３密（密集・密閉・密接）を避けた観光、人との密集が想定される場所は回避

し、分散型、解放型のものが望まれる。

小規模分散型プライベート空間の確保

開放感ある屋外のアクティビティ❒安⼼・安全なインバウンドニーズに応える⼤阪圏の将来像
 関西都市圏トライアングルネットワーク構想 ～関西３空港を高速ネットワークで連結～

⇒高速アクセスを活かした経済活性化を有する新国際拠点「夢洲」を形成。

 広域トリップの玄関口「新尼崎」の新拠点開発

⇒次世代モビリティ(自動運転)等を集約したターミナルの配置、人との非接触シームレス化「MaaS」導入。

 withコロナ・afterコロナを見据えた経済効果

⇒時間の分散効果と新たなライフスタイルを可能とする「ナイトタイムエコノミー」（夜の経済）の試み。

withコロナ・afterコロナを想定し、これから、やるべきことは何か？
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三空港一体WG

②－１ インバウンドニーズの高まり

3

●関西３空港の一体運用により利用規模が世界の代表的な空港と同レベルまで拡大。
●関西３空港間の利便性を高めることで、それらを上回ることが可能。

三空港一体WG

②－２ 関西３空港の一体運用
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4

三空港一体WG

②－３ 海外主要空港の動向 ～香港・マカオ・深圳空港の連携～

関西と大阪（伊丹）、神戸の３空港のあり方を話し

合う「関西３空港懇談会」が１１日、開催された。急

増する訪日外国人客や２０２５年の大阪国際博覧会

（万博）、9月の台風で打撃を受けた関空の代替機能

を見据え、高まる航空需要の受け入れ態勢などが焦点

となった。

その中で、神戸空港は、発着可能時間を１時間延ば

して午後11時までとし、 大発着回数も60から80に

増やすことで決議され、関西経済活性化につなげる突

破口となる。過去には、神戸については、「プライ

ベートジェットや国際チャーターを拡大して欲しい」

という意見がかなりあったこと、また、昨年秋の関空

水没被害で国際線の代替機能を考えるきっかけとなっ

たことなど、３空港一体で関西の拠点空港としての地

位を高めたい。

②－４ 都市版リダンダンシーの確保

三空港一体WG

写真：台風21号 連絡橋に船衝突
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関⻄都市圏トライアングルネットワーク構想
〜関⻄３空港・主要都市圏を⾼速鉄道ネットワークで結ぶ〜

伊丹空港

新神⼾

関⻄空港

和歌⼭

橋本

奈良

⾄ ⽶原

⾄ 名古
屋

⾄ 中部

⾄ 岡
⼭

⾄ 四国・九州

新尼崎副都⼼構想

新尼崎

新⼤阪

姫路

夢洲・⼤阪

京都

⾄ ⼩浜

神⼾空港

松井
⼭⼿

伊丹空港

関⻄空港神⼾空港

京都

奈良神⼾・⼤阪

京都

橋本和歌⼭

三空港
⼀体化運⽤

⼤阪圏の
都市機能強化

四国・中部地⽅へ
の接続を⾒据えた
関⻄⼤環状の形成

 ⼭陽新幹線との接続により、
⾼速鉄道と空港を直結

 名神⾼速道路との接続により、
⾼速道路ネットワークと連結

⇒関⻄の⼀⼤交通結節点へ

 ２０２５年国際博覧会の誘致
 統合型リゾート（ＩＲ）構想
 関⻄三空港トランスファー機能

夢洲空港ターミナル構想

三空港一体WG

③－１ 関西都市圏トライアングルネットワーク構想

奈良

京都

新大阪

新尼崎

大阪空港

神戸空港

関空

和歌山

大阪都心

北陸方面

関東・甲信越方面

東海方面

近郊都市・北近畿・山陰方面

中国・四国・九州方面

全国各都市へ

海外へ

新神戸

L=17km 5分 20分

L
=
1
2k

m
4
分

L
=
5
km

3
分

（20分)

（20分)

（40分)

（40分)

（30分)

全国各都市へ

南紀方面

山陽新幹線

（10分)

（●●分)：関空からの所要時間

夢洲

5分

10分

（30分)

名古屋

■夢洲まちづくり構想イメージ図（関西経済同友会WEBより）

■夢洲との所要時間

『関西３空港の連携強化』

●関西3空港の一体化によるハブ空港機能の強化（乗り継ぎ20分により全国各地の空港と関空を接続）
●関西圏を関空60分圏内に
●３空港への高速アクセスを生かしたトランスファー機能を有する新都市拠点の形成

夢 洲：新たな国際観光拠点の形成（『夢洲まちづくり構想』・『大阪IR基本構想』との連携）
大阪副都心の近隣圏域（短トリップ）の玄関口

新尼崎：新幹線や高速道路を利用する広域圏（長トリップ）からの玄関口
●空路・陸路の代替輸送機能強化

2
対象地 所要時間

関西空港 10分

大阪空港 10分

神戸空港 10分

大阪都心 20分

新神戸 20分

京都 30分

奈良 30分

和歌山 20分

三空港一体WG

③－2 関西三空港の連携強化
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●関西都市圏（大阪・神戸、京都、奈良）の都市機能強化：超高速鉄道化により15分圏内に
●関西大環状の形成：超高速鉄道化により関西都市間40分圏内に
●関西大環状を中心とした南海経済軸の強化による中部、四国・九州方面への接続

⇒関西圏や他地域からの人の動きを容易にし、都市機能強化と経済の活性化を図る

関空

⾄岡⼭

⾄名古屋⾄⼩浜

リニア新幹線

北陸新幹線

L=40km 
現60分⇒将12分

L=50km 
現60分⇒将15分

⼭陽新幹線
⾄名古屋

L=80km 
現80分⇒将24分

L=40km 
現60分⇒将12分

⾄四国
・九州

⾄中部

※駅間距離並びに現在の所要時間はYAHOO!乗換案内より
※将来の所要時間は高速鉄道の速度を200km/hで計算

京都

奈良神⼾・⼤阪

⼤阪圏の
都市機能強化

京都

橋本和歌⼭

四国・中部地⽅へ
の接続を⾒据えた
関⻄⼤環状の形成

『関⻄⼤環状の形成』

都市機能強化

京都

奈良
⼤阪

（新⼤阪、夢洲、
新尼崎）

神⼾

和歌⼭ 橋本

南海経済軸

京都

三空港一体WG

③－3 『関西都市圏（大阪・神戸、京都、奈良）の都市機能強化』と『関西大環状の形成』

関西が保有する個性と資産を生かしたアジアを先導する
『西日本版スーパーメガリージョン』の形成

 首都圏域の災害時に備え、国民生活や経済活動を維持・継続するための都市版リダンダンシーの確保。
 アジアのゲートウェイ・国際拠点空港として、ハブ空港としての機能を形成。

⇒３空港（関西・伊丹・神戸）を中心とした交通結節都市「夢洲」「新尼崎」の副都心構想を提言。

『夢洲』の将来イメージ
～ コンセプト：世界と日本各都市を結ぶ空の玄関口～

≫ ≫ ３空港の中心部に位置し、陸路・航路・空路の各交通モードの『結節』を強化した交通結節都市。
≫ ≫ＩＲ（統合型リゾート）建設や大阪万博後のレガシーを活用し、空港連携のトランスファー機能を強化。
≫ ≫ 金融機能の一端を担う「ワールドファイナンシャルセンター」の建設をイメージ。

『新尼崎』の将来イメージ
≫≫  新幹線や高速道路を利用する広域圏（長トリップ）からの玄関口。
≫ ≫ 高速かつ大量輸送、物流の移動が可能な各交通モードの『結節』を強化した交通結節都市。
≫ ≫ 次世代モビリティ（自動運転等）、タクシー、ツアー系高速バスの乗降場を集約したターミナルの配置

及び人との非接触シームレス化「MaaS」導入。

④－１ 新しい交通拠点の整備（舞洲・新尼崎）

三空港一体WG
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④－２ 新しい交通拠点（夢洲・新尼崎）の将来像

三空港一体WG

大阪副都心
（森之宮）

交通結節点都市『夢洲』による三空港一体化
～世界と日本各都市を結ぶ空の玄関口～

【夢洲の機能】
 ＩＲ（統合型リゾート）や大阪万博後のレガ

シーを活用するとともに、空港のチェックイ
ン機能やトランスファー機能を整備

 アジア圏の 金融機能の一端を担う「ワールド
ファイナンシャルセンター」を整備

【三空港の一体化運用】
 各空港を超高速の小型リニアで接続し、空港

間の短時間移動を実現

関西国際、伊丹、神戸の３空港
の中心部に位置する陸路・航
路・空路の各交通モードの交通
結節都市『夢洲』により三空港
を一体化運用

④－３ 新拠点「新尼崎」の将来像

三空港一体WG

路線バス

⾞両を⼿配している⼈

降りてくるカーシェア

⼩型リニアに乗降

新幹線に乗降

インフォメーションセンター＆カフェ

荷物運搬ロボ(⼈に追従)

⾞路

⾃動荷物運搬装置

待機する電⾞

発着する⾃動⾞

〜新尼崎のコンセプト〜
・⽴地を活かし、複数の交通機関が結節 ・⼈が移動するのではなく、モビリティが⼈の近くまで移動
・ドーム内を上下空間で使い分け、下は⾞両への乗降・休憩空間、上はモビリティの発着・待機空間
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交通機関と言語のシームレス化

トランジット時間の充実
（MaaS活用による地域魅力発信）

尼崎商店街

セキュリティ強化・テロ対策（顔認証システムの連動）

 ひとつのサービスで交通機関の隔たりゼロへ
 自国の言語で検索・決済 言葉の壁ゼロへ

 顔認証により公共交通のセキュリティを強化
 近年導入が始まっている空港での顔認証システム

と連動し、顔パスで日本国内をスムーズに移動

 トランジット時間など、両替不要で地域を観光
 MaaSの活用で尼崎の魅力を再発信

新尼崎

リニア

国際線

国内線

新幹線
高速バス

カーシェア

タクシー
路線バス

＜MaaS対応の交通機関イメージ＞

観光時の顔認証による決済

④－４ 新尼崎版「MaaS」システムの導入

三空港一体WG

【ナイトタイムエコノミー（夜の経済）】

◯with・afterコロナ社会（ニューノーマル社会）におけるナイトタイムエコノミーの考え方

ナイトタイムエコノミーとは、

・消費活動が停滞する夜の時間帯に、“人が集まり遊ぶ”ことのできる空間や機会を提供

・“賑わい”を創出することで、人々の消費活動を活発にしようという概念

← 本質的に「３密」であることが前提となっている

← 感染症対策が叫ばれる情勢下では理解が得にくい…

これまでは、空港利用客（外国人観光客）をターゲットとしたインバウンド施策として、位置づけしていた傾向は否めない

← もちろん渡航制限が永久的に続くわけではない

← 一方で、インバウンド一辺倒になることの脆弱性が露見する事態に…

☆「ナイトタイムエコノミー」を、単なる賑わい創出、観光客の消費増の観点から考えるのではなく、ポストコロナ社会、
ニューノーマル社会におけるライフスタイルの一形態として捉えなおすことができないか？

Keyword
１．時間の分散効果（ソーシャルディスタンスの確保）
２．時間と空間に縛られないライフスタイルへの対応

⑤－１ withコロナ・afterコロナを見据えた経済効果 ～舞洲での長時間滞在プラン～

三空港一体WG
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(1)時間の分散効果
・昼間に集中していた活動 ⇒ 夜間にも拡⼤開放

⇒ 時間的な選択幅の広がり。

・消費者は個⼈のライフスタイル形式に従った
“⾃由な時間帯”の選択。

・混雑を避ける ⇒ 多様な時間帯選択のあり⽅が理想。

・結果、ソーシャルディスタンスを確保した状況で、活発な消費活動が期待。

(2)時間と空間に縛られないライフスタイルへの対応
・テレワークやワーケーションの実装化

⇒ オフィス空間だけでなく働く時間帯（夜間）も選択。

・夜間に外出し動けることに価値がある。

・夜間のワークスペース等の開放と合わせ、
消費活動との相乗的が期待。

・多様なライフスタイルに対応
⇒ 消費活動時間を拡⼤することを再定義する。

・時差の制約なしに各種の活動、他国とのオンラインでのやりとり等を⾏う環境の提供も可能。

⑤－２ 期待できる効果

三空港一体WG

⑤－３ モデルコースA

三空港一体WG
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⑤－４ モデルコースB

三空港一体WG
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道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

成 果 報 告

（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近 畿 ⽀ 部

令和2年12月2日(水)

（⼀社）建設コンサルタンツ協会 近 畿 ⽀ 部
道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会

南 海 経 済 軸 W G

道路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

西日本の新たな国土軸『 南 海 経 済 軸 』の提案 1

Infrastructure
コンパクト ＆
ネットワーク

Innovation
地方空港活用

次世代ｲﾝﾌﾗ/ﾓﾋﾞﾘﾃｨ

Inbound
観光から

定住・雇用へ

既存の国土軸と連携する

南海経済軸を創生し 西日本の持続的発展を支援

👉 国土の均衡ある発展

に向けて西日本を強化する
新たな国土軸を提案
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道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

西日本の新たな国土軸『 南 海 経 済 軸 』の提案 2

南海経済軸を活用し

ヒト・モノ・カネの交流を強化

👉 南海経済軸の創出により新たな都市圏を形成
👉 西日本地域内・外のゲートウェイとなる

関西３空港の相互連携
👉 西日本地域における内・外連携の

リダンダンシーを視野に入れた地方空港活用

道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

『 西日本版スーパーメガリジョン構想 』の提案 ～新たな都市圏域を創造～ 3

西日本主要都市（100万人以上）の人口は計2,770万人

世界ランク 第 6 位 の都市圏域を形成！

出典：CITY POPULATION
AGGLOMERATIONS
(reference date: 2018-01-01)

世界の都市人口ランキング（日本のみ） 世界の都市人口ランキング

ランク 都市名
人口

（万人）
備考 ランク 都市名

人口
（万人）

2 東京 3,990
incl. 千葉、川崎、前橋、相模
原、埼玉、宇都宮、横浜

スーパーメガリージョン
（東京-名古屋-大阪）

6,810

17 大阪 1,770
incl. 姫路市、神戸市、京都市、
堺市 1 広州_中国 4,560

34 名古屋 1,050 2 東京 3,990

193 福岡市 270 3 ジャカルタ_インドネシア 3,030

209 札幌 250 4 上海_中国 2,950

237 岡山 220 incl. 福山 5 デリー_インド 2,840

258 北九州市 205 incl. 下関
西日本版

スーパーメガリージョン
2,770

293 広島 189 6 マニラ_フィリピン 2,460

357 仙台市 151 6 ソウル_韓国 2,460

419 浜松 132 8 ムンバイ_インド 2,420

458 那覇市 121 9 メキシコシティ_メキシコ 2,260

474 熊本市 116 10 ニューヨーク_アメリカ合衆国 2,220

480 静岡 115

561 富士 100

👉スーパーメガリージョン構想との相乗効果を誘発し、

西日本の経済発展、牽いては日本の経済発展に繋げる
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2

伊丹空港

新神戸

関西空港

和歌山

橋本

奈良

至 米原

至 名古屋

至 四国・九州

尼崎新副都心構想新尼崎

新大阪

夢洲・大阪

京都

神戸空港

松井
山手

 山陽新幹線との接続により、
高速鉄道と空港を直結

 名神高速道路との接続により、
高速道路ネットワークと連結

⇒関西の一大交通結節点へ

 ２０２５年国際博覧会の誘致
 統合型リゾート（ＩＲ）構想
 関西三空港トランスファー機能

夢洲・空港ターミナル構想

陸・海・空の交通をすべて集約

夢洲に巨大ターミナルを

至 岡山

姫路

伊丹空港

関西空港神戸空港

京都

奈良神戸・大阪

京都

橋本和歌山

関西三空港
の連携強化

関西都市圏
の都市機能強化

四国・中部地方への
接続を見据えた

関西大環状の形成
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関西国際空港 大阪国際空港

（伊丹）

神戸空港 3空港

一体運用
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（大韓民国）

チャンギ国際空港

（シンガポール）
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）

3空港を合計すると・・・

道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

『夢洲・空港ターミナル構想』の提案 ～関西3空港を高速鉄道で結ぶ～ 4

関西三空港
の連携強化

福岡空港の
ハブ機能強化

近畿（関西3空港），九州（福岡）に次ぐ

3つめのゲートウェイ拠点を創出

➤西日本の地方空港(全35空港)
のうち、13空港で国際線が就航
➤関西空港は世界各国，福岡空
港はアジア20都市と接続

❏瀬戸内エリアの４空港
（広島・岡山・高松・松山）
を連携
❏空港間は高速交通ネッ
トワークやLCCで接続

3つ目の
ゲートウェイ

を創出

アジアや世界各国との交流機会の増大を図り、
地方都市のポテンシャルを向上

2

道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

『瀬戸内(4空港)新ゲートウェイ構想 』の提案 ～地方空港のイノベーション～ 5
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道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

南海経済軸がもたらす近畿圏への効果 6

南海経済軸で近畿圏の魅力をさらに強化

南海経済軸を中心に
新たな交通体系が創出

地域産業支援

観光交流促進災害を受けないまち

ｻﾌﾞｱｰﾊﾞﾝｴﾘｱ魅力向上

南海経済軸により、近畿～中国・

四国・九州との連携が強化される

ことで、人流や物流を活発化させ、

地域の魅力向上や資源の価値向

上が期待されます！

道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

【新たな施策の提案①】 交通モードのイノベーション 7

『 南 海 経 済 軸 』を移動する次世代モビリティ

交通をイノベーションする！

👉 身近で手軽な移動手段

～空飛ぶクルマ～

👉 平均時速1174km/h

～ハイパーループ～

👉 海の上を街が走る

～クイーンビートル～

👉 南海経済軸や近畿圏内での移動に対し、

次世代モビリティを積極的に導入
👉 多様な交通モードに対応した交通インフラの整備

👉 移動目的に合わせて、

多様な交通を選択
－ 276 －
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①－１：交通モードのイノベーションに伴う2050年の移動イメージ 8

南海経済軸の移動イメージ

サブアーバンエリア

サブアーバンエリア

陸・空両⽤⾞両など
次世代モビリティでの移動

リニアで⾼速移動

関西都心エリア

サブアーバンエリアへの移動イメージ

都心エリアの移動イメージ

関西３空港一体運用で
エリア内を高速鉄道で移動

乗換

乗換

⾼速移動を実現しつつも
⾃動運転でゆったり

エリア内は次世代
パーソナルモビリティで

⾃由に

多様なモビリティに
スムーズに乗換

移動目的や距離に適したモビリティを導入！乗換もスムーズに。

大阪

京都

奈良

道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

①－２：交通モードのイノベーションに伴う2050年の移動イメージ 9

四国

➊ 南海経済軸で移動

➋ 関⻄都⼼エリア内を⾼速移動

➌ サブアーバンエリアへ⾼速かつゆったり移動➍ エリア内の移動は、
次世代パーソナルモビリティで

京都北部

➎ 関⻄都⼼エリアへ移動

関空

新尼崎

➏ 三空港を利⽤して別の場所へ

南海経済
軸で移動

関⻄都⼼
エリア内を
⾼速移動

サブアーバ
ンエリアへ⾼
速かつゆっ
たり移動

関⻄都⼼
エリアへ移

動

三空港を
利⽤して別
の場所へ

エリア内の移
動は次世代
パーソナルモ
ビリティで

四国

新尼崎

奈良

京都北部

大阪

新尼崎

関空

海外へ

京都

交通イノベーションで、近畿圏に新たな移動需要を創出！

海外へ
－ 277 －



関西都心エリア

道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

①－３：交通モードのイノベーションに伴うインフラ整備 10

南海経済軸移動サービスの革命

南海経済軸等の国土軸に
乗換可能な次世代交通結節点の整備

サブアーバンエリア
への交通インフラ整備

サブアーバンエリア

サブアーバンエリア

・多様な交通モード（次世代モビリティ、航空機、
⾼速鉄道、船舶、カーシェアなど）と旅⾏、医療、
教育機能を有した次世代交通結節点の整備

・⾃動運転モビリティや次世代モビリティ
等が通⾏するための道路・鉄道等の改良
（基本は多⾞線化等現道改良のイメージし、
新規でのインフラ整備は想定しない）

・鉄道やタクシー、バス、サイク
ルシェアなど、多様なモビリティ
をワンストップで予約・決済・利
⽤可能に（Maasプラットフォー
ム構築）

都心エリア内の交通インフラ整備

・都⼼エリア内を⾼速移動するための⾼速
交通ネットワーク（新たな道路・鉄道等）
や交通結節点の整備

インフラ整備で、交通イノベーションをさらに加速！

地域連携

道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

【新たな施策の提案②】 需要と供給に応じた地域産業活性化

多様な連携で地域産業を活かす

需給に応じた地域産業の活性化

11

👉 近畿圏はブランド農産品を数多く有しており

新鮮な状態で西日本へ供給できることで
ブランド価値が向上

👉 食料自給率は低く、西日本各地に依存
👉 製造品の流通は国内上位にあり、西日本に

分布する素材型産業との連携で競争力強化

👉 農産品・製造品を西日本で

補完しあい地域産業を活性化

ブランド産品に興味を持った人が
グリーンツーリズムで収穫体験

地方の農家と直接契約
し産地直送の新鮮野菜
を楽しめる

滋賀県では企業・大学・県等が連
携し、新技術・新製品の開発が加
速化（素材活用範囲拡大が期待）
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②－１：近畿圏地域産業マップ

近畿圏におけるブランド農産品・工業地帯

更なるブランド力向上のため、
近畿圏内の連携を強化

▼
南海経済軸を活用し、

流通を促進

近畿圏は多数のブランド品を有している

地域連携

地域ブランドを
世界へ発信

海外

工業製品は日本トップレベルの
ブランド力を保有

▼
海外への流通を促進

12
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②－２：地域産業における施策イメージ

マーケティング企業

農機メーカー

広告代理店食品製造・加工企業

地方大学

食品加工技術
研究機関

農 業

旅行代理店 飲食店

品種改良
研究機関

ロボット・AI
研究機関

生産・・・新種開発、生産新技術開発による生産量拡大、ロボット・AI技術開発による生産性向上
加工・・・加工技術開発による新商品開発
流通・・・農業体験型ツアー、飲食店提携、農産物・加工食品の市場拡大による流通促進

交通モビリティを活用した流通ネットワークを開拓

提 供

農業施策イメージ

産学連携による農業の活性化

産学連携により地域産業を活性化▶ブランド⼒の向上をめざす

13
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（参考資料）地産地消率／工業生産額

順位
食料自給率

(％)

全　国 37
北海道 1 196
秋　田 2 190
山　形 3 135
青　森 4 120
新　潟 5 107
岩　手 6 106
佐　賀 7 95
鹿児島 8 79
福　島 9 78
富　山 10 78
宮　城 11 74
栃　木 12 73
茨　城 13 70
島　根 14 66
福　井 15 66
宮　崎 16 64
鳥　取 17 62
熊　本 18 59
長　野 19 53
滋　賀 20 48
石　川 21 48
高　知 22 47
大　分 23 47

順位
食料自給率

(％)

長　崎 24 45
徳　島 25 41
三　重 26 40
岡　山 27 36
愛　媛 28 36
香　川 29 33
群　馬 30 33
山　口 31 32
和歌山 32 28
沖　縄 33 27
千　葉 34 26
岐　阜 35 24
広　島 36 23
福　岡 37 20
山　梨 38 19
静　岡 39 16
兵　庫 40 16
奈　良 41 14
京　都 42 12
愛　知 43 11
埼　玉 44 10
神奈川 45 2
大　阪 46 1
東　京 47 1

都道府県別食料自給率 都道府県別工業生産額

合計

（億円）

全　国 3,070,083
愛　知 1 439,899
神奈川 2 178,044
大　阪 3 167,336
静　岡 4 161,289
兵　庫 5 149,600
千　葉 6 139,232
埼　玉 7 125,104
茨　城 8 114,481
三　重 9 105,761
広　島 10 96,043
福　岡 11 84,762
栃　木 12 83,264
東　京 13 83,550
群　馬 14 84,204
岡　山 15 82,784
山　口 16 65,309
北海道 17 67,435
滋　賀 18 68,326
長　野 19 54,968
岐　阜 20 51,501
福　島 21 51,247
京　都 22 48,768
新　潟 23 46,792

順位
合計

（億円）

大　分 24 45,692
愛　媛 25 41,559
宮　城 26 39,880
富　山 27 35,869
和歌山 28 30,115
石　川 29 26,318
山　形 30 26,237
熊　本 31 24,896
香　川 32 23,875
岩　手 33 22,843
山　梨 34 21,488
奈　良 35 19,132
福　井 36 19,128
鹿児島 37 19,342
徳　島 38 17,924
佐　賀 39 17,448
長　崎 40 15,728
青　森 41 16,031
宮　崎 42 15,384
秋　田 43 12,249
島　根 44 10,662
鳥　取 45 6,846
沖　縄 46 6,397
高　知 47 5,341

順位

14
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【新たな施策の提案③】 防災・コンパクトシティの構築

【将来のイメージ】

災害リスクを避けて居住エリアや都市機能を配置

安心に住める都市を再構築

👉防災・減災対策から、避災へ

15

👉 南海経済軸を中心とした都市開発では、災害リスクを避けたエリアに

住居・都市機能を配置し、都市を再構築
👉 災害リスクが想定されるエリアは空き地とし、再生可能エネルギー等の

施設を誘致し持続可能なまちづくりに貢献

高 中 低災害リスク

南海経済軸

■ソーラーパネル

■風力発電
災害リスクの低
い地域へ居住や
都市機能を誘導

災害リスクを有する
箇所は減災・防災対
策を実施

災害リスクの低い地域周辺に
ヒト・モノ・カネ・アイを導入し
地域の発展を促す

法整備による
居住等の抑制
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③－１：防災コンパクトシティの構築

災害リスクの低い地域へ居住エリアや都市機能を誘導

津波浸水・土砂災害等の災害リスクが高いエリアにも居住地や都市機能が配置されている。【現在】

出典：ハザードマップポータルサイト

洪水の凡例

洪水

土砂災害

出典：近畿地方整備局災害写真ライブラリー

2018年7月豪雨
京都府宮津市

道路盛土部崩壊状況

2017年台風21号
和歌山県紀の川市貴志川町

浸水状況

2018年台風24号
三重県名張市新町

名張川左岸雑炊状況

①

2011年台風12号紀伊半島大水害
奈良県吉野郡川上村

土砂崩壊状況

②

③ ④①

④

③

②

16

道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

③－２：防災コンパクトシティの構築

出典：ハザードマップポータルサイト

洪水の凡例

こ
れ
ま
で
の
対
策

こ
れ
か
ら
の
対
策

立地適正化計画を
用いた防災上安全
な地域への誘導

災害リスクの高い地
域での居住を続ける
方を対象とした防災
関連の課税

被災した際にインフ
ラ整備をしない

高 中 低

災害リスク

リスク低減（減災）から リスク回避（避災）へ

リ
ス
ク
回
避
（避
災
）

リ
ス
ク
低
減
（減
災
）

居住等を誘導
すべき区域等

誘導

誘導

対策

17
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③－３：防災コンパクトシティの構築

第１ステップ 第２ステップ

• 立地適正化計画を用いた防
災上安全な地域への誘導

• 災害リスクを有する箇所は減
災、防災対策を実施

• 災害リスクの高い地域で居
住を続ける方を対象に移住
を強く促進（防災関連の課
税）

第３ステップ

• 被災を機に移住を強く促進
（法整備も含め被災した地域
のインフラ整備をしない）

高 中 低災害リスク 高 中 低災害リスク 高 中 低災害リスク

• 居住等を誘導すべき区域及
び災害リスクの低い地域に
南海経済軸を導入する

• 災害リスクの中地域はソー
ラー発電等として活用する

• 災害リスクの高い地域を公園
利用とする

高 中 低災害リスク

第４ステップ

段階的防災コンパクトシティの実現

居住等を誘導
すべき区域等

誘導

誘導

誘導

誘導

南海経済軸

移住を強く促進
（防災関連の課税）

移住を強く促進
（インフラ整備しない）

災害リスクの低い地域周辺に
ヒト・モノ・カネ・アイを導入し
地域の発展を促す

18

👉 人口減少社会において観光産業は非常に重要
👉 歴史・自然・文化、多様な観光要素を有する近畿圏の観光客を

西日本エリアの周遊観光へ誘導

➤観光資源は近畿に集中してお
り、西日本の外国人訪問数の内、

約60%が大阪・京都に集中

瀬戸内クルーズ

空と海の新たな拠点

『夢洲』を起終点と

して、瀬戸内を豪華
客船でクルージング

180km

しまなみ海道
70km

尾道市尾道市 今治市今治市

南海経済軸
サイクリングロード例

和歌山市和歌山市 鳴門市鳴門市
70km

松山市松山市 別府市別府市

来島海峡

紀淡・鳴門海峡

豊予海峡

道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

【新たな施策の提案④】 観光・インバウンドへの対応 19

ツール・ド・フランス、ジロ・デ・イタ
リア、ブエルタ・ア・エスパーニャ等

世界的なレースの誘致

南海経済軸サイクリングロード

【西日本エリアの観光客分布】

👉 移動時間も観光として楽しむ

👉 世界的イベントで日本の魅力を発信

近畿から
周遊観光へ誘導!!

ウイルス対策と今後の観光産業

さまざまな観光ニーズに応える！ 観光オンデマンド

👉 万全なウイルス対策で

安心安全な観光地
として世界にアピール

インバウンドの客足減少による
観光産業の落ち込みを回避
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④－１：インバウンド消費への期待

❏インバウンド消費を地域創生の核に！
・観光産業は、国内の幅広い産業に経済効果をもたらすと共に多くの雇用を生み出す。
・定住人口の減少による消費額減少が、旅行消費額により補うことが可能。

❏インバウンド消費を地域創生の核に！
・観光産業は、国内の幅広い産業に経済効果をもたらすと共に多くの雇用を生み出す。
・定住人口の減少による消費額減少が、旅行消費額により補うことが可能。

出典：国土交通省観光庁 資料より

20
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④－２：大型クルーズ客船の現状

出典：寄港回数（2017年） 国土交通省港湾局産業港湾課 資料より
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訪日クルーズ旅客数とクルーズ船の寄港回数 （万人）（回）

2,765回

❏クルーズ船で地方へ立ち寄り
・クルーズ船の寄港回数は増加けいこうにある。
・クルーズ船を地方への移動手段として活用することで、

移動時間も観光の一部となる。

❏クルーズ船で地方へ立ち寄り
・クルーズ船の寄港回数は増加けいこうにある。
・クルーズ船を地方への移動手段として活用することで、

移動時間も観光の一部となる。

21
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2019年の旅行消費額

➤コロナウイルスにより訪日観光客が減少
訪日観光客の消費は昨年比較で約5割減少

道 路 研 究 委 員 会 国 ⼟ 交 通 計 画 研 究 分 科 会 南 海 経 済 軸 W G

④－３： ウイルス対策と今後の観光産業（コロナウイルスを踏まえて）

❏今後の観光産業発展にはインバウンドが必要不可欠
・コロナウイルスで、訪日観光客が減少し観光産業は落ち込み
・観光産業にはインバウンドが必要不可欠
❏インバウンドを呼び込むためには万全なウイルス対策・リスク管理を！！
・インバウンドの客足減少を抑えることで、観光産業の落ち込みを回避
・万全なウイルス対策及びリスク管理で、安心安全な観光地として世界にアピールしインバウンドを誘致

❏今後の観光産業発展にはインバウンドが必要不可欠
・コロナウイルスで、訪日観光客が減少し観光産業は落ち込み
・観光産業にはインバウンドが必要不可欠
❏インバウンドを呼び込むためには万全なウイルス対策・リスク管理を！！
・インバウンドの客足減少を抑えることで、観光産業の落ち込みを回避
・万全なウイルス対策及びリスク管理で、安心安全な観光地として世界にアピールしインバウンドを誘致

➤医療機関との連携を密にし、
感染リスクに素早く対応

➤感染・混雑情報を
スマホでチェック

➤センサー＋AIで体調チェック

➤自動運転による個別移動

出典：国土交通省観光庁 資料より

観光産業にはインバウンドが
必要不可欠

➤訪日観光客は全体の
約2割を占める

22
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【新たな施策の提案⑤】 ワーケーションによる地方の価値向上

ワーケーションが生産効率向上を牽引

ｻﾌﾞｱｰﾊﾞﾝｴﾘｱから新たな魅力発信！
👉 近畿圏のサブアーバンエリアは、

ヒト・モノ・カネが集まる京阪神からのアクセスが良好
👉 サブアーバンエリアにワーケーション環境を整備
👉 サブアーバンエリアでの交流が促進、働きやすい環境で生産効率も向上

👉近畿圏だけでなく、南海経済軸を通じて、西日本全体の魅力・価値が向上！

ワーケーション推進で
サブアーバンエリアが

創造拠点に

リラックスした環境での仕事・
創作活動は効率が向上

サブアーバンエリア

サブアーバンエリア

サブアーバンエリアから
情報・産業・文化を

近畿へ発信

サブアーバンエリアの
魅力を

南海経済軸を使って
西日本へ発信

京阪神

サブアーバンエリアの魅力を
西日本へ発信

余暇は癒しの場所で休息
＆近場でエンジョイ
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⑤－１：サブアーバンエリアでの施策展開（ワーケーションによる地方の価値向上）

サブアーバンエリアにおいてワーケーションが定着することで、都市部から人・モノ・カ
ネが地方に流れ、サブアーバンエリアを起源とした新たな地方ブランド発掘、地方の魅
力発信、さらには地方の価値向上が期待される。

 これにより、サブアーバンエリアを起点とした近畿圏での情報・産業・文化等の活性化、
さらには、南海経済軸を通して、中国・四国・九州へも情報・産業・文化等を発信でき、
サブアーバンエリアを起点に近畿・西日本の魅力、価値向上へとつながる。

STEP1

人・モノ・カネの求心力がある京阪神からアクセス性
の良い、和歌山南部・京都北部（サブアーバンエリ
ア）でのワーケーション環境の整備※

※観光地でのシェアスペース整備
コリビングサービスの導入STEP2

①都市から人が流れ、サブアーバンエリアでの人的
交流が促進

②リフレッシュしやすい環境で仕事・創作活動等の効
率性が格段に向上

STEP3

新たな情報・産業・文化の創出と、サブアーバンエリ
アからの発信

近畿圏だけでなく、南海経済軸を通じて、西日本全体の魅力・価値が向上！結果として

①ワーケーション推進で
サブアーバンエリアが
情報・産業・文化の発信拠点に

②サブアーバンエリア
から近畿へ発信

③サブアーバンエリア
の魅力を南海経済軸
を使って西日本
へ発信
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⑤－２：サブアーバンエリアでの施策展開（ワーケーションの考え方）

パターン①
平日⇒都市部で仕事
休日⇒地方部で余暇

パターン②
平日⇒好きな場所で仕事（リモート）
休日⇒好きな場所で余暇

ドミトリー（格安）
個室・シェアハウス

一軒家（リッチ）

Wifi環境
ワークスペース
Web会議用個室

働く環境 過ごす環境

コリビングサービス 充実した拠点の提供

買い物
公共施設

暮らす環境 ※地方部の大自然では暮らす環境を 低限だけ確保
（自然を優先）

余暇では好きな場所で
観光・イベント参加

拠点の制限を受けない
多様な生活スタイル

■ワーケーションを活用した新たなライフスタイル
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⑤－３：サブアーバンエリアでの施策展開（コリビングサービスについて）

■コリビングサービスの活用方法

コリビング先で “コギビング（Co-Giving）” を取り入れることで

地方の活性化につながる

⇒地方への還元と地方からの還元

ex）地方への還元 ： 地方の魅力をコリビングを通して伝える

地方からの還元 ： 平日の仕事の疲れを癒してくれる休日の過ごし方

共有スペースで様々な人との交流が生まれる
⇒次のコリビング先などの情報共有の場となる

情報共有の場
よこのつながりを活用

○コリビング (Co-Living)とはシェアハウスとコワーキングを組み合わせた空間
※人のつながりを重視した共有の居住出来る仕事空間

地方への人の流れを生み出すことにつながる

26
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⑤－４：サブアーバンエリアでの施策展開（ワーケーションでのモデルプラン／その１）

■モデルプラン案

南海経
済軸で
移動

⼤阪のお客さんと
打合せして

その後テレワーク

和歌⼭移
動・温泉宿

に宿泊

南海経
済軸で
帰宅

9:00 12:00 17:00

１日目

和歌⼭の
お客さんと
打合せ

特産
品ラ
ンチ

和歌⼭で
テレワーク

⼤阪
移動中も
テレワーク

海辺の
ホテルに
宿泊

和歌⼭で
半休して
遊びまくり

9:00 12:00 17:00 9:00 17:00

2日目 3日目

👉 南海経済軸により、新たに近畿圏を訪れるビジネスマンをイメージ

12:00 打合せ

15:00 テレワーク

17:00 温泉旅館

9:00 打合せ

12:00 特産品ランチ

15:00 和歌⼭満喫

17:00 海辺のホテル

11:00 和歌⼭テレワーク

14:00 帰阪テレワーク

効果① ワークライフバランスの改善

効果② 働き⽅改⾰の実践

効果③ 新規顧客開拓・企業誘致
のきっかけ作り

■期待される効果

効果① ⻄⽇本版スーパー
メガリージョンの形成

効果② 地域連携強化
（地域間移動増）

効果③ 都市圏リダンダンシー

南海経済軸 ワーケーション

サブアーバン
エリアも含めた
新たな経済圏

の創出

経済活性化
働き方・休み方の
イノベーション
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⑤－５：サブアーバンエリアでの施策展開（ワーケーションでのモデルプラン／その２）

■モデルプラン案（コリビングサービスの活用）

TIME SCHEDULE

金曜日
明日は友人と淡路島でゴルフ。仕事終わり荷物をま
とめて、カーシェアを利用して移動。行きなれた田
舎の住居でゆっくり眠る

土曜日 一日ゴルフを楽しみ。温泉を経由して帰り、友人と
家呑み。

日曜日 友人と近くの観光地巡り。友人を見届け、自分は明
日からの別住居へ。

平日

登る朝日を見ながら趣味の釣りを楽しむ。
釣った魚を塩焼きにして、朝ごはんを食べる。
↓
都会の喧騒を忘れ、のどかな田舎景色を見ながら
キーボードを叩く。
↓
夜は近くの居酒屋で、地元の人々と交流。よく来る
この町では、みんな顔見知り。

土曜日 まだ行ったことのなかった小豆島へ。寒霞渓など観
光地巡り。今度はここを拠点にしてもいいなぁ。

日曜日 オリーブなお土産を買って、明日から会社に出社。
都会の家に戻る。

エンジェルロード

アートな名所

小豆島オリーブ公園

リラックスできる環境で仕事

リゾート気分でゴルフ

地元交流自分で釣った魚は美味い
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1 2

　私が国土交通省道路局長の時代にまとめた「2040年、道
路の景色が変わる～人々の幸せにつながる道路～」を紹介
します。これは、30代を中心とした中堅・若手職員に「2040
年のビジョンを考えてほしい」とお願いしたのが発端です。
2020年６月の発表当時、マスコミや国会議員などいろんな
分野から「これはおもしろい」「いいんじゃないか」との評価
をいただきました。
　１億2000万人余りの人口が2050年には１億人程度にな
ると言われていますが、50年後、100年後に、世界の中で日
本がこれまで以上の発展を遂げるにはどうするべきかという
ことをそれぞれの分野で考えて行動することが一番大事だ
と常々思っています。道路は社会経済活動の一部であり、職
員には人口減少を前提に「何をやるべきかを考えてほしい」
とだけ言いました。
　ビジョンでは2040年にどういう社会が到来するのか、五
つの将来像を予測しました。１番目の「通勤帰宅ラッシュが
消滅」では、ＩＴ化が進んで通勤がなくなると予想しました。２
番目の「公園のような道路に人が溢れる」については、あえ
て道路が公園になることを標榜するのはどうかと思いました
が、後々の評判は良かったですね。３番目は「人・モノの移動

が自動化・無人化」です。安全には課題がありますが、トラッ
クやバス、工事車両の運転を含めて自動化・無人化は当然
やらざるを得ません。４番目の「店舗（サービス）の移動でま
ちが時々刻々と変化」は、曜日や時間によってキッチンカーな
どが路側に停車し商店になるものです。
　５番目は、ここ最近の災害で改めて実感した「災害時に『被
災する道路』から『救援する道路』に」です。高速道路は災
害に強く、のり面が崩れたり、段差ができたりしても２～３日で
緊急車両を走らせることができます。2020年７月の熊本豪
雨では球磨川があふれ、両岸を走る国道と県道が被害を受
けましたが、人吉の復旧は八代からの高速道路でただちに
行うことができました。高速道路は災害時の命綱になります。
ここ数年は災害が繰り返し起きており、道路局長時代は「高
速道路があって良かった」と痛感するとともに、自治体からも
大変感謝されました。災害が起きた時に誰にも来てもらえず、
復旧ができないという切実な声も大きくなっています。暫定
２車線の４車線も不可欠です。
　五つの将来像を見据えながら取り組むべきことが「進化
と回帰」です。モータリゼーションの進展に合わせて道路行
政が対応してきましたが、昔は井戸端会議やメンコ遊びなど
移動だけの場所ではありませんでした。これからは「進化と
回帰」という大きい方向で考えないといけません。「公園の
ような道路」は一つの姿だと思います。

万博は時代を見せるツール

　2025年に大阪・関西万博の開催が決まっています。新型
コロナウイルスの感染が拡大する中で「万博の盛り上がりは
どうなのか」とよく聞かれます。もちろん、コロナの影響は「な
い」とは言えませんが、ひと言でいうと万博は必ず盛り上が
ります。2005年に愛知県で開かれた「愛・地球博」は当初、
それほど盛り上がっていませんでした。ところが、入場者数
は予想を上回りました。1970年の大阪万博でさえ、近い時
期まで「開催の意味があるのか」「一過性だ」という声があ
ったと聞きます。20年後、30年後には人口減少、長寿社会

をベースにした日本の発展のきっかけが大阪・関西万博だっ
たと思えるイベントにすることが大事だと思います。
　万博は時代を見せるものです。大阪万博で展示された月
の石はうっすらと覚えていますが、歩道が動いている風景は
いまだにはっきりと目に焼き付いています。
　そこで、大阪・関西万博で見せるものは何かを考えました。
その柱が「新しいモビリティ」「ロボットスタッフ」「未来の目
抜き通り」―の三つです。
　新しいモビリティに関しては、重要なアクセスとして、隊列
の自動シャトルを実現してもらいたい。隊列トラックの実現は
視野に入っていますが、これをバスに変えます。ルートは新大
阪から新御堂筋を通り、建設中の淀川左岸線を走れば万博
会場とほぼ直結します。３～４台の隊列でバスを走らせれば
どうでしょうか。
　課題は、一般車両が走る新御堂筋で隊列バスをどう走ら
せるかです。新御堂筋は６車線ありますから、いろいろなソフ
トの運用で６カ月間の限定であれば実施できると思います。
淀川左岸線が間に合うかがポイントになるでしょう。隊列自
動シャトルは未だに世界で例がありません。人口減少、ドライ
バー不足の中で、どういう移動ができるのかを世界に発信
できると思います。
　自動運転は、事故発生時の責任の所在などの不安の声
があります。しかし、ドライバーが不足し、高齢者による重大
事故が増えている中で、何とか実現しようという時代になっ
ています。
　法制的には国会で道路運送車両法と道路交通法が改正
され、レベル３対応の車が走れるようになります。そうなる
と、高速道路の渋滞時に映画を観たり、スマートフォンの操
作ができたりするので、同じ１時間が１時間でなくなるメリット
があります。自動運転は20年ほど前に道路と車が通信しな
がら安定的に走らせることを考えたのが始まりです。リアル
タイムに情報を提供するのは現実的に難しく、10年ほど前
に自律型が検討されましたが、いまは再びインフラ協調型に
戻っています。
　今の流れでは区間や時間を限定することで、インフラ側の
情報をリアルタイムに伝えられると考えています。区間を限
定すれば地理的情報や物理的情報を提供できるということ
です。高速道路の渋滞はひとつの限定です。
　自動運転実現の第一歩として、バスやタクシーがない中
山間地域でゴルフカートのような電動カートを走らせる取り
組みも動きだしています。この電動カートは地中に埋設され
た電磁線や電磁マーカーで誘導する仕組みで、自動運転と
言ってもハイテクとは言えないくらい昔からある技術ですが、
天候や通信状態で分断されることがなく、安定性・安全性の
面からも実現性が非常に高いという評価を受けています。
　これについては、関西でも奈良県三郷町が大きな関心を
持っています。三郷町では高度経済成長期に丘陵地などが

住宅地として造成されましたが、今は高齢化が進み、買い物
に行くのも大変だということで、高台から下のスーパーへ行
く決まったルートに電動カートを走らせればどうかと考えてい
ます。安全面から完全な無人運転にはなりませんが、運転手
を確保するよりも低コストの年間400万円程度で運営でき
ます。駅までの距離が２㎞もあると、高齢者は出不精になり
がちですので、こういうシステムは今後、都市の郊外で需要
が出てくるのではないでしょうか。

空飛ぶ車の実現を

　万博に話を戻しますと、いろいろなところで空飛ぶ自動車
の話題を目にされると思います。政府も2030年代の実用化
を目指し、民間とタイアップして取り組んでいますが、万博の
時には、この空飛ぶ自動車が淀川の上を飛ぶようなことが
あるのではないでしょうか。墜落のリスクを考えると、街中よ
りも淀川上空の方がはるかに許容度が大きいはずです。まし
てや万博の会場は夢洲です。新大阪駅も大阪国際空港も淀
川に近く、そういうところにアクセスする可能性はありますの
で、ぜひ実現してほしいと思います。
　次にＭａａＳ（モビリティ・アズ・ア・サービス）です。これもハ
ードがついてくると、もっと求心力が高まり、いろいろなものが
動き出すのではないでしょうか。例えば駅前広場やターミナ
ルビルなどを新たに整備した際に、小型電気自動車などの
次世代モビリティを組み合わせ、スマートフォンで事前に予
約できるようになると一気に広まると思います。その端緒と
して考えられるのがバスタです。現在、ＭａａＳ系の施設はあ
りませんが、神戸・三宮にできる新しいバスタはＭａａＳ系の
施設にしてほしいですね。点在している大阪のバスターミナ
ルをＭａａＳ系に仕立て直していけば、万博に間に合うのでは
ないでしょうか。
　それから、先ほど話した電動カートが受け入れられている
のはスピードが遅いからだと思います。時速10㎞程度と他
の歩行者や自動車があまり恐怖を感じない速度ですので、
万博でも自動でお客様をアテンドするということが考えられ
ます。さらに、万博ではロボット掃除機の進化版が出てきて、
ゴミを持っていってくれたり、案内してくれたりするような場面
を見てみたいと思います。それがもっと発展すれば、宅配ロ
ボットのようなものにつながっていくと思います。
　三つ目の未来の目抜き通りですが、吉村洋文大阪府知事
が大阪市長の時に御堂筋将来ビジョンを打ち立てました。
両側の緩速車線を幅員約20ｍの歩行者空間にしていく取
り組みで、難波から北に向けて整備を進め、まもなく道頓堀
まではできるということです。万博までには長堀通まで整備
するということで、1.5㎞ほどありますが、その区間だけでも
新しい街の姿を見せていただきたいですね。
　こうした取り組みを全国展開しようということで、2020年

  基調講演

京都大学経営管理大学院 客員教授・前国土交通省 道路局長

池田 豊人 氏

2040年の国土のあり方

建設コンサルタンツ協会近畿支部は2020年12月２日、大阪市西区の大阪科学技術センターで、
シンポジウム「緊急提言！今こそ立ち上がれ！“ミラーリングＫＡＮＳＡＩ”～ポストコロナの新しい日本～」を開いた。
関西が首都代替機能を担うために必要なインフラのあり方などを発表し、パネルディスカッションで意見を交換した。
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５月の道路法改正で新たに歩行者利便増進道路という制度
を作りました。御堂筋のように両側の歩道が幅員10ｍ以上
あるようなところをイメージし、区間指定によって、道路を通
行だけでなく、お茶を飲んだり、ミニコンサートを開いたりする
ような利便増進にも使えるようにしようというものです。ウィ
ズコロナ・ポストコロナの時代には、屋外のにぎわい創出が
大変重要になってきますので、ぜひこの制度を活用して取り
組んでほしいと思っています。

インコース経済軸の実現を

　ここからは、建コン協近畿支部の新しい提案につながる話
をします。今回のコロナ禍でクローズアップされたのが分散
型国土です。東京や大阪といった大都市は人が集まるため、
どうしても感染が広がりやすい。そして、その裏で日本はマス
クさえ作れない国になっていたということをわれわれは思い
知らされました。これは一極集中が地方の疲弊を招き、地方
で製造拠点を造るような投資につながっていないことが影響
していると思います。
　国土全体の恵みを受け、なおかつリスク分散も併せて狙
うような方針が必要です。アジア経済の伸びを考慮すると、
日本海側はもっと活用する方向で考えるべきです。瀬戸内
海についても、東京などと比べて地理的な優位性を感じます
し、多くの船が津軽海峡を通って北米とアジアを行き来して
いる実態も理解できます。こうした地理的なアドバンテージ
を生かしながら、国土をどのように使っていくかという時には、
国として強い意志を持って投資しなければなりません。そし
て、そういう投資にＢ／Ｃ（費用便益比）は不向きであり、そ
れを頼りにしていると何も生まれないでしょう。
　もう一つは最近、私がよく提案しているインコース経済軸
です。物流を考えた場合、「近い」ということは圧倒的なメリ
ットであり、わが国で大陸からのインコースとなるのは日本海
側、そして、南海道といわれる九州南部から四国を経由して
関西に至るルートです。東九州自動車道ができたことがきっ

かけとなり、１日に往復40便以上ある大分～愛媛間のフェリ
ーはほぼ満杯という状況が続いています。宮崎県の南部か
ら関西に行く場合、下関を経由するより200㎞も近いため、
すでに物流の新たな軸になりつつあります。また、徳島～和
歌山間にもフェリーがあり、和歌山からは京奈和自動車、名
阪国道、東名阪自動車道を乗り継いで名古屋に行けます。
これも非常に近く、高速道路の無料区間がありますので、物
流にとっては非常に魅力的なルートです。今後、このような
ルートが伸びてくることが関西や四国にとってのメリットにな
るだけでなく、日本全体のボトムアップにつながってきます。
　これから発表されるミラーリングＫＡＮＳＡＩは非常に的を
射た提案が多く、４年前に初めてまとめられた提言をより進
化させた内容になっていると思います。夢洲と関西３空港や
新大阪との連携を強化しなければ、国際交流拠点にはなり
得ませんので、何が足らないかを具体的に考え、関西全体
あるいは国全体で共有することが必要です。
　鉄道の関係で言いますと、関西ではインバウンドを契機に、
なにわ筋線が本格化しました。阪急電鉄の新大阪連絡線も
次の候補として控えています。これらが実現すると、新大阪
と関西空港はなにわ筋線によって直結し、阪急新線などによ
って伊丹空港と関西空港、新大阪もつながってきます。特に
急がなければならないものや足りないものを考えていくこと
が最も重要です。
　高速道路についても、少なくとも二つ不足しています。一
つは夢洲と阪神高速道路のネットワーク、特に湾岸線との連
絡です。現在の湾岸線は北港ジャンクションから舞洲までは
行けますが、舞洲から夢洲には一般道でしか行けません。夢
洲を国際交流拠点に位置づけるには、舞洲から夢洲に向け
て新たに高速道路を整備する必要があります。
　新大阪が高速道路ネットワークから外れていることも課題
です。新御堂筋は交通集中が常態化しているため、新御堂
筋を強化し、南北の既存高速道路ネットワークとつなぐ必要
があります。
　こういった提言を通じ、皆さんで関西のインフラの将来像
を考え、共有していただきたいと思います。私もお役に立て
るように取り組んでまいります。ありがとうございました。

　道路研究委員会と分科会の活動を報告します。
　活動経緯について当研究委員会では、主に関西の将来
の道路のあり方として、道路ネットワークをはじめ、どこに道
路を通し、どのような構造にすれば良いのか、また、時代によ
って変化するニーズにマッチした道路のあり方について研究
しています。そして、これらの成果を関係者や国民の方々に
広く発信していくことを目的に活動しています。当委員会は
技術部会に所属し、運営委員会と三つの分科会、学識委員
で構成しています。
　成果を報告しますと、第１期は2015～16年の２カ年活動
を行い、その成果として16年９月の第49回研究発表会で提
言Ｉを公表しました。
　第２期は2017～18年度の２カ年活動を行い、2017年４
月に京都大学経営管理大学院の小林潔司先生が委員長を
務める「関西のインフラ強化を進める会」に事務局として参
画しました。そして、建設技術展2017近畿で「関西未来づく
りシンポジウム」、次いで18年６月には道路技術勉強会の第
２０回記念シンポジウムを開催し、18年10月の第51回研究
発表会で提言Ⅱを公表しました。その後、建設技術展2018
近畿で「関西夢づくりシンポジウム―あすの夢国土の創造」
を開催しています。
　第3期は2019～20年度の２カ年活動を行い、建設技術
展2019近畿で「2050年に繋ぐみらい予想図シンポジウム
～建設コンサルタントが描くみらい像～」を開催しました。建
設技術展2020近畿では、コロナ禍で中止した道路技術勉
強会に代わり「ビジョン2040記念シンポジウム～道路の景
色が変わる　道路法の改正」を開催しました。そして今回、
「緊急提言！ 今こそ立ち上がれ！ “ミラーリングKANSAI”」
を公表するシンポジウムを開催した次第です。
　2016年の提言Ｉは、「立ち上がれ関西新しい道路網2050
～建設コンサルタント技術者集団によるＹＵＭＥ ＲＯＡＤ2050」
と題し、大きく三つの提言で構成しています。その一つが「関

西の道路の最適化」です。この中ではミッシングリンクの早
期解消と料金体系のシームレス化を提案するとともに、「関
西の道路の賢い使い方」として、リバーシブルレーンの活用
など五つの視点から既存ストックをいかに有効利用するかと
いうことを提案しています。二つ目の「新たな道路網の構築」
では、南海経済軸を形成する中部・関西・四国連絡道路の
整備を提言し、実現のための整備手法として「民間資本の
活用」を示しました。
　2018年の提言Ⅱは、「関西の明日を創造するプロジェクト
2050～建設コンサルタント技術者集団によるＹＵＭＥ ＫＯＫＵＤＯ
2050～」と題し、四つの提言を行っています。その一つが
「南北軸強化を図る道路網」です。関西は、南北方向の軸
がぜい弱なため、近畿圏の北部および南部を対象に南北軸
の強化につながる新たな路線を提案しました。第２に「将来
の交通網整備を見据えた道路施策の展開」として、道路を
通じた魅力発信や交通モード間の連携、ＩＣＴの活用といっ
たインフラコンテンツの強化を提案しています。三つ目は「京
阪神都市部の交通結節点強化」です。ここでは大阪・梅田
のバスターミナルが今、８カ所に点在しているのを一つに集
約するバスタ梅田を提案し、新大阪についても同様の提案
を致しました。このほか、四つ目として西日本の新たな国土軸
となる「南海経済軸の形成」、五つ目として「関西都市圏トラ
イアングルネットワーク構想」を提案しています。
　最後に今年公表した提言は、これまでは道路研究委員会
単独で作成していましたが、今回は近畿支部を挙げ、新しく
組織化した「提言2020近畿作成WG」で、これまでの提言
を踏まえて作成しました。ＷＧは兼塚卓也副支部長をWG
長とし、道路研究委員会の委員がメンバーとなって構成して
おり、ハードなスケジュールをこなして、「緊急提言！ 今こそ
立ち上がれ！ “ミラーリングKANSAI”」をまとめました。
　今後は2020年12月14日の「関西のインフラ強化を進め
る会」でプレゼンテーションを行った後、関係機関への説明・
報告を行い、そこでお聞きしたご意見を参考に研究していく
方針です。その後は第４期として21～22年度の活動を行い
ながら、緊急提言の実現化に向けても活動していきたいと考
えています。

  道路研究委員会発表－道路研究委員会の活動経緯

建設コンサルタンツ協会
近畿支部
道路研究委員会
委員長

寺尾 敏男 氏

ポストコロナにおける関西のあるべき姿を緊急提言

インコース経済軸
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　当分科会は、関西の活性化や観光立国の実現、災害に強
い国土の実現等のためには新たな道路ネットワークの構築
が必要だという認識の下、主に関西の将来における道路ネ
ットワークのあり方について検討・研究することを目的として、
2015年度に活動を開始しました。2019年度から行ってい
る第３期の活動における検討内容を発表します。
　過年度の検討状況ですが、2015～16年度を期間とする
第１期では、近畿南部を東西に結ぶ新たな国土軸として南
海経済軸を提案しました。
　2018～19年度の第２期では、南海経済軸をより効果的
に機能させるための地域交流軸として南北軸の整備を提言
しました。具体的な整備路線は五條新宮道路、名神名阪連
絡道路、琵琶湖湖西縦貫自動車道、京都小浜道路などの９
路線などです。

東西軸・南北軸の整備で
物流・観光・防災機能を強化
　2019～20年度の３期については、紀伊半島南部と北近
畿に着目し、南海経済軸や南北軸、日本海国土軸の整備が
もたらす機能強化のイメージを提案する取り組みを行ってい
ます。まず紀伊半島南部における機能強化のイメージです
が、物流に関しては、南海経済軸の整備により、中部・四国
地方への所要時間が50分程度短縮でき、安全・安心等の
向上も図られるため、広域的な物流機能が大幅に強化され
ると考えています。また、関西都市圏トライアングルネットワ
ークや五條新宮道路、橋本高野龍神道路、田辺新宮連絡
道路等の整備により、南海経済軸を中心とした紀伊半島南
部の物流機能強化が期待できるだけでなく、京阪神地域と
の連携強化も図れると考えています。
　次に観光ですが、紀伊半島には訪日外国人が興
味を示すような多くの観光地があるものの、内陸
部は公共交通機関が不十分で、周遊観光が困難
な状況にあります。そうした中、南海経済軸や五條新宮道路
などを整備することで紀伊半島南部のネットワークが形成さ
れ、周遊観光が可能になるということを提案しています。

　当分科会では、道路を賢く使うという観点から政策を整理
し、それを近畿地方のどういう場所に展開できるのかを検討
してきました。また、2050年にはどのような社会になってい
るかということを踏まえ、道路の将来イメージを利用者目線
で考えてきました。
　まず道路を賢く使う観点からの政策整理です。2014年７
月に国土交通省が策定した「国土のグランドデザイン2050
～対流促進型国土の形成～」を踏まえて具体的な政策を整
理しています。また、国土づくりの理念に掲げる「地域の『多
様性』の再構築（ダイバーシティ）」「地域間の『連携』（コネ
クティビリティ）」「災害へのしなやかな対応（レジリエンス）」
をキーワードとして検討しました。このため、多様な利用者の
共存、安全・安心、円滑性、新たな価値の創造、防災性の向
上という五つの視点から、ＩＣＴを活用し、どのように展開し
ていくかを考えました。

拠点整備と多様な交通モードの
連携強化を
　ビッグプロジェクトに関しては、2050年までに新名神高速道
路が全線供用され、北陸新幹線の敦賀・新大阪間やリニア中
央新幹線も開通し、大阪都心部では都市再生事業が進んでい
くという想定の下、交通結節点や拠点の整備が必要だという
ことで整理しました。具体的には交通結節点の整備として鉄道、
船舶、道路やドローンなど多様な交通モードの連携強化を図
る必要があります。また、道路空間の再配分やシーニックバイ
ウェイなどとともに、自動運転や隊列走行、ＭａａＳなどのＩＣＴ
を活用する必要があると考えました。施策展開については「繋
がる近畿」をテーマに、拠点や交通網を整備することで地域間
連携と周遊ルートを構築することなどをイメージしています。
　次に地域に落とし込んだ施策展開について説明します。
北近畿では舞鶴や小浜がある若狭地域と滋賀県の湖西・湖
東地域との連携強化を図る必要があります。道路網の整備
や道の駅の観光拠点化を図るとともに、港の機能強化によ
る湖上交通の利用で湖東地域との連携を強めることができ
ます。また、兵庫北部地域は道の駅と地域拠点となる行政

　防災に関しては、南海経済軸の整備により、名神高速道
路や新名神高速道路が通行止めになった場合でも代替性
が機能するという効果が期待できると認識しています。
　続いて北近畿に着目した機能強化のイメージを説明しま
す。まずは物流です。北近畿には日本海沿岸地域を中心に、
水産業などの豊かな物流資源がありますが、沿道の各地域
を結ぶ日本海国土軸がほぼ未整備の状態で、北近畿と関
西都市圏を結ぶ南北軸もぜい弱なため、これらの資源を十
分に生かせていないことが課題です。このため、日本海国土
軸や南北軸を強化することで、さらなる物流の支援が可能
になります。また、これらの道路網に共同配送とストックポイ
ントを組み合わせることで、首都圏への長距離物流におけ
る効率的輸送とトラックドライバーの労働環境改善を両立
できる物流ネットワークが構築できると考えています。
　次に観光です。北近畿には日本海沿岸地域を中心に多く
の良質な観光地がありますが、沿岸の各地域を結ぶ交通ネ
ットワークがぜい弱なため、スポット観光に限定される非効
率な状況にあると認識しています。京阪神から直接アクセス
する高速道路ネットワークが整備されていないため、そこを
強化する必要があります。日本海国土軸の整備により、こう
した主要観光地間の移動や空港・港湾からのアクセスが向
上するだけでなく、琵琶湖湖西縦貫道などの路線により、北
近畿と関西の中心地と結びつく観光の強化も図れると考え
ています。
　最後に防災です。北近畿と関西都市圏を結ぶ道路網は、
多くが４車線未満で、既存路線が被災した時には100㎞以上
の迂

う か い

回が必要になります。集落の孤立や救援・復旧に大きな
影響を与えるこうした問題を解消するためにも、沿岸各地を結
ぶ多車線の日本海国土軸や北近畿と関西都市圏を結ぶ南
北軸のネットワーク強化を図ることが重要だと考えています。

施設や駅が散在していることから、これらを小型モビリティや
自動運転の周回バスなどの多様なモビリティで接続し、連携
強化を図る必要があると考えました。
　続いて近畿中部での施策展開です。大阪北部地域では、
リニア中央新幹線開通後における新幹線の一部ローカル化
や貨物利用に加え、淀川を使った舟運など河川空間を利用
した物流が進むと想定しました。このため、鉄道、道路と河川
の結節点に物流拠点を整備するとともに、自動運転トラック
の隊列走行やドローンといった多様な交通モードをうまく使
うことで、物流の効率化が図れます。
　大阪都心部では、新大阪と十三の間に連絡線を整備し、
大阪・梅田につなぐことで交通結節機能の強化を図ります。
さらに大阪湾ベイエリアと大阪中心部を舟運や高速道路で
つなぐシステムを作っていく必要があると考えています。
　次に近畿南部です。和歌山の白浜周辺には南紀白浜空港
や駅、港がありますので、既存の飛行機や鉄道、船と空飛ぶ
自動車のようなものをうまく活用し、地域一帯となった拠点を
構築することで防災や観光、物流といった機能を高めていく
ことを考えています。
　最後に「2050年に求められる道路のすがた」を紹介しま
す。自動運転で標識や信号などが不要になるのではないか、
地下空間の活用も考えるべきではないかということを表して
います。居住地では地下水路を開渠にして憩いの空間を整
備するイメージや地下物流という考え方を示しました。
　このほか、将来的な交通結節点のイメージとして、都市部
でも地方部でも空港や鉄道・高速鉄道の駅、バスターミナル、
ドローンなど多様な交通モードを接続する拠点整備が必要
だと考えました。高速道路に関しては、地下空間を使った幹
線物流の整備や、自動運転が進むことで不要になった中央
分離帯を車線として運用し、時間帯などによってリバーシブ
ル運用するようなことを提案しています。

  道路研究委員会発表－分科会報告①   道路研究委員会発表－分科会報告②

建設コンサルタンツ協会
近畿支部
道路網研究分科会
委員長

加古 真一 氏

建設コンサルタンツ協会
近畿支部
道路の賢い使い方研究分科会
委員長

蔵下 一幸 氏

2050年に向けた関西の新たな道路網構築 「繋がる近畿」に向けた施策展開
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　当分科会の研究テーマは「関西３空港一体化に向けた交
通ネットワークとまちづくり」、「南海経済軸のあり方」に関す
る研究です。このほか、政策提言を目的として、近畿、中国、
四国、九州の４支部連携による意見交換会を開催し、西日本
全体の国土利用のあり方を研究しています。
　３空港一体化に関しては、コロナを克服する新たな観光立
国の実現に向け、３密を回避する新しいサービス施策として
「分散型」や「解放型」が必要だと考えています。
　インバウンドニーズに応える大阪圏の将来像としては、３
空港を高速ネットワークで接続して一体運用する関西都市
圏トライアングルネットワーク構想を考えました。３空港や主
要都市を高速鉄道ネットワークで結び、京都と和歌山、橋本
を結ぶ大きなトライアングル、京都と大阪、奈良を結ぶ小さ
なトライアングルを描いています。
　３空港の中心に位置する夢洲には交通結節都市を設けま
す。将来イメージは「世界と日本各都市を結ぶ空の玄関口」
です。チェックイン機能を備え、空港間連携のトランスファー
機能を強化し、金融機能の一端を担う「ワールドファイナン
シャルセンター」の整備をイメージしています。
　夢洲と伊丹空港の間で、山陽新幹線と接続する場所に、国
内広域トリップの玄関口となる新尼崎の整備をイメージしてい
ます。高速かつ大量輸送、物流の移動が可能な交通モードの結
節を強化した交通結節都市をイメージしており、自動運転など
の新次世代モビリティやツアー系高速バスの乗降場を
集約したターミナルを配置し、人との接触を排除する移
動のシームレス化を図るＭａａＳの導入も考えています。
　続いて「南海経済軸のあり方」に関する研究につ
いて報告します。ワーケーションによって地方の価値
が向上し、サブアーバンエリアからの新たな魅力の
発信や西日本全体の魅力価値発信が期待されま
す。南海経済軸や近畿圏内の移動に次世代モビリテ
ィを導入し、多様な交通モードの選択とそれに対応
した交通インフラの整備も提案しています。
　災害リスクを避けて、居住エリアや都市機能を配
置し、安心に住める都市にするのが、防災・コンパクト
シティの構築です。災害リスクが想定される地域に

　提言のキーワード「ミラーリングＫＡＮＳＡＩ」とは、首都圏
に集中している様々な機能と同等のものを、大阪を中心とす
る関西に整備し、「いつでも必要な機能を発揮できる『東西
複眼構造の一極』として、個性あふれる『関西再生を目指す』
という強い思いを込めています。関西の個性を生かすことに
重点を置いているのがポイントで、首都代替機能を担うため
のインフラ整備を今こそスタートさせるべきであると考えて
います。提言は「2040年までに緊急に整備すべき内容」と
「2050年に向けた将来構想」の２本立てで作成しました。
　関西の課題と将来の方向性を整理すると、まずは「地球温
暖化対策・自然災害等への危機管理」が重要になります。近
年は毎年のように全国各地で甚大な被害が発生しています。
関西もこの10年間で、2011年の紀伊半島大水害、2018年
９月の台風、2020年７月豪雨などで被害を受けています。
都市主要機能を分散配置するとともに、ポストコロナ時代の
新しい生活様式・価値観の多様化に適した社会イ
ンフラの整備が必要と考えています。
　インバウンドは新型コロナの影響で激減していま
すが、日本を代表する歴史や文化遺産を活かすため
にも関西３空港間のアクセス向上が求められます。
　首都圏では東京を中心に新幹線が放射状に整
備され、利便性を受ける圏域は面的に広がっていま
す。それに比べ関西は東海道新幹線と山陽新幹線
の東西方向１本だけです。リニア中央新幹線の全
線開業による経済効果は年間１兆5600億円と言
われています。東京～大阪間に世界最大の経済規
模を持つ「スーパー・メガリージョン」が形成され、
首都圏、中京圏、京阪神の三大都市圏が一体化
し、都市圏移動が都市内移動に変わります。
　併せてＭａａＳや自動運転など新しいデジタル技
術を駆使した高度化交通ネットワークを整備し、居
住地とビジネス・観光拠点間のシームレスな移動の

極力住まないように誘導し、空き地に再生可能エネルギー
の施設を誘致して持続可能なまちづくりに貢献します。災害
リスクを避ける「避災」という着眼点で考えました。

西日本４地域を一つの都市圏域に
　最後に西日本４支部連携の意見交換会を踏まえた政策提
言です。素案をまとめたので中間報告します。提言のタイト
ルは『西からつくる、未来のカタチ』。西日本４地域を一つの
都市圏域としてとらえ、主要都市を高速ネットワーク等で結
ぶことで、人やモノ、カネあるいは情報の交流を活性化しま
す。西日本が一体となり、個々に有するポテンシャルを最大
化させ、スーパーメガリージョン構想との相乗効果を誘発す
ることで日本全体の経済活動をけん引する西日本版スーパ
ーメガリージョン構想を提案しています。
　提案の一つ目は「地域資源を活用した都市圏域の形成」
です。主要都市やサブアーバンエリア、イノベーション・エリ
アの連携強化によって、魅力的で活気にあふれた西日本を
目指します。
　二つ目は「西日本を貫く３本の国土軸」です。既存の国土
軸である西日本国土軸と日本海国土軸が南海経済軸と連携
して持続可能な西日本を目指します。
　三つ目の「西日本地域内の交通」は、新技術を活用して多
様な交通手段の実現を目指します。３本の国土軸を補完する
ように地域内や地域間の連携軸を整備し強化します。
　近畿地方での展開は▽サブアーバンエリアでの施設展開
『ワーケーションによる地方の価値向上』▽関西都市圏トラ
イアングルネットワーク構想～関西３空港一体化／国際拠点
『夢洲』の開発～▽広域圏トリップの玄関口『新尼崎』の新
拠点開発―の三つをイメージしています。今後協会内での
協議や関係機関に説明した上、2021年度に提言を公表で
きるよう活動を続けます。

確立が必要になると思われます。関西でもシームレスな移
動手段を提供するため、鉄道７社がＭａａＳを検討するなど
技術確信の進展がどんどん生活様式の多様化につながっ
ています。

首都代替機能の整備を関西に

　こうした課題と方向性を踏まえ、緊急提言をまとめました。
提言Ｉは「関西における首都代替機能整備構想」。2040年
にスーパー・メガリージョンが形成されていることを前提に、
大阪都心に立法や行政、司法、ビジネスの中央拠点を整備
しようというものです。東京と大阪都心の拠点機能を対比し
たミラーリングイメージでみると、広域交通結節点は東京が
東京駅、品川駅、新宿駅、大阪は新大阪駅が考えられます。
広域物流拠点は東京が京浜港、関西は阪神港。国際交流
拠点は首都圏が成田と羽田空港、関西は３空港です。
　関西にないのが立法、行政、司法の拠点です。これを霞ヶ
関のミラーリング施設として森之宮に整備してはどうかとい
う提案です。大阪府と大阪市の統合大学などの開発計画が
検討されていますが、その土地を有効活用し、森之宮地区
中央拠点として、立法、行政、司法の拠点をつくります。ＪＲと
地下鉄の車庫の上にいろんな施設を設け、地下には新大阪
や夢洲にアクセスする高速鉄道の駅をつくることをイメージ
しています。

  道路研究委員会発表－分科会報告③   「緊急提言！ 今こそ立ち上がれ！ “ミラーリングKANSAI”」発表

建設コンサルタンツ協会
近畿支部
国土交通計画研究分科会
委員長

野呂 竹志 氏

建設コンサルタンツ協会
近畿支部
副支部長・
提言2020近畿作成WG長

兼塚 卓也 氏

西日本における国土利用のあり方 個性あふれる関西再生を目指して
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■大津　建設コンサルタンツ協会近畿支部ではこれまでに
二度、2050年をターゲットとして関西の再生を目指す提言
を発表されています。これらは少子高齢社会での経済成長
が求められる中、どのように関西を再生していくかを主眼に
したものだと私は認識しています。一方で、今回は「緊急」と
いう言葉が付いています。新型コロナウイルスを受け、首都
圏一極集中の是正やテレワーク、ワーケーションという新し
い働き方や生活様式が待ったなしの状況になる中、人口が
１億人を割る2050年から10年前倒しした2040年をターゲ
ットとして取り組まなければならないことを提言されたのだと
考えています。
　パネルディスカッションでは、会場の皆さんも2040年ある
いは2050年に関西がどうなっているかという夢やイメージ
を自由に思い描いていただきたいと思います。まずは一つ目
のテーマとして、緊急提言の感想について語っていただきま
す。小河さんからお願いします。

森之宮の活性化を現実に

■小河　私が大阪府副知事時代、大阪府と大阪市で「グラ
ンドデザイン大阪」をまとめました。その時に注目したのが森
之宮です。この地区には現在、地下鉄・ＪＲの車両基地やご
み焼却施設、下水処理場、ＵＲ都市再生機構の団地などが
集まっていますが、もともとは大阪砲兵工廠の跡地で、そこ
に公的な施設を集積し、街をきれいにしたことは良かったの
ですが、今もそのままの状態になっています。しかし、大阪城
があり、ＪＲ大阪環状線と地下鉄の駅があり、阪神高速のラ
ンプもあるこの地区を、民間企業であれば、そのまま放って

おく訳がありません。面積もうめきた地区の倍ぐらいありま
すので、当時からここは活用すべきだと言い続けてきまし
た。結果的に一部は大阪公立大学のキャンパス設置が決ま
りましたが、この提言で森之宮に首都代替機能を整備する
という新たな提案がなされたことを非常にうれしく思ってい
ます。
　もう一つは、大阪城西側の大阪合同庁舎です。国土交通
省近畿地方整備局が入るこの庁舎が今度、大阪府警察本
部の西隣に移転します。隣には大阪府の危機管理室もあり
ますので、移転後はここが防災の官房系が集まる拠点とな
り、ミラーリングという観点からも東京にはない場所となりま
す。地方都市への機能分散という視点も踏まえながら、いか
にして、ここを防災拠点にしていくかをぜひ考えてほしいと思
っています。
　防災の観点で言えば、南海トラフ巨大地震に対して東海
道ラインが非常に弱いことが指摘されていますが、富士山
の噴火も忘れてはいけません。1707年の宝永大噴火は宝
永地震の約１カ月半後に起き、それから300年以上経って
いますので、このことも注意喚起する必要があるでしょう。富
士山が噴火した場合、東海道ラインは大きな被害を受け、東
京・大阪間の移動には迂

う か い

回が求められます。肝心の北陸新
幹線は敦賀で止まっていますから、そういう時に備え、北陸
回りのルートを早期にきちんと作っておかなければなりませ
ん。このこともぜひ発信してほしいと思います。また、地震、
水害など災害に強い道路も整備しなければなりません。この
ためには、費用対効果だけでなく、例えば災害時に孤立地域
を失くすために、という防災からの切り口で道路整備も考え
るべきではないでしょうか。

　もう一つが国際交流拠点です。夢洲に３空港の合同チェ
ックインターミナルを設置し、ここを拠点として夢洲から関空
へ、夢洲から伊丹へ、夢洲から神戸空港に直結する高速鉄
道を整備し、３空港を一つの空港として運用することを提案
しています。新大阪から森之宮まではリニア中央新幹線と同
じ大深度で接続できる高速鉄道を整備します。森之宮の中
央拠点から夢洲までは既存の地下鉄路線がありますが、新
たにアクセス性の高い高速鉄道の整備ができないかと提案
しています。
　新大阪駅にリニア中央新幹線と北陸新幹線が来れば、
関西の玄関口にふさわしい新しい結節点として空間の再編
が必要になります。さらに淀川を覆う巨大なデッキを構築し
て新たな防災拠点を整備してはどうでしょうか。
　巨大デッキはＮＰＯ法人あすの夢土木が募集した「明日
の夢プロジェクト」で昨年度の優秀賞に輝いたプロジェクト
です。若い人に将来の夢を語ってもらい、いろんなところで発
表することが大事だと思っており、それが関西の連携強化に
つながればと思います。
　大阪都心から少し範囲を広げ、周辺地域にさまざまな機能
を配置することも提案しています。西は姫路市、東は大津市や
奈良市、南は和歌山市などに分散配置することで、災害に強
い関西を実現します。機能分散には都市間を結ぶネットワー
クの強化が重要です。同時に交通結節点の整備も必要で、
新大阪、梅田、奈良などにバスタを整備してはどうでしょうか。
　道路は大阪湾岸道路西伸部や淀川左岸線延伸部、名神
湾岸連絡線、播磨臨海地域道路など事業中や計画中の路
線に加えて、地域交流軸となる高規格道路網として近畿の
北部で京都小浜道路、嶺南湖西道路、中部で名神名阪連絡
道路、南部で橋本高野竜神道路、田辺新宮連絡道路の整備
を提案しています。

2050年を見据えて西日本の中心都市に

　提言Ⅱは2050年を見据えた提案です。2040年に東京か
ら大阪までスーパー・メガリージョンが形成されれば大阪・関
西を玄関口として西に向けて西日本版スーパー・メガリージ
ョンを形成する必要があります。瀬戸内の西日本国土軸、将
来的な日本海国土軸を加え、四国経由の南海経済軸を整備
することで厚みのある西日本を形成します。３本の軸がある
ことでリダンダンシーの面でも向上します。スーパー・メガリ
ージョンの西の端が関西、西日本版スーパー・メガリージョン
の拠点が関西で、これからは首都圏ではなく、関西が中心に
なるイメージを持っています。
　さらに技術革新による交通システムの高度化も必要にな
ります。「世界に先駆ける最先端のまち関西」を提案してい
ますが、全国に先駆けていろんな高度交通サービスを提供
します。

　関西の歴史・文化・観光拠点の魅力アップと快適な周遊
ルートの整備も必要です。世界文化遺産は全国19件のうち
６件が関西に集中しています。これらを円滑に周遊できる鉄
軌道や高速道路の整備、ＭａａＳ等を活用した移動のシーム
レス化を提案しています。例えば空飛ぶタクシーなど新たな
モビリティを使って周遊できることを考えていす。
　道路網の整備は2040年にはおおまかに完成することが
想定され、今度はうまく使うことが重要になります。例えば利
用者側の視点に立ち、周遊性を持たせた高速道路料金を設
定してはどうでしょうか。鉄道に関しては直通特急などの相
互乗り入れを提案します。船舶は瀬戸内海から紀伊半島へ
の周遊クルーズを運航させます。

夢を持って可能性を実現へ

　今回の提言は「実現の可能性はどうなのか」「事業費は
どこから持ってくるのか」と聞かれても答えられません。その
答えは後にして「将来はこういうものが必要」といろんな場
面で言い続けることが大切です。このうち一つでも二つでも
実現できればと思いながら活動を続けています。いろんな業
界に広め、いろんな立場の人に理解してもらえる活動も重要
です。若い世代にも引き継がなければいけません。

  パネルディスカッション
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校長
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小河 保之 氏
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道路技術勉強会 顧問

藤本 貴也 氏

建設コンサルタンツ協会
近畿支部
支部長

吉津 洋一 氏

ミラーリングKANSAIの実現に向けて
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　最後に西日本版スーパー・メガリージョンですが、ぜひ北
陸もその中に入れてほしいと考えています。昔、富山は完全
に関西圏でしたが、北陸新幹線ができた今は東京圏になっ
ています。関西がもっと飛躍するためには西日本だけでなく、
北陸にも目を向ける必要があります。
■大津　ありがとうございました。続きまして池口部長、お
願いします。

地域を活かす交通アクセス整備を

■池口　森之宮に立法・行政・司法拠点を置くという提案で
すが、単に出先機関を置くだけではミラーリングと言えない
のではないでしょうか。経済などの視点からもどのような機
能が必要かを考えていくべきでしょう。
　次にリニア中央新幹線です。西のターミナルが新大阪に
なりますので、開通後は当然、多くの人が利用するでしょう。
その新大阪と大阪の中枢部、そして国際空港をつなげば、
海外の方を含め、新大阪を通って移動することになりますの
で、それぞれの拠点を迅速につなぐことは非常に意味のあ
ることです。
　プロムナードについては、御堂筋完成100周年となる
2037年の実現を目指していると聞いています。現在の御堂
筋はビジネス街の真ん中にありますが、もし通勤が必要ない
世の中になれば、ここはものすごい観光地になると思いま
す。また、そのころも対面のビジネスが活発に残っているよう
であれば、御堂筋沿いのビジネス機能をどこかに移す必要
が出てくるでしょう。
　次に、使い方の部分での「分散」の考え方です。関東は
東京を中心に広がったエリアですが、関西は京都・大阪・神
戸という３つの都市をつないでできたエリアで、それぞれが
独自の特性を持って伸びている地域です。これらの都市周
辺にも街があり、いわば２層３層の構造になっています。それ
ぞれの都市をつなぎ、街がそれぞれの機能を持って発展し
ていくことは今後も重要なので、それを生かす交通アクセス
整備は大切だと思います。
　京阪神だけでなく、近畿の北部と南部にも触れられている
ことをうれしく思います。地元だけで経済を回すのが難しい
地方部でも、道路をつなぐことで新たな経済活動が生まれ、
近畿全体の活性化につながります。このような提案は重要
な観点です。
　中国・四国地方も近畿と連動している地域であり、関西が
元気でなければ、これらの地域も元気にならないと思います。
近畿はかつて日本の中心だった場所でしたが、今はいろいろ
な機能が東京に集中しています。アフターコロナの時代は人
と人が対面する仕事が減少するかもしれませんが、会わなけ
ればビジネスにならない分野もあるでしょうから、関西に物を
集め、人を集めるという考え方は今後も必要だと思います。

　一方、都市内では、少子高齢社会が進み、高齢者介護な
どの問題がさらに深刻化すると思いますので、例えば高齢
者の生活を支える人々がもっと仕事をしやすくするために、
どのようなツールを使って問題を解決していくかを考える必
要があるのではないでしょうか。
■大津　ありがとうございました。藤本さん、お願い致します。

将来見据えた構造を

■藤本　2008年から2013年まで建設コンサルタンツ協会
で副会長を務めさせていただいた時、「いつまでも発注者の
補助的な業務ばかりやっていてはいけない」「自立したコン
サルタントにならなければならない」と言い続けてきました。
このような立派な提言を出し、世の中に問うことは自立する
コンサルタントとして非常にすばらしいことであり、結果とし
て発注者の良きパートナーになっていくのではないかと思い
ます。
　首都代替機能の提案で、よく分からないのが立法・行政・
司法拠点、金融・ビジネス拠点、国際交流拠点、広域交通結
節拠点、広域物流拠点の五つを首都代替機能という形で
整理されているところです。立法・行政・司法の拠点とほか
の四つは全く性格が異なります。立法・行政・司法拠点以外
は民間主体で構築する拠点で、東京と対抗した形、いわゆ
る二眼レフが成り立ちますが、立法・行政・司法は二眼レフが
成り立ちません。国土交通省の道路局が東京と大阪にある
ということはあり得ないからです。また、東京に何かあった時
のバックアップ機能を果たすというのであれば、森之宮に置
く国会や行政組織はそれまで空っぽになりますから、そんな
もったいない話はありません。貴重な土地ですので、平時の
活用を考えなければならないでしょう。
　それでは首都機能移転についてはどうか。首都機能をま
るごと移転させるという議論は過去に何度も行われ、難しい
ということで今に至っています。仮に森之宮に移転するとい
うのであれば、小さすぎて無理があります。ただ、伊丹空港
を廃港し、そこに移転させるような話であれば、あり得るかも
しれません。森之宮であれば、首都の一部の機能を移すと
いう主張は成り立ちます。ただ、大阪も東京に劣らず巨大地
震のリスクがあり、新型コロナウイルスの感染状況も厳しい
ので、これに対する考えも整理しておく必要があります。そ
の中で考えられるのが西日本連携で、近畿は西日本の中心
として副首都的になっていくのが良いと思います。それに
は、近畿に置かれる国の出先機関に副大臣クラスが駐在
し、西日本について一定の権限をもらって中心的な働きを担
うというような理屈が必要ですので、そういうことも議論して
もらえればと思います。
　二つ目は、夢洲から高速鉄道を各地方に伸ばす提案で
す。非常に面白い発想ですが、それに加え、今後は新大阪

が非常に重要になってきます。2037年にリニア中央新幹線
が来て、その約10年遅れで北陸新幹線が来ます。それまで
に新大阪を大改造する必要が出てきますが、新しい高速鉄
道を含め、どういう構造にするかを考えなければなりませ
ん。その時にはリニアがさらに西に延伸する可能性や北陸
新幹線が梅田あるいは梅田・夢洲経由で関西国際空港から
四国に行くことも念頭に置く必要があるでしょう。
　三つ目は、新大阪と梅田、難波を一つの交通軸、あるいは
にぎわい軸として位置付けることが非常に重要です。その
意味で淀川を覆う巨大デッキのようなアイデアは非常に面
白いと思います。
■大津　パネリストの皆さんからはおおむね好評のように思
います。吉津支部長には今回の提言を出すにあたっての思
いを語っていただきます。

今、立ち上がり自立再生を

■吉津　提言Ｉではいくつかの提案をしていますが、その一
つ目に森之宮周辺に首都代替機能を整備することを掲げて
います。二つ目が夢洲に３空港の合同チェックインターミナ
ルを設けるとともに、３空港と高速鉄道で結び、一つの空港
として運用することで国際交流拠点としての夢洲の機能強
化を図る提案です。三つ目が大阪都心の入り口となる新大
阪の魅力アップと高機能化です。四つ目が夢洲の魅力アッ
プと大阪の国際ブランド化で、海外から来られる方々にゆっ
たりと楽しんでもらえる拠点にしようというものです。五つ目
が道路網・交通結節点の整備。これは鉄道、道路、そしてバ
スタなどを各拠点に整備していくというアイデアで、六つ目
が運用連携による物流の効率化です。高速道路のサービス
エリアにストックポイントを設け、自動運転で輸送すると、日
帰りネットワークができ、ドライバー不足の解消につながり
ます。
　次に提言Ⅱです。関西はスーパー・メガリージョンの西の
核となるだけでなく、四国・中国・九州と連携し、西日本版ス
ーパー・メガリージョンに相当するエリアを構築することで、
複眼構造の中心としての役割を担うことを考えています。そ
のためには南海経済軸や日本海国土軸などをしっかりと整
備し、リダンダンシーの向上を図っていくことが重要です。ま
た、技術革新による未来社会の創出をイメージし、都心部や
居住エリアでどのような都市が造られていくかをまとめまし
た。これらの施設を造る時には、新たな投資が必要となりま
すが、既存ストックの有効活用も図る必要があります。時代
の要請に応じて役割や運用方法を変えれば、まだまだ関西
再生の大きな役割を担うことができると思います。
　関西は今、立ち上がらなければ自立再生への大きな機会
を逃すことになります。2019年の東日本台風や現在のコロ
ナ禍で、東京一極集中の是正の動きが出てきている今は、

見方を変えれば、関西再生のチャンスととらえることができ
ます。この緊急提言を関西エリアのすべての関係機関、団
体、企業や地域住民と共有し、全員協力の下、既存ストック
を関西再生のための共有財産として最適活用する方法を
考えたい。そういう思いで提言をまとめました。

自由な議論で関西の力を発揮

■大津　では、二つ目のテーマとして、緊急提言の提案を
具体化するために産官学がどういう形で取り組んでいくべ
きかについてお聞きします。小河さんからお願いします。
■小河　首都移転ではなく、関西は西日本で何かがあった
ときに頼りにされるようにならないといけません。首都圏は
巨大地震や水害による災害の危険性が高く、その時には、
おのずと関西が対応することになるでしょうが、首都圏だけ
を意識するのではなく、西日本のためにもどう対応できるか
を考えなければなりません。今回、建設コンサルタンツ協会
近畿支部が緊急提言を取りまとめましたが、日本プロジェク
ト産業協議会（ＪＡＰＩＣ）など他の団体でもいろいろな提案を
出しています。これらを一つにまとめ、皆が集まって自由な場
で議論することが大切です。ぜひとも関西の力を発揮してほ
しいです。
　ストックに関しては、関西には世界遺産や日本遺産がたく
さんあります。それらをどう発掘し、磨いて売り出していくか
が大事です。鉄道に関して言えば、狭軌鉄道は鉄道の弱み
であるとも考えられていますが、ＪＲと近鉄、南海の狭軌レー
ル区間をポイント改良などで上手く繋げることで、新大阪か
ら高野山や吉野に直通で行けます。各社のリゾート用豪華
列車をオフピークに走れれば観光に利用してもらえるのでは
ないでしょうか。都市内高速道路については料金体系のシー
ムレス化ができましたが、さらに進めて一体運営をすべきだ
と思います。建設時は造る論理でいろんな法律を作り建設
してきたので、より早く現在の形ができたが、これからは利用
者側の論理で考えることが必要で、このためには、料金の柔
軟な運用などが容易にできる経営の一元化も検討すべきで
はないでしょうか。大阪湾の港湾も同じで世界的な港湾にす
るためには、四つの管理者を一つにして取り組むことが大切
ではないか。同じような規模の韓国の 山港は一管理者で
国際基幹航路となっている。最終的には空港も含めポート
オーソリティに向かって進むべきだと思います。

課題を把握しインフラでサポート

■池口　官の役割ですが、人口減少社会の中で、近畿の中
心となる大阪をはじめ、地方都市についても課題をきっちり
把握し、どうサポートするかが大事だと考えています。インフ
ラの整備で得られる効果など、技術的に提案する姿勢を今
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後も持ち続ける必要があります。
　例えば近畿自動車道紀勢線ですが、今では和歌山県すさ
み町まで伸びました。この地域は鉄道もありますが、道路で
観光に行く人も多く、海外からの旅行客もたくさん訪れてお
り、地域経済や観光産業の活性化に大きく貢献しています。
地元からの要望やニーズがあって延伸しましたが、実際にさ
まざまな効果が出ています。
　京奈和自動車道は工場立地など経済的な効果をもたら
し、第二京阪道路の整備は国道１号の渋滞緩和につながり
ました。上野遊水地は浸水を逃れる効果を発揮しました。こ
のように、地域目線で着実に課題を解決することが重要にな
ります。
　近年は毎年災害が発生し、２０１８年度の補正予算から
「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」に取り
組んでいますが、次の５カ年加速化対策が成立すれば、さら
にしっかりと強靱化に努めるつもりです。
　災害発生時に派遣しているテックフォースも国の役割とし
てますます重要になっています。将来への備えも重要です
が、現状をどう守るかも国が果たすべき大きな仕事になって
います。
　既存ストックの長寿命化も大きな課題です。近畿地方整
備局では、道路メンテナンスセンターを設置し、直轄で管理
する道路等の構造物をきっちりと維持管理する体制を整え
ました。構造物は、市町村が管理するものが圧倒的に多い
ため、市町村に何か悩み事があればいつでも対応します。
今使われている社会インフラを的確に管理することも重要
です。

瀬戸内を起爆剤に

■藤本　最近は産官学があまり発信しなくなったと感じてい
ますが、産でいうと、ＪＡＰＩＣが津軽海峡に第２青函トンネル
の整備を提案しています。最初は北海道経済連合会も慎重
でしたが、最近では勉強会を開き、２月にシンポジウムを開
催するなど、だんだんと盛り上がってきました。近畿では建設
コンサルタンツ協会が提言を出していますが、いろんな経済
団体に呼びかけるなど、しっかり連携して積極的に活動する
風土をつくることが大事だと思います。
　私は常々、西日本連携にとって瀬戸内海が戦略的に非常
に重要になると考えています。世界的に見ても美しい海域
で、歴史・文化・スポーツなど様々なニーズに応え得ることか
ら小型のクルーズ船で周遊型あるいは滞在型の観光ができ
るようになればいいと思っています。それを起爆剤として世
界の観光地に押し上げることを皆で考えてはどうでしょう
か。そうなれば、豊予海峡や紀淡海峡ルートのニーズも出て
くると思います。そういう意味で建コン協の４支部が一緒に
取り組もうとしているのは非常に心強いです。
　あと一点、関西空港と神戸空港の間に20㎞余りの海底ト
ンネルを掘れば、鉄道だと15分ほどでアクセスできます。神
戸空港が関空の３本目の滑走路と考え、一体的に運用する
こともできます。戦略的なプロジェクトをみんなで考え育てて
いくことが大事だと思います。

機運を高めて夢の実現を

■吉津　提言では地下を通るリニア中央新幹線
に合わせ、拠点間は地下の高速鉄道で結ぶアイデ
アにしましたが、これからは「ＭａａＳ」や「ＣＡＳＥ」
などモビリティ革命も進展しますので、高速道路
網で結ぶニーズが増える可能性も高まると思い
ます。
　さらに西日本版スーパー・メガリージョンを形成
する時のルートですが、提言には北陸新幹線の新
大阪から南下するルートも描いています。紀淡海
峡から四国を経由して豊予海峡を横断するルート
の可能性もあると思われますので、建コン協の西
日本４支部が連携して、バージョンアップを図って
いきたいと考えています。
　今後は、関西の鉄道や道路を運営する企業、経済団体や
ＪＡＰＩＣ、日本国際博覧会協会などの「産」、近畿地方整備
局、大阪府、大阪市などの「官」、そして大学や学識経験者
などの「学」を代表する方々と、関西再生のための協議の場
を持ち、われわれ近畿支部としても合意形成のお役に立ち
たいと思っています。
　まずは機運を高めることが重要だと考えており、今後いろ
いろな関係機関と連携しながら具体化していこうと思ってい
ます。みなさんもぜひ協議の場に入ってください。

絵を描いて認識を共有へ

■大津　緊急提言の特徴は首都圏一極集中是正という課
題を正面から取り上げていることです。３０年くらい前に首都
移転の話がありましたが、今回は一から都市をつくるのでは
なく、霞が関の代わりを森之宮につくるとか、羽田空港・成田
空港の機能を関西３空港で代替するなど、既存施設の整備
拡充で具体案を出しているところがポイントです。
　リニア中央新幹線が新大阪まで延伸すれば、東京からの
４時間圏が熊本まで伸びます。ただ、鳥取の西部や徳島、高
知は全く恩恵がありません。東京からは放射状に新幹線が
伸びていますが、新大阪は通過型で、本来のネットワーク機
能とはまったく違うのが西日本の特徴です。
　首都代替機能を有する大阪、そして大阪の再生を実現す
るインフラ整備ができれば、大阪をハブとした西日本版スー
パー・メガリージョン構想の立案が非常に重要になります。
四国に新幹線を延ばす話はありますが、ぜひ山陰にも配慮
してほしいですね。
　コロナ禍の中でコンパクトシティ構想がたくさん出ていま
すが、ネットワークでつながっているからこそ、コンパクトシテ
ィなのです。西日本版のスーパー・メガリージョンは、西日本
の調和的発展を考えないといけません。

　一番大事なのは絵を描くことだと思います。2040年、
2050年のイメージはなかなか湧きにくいですが、2040年
にはリニアが大阪に来ています。絵を見ると山陰地方や四
国の南側はまずいという認識が出ると思います。絵を描くこ
とでお互いの認識を共有していくことが大事だと感じてい
ます。
　私は民間機関の建設コンサルタンツ協会がインフラ整備
のシンクタンクとして将来構想の絵を描くことが出発点にな
ると認識しています。絵ができることで初めて産官学が議論
するプラットフォームが形成され、協議が始まると思います。
建コン協の西日本４支部が地域の垣根を越え、西日本版ス
ーパー・メガリージョン構想を考える場を設けていることを全
国に知ってもらいたいですね。今回の提言を契機にさらに内
容を精査して実現性を高め、西日本の発展につながる絵が
描けることを期待しています。

瀬戸内クルーズネットワーク構想  ～瀬戸内クルーズネットワーク基礎整備～

出典：国土未来プロジェクト研究会
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5-1 道路技術勉強会の経緯 

世話人：黒谷 努（一社）近畿建設協会技師長 

寺尾敏男（一社）建コン協近畿支部道路研究委員会 委員長：（株）ニュージェック 

北野俊介 同 運営委員：協和設計（株） 

大西 博  同 運営委員：(株)建設技術研究所 

加古真一 同 道路網研究分科会幹事   ：中央復建コンサルタンツ（株） 

       蔵下一幸 同 道路の賢い使い方分科会幹事：（株）オリエンタルコンサルタンツ 

鈴木直司  同 国土交通計画研究分科会幹事 ：（株）ニュージェック 

                             

 日程 テーマ 講師 所属 

Ｈ 25 
第 1 回 
通算 
第１回 

Ｈ25.5.10 
（金） 

道路の維持管理・老朽

化対策に関する最近の

話題 

大城 温 国総研 道路研究部道

路構造物管理研究室 
主任研究官 

 

近畿地整管内のおける

橋梁等構造物の維持管

理の現況 

野中 砂男 近畿地整 福知山河川

国道事務所 
所長 

Ｈ 25 
第 2 回 
通算 
第２回 

Ｈ25.8.8 
（木） 

人にやさしい道づくり 鹿野 正人 国交省 道路局環境安

全課 
道路交通安全対策室 
交通安全政策分析官 

道の駅 近藤 弘嗣 近畿地整 道路部 
交通対策課長 

Ｈ 25 
第 3 回 
通算 
第３回 

Ｈ25.11.25 
（木） 

国土幹線道路部会の中

間報告について 
安谷 覚 国交省 道路局企画課 

道路経済調査室 
課長補佐 

効率的な道路整備と維

持管理に向けての新技

術の活用と産学官連携

について 

福岡 彰三 近畿地整 近畿技術事

務所 
所長 

Ｈ 25 
第 4 回 
通算 
第４回 

Ｈ26.2.7 
（金） 

大規模地震災害に備え

た道路の防災対策 
前田 陽一 国交省 道路局国道・防

災課 
道路防災対策室 
室長 

南海トラフ巨大地震へ

の備え 
~紀南河川国道事務所 

西海 俊幸 近畿地整 紀南河川国

道事務所 
所長 
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 日程 テーマ 講師 所属 

Ｈ 26 
第 1 回 
通算 
第５回 

Ｈ26.6.13 
(金) 

近畿地方整備局の道路

老朽化対策 
田中 貢 近 畿 地 整  道 路 部

道路情報管理官 

道路の老朽化対策の本

格実施等について 
山田 哲也 国交省道路局環境安全

課          

技術企画官 

Ｈ 26 
第 2 回 
通算 
第６回 

Ｈ 26.11.14
（金） 

新たな国土構造を支え

る道路交通のあり方 
野津 隆太 国交省道路局企画課 

企画専門官 

新名神高速道路の事業

概要と技術的取組 
里深 一浩 西日本高速道路株式会

社関西支社  
建設事業部長 

Ｈ 26 
第 3 回 
通算 
第７回 

Ｈ 27.2.6
（金） 

東日本大震災の経験を

踏まえ、来る災害に備

える 

池口 正晃 国交省 道路局企画課 
道路事業分析評価室 
企画専門官 

阪神高速の 
これまでとこれから 

上松 英司 阪神高速道路株式会社 
企画部 次長 

 

 日程 テーマ 講師 所属 

Ｈ 27 
第 1 回 
通算 
第８回 

Ｈ27.5.29
(金) 

建設技術（者）の現況と

将来の展望 

 

大西 有三 関西大学環境都市工学

部 特任教授 
京都大学名誉教授 

改正品確法を踏まえた 
入札契約制度に関する

最近の取組み 

森戸 義貴 

  

国土交通省大臣官房 
技術調査課 
建設技術調整官 

Ｈ 27 
第 2 回 
通算 
第９回 

Ｈ27.9.17 
（木） 

ＩＴＳをめぐる最近の

動向 
手塚 寛之 国交省 道路局 

道路交通管理課 
高度道路交通システム

推進室 企画専門官 

「道路の賢い使い方」 
創る・守る・使う 

大嶋 勝彦 近畿地整 道路部 
道路計画第二課  
課長 

Ｈ 27 
第 3 回 
通算 
第 10 回 

Ｈ27.11.27
 （金） 

「道の駅」の新たな展

開と今後の展望につい

て 

竹内 勇喜 国交省 道路局 
国道・防災課 
課長補佐 

交通安全対策をめぐる

最近の動向について 
東 隆司 近畿地整 道路部 

交通対策課 
課長 

Ｈ 27 
第 4 回 
通算 
第 11 回 

Ｈ28.1.29 道路のストック効果に

ついて 
小島 昌希 

 

国交省 道路局企画課 
課長補佐 

近畿圏の道路ストック

効果について 
橋本 亮 近畿地整 道路部 

道路計画第一課  
課長 
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 日程 テーマ 講師 所属 

Ｈ 28 
第 1 回 
通算 
第 12 回 

Ｈ28.6.3 
(金) 

都市物流システムに関

する新しい方向 
谷口 栄一 京都大学 

名誉教授 

 

今後の物流政策につい

て 
山本 悟司 

  

国土交通省道路局 
企画課 
道路経済調査室長 

Ｈ 28 
第 2 回 
通算 
第 13 回 

 

 Ｈ28.9.9
 （金） 

 

ビッグデータによる交

通分析とその活用につ

いて 

手塚 寛之 国土交通省道路局 
道路交通管理課 
ITS 推進室 企画専門官

阪神高速におけるビッ

グデータによる交通分

析とその活用について 

石井 康裕 阪神高速道路株式会社 
保全交通部 
交通技術担当課長 

Ｈ 28 
第 3 回 
通算 
第 14 回 

Ｈ28.12.9 
（金） 

モーダルコネクトの強

化 
日野 雅仁 近畿地整 道路部 

道路調査官  

 

近畿のモーダルコネク

トの取組みと道路の課

題 

大森 卓也 近畿地整 道路部 
道路計画第二課  
課長 

Ｈ 28 
第 4 回 
通算 
第 15 回 

 
 

H29.2.10 
（金） 

近畿地域におけるイン

バウンドと道路～旅行

者の滞在先の分析手法

について 

奥山 健一 近畿地整 道路部 
道路計画第二課  
課長補佐 

外国人観光客にも快適

な道づくり 
馬渡 真吾 近畿地方整備局 

京都国道事務所長 

道路行政を取り巻く最

近の情勢～インバウン

ドと道路 

堤  啓 国土交通省道路局 
企画課 
企画専門官 
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 日程 テーマ 講師 所属 

Ｈ 29 
第 1 回 
通算 
第 16 回 

Ｈ29.6.9 
(金) 

交通マネジメントの未

来像～これからの道路

空間と他モードとの連

携～ 

橋本 雅道 近畿地方整備局 
道路部 
部長 

 

民間事業者から見た現

在のカーシェアリング

の課題と今後の展開 

亀田 真隆 

  

タイムズ 24 株式会社 
タイムズカープラス事

業部 企画グループ 
グループマネジャー 

Ｈ 29 
第 2 回 
通算 
第 17 回 

Ｈ29.9.15 
（金） 

 
 

社会資本整備審議会道

路分科会「建議」 
～これからの道路施策

について～ 

沓掛 敏夫 国土交通省道路局 
企画課 
道路経済調査室長 

「道の駅」を拠点とし

た自動運転実証実験の

取り組みについて 

中尾 勝 近畿地方整備局道路部

交通対策課 
課長 

Ｈ 29 
第 3 回 
通算 
第 18 回 

Ｈ29.11.24
(金) 

無電柱化の取組につい

て 
清水 将之 国土交通省道路局 

環境安全課 
地域道路調整官 

京都市における無電柱

化に向けた取組 
板谷 正人 京都市建設局 

道路建設部道路環境整

備課 課長補佐 

Ｈ2９ 
第 4 回 
通算 
第 19 回 

 
 

Ｈ30.3.2
（金） 

景観に配慮した道路附属

物等 

ガイドラインについて 

川俣 裕行 国土交通省道路局 
環境安全課 
沿道環境専門官 

近畿地方整備局における

景観に配慮した道路デザ

インについて 

古賀 聡明 近畿地方整備局道路部

計画調整課 
課長 
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 日程 テーマ 講師 所属 

Ｈ 30 
第 1 回 
通算 
第 20 回 

Ｈ30.6.6 
（水） 

 

道路技術勉強会  
第 20 回記念ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

 
「関西の明日を創造す

るために」 
～将来へ向けての 

プロジェクト～ 

 ・趣旨説明；藤本貴也氏（日本道路協会参与）

・基調講演；池田豊人氏（近畿地整局長） 
・パネルディスカッション 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ；大津宏康（京都大学大学院教授） 
ﾊﾟﾈﾘｽﾄ；上村多恵子氏（関西経済同友会常任幹事）

    松島格也氏（京都大学大学院准教授） 
    橋本雅道氏（近畿地整道路部長） 
    兼塚卓也氏（（一社）建コン恊近畿支部長）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ説明；寺尾敏男（道路研究委員会委員長

・講評；霜上民生（（一社）近畿建設協会理事長）

Ｈ 30 
第 2 回 
通算 
第 21 回 

H30.9.21 
（金） 

 
 

歴史資産をいかした 
国営公園 

 

 
松本 浩 

国土交通省 近畿地方整備局 
国営 飛鳥歴史公園事務所 
所長 

 
観光地域づくりを通じ

た観光先進国の実現 

 

 
畠中 秀人 

 

国土交通省 観光庁 
観光地域振興部 
観光地域振興課 
課長 

Ｈ 30 
第 3 回 
通算 
第 22 回 

Ｈ30.11.22 
（木） 

これからの自転車の活

用について 
 
中尾 勝 

 

国土交通省 近畿地方整備局 
道路部 交通対策課 
課長 

堺市における自転車利

用環境向上への取り組

み 

 
一向 良孝 

堺市 建設局  
自転車まちづくり部 
自転車環境整備課 主査 

Ｈ 30 
第 4 回 
通算 
第 23 回 

 
 

H31.2.1 
（金） 

国土強靱化基本計画の見

直しについて 

 

 
若尾 将徳 

内閣官房 
国土強靭化推進室 
企画官 

近畿地域における最近の

国土強靱化計画について 

 

 
堤 英彰 

国土交通省 近畿地方整備局 
紀南河川国道事務所 
所長 
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 日程 テーマ 講師 所属 

Ｒ １ 
第 1 回 
通算 
第 24 回  

 

Ｒ1.7.4 
(木) 

大阪湾岸道路西伸部・

淀川左岸線延伸部につ

いて 

古川 慎治 国土交通省 近畿地方整備局 
浪速国道事務所 
所長 

 

物流効率化に資する広

域道路ネットワーク 
田村 央 

  

国土交通省 道路局 
企画課 
道路経済調査室長 

Ｒ １ 
第 2 回 
通算 
第 25 回 

Ｒ1.8.29 
 （木） 

 

国土交通省におけるス

マートシティの取組 

 

筒井 祐治 

 

国土交通省 都市局 
都市計画課  
都市計画調査室長 

スマートシティの展

望：自動運転車の実現

による生活の質、都市

構造、土地利用への影

響 

谷口 栄一 

 
 

京都大学 
名誉教授 

Ｒ  １ 

第 3 回 
通算 
第 26 回 

R1.11.29 
（金） 

道路空間のオープン化

と「人中心の道路空間」

の実現に向けて 

武藤 聡 国土交通省 道路局 
環境安全・防災課 
沿道環境専門官 

御堂筋の道路空間再編

について 

 

吉矢 康人 大阪市 建設局  
企画部  
道路空間再編担当課長 

Ｒ １ 
第 4 回 
通算 
第 27 回 

 
 

R2.2.7
（金） 

道の駅 

新たなステージ 

 

水野 宏治 

 

国土交通省 道路局 

企画課  

評価室長 

ＳＡ・ＰＡにおける民

営化以降の取り組みと 

今後の課題 

 

松本 浩志 西日本高速道路株式会社 

事業開発部長 

 

 日程 テーマ 講師 所属 

Ｒ 2 
第 1 回 
通算 
第 28 回  

 

Ｒ2.10.21 
(水) 

建設技術展 2020 近畿 
日本道路協会・建設コンサルタ

ンツ協会近畿支部 

「ビジョン 2040 シン

ポジウム」 
〜道路の景色が変わる 

道路法の改正〜 

・趣旨説明；藤本貴也氏（道路研勉強会顧問） 

・基調講演；石田東生氏（筑波大学名誉教授・ 

特命教授） 

・パネルディスカッション 

コーディネーター；植田雅俊（近畿地整道路部長）

パネリスト；石田東生氏（筑波大学名誉教授・ 

特命教授） 

     池田豊人氏（前国土交通省道路局長）

      三島功祐氏（神戸市建設局長） 
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第 6 編 関⻄のインフラ強化を進める会 
 

６−1  関⻄インフラ開催実績 
６−2  関⻄インフラリーフレット 
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関西のインフラ強化を進める会 開催実績

委員会 シンポジウム

平

成
30
年

度

平

成
29
年

度

藤本貴也 氏 兼塚卓也 氏

角和夫 氏

橋爪紳也 氏

高橋徹 氏

田中三郎 氏

村木智祐 氏

小林委員長 森昌文 氏 出野精二 氏 上村多恵子 氏 若林陽介氏

齊藤峻彦 氏 藤本貴也 氏 狭間惠三子 氏小嶋淳司 氏

Hans Westlund氏 三矢昌洋 氏 沖原隆宗 氏 坂口伸六 氏 池田豊人 氏

正司健一 氏 広瀬栄 氏熊野正樹 氏 谷村武士 氏黒川純一良 氏
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関西のインフラ強化を進める会 開催実績

委員会 シンポジウム

令

和

元

年

度

白石真澄 氏

西田昌司 氏 森地茂 氏 森昌文 氏

山中諄 氏

高宮紀子 氏井上智夫 氏 野島学 氏 山田忠史 氏

高橋洋一 氏 赤坂光次郎 氏 小嶋光信 氏 山谷佳之 氏

森清 氏

松野正人 氏

井戸智樹 氏

梅村宏尚 氏

溝口宏樹 氏

藤原まり子 氏

上村正美 氏

令
和
２
年
度

山田忠史 氏

山田邦博 氏 溝口宏樹 氏 谷口博昭 氏梶浦敏範 氏
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参 考１ 技術部会資料 
 
  Ｈ29 年度第 2 回技術部会報告（道路研究委員会） 
  Ｈ30 年度第 2 回技術部会報告（道路研究委員会） 
 

参 考２ 国⼟交通計画研究分科会 視察報告 
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令和元年年 12 月 4 日 

令和元年度 第 2 回技術部会資料 

 

１． これまでの委員会活動 
・活動期間 令和元年 5 月～令和 3 年 3 月（2 年） 

・委員数  49 名 

【運営委員会；委員長＋運営委員他＝8 名、道路網研究委員会；委員長 1 名＋委員 10 名＝11 名、

道路の賢い使い方研究委員会；委員長 1 名＋委員 16 名＋学識委員 1 名=18 名、国土交通計画研究

分科会；委員長 1 名+委員 13 名＋学識委員 1 名＝15 名】 

・「関西のインフラ強化を進める会」事務局として参画Ｈ29 年 4 月～； 

  進める会；3 開催、シンポジウム；1 開催 

・道路技術勉強会；4 開催 

・研究発表会；中間報告 

・建設技術展 2019 近畿「関西夢づくりシンポジウム」 

・近畿地整と建コンの道路整備に関する意見交換会 

●活動スケジュール（Ｒ１年度） 

 ・4/23 7/31 12/4     ：関西のインフラ強化を進める会（3 回開催） 

 ・8/27       ；シンポジウム「関西のインフラ強化を進めるために」 

・7/4 8/29 11/29 2/末 ：道路技術勉強会（4 回開催）  

 ・10/3        ：第 52 回研究発表会 道路研究委員会、各分科会の中間報告 

 ・10/23       ：建設技術展 2019 近畿 建コン協シンポジウム「2050 年に繋ぐみらい予想

図」 

            道路研発表、パネルディスカッション「2050 年に繋ぐみらい予想図」 

 ・7/3 10/4      ： 近畿地整と建コンの道路整備に関する意見交換会 

 

２． 令和元年度の活動報告 

２－１道路研究委員会運営委員会；8 名（運営委員＋分科会委員長） 

【第 1 回運営委員会 平成 31 年 4 月 11 日】 

① 第 52 回研究発表会について 

・Ｒ1 年 19 月 3 日（木）；大阪科学技術センター 

・道路研究委員会及び各分科会の中間報告とする。 

② シンポジウム開催；Ｒ1 年度建設技術展（10/23） 

・道路研究委員会からのテーマ研究発表 

・パネルディスカッション 

③ 西日本 4 支部連携意見交換会予定 

・令和元年度第 1 回西日本 4 支部連携「意見交換会」 

 令和元年 7 月 2 日（金） 九州支部開催 

 参加者；九州・四国・中国、近畿支部（国土交通計画分科会、運営委員） 
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・令和元年度第 2 回西日本 4 支部連携「意見交換会」 

令和元年 9 月 6 日  四国支部開催 

参加者；九州・四国・中国、近畿支部（国土交通計画分科会、運営委員） 

・令和元年度第 3 回西日本 4 支部連携「意見交換会」 

 令和元年 12 月 6 日 近畿支部開催 

 参加者；九州・四国・中国、近畿支部（国土交通計画分科会、運営委員） 

【第 2 回運営委員会 令和元年 7 月３日】 

① 第 52 回研究発表会について 

② シンポジウム開催；Ｒ1 年度建設技術展（10/23） 

・シンポ内容；２０５０年に繋ぐみらい予想図 

趣旨説明；寺尾委員長 

関西の２０５０年の提案；３分科会から説明（宮崎、村戸、野呂委員） 

パネルディスカッション 

  コーディネーター；大津先生 

  パネリスト；松島先生、藤本さん、橋本道路部長、﨑本副支部長 

  司 会  ；昨年と同じ人に依頼予定 

【第 3 回運営委員会 令和元年 11 月 5 日】 

① 10/23 建設技術展シンポのパネルディスカッションを受けて 

・各パネリストからの提言・提案の評価について 

多様な社会課題を総合的に解決していく 

    余暇時間の増加、2地域居住やアドレスホッパーなどの生活の変化 

    強い道路網が必要、ＡＩ・情報産業などに視野を広げる 

    コンサルタントの領域拡大（PFI の事業主体、コーディネーター等） 

    首都機能の移転、多様な交通モードをどう裁くか？ＡＩの活用等 

    エンジニアリングファースト、積み上げ方式は」実現性が無い。 

  ・その他（関西のインフラ強化シンポ） 

    ＡＩ、自動運転,LOOKWEST、Ｍａｓｓ、スーパーシティー 

    3 空港一体利用等 

② 今後のスケジュール 

11/29；道路技術勉強会 

12/4；関西のインフラ強化を進める会 

12/6；西日本 4支部連携意見交換会 

12/?；第 3回近畿地整若手技術者との意見交換会 

 

２－２Ｒ元年度道路研究委員会中間報告（近畿支部研究発表会） 

① 日程；令和元年 10 月 3 日 

② 会場；大阪科学技術センター 

③ 発表；道路研究委員会、道路網研究分科会、道路の賢い使い方研究分科会、国土交通計画研究分
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科会 

 

２－３建設コンサルタンツ協会近畿支部シンポジウム「2050 年に繋ぐみらい予想図」 

① 日程；令和元年 10 月 23 日 

② 会場；マイドーム大阪 

③ 内容； 

・主旨説明；道路研：寺尾委員長 

・関西の 2050 年の提案；道路網：宮崎委員、賢い使い方：村戸委員、国土交通：野呂委員 

・パネルディスカッション；コーディネーター：大津先生、 

パネリスト：松島先生・橋本企画部長、藤本氏、﨑本副支部長 

 

２－４近畿地整と建コンの道路整備に関する意見交換会 

 【第 1回】 

① 日程；令和元年 7月 3日 

② 会場；近畿地整 第 1別館 

③ テーマ； 

・大阪・関西万国博覧会までの道路整備について 

・関西におけるバスターミナルの整備について 

④ 意見交換； 

・テーマに関するプレゼンテーション 

・意見交換 

 【第 2回】 

① 日程；令和元年 10 月 4 日 

② 会場；近畿地整 第 1別館 

③ 形式；3つのテーマのプレゼン後、3か所に分かれてグループ討議、発表 

④ テーマ； 

・将来の道路網のイメージ 

・将来の社会を創造した『道路の賢い使い方』の提案 

・西日本の新たな国土軸『南海経済軸』の提案  

⑤ グループ討議 

⑥ グループ代表の発表 

 

２－５関西のインフラン強化を進める会 

【建コン協近畿支部の立場】 

 ・事務局；近畿建設協会（霜上理事長）、建コン協近畿支部 

 ・道路研究委員会から 5 名、企画部会から部会長が委員会の傍聴に参加。 

 ・作業内容；同会に関わる資料作成 

【第 7 回関西のインフラ強化を進める会 平成 31 年 4 月 23 日】 
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① 基調説明；新大阪駅周辺エリアの都市機能強化の提言 

JAPIC 前関西委員会委員長；松野正人氏 

② 基調説明；2025 年日本国際博覧会に向けて 

  近畿経済産業局長；森 清氏 

① その他；大阪・関西万博（2025 年）までのインフラ整備（整備内容・整備効果等） 

2025 年までに予定されているインフラ整備等 

関西のバスターミナルのあり方 

      道路研究委員会道路の賢い使い方分科会；蔵下委員長 

【第 8 回関西のインフラ強化を進める会 令和元年 7 月 31 日】 

① 基調説明；2025 年大阪・関西万博； 

（一社）2025 年日本国際博覧会協会；梅村宏尚氏 

② 基調説明；歴史文化を活かす関西―百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産指定を契機にー 

（一社）世界文化遺産地域連携会議世話役；井戸智樹氏 

③ その他；2050 ビジョン「多様なモードでシームレス移動」 

  道路研究委員会道路網分科会；加古委員長 

【第 9 回関西のインフラ強化を進める会 令和元年 12 月 4 日】 

① 基調説明；都市機能と沿線まちづくり（仮） 

  阪急電鉄（株）常務取締役；上村正美氏 

② 基調講演；次世代交通 Maas と関西の今後の交通インフラのあり方（仮） 

  京都大学経営管理大学院教授；山田忠史氏 

③ その他；2050 生活パターンとインフラの使い方 

  道路研究委員会国土交通計画分科会；鈴木委員長 

【第 5 回シンポジウム 「関西のインフラ強化を進めるために」令和元年 8 月 27 日】 

①特別講演；「大阪・関西万博を契機にリニア中央新幹線、北陸新幹線を踏まえた。今後のインフ 

ラ整備について 

参議院議員 西田昌司氏 

② 基調講演；関西圏の課題とインフラ 

政策研究大学院大学 政策研究センター長；森地 茂氏 

③ 基調講演；国土交通省が取り組む生産性革命～スマートシティを例に～ 

  国土交通省 顧問；森 昌文氏 

④ パネルディスカッション 

・コーディネーター 関西のインフラ強化を進める会委員長；小林潔司氏 

・パネリスト 関西大学政策創造学部教授；白石真澄氏 

国土交通省顧問     ；森 昌文氏 

政策研究大学院大学 政策研究センター長；森地 茂氏 

南海電気鉄道（株） 特別顧問：山中 諄氏 
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２－６ 令和元年度道路網研究分科会活動報告 委員：１１人 

 日程 内容 

第 1 回 H31.4.11 ・体制等について 

・検討方針について 

・次回までの検討と次回開催日について 

第 2 回 R0.5.15 

 

・研究内容（案） 

・現地視察（案） 

・次回までの検討と次回開催日 

第 3 回 R0.6.12 ・検討内容報告 

・現地視察について 

・次回までの検討と次回開催日について 

第 4 回 R0.7.10 ・検討内容(リーフレット)のとりまとめ方針について 

・次回開催日等について 

第 5 回 R0.8.1 

 

・検討内容(リーフレット)のとりまとめ方針について 

・次回開催日等について 

第 6 回 R0.8.21 ・検討内容(リーフレット)のとりまとめについて 

・中間発表用 PPT について 

・建設技術展 2019 近畿 シンポジウムでの分科会からの発表について 

・次回開催日について提言Ⅱに関する報告書及び説明資料（PPT）について 

第 7 回 R0.9.18 ・10/3  中間発表 PPT 

・10/23 建設技術展 シンポジウム 分科会からの発表 

・次回開催日、議事次第 

第 8 回 R0.11.13 ・次年度の検討テーマ 

 

 

２－７ 令和元年度道路の賢い使い方研究分科会活動報告 委員：１９人 

 日程 内容 

第 1 回 H31.4.11 

 

(1) 自己紹介と本分科会の概要説明(H30.4～一部委員の交替による) 

(2) 各分科会のこれまでの活動内容と今期の活動予定についての説明 

(3) 分科会の進め方 

・オブザーバーとして、松島先生(京都大学大学院)の参画。 

・分科会の開催予定(4 月～12 月：1回／月程度、1月～3月：休会) 

第 2 回 R1.5.15 (1) 今期の活動方針 

・都市部(京阪神地域)および地方部(近畿南部)に着目し施策の展開の検討。 

・Ⅰ期で抽出した施策(45 施策)の見直し( 新知見による新たな施策の追加) 

・将来の社会情勢の想定 

第 3 回 R1.6.21 (1) 道路を賢く使う施策(ｷｰﾜｰﾄﾞ)の追加について 

－ 321 －



・ICT の展開方法（整理方法） 

(2) 都市部・近畿南部への施策展開の進め方について 

・施策展開を検討する地域ブロックの分割方法 

・時間軸のとらえ方：短期と中長期に分割した検討方針 

・取り込むべき要素（モード間の連携、空間の再配分、楽しさ etc） 

第 4 回 R1.7.23 (1) 意見聴取のとりまとめ(エリア分けについて) 

・「大阪市」と「その他の京阪神地域」 

・近畿南部は、「奈良県」と「和歌山県」 

(2) 建設技術展 2019 シンポの発表方針 

(3) 視察地の検討 

第 5 回 R1.8.26 (1) 施策展開の検討方針について 

・時間軸(短期、中長期)を明確化（短期 2025～2030、中長期 2030～2050）

(2) 建設技術展のシンポ(R1.10.23)における本分科会からの報告内容（案） 

(3) 視察について（シンガポール、マレーシアの決定） 

第 6 回 R1.9.27 (1) 社会背景、地域の施策展開事例等（WG 報告）について 

・移動時間短縮、余暇増加、交流人口の増加、物流の増加 

・地方人口の維持、地方への人口呼び込み施策展開 

・大阪市、その他京阪神、和歌山県、奈良県の施策展開報告 

(2)海外視察訪問先（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ：陸上交通局、ﾏﾚｰｼｱ：ｺﾝｻﾙ） 

第 7 回 R1.10.17 (1)各地域ブロックの施策展開（WG 報告） 

・大阪市、その他京阪神、和歌山県、奈良県の施策展開報告 

・IR 招致、舟運、自動運転、ｶｰﾌﾞｻｲﾄﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ等 

第 8 回 R1.11.14 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ﾏﾚｰｼｱ現地視察 

第 9 回 R1.12.5 

予定 

(1)シンガポール・マレーシア視察報告 

(2)今年度の取りまとめ方針 

 

 

２－８ 令和元年度国土交通計画研究分科会活動報告；14 名  

 日程 内容 

第 1 回 H31.4.12 研究テーマについての意見交換 

・「南海経済軸のあり方」及び「関西 3空港一体化に向けた交通ネットワーク

とまちづくり」に関する研究を行うこととした。 

第 2 回 R1.5.17 各 WG の中間報告および意見交換 

◆南海経済軸ＷＧ 

・南海経済軸による効果について表現するパースを 1枚作成し、PPT をその

説明・根拠資料として用いる方針となった。 

・まずは南海経済軸のイメージ、南海経済軸で“言いたいこと”を各自明確

化していくということで、整理を行った。 
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◆3 空港一体ＷＧ 

・公共交通網および夢洲、新尼崎のイメージについて、2～3 枚のパースを作

成する。 

・「関西 3 空港懇談会」を話題に挙げ、3 空港一体化の必要性について改めて

確認した。 

第 3 回 R1.7.5 各 WG の中間報告および意見交換 

◆南海経済軸ＷＧ 

・パースイメージ図を段階ごとにブラッシュアップしていき、パースイメー

ジの基となるキーワードを再整理する。 

・高層ビルが立ちつつも、浸水域となる低階層は移住スペースではなく、会

議スペースになっているなどをイメージした。 

・地震に対して防災コンパクトシティは脆弱性がないのかを確認した。(壊れ

ないようにまちを作ることばかり考えずに、壊れることを前提としたまちの

作り方もあるのではないか。) 

◆3 空港一体ＷＧ 

[夢洲について] 

・ナイトタイムエコノミーを想定したある一日のモデルコースを作成した。

(飲食と娯楽を同時に楽しめるもの。) 

・夢洲は様々な娯楽を提供できることが期待できるが、大阪の雰囲気、庶民

的でローカルな体験を満足に行うことは難しい。そこで夜間交通を発達させ

ることで、大阪街でローカルな夜を楽しんだ後に夢洲に戻り、クラブやカジ

ノに繰り出したり、宿泊先のホテルで休むことが出来る。 

・Maas の活用についてイメージを膨らませる。(自動運転なおかつ交通渋

滞、環境問題の解消など) 

第 4 回 R1.8.30 各 WG の中間報告および意見交換 

◆南海経済軸ＷＧ 

・南海経済軸 PR 用イメージを 1 枚に整理し、前回のものから各エリアの位

置づけを追加した。 

◆3 空港一体ＷＧ 

【新尼崎構想】 

・高速移動（陸海空）、超トリップの玄関口を目指す新尼崎の MaaS 機能の

整備、宿泊施設を組み合わせた施策が必要・ 

検索システムについては、運行経路の安全管理の責任や費用負担軽減サービ

ス（混雑解消、環境負荷の軽減）を盛り込む。 

【観光立国の実現】 

・日本の魅力を付け加える。（ナイトタイムエコノミー等） 

・インバウンドの増加（ユネスコ登録：和食、アニメ・ゲーム、電化製品、

治安の良さ）やオリンピックや大阪万博効果で日本に誘致しやすい環境であ
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ることから、日本の魅力をアピールできるような施策や構想の整理が必要。 

・消費の実態としては、「モノ消費」から「コト消費」で体験型アクティビテ

ィが人気であり、心の豊かさを重視する行動が目立つ 

第 5 回 R1.9.27 建コン研究発表会に向けての報告（各 WG） 

第 6 回 R1.11.22 各 WG の４支部連携提言のアウトプットイメージ（近畿支部提案として） 

 

２－９ 道路技術勉強会 

道路技術勉強会は今年で 7 年目に入り充実した勉強会となっている。今後とも、会員各位

の技術力アップと、各種の新しい情報の収集、当道路研究委員会の広報として今後とも、時

期に即したテーマ、講師により開催していく。 

今年度の勉強会開催は下記のとおりである。 

 

 日程 テーマ 講師 所属 

Ｒ １ 
第 1 回 
通算 
第 24 回  

 

Ｒ1.7.4 
(木) 

大阪湾岸道路西伸部・

淀川左岸線延伸部につ

いて 

古川 慎治 国土交通省 近畿地方整備局 
浪速国道事務所 
所長 

 

物流効率化に資する広

域道路ネットワーク 
田村 央 

  

国土交通省 道路局 
企画課 
道路経済調査室長 

Ｒ １ 
第 2 回 
通算 
第 25 回 

Ｒ1.8.29 
 （木） 

 

国土交通省におけるス

マートシティの取組 

 

筒井 祐治 

 

国土交通省 都市局 
都市計画課  
都市計画調査室長 

スマートシティの展

望：自動運転車の実現

による生活の質、都市

構造、土地利用への影

響 

谷口 栄一 

 
 

京都大学 
名誉教授 

Ｒ  １ 

第 3 回 
通算 
第 26 回 

R1.11.29 
（金） 

道路空間のオープン化

と「人中心の道路空間」

の実現へ向けて 

武藤 聡 国土交通省 道路局 
環境安全・防災課 
沿道環境専門官 

御堂筋の道路空間再編

について 

 

吉矢 康人 大阪市 建設局  
企画部  
道路空間再編担当課長 

Ｒ １ 
第 4 回 
通算 
第 27 回 
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２－１０ Ｒ1（Ｈ31）年度予算と実績 

・予算；2,560,000 円 

・実績；1,740,000 円（11 月中） 

    内訳 道路研究委員会                      ；約 15 万円   

3 分科会               ；約 111 万円 

       Ｒ1 年度第１、2 回道路技術勉強会   ；約 41 万円 

       10.24 建設技術展シンポ        ；約 7 万円 

       

   なお、Ｒ１年度末までに、75 万円使用を予定している。 

 

今年度の実績は、11 月末で 174 万円となっている。 

今後、必要な活動費用として、道路研究委員会；15 万円、3 分科会；40 万円、道路技術勉強会；20 万

円を考えている。 

そのため、現段階では、Ｒ元年度予算；256 万円に対して 終的な出費は 249 万円と当初予算より若

干下回る見込みである。 

 来年度に向けての行事は、西日本 4 支部連携による「提言」発表とシンポジウム、「関西のインフラ

強化を進める会」との合同シンポジウム、及び近畿支部道路研での「提言Ⅲ」発表とシンポジウムの開

催を計画し、近畿地整、地方公共団体及び広く国民の皆さまへ発信することを考えている。そのため令

和 2 年度予算は、今年度を若干超える予算としている。 

 
３． Ｒ2 年度の活動方針 
（１）Ｒ２年度は前年度からの 2 期目となる。委員会、分科会の構成はＲ1 年度と同様で委員は新たに

公募しない。 

（２）Ｒ2 年度の活動は、建設技術展 2019 近畿（Ｒ1 年 10 月 23 日）の建コン協及び関西のインフラ

強化を進める会シンポジウムでの講演者、パネルディスカッション出演者の方々のご意見、ご提案

等をテーマに検討し、今後、2050 年に向けて必要な取組みを検討・研究する。また、各分科会で

の活動成果と併せて 2 か年の道路研究委員会の成果として発表会・シンポジウム等を企画し、発注

者はじめ広く国民の皆様に提案する。また、研究成果は報告書として取り纏めるものとする。 

また、西日本 4 支部連携意見交換会、近畿地方整備局若手技術者との意見交換会や道路技術勉強

会も併せて継続していくものとする。 

（３）今後の取組みの主なテーマ・キーワードは次のとおりである。 

・多様な社会課題の総合的な検討 

    ・余暇時間の増加、2地域居住やアドレスホッパーなどの生活の変化 

    ・強い道路網の必要性；ＡＩ・情報産業などに視野を広げる 

    ・コンサルタントの領域拡大；PFI の事業主体、コーディネーター等 

    ・首都機能の移転、多様な交通モードをどう裁くか？ＡＩの活用等 

    ・エンジニアリングファースト、積み上げ方式は」実現性が無い。 
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    ・その他（関西のインフラ強化シンポ） 

      ＡＩ、自動運転,LOOKWEST、Ｍａｓｓ、スーパーシティー 

      3 空港一体利用等 

（４）運営委員会 

・運営委員会メンバーは、運営委員長、運営委員、特別アドバイザー、各分科会委員長を基本

とする。 

（５）分科会 

・道路網研究分科会 

・道路の賢い使い方研究分科会 

・国土交通計画研究分科会 

（６）「関西のインフラ強化を進める会」との連携強化；合同のシンポ開催 

 

（７）道路技術勉強会 

・今年度と同様に、年 4 回開催をベースに、建コン協会員の道路技術力の向上、近畿地整等他

団体等の技術交流に寄与することを目的に開催する。 

・メンバーは運営委員会委員があたる。 

 

（８）近畿地整と建コン協の道路整備に関する意見交換会；定期的な開催を目指す。 

    ・運営委員会、各分科会委員代表があたる。- 
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（９）令和 2 年度予算案                        （単位；円） 

 幹事会（世

話人会・運

営委員会） 

道路網研

究 

分科会 

道路の賢

い使い方

研究 

分科会 

国土交通

計画研究

分科会 

道路技術 

勉強会 

 

 

合 計 

 

 

備 考 

委員数

（人） 

8 

（兼務 3） 

11 17 14 6

（兼務 6）

47 

兼務（6） 

 

学識経験者

等（人） 

0 ０ 1 1 ０ 2  

話題提供者

へのお礼等 

50,000 30,000 

 

30,000 20,000 150,000 280,000  

現地調査等 0 120,000 200,000 200,000 20,000 540,000 国内視察 

見学会等 0 30,000 150,000 50,000 0 230,000  

ﾋｱﾘﾝｸﾞ等 50,000 20,000 0 50,000 50,000 170,000  

活動費（懇

親会補助

等） 

100,000 120,000 160,000 200,000 350,000 930,000 講師等の食事

代、謝礼等(シ

ンポ) 

その他 100,000 30,000 110,000 300,000 20,000 560,000 パース・冊子

作成費用他 

合計 300,000 350,000 650,000 820,000 590,000 2,710,000  

注）１．各分科会の現地視察費は、海外への視察を計画している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 327 －



道路研究委員会 Ｒ2  組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路網 

研究分科会 

（委員長） 

委員 

 
委員長） 

道路研究委員会

運営委員会（8 名）

道路の賢い使
い方 

研究分科会 
（委員長） 

委員 

運営委員（３名） 

特別アドバイザー（1 名） 

国土交通計画
研究分科会 
（委員長） 

委員 

学識委員 

行政経験者 

道
路
技
術
勉
強
会 
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令和 2 年 11 月 27 日 

令和 2 年度年度 第 2 回技術部会資料 

道路研究委員会 

 

１． これまでの委員会活動 
・活動期間 令和元年 5 月～令和 3 年 3 月（2 年） 

・委員数  49 名 

【運営委員会；委員長＋運営委員他＝8 名、道路網研究委員会；委員長 1 名＋委員 10 名＝11 名、

道路の賢い使い方研究委員会；委員長 1 名＋委員 16 名＋学識委員 1 名=18 名、国土交通計画研究

分科会；委員長 1 名+委員 13 名＋学識委員 1 名＝15 名】 

・「第 10 回 関西のインフラ強化を進める会、第 7 回シンポジウム開催」 

・道路技術勉強会 建設技術展 2020 近畿「ビジョン 2040 記念シンポジウム 

〜道路の景色が変わる 道路法の改正〜」 

・令和 2 年度建コン協近畿支部シンポジウム 

『緊急提言！今こそ立ち上がれ“ミラーリング ANSAI”〜ポストコロナの新しい日本〜』 

●活動スケジュール（Ｒ2 年度） 

 ・6/26 ：提言 2020 近畿作成ＷＧ参画（準備会）〜11/11：第 6 回同ＷＧ完成 

      （この間、ミニＷＧ6 回開催；提言 2020 作成） 

 ・8/27 ：第 10 回 関西のインフラ強化を進める会  

・9/7  ：第 7 回シンポジウム 『関西のインフラ強化を進めるために 』 

・10/21 ：建設技術展 2020 近畿「ビジョン 2040 記念シンポジウム 

〜道路の景色が変わる 道路法の改正〜」 

・12/2 ：令和 2 年度建コン協近畿支部シンポジウム 

『緊急提言！今こそ立ち上がれ“ミラーリング ANSAI”〜ポストコロナの新しい日本〜』 

 ・12/5～R3 年 3/末  ： 終報告書作成  

 

２． Ｒ２年度の活動報告 

２－１道路研究委員会・運営委員会；8 名（運営委員＋分科会委員長） 

【第 1 回運営委員会準備会 令和 2 年 4 月 3 日】 

① R2 年度道路研究委員会基本的な活動方針について 

運営委員会、近畿地整との意見交換会道路技術勉強会、関西のインフラ強化を進める会、西日本

4 支部連携、近畿支部研究発表会、各種講演会、予算、組織等について方針確認。  

【第 1 回運営委員会 令和 2 年６月 12 日】 

① 令和 2年度第 1回技術部会報告 

１） R2 年度道路研活動方針の概要； 

・今年度は第 3期の 2期目であり「提言Ⅲ」公表、研究成果の発表、成果報告書の作成を行う。 

２）道路研・運営委員会活動予定； 

－１道路研シンポ、提言作成等の節目に道路研運営委員会を開催し、都度具体に向けて方針作成 
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する。 

－２近畿地整と建コン道路研との道路整備に関する意見交換会； 

・今年度は中止 

－３道路技術勉強会； 

・年 4回予定の道路技術勉強会は中止し、『建設技術展 2020 近畿 日本道路協会・建コン協近 

畿支部「美準2040記念シンポジウム～道路の景色が変わる 道路法の改正～」（10月21日）』 

を開催。 

－４講演会等； 

・建設技術講演会開催（7月 8日 キャッスルホテル大阪）講演者；深澤淳志氏、大西有三氏 

－５関西のインフラ強化を進める会； 

  ・建コン協近畿支部の立場： 

    事務局：近畿建設協会（谷本理事長）建コン協近畿支部（吉津支部長） 

    道路研から 5名参加 

    作業内容：同会にかかわる資料作成、道路研発表 

・第 10 回インフラ強化を進める会（8月 27 日 キャッスルホテル大阪） 

・第 7回シンポ開催「関西のインフラ強化を進めるために」（エル大阪） 

   －６「提言 2020 年」公表； 

     ・名称(仮)提言 2020 関西の強くする夢プロジェクト 2050」 

     ・内容は、関西がスーパーメガリージョン、西日本版スーパーメガリージョンの東西の拠点、 

複眼構造の一極を担う、首都代替機能を担う地域とする。 

     ・スケジュール；3/2 立ち上げ、12/2 公表、Ｒ2年 12 月～R3 年 3 月関連機関への説明 

     ・作成機関；新たに「提言 2020 近畿作成 WG」を設置、WG 長兼塚副支部長、道路研メンバー 

   －７西日本 4 支部連携；S 国土交通計画研究分科会が中心で実施。4 支部連携提言作成を目指す。 

      開催は、各支部持ち回りで、1～2か月／回 

   －８近畿支部研究発表会；今年度は録画配信にため、不参加。 

⇒12/2 道路研シンポ開催：会場；大阪阿学技術センター、基調講演、道路研活動報告 

「提言 2020 発表」パネルディスカッション 

   －９各分科会報告；12/2 道路研シンポで報告 

－１０予算組織名簿について 

【第 2回運営委員会 令和２年 10 月 28 日】 

① 「提言Ⅱ」の作成状況 

② 12 月 2 日開催予定の「道路研シンポジウム」について 

－1内容確認 

－2同シンポの運営；役割分担開催案内等 

－3その他 

【第 3回運営委員会 令和 2年 11 月 11 日】 

① 令和 2年度第 2回技術部会へ（11 月 27 日）向けて 

－１技術部会報告の内容確認 
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－２令和 3年度以降の「道路研究委員会」第 4期に向けて 

 ・委員会の存続；継続する 

 ・委員会名称；道路研究委員会（変更なし） 

 ・分科会；道路網分科会、道路の賢い使い方分科会、国土交通計画分科会で構成する。 

イ）道路網分科会と道路の賢い分科会の研究内容は、重複部分もあったので調整する。 

  ロ）国土交通計画分科会の中の「西日本 4支部連携」の運営等については、「運営委員会」 

       へ分離する。 

    ・運営委員会；運営委員会は道路研の全体運営のほかに、「西日本 4支部連携、道路技術勉強 

     会」の運営も追加して担う。 

    ・道路技術勉強会は運営委員会へ移行する。 

    ・委員は令和 3年度 4年度の第 4期道路研究委員会の公募により決定。 

   －３道路研第 4期の役員 

    ・新年度の応募委員から選出する。 

   －４「提言 2020 今こそ立ち上がれ！“ミラーリング KANSAI“～ポストコロナの新しい日本～ 

     の今後について 

     提言 2020 の実現に向けて新たに組織を立ち上げる 

イ） 全体；実現へ向けて近畿地区の関係者、機関が中心の「推進委員会」を設立する。 

ロ） 建コン強近畿支部内に、既存の「提言 2020 近畿作成 WG」に代わり支部長直属組織を創

設する。メンバーは近畿支部役員も含め組織化する。但し、道路研からメンバーを派

遣。 

２－２令和 2 年度道路網研究分科会活動報告 委員：１０人 

 日程 内容 

第 1 回 H31.4.11 ・体制等について 

・検討方針について 

・次回までの検討と次回開催日について 

第 2 回 R 元.5.15 

 

・研究内容（案） 

・現地視察（案） 

・次回までの検討と次回開催日 

第 3 回 R 元.6.12 ・検討内容報告 

・現地視察（案） 

・次回までの検討と次回開催日 

第 4 回 R 元.7.10 ・検討内容(リーフレット)のとりまとめ方針について 

・次回開催日等について 

第 5 回 R 元.8.01 

 

・検討内容(リーフレット)のとりまとめ方針について 

・次回開催日等について 

第 6 回 R 元.8.21 

 

・検討内容(リーフレット)のとりまとめについて 

・中間発表用 PPT について 

・建設技術展 2019 近畿 シンポジウムでの分科会からの発表について 
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・次回開催日について 

第７回 R 元.9.19 

 

・中間発表 PPT 

・ 10/23 建設技術展 シンポジウム 分科会からの発表 

・次回開催日、議事次第 

第８回 R 元.11.13 

 

・次年度の検討課題について 

・視察報告案について 

・講演会について 

・次回開催日等について 

第９回 R2.06.16 

 

・本年度の研究内容確認 

・次回開催日 

第 10 回 R2.07.17 

 

・今年度の活動内容と役割分担 

・視察について 

・次回開催日等について 

第 11 回 R2.08.26 

 

・研究内容について 

・視察について 

・次回開催日等について 

第 12 回 R2.09.23 

 

・研究内容について 

・視察について 

・次回開催日等について 

第 13 回 R2.10.14 

 

・研究内容について 

・「緊急提言！2040 年／2050 年の新しい日本」について 

・１２月２日のシンポジウムについて 

・次回開催日等について 

第 14 回 R2.11.11 

 

・研究内容について 

・シンポジウムについて 

・次年度活動について 

 

２－３ 令和 2 年度道路の賢い使い方研究分科会活動報告 委員：１９人 

 日程 内容 

第 1 回 H31.4.11 

 

(1)自己紹介 

(2)道路研究委員会の 3 分科会の説明および本分科会の進め方 

これまでの活用内容と今期の活動予定について報告した。 

第 2 回 R 元.5.15 (1) 自己紹介 

(2) 前期(Ⅰ・Ⅱ期)の活動についての報告 

(Ⅰ期)5 つの視点を設定し、各視点毎に具体の施策(45 施策)を抽出。 

(Ⅱ期)近畿北東地域」をｹｰｽｽﾀﾃﾞｨとして具体的な施策展開を検討。 

(3) 今期の活動方針 

都市部(京阪神)および地方部(近畿南部)に着目して施策の展開を複数の WG
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に分けて検討することを決定した。 

第 3 回 R 元.6.21 (1) 施策(キーワード)の追加について 

各委員からの意見を踏まえた施策の分類案について意見交換した。 

(2) 都市部・近畿南部への施策展開の進め方について 

検討する地域および WG の分け方について意見交換を実施した。 

第 4 回 R 元.7.23 (1) 施策展開を検討するエリア分けについて 

都市部は「大阪市」と「その他の京阪神地域」とし、近畿南部は、「奈良

県」と「和歌山県」に分けて検討を進めることに決定した。 

(2) 「建設技術展 2019 シンポ」における分科会報告について 

道路研究委員会の各分科会から活動報告を実施することを報告した。 

(3) 海外視察について 

視察先は公共インフラの整備、MaaS 等の先行整備が進められている国・

地域を候補とすることを決定した。 

第 5 回 R 元.8.26 (1) 施策展開の方針について 

各 WG より検討の進め方、視点、アウトプットについて報告した。 

(2) 「建設技術展 2019 シンポ」における分科会報告について 

各 WG での検討内容を中間報告用にとりまとめることを決定した。 

(3) 視察について 

現地視察実施計画書(素案)を提示し、視察先は、シンガポールおよびクアラ

ルンプールに決定した。 

第 6 回 R 元.9.27 (1) 社会背景、施策展開事例等について 

施策展開を検討する前提となる 2050 年における社会背景のとらえ方につ

いて意見交換を実施した。 

(2)視察における訪問先について 

松島先生のご紹介により視察先での訪問先および行程を決定した。 

第 7 回 R 元.10.17  (1)「建設技術展 2019 シンポ」における分科会報告内容 

 (2)施策展開の案について 

各 WG より施策展開の案を報告し、意見交換を実施した。 

－ R 元.11.14

～17 

シンガポール・マレーシア視察 

・Land Transport Authority (LTA) Singapore／LTA Singapore Mobility 

Gallery／ITS Control Centre における意見交換・見学 

・Atur Trafik Sdn Bhd 社の Mr. Chin Kar Keong 氏との意見交換ほか 

第 8 回 R 元.12.5 シンガポール・マレーシア視察報告 

第 9 回 R2.7.15 (1)自己紹介(一部、委員の交代による) 

(2)これまでの検討経緯と R2 年度の本分科会の進め方について 

・京阪神および奈良・和歌山の施策展開案についてのブラッシュアップお

よび兵庫における施策展開案の検討を行うことで決定した。 

第 10 回 R2.10.2 (1)自己紹介(一部、委員の交代による) 
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(2)京阪神および奈良・和歌山の施策展開の案について 

各 WG より施策展開の案を報告し、意見交換を実施した。 

(3)兵庫の施策展開の案について 

主に播磨地域・但馬地域における施策案について意見交換した。 

(4)本分科会のとりまとめについて 

近畿における施策展開のイラストおよびイメージスケッチの案について意

見交換した。 

第 11 回 R2.11.10 (1)本分科会のとりまとめについて 

近畿における施策展開のイラストの見直し案および報告書の目次構成につ

いての意見交換を実施した。 

(2)次期分科会の活動について 

次期分科会での活動内容の案について意見交換を実施した。 

 

 

２－４ 令和 2 年度国土交通計画研究分科会活動報告；14 名 

 日程 内容 

H31 年

度 

第 1回 

H31.4.12 

 

(1)副委員長の選任 

(2)研究テーマについて 

(3)ワーキング分け  

(4)事例視察について 

第 2 回 R1.5.17 (1)ＷＧ活動報告・意見交換 

第 3回 R1.7.5 (1)ＷＧ活動報告・意見交換 

（2)4 支部連携意見交換会について 

4 支部 

第 1回 

R1.7.12 【九州支部主催（in 博多）】 

(1)各支部からの現状報告・意見交換 

(2)R2 年シンポジウム開催提案、近畿支部技術展での 4支部連携の合同提言

提案 

第 4回 R1.8.30 (1)ＷＧ活動報告・意見交換 

（2)4 支部連携意見交換会に向けてのアウトプット 

4 支部 

第 2 回 

R2.9.6 【四国支部主催（in 愛媛）】 

(1)グループディスカッション・発表・意見交換 

（中国支部、四国支部のグループ分けに合わせて 4グループ分け） 

（2）講評 

第 5 回 R1.9.27 (1)ＷＧ活動報告・意見交換 

（2)4 支部連携意見交換会に向けてのアウトプット 

第 6 回 R1.11.22 (1)ＷＧ活動報告・意見交換 

（2)4 支部連携意見交換会に向けてのアウトプット 

4 支部 R1.12.6 【近畿支部主催（in 大阪）】 
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第 3回 (1)各支部からの現状報告 

(2)4 支部連携提言シンポジウムに向けての公表イメージ提案及び意見交換 

第 7回 R1.1.17 (1)ＷＧ活動報告・意見交換 

R2 年度 

第 1 回 

R2.4 月 

(文書配布) 

(1)委員長、副委員長の選任 

(2)R2 年度 道路研究委員会行事予定の連絡 

(3)R2 年度 研究テーマに関する意見交換 

《南海経済軸ＷＧ》 

・西日本版スーパーメガリージョン構想の深度化 

・各施策案の研究・深度化 

《関西 3空港一体化運用ＷＧ》 

・関西都市圏トライアングルネットワーク構想の深度化 

・新拠点開発計画の研究（新尼崎） 

・パース作成 

(4)西日本 4支部連携 意見交換会 

・意見交換会開催の方針 

・合同提言の作成方針 

第 2 回 R2.6.12 (1)ＷＧ活動報告・意見交換 

(2)近畿支部提言の作成方針にいついて(報告) 

(3)西日本 4支部合同提言の作成方針について 

4 支部 

第 1回 

R2.7.3 【中国支部主催（in 広島）】 

(1)各支部からの現状報告 

 ・近畿支部からは、近畿支部提言公表に向けた活動状況、シンポジウムの

開催、ＷＧ活動について報告 

(2)合同提言の方針 

 ・合同提言の骨子・テーマ・取りまとめスタイル 

 ・スケジュール 

第 3 回 R2.7.31 (1)ＷＧ活動報告・意見交換 

(2)近畿支部提言の状況報告 

(3)西日本 4支部連携 意見交換会 

 ・合同提言の内容確認 

4 支部 

第 2回 

R2.8.28 【九州支部主催（in 福岡）】 

(1)各支部からの現状報告 

(2)合同提言 

 ・作成内容の報告・意見交換 

 ・表紙デザイン、タイトルについて 

第 4 回 R2.9.11 (1)ＷＧ活動報告・意見交換 

(2)近畿支部提言の状況報告 

(3)西日本 4支部連携 意見交換会 
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 ・合同提言の近畿支部作成ページの役割分担 

第 5 回 R2.10.8 (1)ＷＧ活動報告・意見交換 

(2)近畿支部提言の状況報告 

(3)西日本 4支部連携 意見交換会 

 ・合同提言の表紙デザイン・タイトルについて 

(4)その他連絡事項 

 ・国内視察を企画（日本海国土軸沿線地域の現状視察：松江高専訪問） 

 ・建設技術展 2020 近畿・シンポジウムの案内 

4 支部 

第 3回 

R2.8.28 【四国支部主催（in 高松）】 

(1)各支部からの現状報告 

(2)合同提言 

 ・作成内容の報告・意見交換 

 ・表紙デザイン、タイトルについて 

第 6 回 R2.11.6 (1)ＷＧ活動報告・意見交換 

(2)その他連絡事項 

 ・12/2 シンポジウムのスケジュール等報告 

 ・国内視察について 

4 支部 

第 4回 

R2.11.6 【近畿支部主催（in 大阪）】 

(1)各支部からの現状報告 

(2)合同提言 

 ・作成内容の報告・意見交換 

 ・表紙デザイン、タイトルを決定した。 

 

２－５ R２年度予算と実績 

・予算；271 万円 

・実績；248 万円（11 月中） 

    内訳 道路研究委員会                      ；約 6 万円   

3 分科会               ；約 60 万円 

       10.21 建設技術展シンポ        ；約 29 万円 

       12.2 道路研シンポ          ；約 3 万円 

       提言 2020 作成費           ；約 150 万円 

   なお、Ｒ2 年度末までに、290 万円（内提言作成・印刷費 140 万円）使用を予定している。 

・Ｒ2 年度予想；538 万円（内印刷費；290 万円で活動費；248 万円）；267 万円超過 

 

今年度の実績は、提言 2020 を建コン協近畿支部として支部長直下にＷＧを立上げ、十分な議論と研

究・検討を重ねたため、提言 2020 本体の作成費（外注費）・印刷費に多くの費用が掛かった。その他、

例年 4 回開催している道路技術勉強会の中止等により活動が自粛したが、建設技術展シンポジウム・及

び 12/2 の道路研活動報告・提言 2020 公表も兼ねたシンポジウム開催のため、当初予実算より大幅な支
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出増（267 万円）となる見込みである。但し、この内、提言 2020 作成（外注）及び印刷費等の約 290

万円はかかってくるが、この費用は別途、広報費等として計上したい。 

 来年度に向けては、シンポジウムとして建設技術展での開催を計画し、提言 2020 に対する他機関等

からのご指摘・ご提案についての研究・検討及び今回の提言 2020 実現化に向けた今後の進め方等の活

動費用を見積もって後述のＲ3 年度予算として計上した。 

２－６（参考）提言 2020 近畿作成ＷＧ 

・メンバー；WG 長；兼塚副支部長 

      委員；寺尾、北野、佐藤、木村、大西、加古、蔵下、野呂、藤村、藤善 

      学識委員；大津先生、松島先生 

・開催日 

 提言 2020 近畿作成ＷＧ準備会；Ｒ2 年 6 月 26 日 

 第 1 回 提言 2020 近畿作成ＷＧ：Ｒ2 年 7 月 6 日 

 第 1 回 提言 2020 近畿作成ミニＷＧ；Ｒ2 年 7 月 21 日 

 第 2 回 提言 2020 近畿作成ＷＧ；Ｒ2 年 8 月 4 日 

  第 2 回 提言 2020 近畿作成ミニＷＧ；Ｒ2 年 8 月 27 日 

 第 3 回 提言 2020 近畿作成ＷＧ; Ｒ2 年 9 月 23 日 

 第 4 回 提言 2020 近畿作成ＷＧ；Ｒ2 年 10 月 8 日 

 第 5 回 提言 2020 近畿作成ＷＧ；Ｒ2 年 10 月 28 日 

 第 6 回提言 2020 近畿作成ＷＧ； Ｒ2 年 11 月 11 日 

 

３． R３年度の活動方針 
道路研究委員会は今年度で R 元年度～R２年度にかけての第３期が終了する。 

当委員会では、第 1 期（Ｈ27、28 年度）のＨ28 年 9 月に「提言Ⅰ」、第 2 期（Ｈ29，30 年度）の 10

月に「提言Ⅱ」を公表し、現在、12 月 2 日開催予定の道路研シンポ「令和 2 年度建コン協近畿支部シ

ンポジウム 緊急提言！「今こそ立ち上がれ！～ポストコロナの新しい日本～」の公表に向けて鋭意検

討しているところである。提言発表後は年度末に向けて、国土交通省、地方自治体、高速道路会社、関

経連等の関係機関へ説明するとともに簡単な意見交換を行い、「提言Ⅱ」に対するご意見、ご提案を頂

くところである。 

このような説明、意見交換を通じて新たなご意見、ご提案に対して回答を行う必要がある。そのた

め、本委員会は、関西の次世代へ向けた必要なインフラへの取り組みについて研究・検討し、その成果

を発信することを目的にＲ3 年度から 2 か年（R3、4.年度）を道路研究会第 4 期として立ち上げること

にする。 

但し、今年度に実施する予定の国土交通省等への「提 2020」の説明時におけるご提案・ご意見等に

よるテーマの決定によっては第 4 期の期間の変更（延長）も考えている。 

第 4 期の活動方針骨子は下記のとおりである。 

 

（１）運営委員会全体運営のほかに、「西日本 4支部連携、道路技術勉強会」の運営も追加して担う。 

（２）分科会の構成は従来通り、道路網・道路の賢い使い方・国土交通の 3 分科会で構成する。活動内 
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容は、今年度の内容を基本とするが、道路網・賢い使い方分科会では、重複部分は両分科会で重 

複しないように活動する。また、国土交通計画分科会から西日本 4 支部連携の運営は、運営委員 

会へ移すため除く。 

（３）道路研究委員会及び各分科会には委員長の他に、副委員長（複数可）を置き、運営の更なる円滑

化を図る。 

・運営委員会 

運営委員会メンバーは、運営委員長、運営委員、特別アドバイザー、各分科会委員長を基本とす 

る。 

（４）分科会 

・交通分科会（道路網分科会から改名） 

首都代替機能を担うべき拠点の検討：「首都機能の移転」に着目して、都市拠点に特化した検討 

主要機能を分散配置する際のネットワークのあり方検討：大阪都心の機能を分担するために関西 

各地が持つべき必要な機能とそれを活かす（代替する）ために必要な接続や周遊機能の検討 

・道路の賢い使い方分科会 

平成 27 年度～平成 28 年度の 2 箇年にわたり、道路を賢く使うという観点から既存の道路空間の 

活用方法に着目し、全国の先進事例や新たな施策を収集・整理するとともに近畿地方への適用の 

検討を実施した。「多様な利用者が共存する道路空間の形成」、「安全・安心」、「交通の円滑化」、

「新たな価値の創造」、「防災性向上」の５つの視点から４８施策を取り上げ、近畿地方へ導入すべ

き施策、適用すべき区間や箇所を提言した。また、平成 29 年度からの 2 箇年は、約 10 年後の社会

状況の変化を捉え、大阪万博の誘致（活動）、新名神高速道路供用や北陸新幹線の福井-敦賀間の開

通、その後の京都までの延伸を見据え地域ポテンシャルが高まるであろう京都北部・福井県南西

部・滋賀県域の地域をケーススタディとし取り上げ、具体的な施策の展開の検討を実施した。 

平成 31 年度からの２箇年については、平成 27 年度～平成 28 年度で整理を行った施策の再整理 

を行う。関西都市圏（京都、大阪、神戸）および近畿南東部（和歌山、奈良）を検討エリアとし、 

平成 29 年度からの提言と合わせ、近畿地方全域の多様な交通モード間の連携、拠点整備（商業、 

観光、防災）を含めた道路の活用方法の検討を実施した。 

令和２年からの２年間は、これまでの研究テーマに対し、社会状況の変化や人の行動からみたイ 

ンフラ整備の観点で、施策の追加、展開についてさらに深堀し、下記の項目を主とした研究を実 

施する。 

下記②~⑤を踏まえた、近畿地域の施策展開を継続して実施（見直し、追加） 

⇒道路空間再配分（ＬＲＴ、自転車道、歩道空間の確保）、防災拠点、物流拠点、交通結 

節点（バスタ、道路と鉄道）、モール化、他の交通モードとの連携（空港、鉄道、舟 

運）・・・・etc 

(ｱ） 海外における新たな施策および好事例の整理および関西地域への展開 

⇒文献、インターネットより情報収集、視察含む 

(ｲ） 人の行動や活動に視点をおいたインフラの使われ方の整理（ケーススタディ） 

⇒観光、防災、働き方・・・・生活様式変容に基づく、人を中心とした利 用形態の検 

討。 
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(ｳ)  上記を実現するための規制緩和およびインフラの ICT 技術（ﾃﾞｰﾀ通信、シームレス 

化）の活用の検討。 

 

・国土交通計画分科会 

1)西日本版スーパーメガリージョン構想の推進に向けた研究 

・西日本全体での国土利用のあり方、民間資本へのインセンティブ研究並びに、近畿地方への適 

用の研究 

・西日本の国土軸、地域連携軸などの交通ネットワークに関する研究 

・南海経済軸のあり方研究 

・先進事例研究（海外 or 国内現地調査等） 等 

2)三空港一体化に向けた交通ネットワークとまちづくりに関する研究 

・3 空港一体化に向けた交通ネットワークのあり方研究（深度化） 

・3 空港一体化を促進させる交通結節点（新尼崎、夢洲のまちづくり）のあり方研究 

・先進事例研究（海外 or 国内現地調査等） 等 

（５）道路技術勉強会 

・建コン協会員の道路技術力の向上、近畿地整等他団体等の技術交流に寄与することを目的に開催 

する。開催回数は従来の年 4 回開催をベースについては見直すものとする。 

・メンバーは運営委員会委員があたる。 

（６）シンポジウムは、建設技術展時に定例として行う。 

（７）今後の取組みのテーマは、現在行っている「提言 2020」の国土交通省、地方自治体、高速道路 

会社等の説明・意見交換が終了次第検討し決定する。 

（８）「関西のインフラ強化を進める会」との連携強化を図る。 
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（９）令和 3 年度予算案                      （単位；円） 

注）１．各分科会の現地視察費は、海外への視察を計画している。 

 幹事会（世

話人会・運

営委員会）

 

道路網研

究 

分科会 

道路の賢い

使い方研究

分科会 

国土交通

計画研究

分科会 

 

 

合 計 

 

 

備 考 

委員数

（人） 

8

（兼務 3）

10 20 13 51

兼務（3）

 

学識経験者

等（人） 

2

兼務（2）

1 1 1 5

兼務（2）

 

話題提供者

へのお礼等 

200,000 30,000 

 

30,000 20,000 280,000  

現地調査等 100,000 200,000 200,000 200,000 700,000 国内視察 

見学会等 0 30,000 150,000 50,000 230,000  

ﾋｱﾘﾝｸﾞ等 100,000 20,000 0 30,000 150,000  

活動費（懇

親会補助

等） 

250,000 150,000 160,000 350,000 910,000 講師等の食

事代、謝礼

等(シンポ) 

その他 300,000 70,000 110,000 150,000 630,000 パース作成

費用他 

合計 950,000 500,000 650,000 800,000 2,900,,000  
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道路研究委員会 R3 年度 

 組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路網分科会 

（委員長） 

委員 

  
委員長 

道路研究委員会

運営委員会（8 名）

道路の賢い使
い方分科会 
（委員長） 

委員 

運営委員（３名） 

道路技術勉強会・西日本 4 支部連携 WG 

国土交通計画
分科会 

（委員長） 

委員 

学識委員 

行政経験者 
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現地視察報告 【松江・日本海国土軸】

1

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 近畿支部

道路研究委員会 国土交通計画研究分科会

国内視察の報告

日程：令和２年１２月１０日（木）～１２月１２日（土） ３日間

行先：松江（松江市他、日本海国土軸沿線の地域、松江高専）

参加者：野呂、小椋、富田、鎌木、三荒、杉本、椿（敬称略）

概要

2

国内視察（松江・日本海国土軸）

《目的》
国土交通計画研究分科会で検討を進めている「南海経済軸のあり方に関する研究」の一環として研究を進めている「⻄⽇本版

スーパーメガリージョンに関する調査・研究」を念頭に、これまで研究を進めてきた南海経済軸(四国・太平洋沿岸)の対角に位置
する⽇本海国土軸（山陰地方）の地域の現状や観光・物流拠点など現地調査の実施しました。

本分科会の学識委員である松江⾼専 ⼤津校⻑と、⼭陰地方の課題と将来の展望についてブリーフィングを⾏い、同時にミニ分
科会を開催して意見交換を⾏いました。

《日程》
令和２年１２月１０日（木）

〜１２月１２日（土） 3日間

日程 時刻 内 容

12/10

（木）

12時 各自 米子駅集合

【レンタカー】米子市 ⇒ 境港市 ⇒ 松江市

観光拠点、物流拠点の視察

（境港・クルーズ船ターミナル等）

18時 松江市内のホテル泊

12/11

（金）

10時 松江高専（大津校長） 訪問

山陰地方の現状と将来の展望についてブリーフィング

ミニ分科会を開催

13時 【レンタカー】松江市 ⇒ 出雲市

地域状況の確認、観光拠点の視察（出雲大社 等）

18時 松江市内のホテル泊

12/12

（土）

9時 【レンタカー】松江市 ⇒ 益田市 ⇒ 萩市 ⇒ 下関市

地域状況の確認，交通施設の確認

（山陰自動車道の整備状況）

物流・観光拠点等の視察

（石見銀山・萩城下町・下関港）

19時 新下関駅 解散

各自 大阪へ

《新型コロナ感染症拡大防止対策》
以下に示す新型コロナ感染症拡⼤防止対策を

講じました。
・３密の防止
・人と人の距離の確保
・マスク着用
・手洗い等手指衛生
・当日の健康状態の確認

《主なプログラム》
【ヒアリング】

松江⼯業⾼等専門学校 ⼤津校⻑
（⼭陰地方の現状と将来の展望）

【現地調査】
地域の現状・課題、主要な物流拠点や観光拠点

等
〇物流拠点：境港、下関港
〇観光拠点：境港（クルーズ船ターミナル）、

出雲⼤社、萩城下町
〇交通施設/拠点：⼭陰自動車道、関門海峡、

空港ターミナル（米子・出雲・萩石見）
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山陰地方の概況

3

（出典：しまね観光ナビHP） ※一部加筆

《山陰地方の概況》
山陰地方は中国地方のうち中国⼭地以北をさし、島根県や鳥取

県、⼭口県北部にあたる。場合によっては兵庫県北部や京都府北
部を含むことがある。
地域のつながりとして、⼭口県北部（萩）は九州、島根県⻄部

（浜⽥）は広島県⻄部、島根県東部（松江）・鳥取県⻄部（米
子）は岡⼭県・広島県、鳥取県東部（倉吉・鳥取）は兵庫県南⻄
部との交流が見られる。

萩

下関

倉吉

山口県

島根県

鳥取県

国内視察（松江・日本海国土軸）

4

《交通アクセス》
空港（航路）は出雲縁結び空港や米子⻤太郎空港などで、全国の主要都市と結ばれている。
鉄道は⼭陰本線、伯備線などで⻄日本各地と結ばれている。
高速道路は南北軸の整備は進んでいるが、東⻄軸にミッシングリンクが存在する。

山陰地方の概況

空港（航路）

（出典：しまね観光ナビHP）

高速道路

鉄道

JR松江駅JR松江駅

JR米子駅JR米子駅

出雲縁結び空港出雲縁結び空港

（出典：鳥取県観光連盟HP）
※一部加筆

（出典：松江高専大津先生提供資料）

芸備線
山口線

山陰本線

山陰本線

木次線

国内視察（松江・日本海国土軸）

仁摩石見銀山IC仁摩石見銀山IC
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境夢みなとターミナル

5

《境夢みなとターミナルの概要》
境夢みなとターミナルは、C.I.Q.機能〔customs（税関）、immigration（出入国審査）、quarantine（検疫）〕を完備し、

北東アジアの玄関口としてふさわしい設備が充実している。また、開放感があふれる待合ホールや秀峰⼤⼭と美保湾が一望で
きる展望コーナー、クルーズ客船寄港時に船を間近で見学できる展望デッキ、約３５０台を収容できる駐車場が設けられてい
る。

船客・送迎の人々・観光客・市⺠のだれもが利用できる施設として、境港を含め近隣エリアのにぎわいの創出を目指すとと
もに、待合ホール・展望デッキ・会議室・駐車場の貸し出しを⾏い、⼤規模なイベントや見本市から少人数の勉強会まで幅広
くご利用することが可能なにぎわいづくりの拠点として活用されている。

≪ 境夢みなとターミナル（旅客上屋）基本コンセプト≫

≪ 事業の概要≫

（出典：境港管理組合パンフレット）

国内視察（松江・日本海国土軸）

6

境夢みなとターミナル

（出典：しまね観光ナビHP）

境夢みなとターミナルの視察境夢みなとターミナルの視察

（出典：松江高専大津先生提供資料）

≪ 境港の課題の事業の必要性≫

≪ 境港の整備効果≫

（出典：境港管理組合パンフレット）

☑境港と主要都市及び瀬戸内イノベーション・エリアの相

互の連結強化

☑企業活動の更なる競争力強化と地域経済・産業の活性
化への取り組み

☑ヒト・モノ・カネを呼び込むエリアを形成

旅客ターミナル外観と広大な駐車場

旅客ターミナル出入口

２０１９年に境港に入港した客船

国内視察（松江・日本海国土軸）
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松江市
【概況】

島根県出雲地方に位置する中核市。松江藩の城
下町を中心に発展してきた山陰最大の人口を擁す
る中心都市に位置付けられ、鳥取県の米子市とと
もに中海・宍道湖・大山圏域の中核を担っている。

松江城や美保神社、玉造温泉といった観光資源
を有し、出雲大社に近いことなどから島根観光の
玄関口として県内外から多くの訪問客がある。

【交通システム】
公共交通は、運行本数の少なさや郊

外ネットワークの不足等に加え、雨や
雪が多い気候により、自家用車利用が
多く交通渋滞等の問題が発生している。

市では、これら交通問題を解決する
ため「はじめよう!通勤でまつエコ」等
の取り組みを推進し、公共交通の利用
促進を図っている。

（出典：松江市交通局
HP）

☛鉄道
JR⻄⽇本（山陰本線、⽊次線）
一畑電車（北松江線）※映画「RAILWAYS」の舞台となった鉄

道
☛バス

松江市交通局（市営バス、松江レイクライン）
一畑バス
松江・境港シャトルバス

※市内に空港はないが、出雲空港と米子空港が最寄りの
空港として利用されており、松江駅から高速連絡バスが
運行している。

（松江駅前）

（バスロータ
リー）

（出典：松江市公共交通
利用促進市民会議）

松江市 国内視察（松江・日本海国土軸）

7

出雲大社と神門通り

8

（出典︓出雲⼤社HP）

《出雲大社》
縁結びの神様として名⾼く、神話のふるさと出雲を象徴する⼤社である。
・所在地：島根県出雲市⼤社町
・創建：出雲⼤社の社伝においては、垂仁天皇の時が第1回、⻫明天皇の時が第2回の造営とされている。
《神門通り》

宇迦橋（うがばし）の⼤鳥居から出雲⼤社の正門までつづく約700ｍの表参道であり、ご当地グルメの「出雲そば」をはじめと
する飲食店、土産屋が軒を連ねている。

宇迦橋

宇迦橋出雲大社

勢溜の⼤⿃居

勢溜付近より神門通りを望む

国内視察（松江・日本海国土軸）
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9

出雲大社と神門通り

（出典︓出雲⼤社前門前商店街HP）⼀部加⼯

路⾯標⽰は⽩⾊舗装版を使⽤ 電線共同溝地上機器を段差部に設置 洗練されたデザイン 神門通りに併せて改修された出雲大社前駅

《神門通りの大改修（2010.5～2016.2》

・神門通りは、出雲⼤社参道を延伸する形で1913年に路線が開通され、1916年にRC造の⼤鳥居と松280本が地元篤志家によっ
て寄贈されて参道の体裁が整った比較的歴史の浅い参道である。

・出雲⼤社の本殿遷座祭（⼤遷宮）を2013年に迎えた島根県は、神門通りの本格的な改修を決定し、石畳の参道へ景観を刷新
するとともに、歩車共存型道路の概念を導入して車両通⾏を抑制し「歩ける」通りに転換させるという整備骨子を設定した。

・デザインは日本を代表する⼤社の表参道にふさわしい姿に景観を一新しながら、観光バス対応の重車両交通という条件下で
歩車共存型道路でありながら「歩行者主体」による空間化を図り、整備された。

・この事業に連動して、一畑電車・出雲⼤社前駅に隣接してポケットバーク「縁結びスクエア」が整備された。一畑電車、出雲
市、島根県による合同事業であり、観光客や地域住⺠のための⼩さな憩いの場として、敷地境界の見えない完全な一体事業と
して実現した。 （引⽤︓⼟⽊学会デザイン賞HP）

国内視察（松江・日本海国土軸）

《下関の交通網》
・下関港は本州と九州の結節点に位置しており、日本全国との道路物流ネットワークが構築されている

・下関駅を発着地とし国内、釜山港及び蘇州港などから下関港を経由し、全国へ輸送する国際複合一貫輸送基地としての
機能も有している

《諸外国との繋がり》
・下関港は重要な交流基盤であり、中国・韓国などの主要都市とを結ぶ東アジア貿易の窓口となっている

《下関港の優位性》
・地理的優位性、交通アクセス、すばやい輸送体制・検査体制を生かし東アジア地域から全国各地へ
航空輸送に匹敵するスピードで貨物を届けるサービスを実施している

下関市

下関港国際ターミナル下関港国際ターミナル

（出典：下関市公式ウェブサイトに一部加筆）

（出典：下関市公式ウェブサイトに一部加筆）

門司港

300km

150km

中国・九州地方の中心に位置し、
生産・物流の拠点となっている

国内視察（松江・日本海国土軸）
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松江工業高等専門学校 訪問（ミニ分化会）

11

国内視察（松江・日本海国土
軸）
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